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工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号
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００市立弥栄小学校普通教室等整備修繕

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介 表紙、図面リスト

ー

原図サイズ　Ａ１

市立弥栄小学校普通教室等整備修繕
令和８年度
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Ａ－００ 表紙・図面リスト

特－０１ 共通特記仕様書（建築工事）

改特－０１ 改修特記仕様書（１）

改特－０２ 改修特記仕様書（２）

改特－０３ 改修特記仕様書（３）

改特－０４ 改修特記仕様書（４）

改特－０５ 改修特記仕様書（５）

改特－０６ 改修特記仕様書（６）

改特－０７ 改修特記仕様書（７）

改特－０８ 改修特記仕様書（８）

改特－０９ 改修特記仕様書（９）

改特－１０ 改修特記仕様書（１０）

改特－１１ 改修特記仕様書（１１）

改特－１２ 改修特記仕様書（１２）

改特－１３ 改修特記仕様書（１３）
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Ａ－１０

Ａ－１１

Ａ－１２

Ａ－１３

Ａ－１４

案内図・配置図

仕上表

Ａ－１５

全体１階平面図（既存）

全体３階平面図（改修）

Ｎｏ．縮　尺

1/50

1/50

1/50

Ａ－４６

縮　尺図　面　名 図　面　名 図　面　名

全体１階平面図（改修）

全体２階平面図（既存）

全体２階平面図（改修）

全体３階平面図（既存）

Ａ－４７

Ｂ棟１階ｻﾎﾟｰﾄﾙｰﾑ･ﾗﾝﾁﾙｰﾑ平面詳細図（既存）

Ｂ棟１階普通教室(1)(2)・配膳室平面詳細図（改修）

Ｒ８.１

Ｂ棟１階ｻﾎﾟｰﾄﾙｰﾑ天井伏図・展開図（既存）

Ｂ棟１階ﾗﾝﾁﾙｰﾑ天井伏図・展開図（既存）

Ｂ棟１階普通教室(1)天井伏図・展開図（改修）

Ｂ棟１階普通教室(2)・配膳室天井伏図・展開図（改修）

Ｂ棟２階児童ｸﾗﾌﾞ･ｵｰﾌﾟﾝｽﾍﾟｰｽ平面詳細図（既存）

Ｂ棟２階普通教室(3)(4)(5)平面詳細図（改修）

Ｂ棟２階児童ｸﾗﾌﾞ天井伏図・展開図（既存）

Ｂ棟２階ｵｰﾌﾟﾝｽﾍﾟｰｽ天井伏図・展開図（既存）

Ｂ棟２階普通教室(3)天井伏図・展開図（改修）

Ｂ棟２階普通教室(4)(5)天井伏図・展開図（改修）
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1/50

1/50

1/50

1/50

1/50

1/50

1/50

1/50

1/50

Ｂ棟３階ｻﾎﾟｰﾄﾙｰﾑ･研修室･PC教室平面詳細図（既存）

Ｂ棟３階普通教室(6)(7)(8)(9)平面詳細図（改修）

Ａ棟２階会議室平面詳細図（既存）

Ａ棟２階会議室天井伏図・展開図（既存）

Ｂ棟３階ｻﾎﾟｰﾄﾙｰﾑ天井伏図・展開図（既存）

Ｂ棟３階研修室天井伏図・展開図（既存）

Ｂ棟３階PC教室天井伏図・展開図（既存）

Ｂ棟３階普通教室(6)天井伏図・展開図（改修）

Ｂ棟３階普通教室(7)天井伏図・展開図（改修）

1/50
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1/50

1/50

1/50

Ａ棟２階支援級・ｻﾎﾟｰﾄﾙｰﾑ平面詳細図（改修）

Ａ棟２階支援級・ｻﾎﾟｰﾄﾙｰﾑ天井伏図・展開図（改修）

Ｂ棟３階普通教室(8)(9)天井伏図・展開図（改修）

Ａ棟３階多目的室平面詳細図（既存）

Ａ棟３階多目的室天井伏図・展開図（既存）

Ａ棟３階普通教室(10)・ｻﾎﾟｰﾄﾙｰﾑ控室平面詳細図（改修）

Ａ棟３階普通教室(10)・ｻﾎﾟｰﾄﾙｰﾑ控室天井伏図・展開図(改修)

全体１階建具・家具キープラン

全体２階建具・家具キープラン

全体３階建具・家具キープラン

家具詳細図１

家具詳細図２

部分詳細図（１）

部分詳細図（２）

外構平面図、外構詳細図

建具表（既存・改修）
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仮設計画図（外部）（参考図）

仮設計画図（内部）（参考図）



2-10　発生材の処理等 　1　建設副産物

「建設副産物適正処理推進要綱」による。

　（1）建設副産物（コンクリート・アスファルト塊・路盤材）

　2　発生材

　受注者は、関係法令に従い、受注者の責任において処分を行う

ものとする。また、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和45

年法律第137号）」において定める産業廃棄物管理表（紙マニフェ

スト）または電子マニフェストにより管理するものとする。産業

廃棄物管理表（紙マニフェスト）で管理した場合は、A票及びE票が

管理した場合は、運搬終了報告、処分終了報告、最終処分終了報告

Ⅱ．工事契約関係 

Ⅰ．工事概要 

１．工事名称

２．工事場所

３．建物概要

2-1　工事区分

空気調和設備工事等に分割して発注する場合の区分表は、別添「工

2-2　用語の定義

　工事目的物を建築工事、電気設備工事、給排水衛生設備工事及び

統括監督員及び担当監督員をいう。

　「契約条項」とは、相模原市工事請負契約書の契約条項をいう。

　「監督員」とは、相模原市請負工事監督規程による監督員をいい、

（一財）日本建設情報総合センターへ工事実績情報の登録をしなけ

ればならない。

　登録は、登録（受注登録・変更登録・竣工登録）が必要な時期に

速やかに実施すること。

　施工体系図の作成

2-4　施工体制台帳及び 　受注者は、下請契約を締結したときは、施工体制台帳を作成し

現場に据え置かなければならない。

　また、併せて施工体系図を作成し、工事関係者が見やすい場所

及び公衆が見やすい場所に掲げなければならない。

2-5　質疑に対する協議 　設計図書に疑義が生じた場合は、監督員と協議を行い承諾を

得てから施工を行う。

2-6　施工図等 　1　受注者は施工に先立ち、工事に関連する部分の実測を行った

上で設計図書との照合を行い、所定の寸法が確保できることを確認

する。なお、寸法等の変更を要する箇所が生じた場合には監督員に

報告するとともに、施工図、製作図等を作成し監督員の承諾を受け

ること。

承諾を受けること。

　2　製作、発注物品の同等確認等は製作・発注前に必ず監督員の

監督員との協議による。

2-7　工事の一時中止に

　係る事項

　1　契約条項第20条の規定により工事の一時中止の通知を受けた

場合は、中止期間中における工事現場の管理に関する計画（「基本

計画書」という。）を発注者に提出し、承諾を受けること。

　2　工事の施工を一時中止する場合には、工事の続行に備え工事

現場を保全すること。

2-8　実施工程表の提出

に関連する工事の関係者と調整のうえ、実施工程表を作成し、監

　2　実施工程表には、月毎の予定進捗率（％）を併記する。

督員の承諾を受ける。なお、契約金額が5,000万円以上の工事の実

施工程表は、原則ネットワーク手法による。

　1　受注者は、工事の着手に先立ち、別契約を含む施工上密接

2-9　工事写真 　1　工事（工程）写真

（1）工事（工程）写真については、営繕工事写真撮影要領　工事

部監修）に準拠すること。

上記により難い場合、監督員と協議し決定すること。

して見開きで比較できるよう整理する。

（2）解体工事にあたっては、上記に加え地下埋設部分の施工写真

を添付する。

（1）工事着手前と完成後を同じアングルで撮影し、完成写真帳と

　受注者は、契約金額500万（税込）以上の工事を締結した場合、

写真撮影ガイドブック　各工事編（国土交通省大臣官房官庁営繕

事区分表」による。

2-3　工事実績情報

　(CORINS)の登録

共通特記仕様書（建築工事）

　2　完成写真（契約条項第32条に基づく工事完成届に添付）

　3　施工上の納まり、取合い等の関係で簡易な調整を行う場合は、

2-11　環境への配慮 　1　使用する材料及び施工方法については、室内環境に配慮した

選定を行い、室内環境に影響を与える可能性のある材料等について

は、監督員の指示により、その物性等の確認できる資料を提出する。

年法律第100号。以下「グリーン購入法」という。）により、環境

負荷を低減できる材料を選定するように努める。

よる健康への影響に配慮する。

　2　国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成12

　3　使用する材料の選定に当っては、揮発生有機化合物の放散に

　4　工事に使用する材料は、石綿を含有しないものとする。

2-12　材料の品質等

　2　設計図書に定めのある材料については、材料の品質及び性

能を有することの証明となる資料を監督員へ提出し、あらかじめ

承諾を受けること。

　1　本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能を

※(表1.7.1)【表1.8.1】による

記入内容　　　

完成図の

完成図

完成図(縮小版)

屏風製本サイズ 原図

部数（　）部 部数（　）部

部数（　）部 部数（　）部

・（　　　　）

2-15　引渡し物品等

工種 指定する材料 備考

（1）中間技術検査を実施する段階及び回数が下記に記載された場合

実施する段階 回数

（4）低入札工事の場合

（2）施工途中における品質確認のため、監督員が必要と認めた場合

（3）施工途中における事故等により、監督員が必要と認めた場合

　受注者は、材料の現場搬入の際、当該材料が設計図書に定められ

た仕様と適合していることを確認する。このうち、次に指定する材

料については監督員の材料検査を受けるものとする。また、指定す

る材料以外のもので監督員が必要と認めた場合は材料検査を受け

ること。

2-13　材料検査

（　　）

（　　）

・引渡し図面

　技術検査（中間技術検査）は、次の場合に実施する。

・CAD、PDFデータの提出　※CD等によるその他

竣工写真

工事関係者一覧表

官庁関係届出書類

備品等　（　　　　　　　　）

・（　　）部

・（　　）部

・（　　）部

・（　　）部

・（　　）部

・（　　）部

・引渡し物品　 納品部数

・2-16による

機器性能試験成績書

機器取扱い説明書

各種保証書・検査書及び成績表

建築物等の維持管理に関する説明書

2-14　中間技術検査

有するものとし、設計図書に定めのない材料は、当該現場で使用

するほかの材料と比べてバランスの取れた材料とすること。なお、

材料は、製造工場により品質管理がなされたものとする。

　(2)　あらかじめ、監督員の承諾を受けた材料を使用する場合

　(4)　「建築材料・設備機材等品質性能評価事業　建築材料等評

　3　設計図書において、指定された材料・製品等については、指

定された材料・製品等を使用すること。ただし、種々の関係から

やむを得ず同等以上の材料とする場合で、あらかじめ、材料の品

質、性能等の証明となる資料等を示し、監督員の承諾を受けた場

合は、この限りではない。

価名簿（契約時の最新版）」に記載されている評価材料を使用す

る場合（特記等で公共建築工事標準仕様書・公共建築改修工事標

は除く。）

準仕様書の規定に基づく品質及び性能以外の材料を規定した場合

る場合

　(3)　設計図書により指定された材料、製造者の製品を使用す

はＪＡＳのマーク表示があるものを使用する場合

　(1)　設計図書に定めるＪＩＳ又はＪＡＳの材料で、ＪＩＳ又

ない。
　ただし、下記の（1）～（4）に該当する場合は、この限りでは

　受注者は、完成時に提出すること。なお、各物品の適用及び

数量等は、以下による。

撮影部位及び箇所数 形式・サイズ

（　）箇所

（　）箇所

・外部

・内部

・外観正面

建築完成写真撮影実績がある者で、監督員が承諾する撮影業者

カラー印画紙キャビネ判

電子データ

(JPEGフルカラー・圧縮率1/4程度)

カラー木製パネル 

半切(324×400mm) 

カラー印画紙キャビネ判

Ａ４アルバム綴じ※ 

4500×3000ピクセル以上で画像補正を行ったもの

工事完成時に次の写真を撮影し、監督員に提出する。

提出数

（　）部

（　）部

（　）部

（　）部

（　）箇所

・外観正面

（　）箇所

2-16　竣工写真

・外部

（　）箇所

（　）箇所

・内部

カラー印画紙キャビネ判

Ａ４アルバム綴じ※ 

電子データ

(JPEGフルカラー)

写真撮影者は、任意

1280×960ピクセル以上で、かつデジタルカメラの最高設定の画質

注：※のアルバムは併せて作成する。

（　）部

（　）部

　1　工事現場には、公衆が見やすい場所に次の事項を記載した工事

看板を表示する。

　足場を設ける場合は、原則として「手すり先行工法に関するガイ

ドラインについて（厚生労働省　平成21年4月）」の「手すり先行

工法等に関するガイドライン」による足場（手すり先行専用足場

又は枠組み足場又はくさび緊結式足場）とする。　

　足場の組立、解体、変更の作業は、手すり先行工法により行うと

ともに、使用時には、枠組み足場（妻面を除く）にあっては、交さ

筋かい＋幅木等＋上さん等（各両側）、枠組み以外の足場（枠組み

足場の妻面を含む）にあっては、手すり等＋中さん等＋幅木等（原

則各両側＋妻側）の機能を有するものを設ける又はこれらと同等以

上の措置を講じるものとする。

　なお設置については、「手すり先行工法による足場の組立て等に

関する基準」における「手すり据置方式」又は「手すり先行専用足

　上記により難い場合は、監督員との協議による。

場方式」により行うこと。

2-17　足場

2-18　工事看板

（1）工事名称　（2）工事期間　（3）受注者及び連絡先

（4）現場代理人氏名及び連絡先　（5）工事概要

（6）発注者及び連絡先　（7）工事監理者及び連絡先

　　　及び環境保全

　2　工事現場が複数にわたる場合にも、各現場に設置するものとす

る。ただし、これにより難い場合は監督員との協議による。

　工事の施工中にあたっては、関係法令により、工事現場における

標示施設等を設置すること。

2-19　施工中の安全確保

2-20　見本施工

工種 指定する内容

　見本施工の実施は、次に指定した内容について実施する。

　2　記載内容は、次を標準とする。

（1）工事総合進度（工程表及び契約課書式による。）

（2）当月の実施作業内容

（3）現場写真

　ア　外観　

　※定点から撮影し、月毎の工事進捗状況を把握できるものとする。

　イ　内観　

　1　契約条項第11条に規定する履行報告は、工事履行報告書とし、

提出の要・不要は、現場説明書（3-（8）履行報告書）による。

　受注者は、契約不適合点検において、契約不適合があると認めら

れたときは、契約条項のとおり、履行の追完等に対応すること。

　契約条項第45条に規定する契約不適合責任に伴う、契約不適合

点検の要・不要については、現場説明書（3-（9）契約不適合点検）

による。工事目的物の引渡しの日から1年以内（原則として引渡し

日から起算して11か月を経過以降、12か月を経過する以前の期間）

に工事目的物の、契約不適合点検の実施及び立会いを行う。

　1　設計図書の内容の一部を訂正・変更（以下「設計変更」とい

設計変更ガイドライン（相模原市）」によるものとする。

う。）により契約変更が必要となった場合には、契約条項第24条

　2　設計変更の具体的な考え方等については、「相模原市請負工事

又は第25条の規定により手続きを行うこと。

2-22　履行報告

2-23　契約不適合点検

2-24　設計変更

2-21　電気保安技術者 電気保安技術者の配置については、現場説明書(3-(7))による。

の通知が届き次第、その原本を監督員に提示する。

送付され次第、その原本を監督員に提示する。電子マニフェストで

４．工事種目

５．工事内容

（６）防火指定　準防火地域

Ａ１

・（ 　 ）部１

ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号
市立弥栄小学校普通教室等整備修繕

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介

ー

Ｒ８.１

共通特記仕様書（建築工事）
特

０１

名称　市立弥栄小学校普通教室等整備修繕

相模原市中央区弥栄３－１－１０

※工事を修繕と読み替えるものとする。

（２）構造　鉄筋コンクリート造　３階建て

（３）延床面積　Ａ棟：約2,611㎡・Ｂ棟：約2,687㎡

（４）敷地面積　約20,990㎡

（５）用途地域　第一種中高層住居専用地域

・普通教室等整備修繕一式

・普通教室整備

・配膳室整備

・支援教室整備

・サポートルーム整備

・サポートルーム控室整備

・一部建具改修（カバー工法）

・キュービクル基礎改修

６．指定部分

７．施工条件

・有　 ・無　

対象部分（　　　　　　　　　　　）

指定部分工期　　　　　年　　月　　日

・施工順序の制約の有無

・概成工期　内容（　　　　）年月日（　　　）

※施工日及び施工時間等は、現場説明書　３（２）施工項目による

　制限内容　※現場説明書　３（２）施工項目による

（７）埋蔵文化財包蔵地　・該当　遺跡No（           　      ）

（１）建物名称　市立弥栄小学校



・シーリング防水工事作業

Ｒ８.１

ー

学校施設課　大橋　乃介

検　算担　当総括副主幹総括副主幹総括主幹

市立弥栄小学校普通教室等整備修繕
一級建築士　大臣登録　第288653号

図面番号図面名称

設計年月日

縮尺課　長設計資格者氏名工事名称

相模原市

ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ

　調査範囲（・　　　　　　　　　・図示　）

　貸与資料（　　　　　　　　　　　　　　）

　・石綿含有せっこうボードの処理　

せっこうボードの処理方法

」　　処理方法は、【9.1.5】による。

　・ひ素・カドミウム含有せっこうボードの処理

　　　　　　　・管理型最終処分場で埋め立て処分

　・その他のせっこうボードの処理

　　　　　　　・埋立処分（管理型最終処分場）

　　処理方法　・再資源化（再資源施設）

　　分析調査　・要　　　・不要（分析調査済）

　・有 （数量　　　　　　　） ・ 無

 ＰＣＢ含有シーリング材の処理方法

　　処理方法　・分別解体後解体した材料を製造業者に処分を委託

　・（　　　）

Ⅰ.建築工事　改修特記仕様書

（１）図面及び本特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の

　　　下記仕様書等のうち、現場説明書２－（５）に□を付けたものを適用する。

（２）電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、それぞれの工事特記仕様書

　　　を適用する。

（３）本特記仕様書の表記

　２）特記事項は、○・  印の付いたものを適用する。

　１）項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

　　　　○・  印と ※ 印の付いた場合は、○・ を優先する。

　　　　○・  印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　３）特記事項に記載の表示について、（     ）内表示番号は公共建築工事標準仕様書

　　【　】内表示番号は公共建築改修標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

Ⅱ.工事契約関係

1　適用区分

2　環境への配慮

3　発生材の処理等

1

各
章
共
通
事
項

　条件を用いる。

・建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の

　　　　　・ 34ｍ/秒（その他地域）

　・風圧力・ 32ｍ/秒（旧津久井、相模湖、藤野）

　・積雪荷重 　　

　　地表面粗度区分（　・ Ⅰ　・ Ⅱ　・ Ⅲ　・ Ⅳ）　

　　風速（Vo=　　 m/s）

　　　　　　　　　　・ 35㎝(旧市域) 

　　※  垂直積雪量　・ 40㎝(旧城山、津久井、相模湖、藤野)

（１）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の

　　　品質及び性能を有すると共に、次の①から④を満たすものと

　　　する。

　   　ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、

　   　塗料、仕上塗材は、アセドアルデヒド及びスチレンを発散

　   　

　   　しない又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する

　   　「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用す

　   　る。

    ② 接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベン

　     ゼンの含有量が少ない材料を使用する。

    ③ 接着剤は、可塑性（フタル酸ジ－ｎ－プチル及びフタル酸

       ジ－２－エチルヘキシル等を含有しない難揮発性の可塑剤を

       除く）が添加されていない材料を使用する。

    ④ ①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の

       什器類は、ホルムアルデヒド、アセドアルデヒド及びスチ

       ものとする。

       レンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用した

（２）設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に

    　おいて、「規制対象外」とは次の①又は②に該当する材料を

    　指し、同区分「第三種」とは次の③又は④に該当する材料を

    　指す。

    ①建築基準法施行令第20 条の７第１項に定める第一種、第二種

      及び第三種ホルムアルデヒド発散建築材料以外の材料

    ②建築基準法施行令第20 条の７第４項の規定により国土交通

      大臣の認定を受けた材料

    ③建築基準法施行令第20 条の７第１項に定める第三種ホルム

    　アルデヒド発散建築材料

    ④建築基準法施行令第20 条の７第３項の規定により国土交通

    　大臣の認定を受けた材料

発生材のうち、発注者に引渡しを要するもの

・ポリ塩化ビフェニル（ＰＣＢ）含有物　・金属類

・その他（　　　　　）

特別管理産業廃棄物の種類及び処理方法

　　処理方法：　　

　　分析調査の要否　・有　・無（分析調査済）

　　使用箇所：　　　　　　　　　

　　　 積層材、ＭＤＦ、 パーティクルボード、その他の木質建材、

    ① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板

発生材のうち、工事現場において再利用・再資源化を図るもの

　※現場説明書２－（５）（エ）及び「残材の処理及び再生材の

　　利用に関する共通特記仕様書」による

1　工事着手に先立ち、目視及び貸与する設計図書等により

　石綿を含有している吹付け材、成形板、建築材料等の使用の有無

　について調査し、監督職員に報告する。

2　分析による石綿含有の調査

　分析方法　・定性分析　　　・定量分析

仮設工事

鉄筋工事

コンクリート工事

鉄骨工事

・押出成形セメント板工事

適用工事種別

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ・ALCパネル

防水工事

技能検定の職種

　　トーチ防水工事作業

・ＦＲＰ防水工事作業

・改質アスファルトシート

・セメント系防水工事作業

・塩化ビニル系シート防水工事作業

・合成ゴム系シート防水工事作業

・アクリルゴム系塗膜防水工事作業

・ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

・アスファルト防水工事作業

・エーエルシーパネル工事作業

・コンクリートブロック工事作業

・とび作業

・コンクリート圧送工事作業

・型枠工事作業 

・鉄筋組立て作業

・とび作業

石工事

タイル工事

木工事

屋根及びとい工事

金属工事

左官工事

建具工事

・左官作業

・ガラス工事作業

・ビル用サッシ施工作業

・鋼製下地工事作業 ・内外装板金作業

・大工工事作業

・タイル張り作業

・石張り作業　・石積み作業

・内外装板金作業　・スレート工事作業

・樹脂接着剤注入工事作業

5　技能士

化学物質の濃度測定

空気中に含まれるホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチ

ルベンゼン、スチレン、パラジクロロベンゼンの濃度測定を実施

し、報告書により結果を報告する。

試料採取方法は、吸引方式（アクティブ法）とし、１箇所当りの

試料は２採取試料を同時採取する。また、分析は厚生労働省「室

内空気中化学物質の室内濃度指針値及び標準的測定方法について」

に準ずる。

6　室内空気中の 3 仮設間仕切り

・ A 種

・ B 種

※ C 種

充填材

・木下地

・軽量鉄骨 ・無し

・片面

単管下地

充填材：グラスウール３２ｋ　（厚：５０ｍｍ以上）

 ・せっこうボード（9.5mm）

 ・合板(※9.0mm　・4.0mm)

 　防炎シート

・無し

充填材塗　装仕上げ

充填材：グラスウール３２ｋ　（厚：５０ｍｍ以上）

・仮設間仕切りに設ける仮設扉の設置箇所等

　※図示　・（　　　）

　※図示　・（　　　）

・仮設間仕切りの設置箇所

種別 下地 　仕上げ（厚さmm） 塗装

材質

※木製

・（　　　）

※合板張り程度

・（　　　）

・無し

・片面

防
水
改
修
工
事

4　監督員事務所等

　・机（　）　・椅子（　）　・書棚（　）　・黒板（　）

　・寒暖計（　）　・ゴム長靴（　）　・雨合羽（　）

　・保護帽（　）　・懐中電灯（　）　・安全帯（　）　

　・受注者加入電話の子機（　）　・衣類ロッカー（　）

　・暖房機器　・消火器　・湯沸器　・掃除機等

・規模（　　）㎡程度

・仕上の程度　床：　　　　内壁：　　　　天井：　　　程度

・備える設備　※監督員と協議　・電灯　・給排水　・　

設置する備品の種類及び数量

3 降雨等に対する養生方法1　施工一般

処理

　　　　　　　　　・行わない

　　　　　　　　　・行わない

P0S工法及びP0SI工法（機械式固定方法）の既存保護層を撤去し防水

架台回り等の処置

露出防水層表面の仕上げ塗装除去 

　　・行う（・M4AS　・M4ASI　・M4C　・M4DI　・L4X） 

　　・行わない

層を非撤去とした立上り部等の補修及び処置 

2　既存防水の処理

3　既存防水層下地の

4　アスファルト防水

　※【3.1.3(5)(ｱ)～(ｳ)】による。 ・（　　　）

・屋根保護防水工法

　　（改修工法）・Ｐ１Ｂ　

　・屋根保護防水絶縁工法　施工箇所（　　　）

　・屋根保護防水密着工法　施工箇所（　　　）

　　（改修工法）・Ｐ２Ａ

　　（防水層種別）・Ａー１　・Ａ－２　・Ａ－３

　・屋根保護防水絶縁断熱工法　施工場所（　　　）

　・屋根保護防水密着断熱工法　施工場所（　　　）

　　（改修工法）・Ｐ２ＡＩ

　　（改修工法）・Ｐ１ＢＩ　・Ｔ１ＢＩ

　　（防水層種別）・ＡＩー１　・ＡＩ－２　・ＡＩ－３

補修箇所の形状　　補修箇所の長さ　　補修箇所の数量

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　）

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　）

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　）

・既存下地の処理

　※【3.2.6(4)(ｳ)(g)①～③による　・（　　　）

※図示　　・（　　　）

既存保護層の撤去　・行う（範囲　・図示　・　　　　　　　　　） 

既存防水層の撤去　・行う（範囲　・図示　・　　　　　　　　　） 

既存下地の補修箇所の形状、長さ、数量等　※図示　・（　　　）　　　

　　（防水層種別）・Ｂー１　・Ｂ－２

　　（防水層種別）・ＢＩー１　・ＢＩ－２

4　事前調査

カーテンウォール工事

・自動ドア施工作業

・金属製カーテンウォール工事作業

塗装工事

内装工事

排水工事

舗装工事

植栽工事

　　　　　　　　断熱工事作業

・溶融ペイントハンドマーカー工事作業

・加熱ペイントマシンマーカー工事作業

・造園工事作業

・建築配管作業

・壁装作業

・吹付硬質ウレタンフォーム

・ボード仕上げ工事作業

・カーペット系床仕上げ工事作業

・プラスチック系床仕上げ工事作業

・建築塗装作業

※監督員事務所の設置の有無は、現場説明書(3-(4)ア)による。

（1.3.12）

（1.5.1）

（1.7.2）

（1.7.9）

（2.3.2）

（表2.3.1）

（2.4.1）

（3.1.3）

（3.2.3）

（3.2.4）

（3.2.6）

（3.2.6）

（3.1.4）

（表3.1.1）

（表3.3.3）

（表3.1.1）

（表3.3.6）

（表3.1.1）

（表3.3.4）

（表3.1.1）

（表3.3.5）

（3.2.6）

アスベスト分析調査報告書

　測定対象室

　・有（種類：　　　　　　）　・無

　調査箇所　改特-12による

　測定の指定時期　・夏休み完了時　・（　　　）

2

仮
設
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事

1　足場等

　　保護ｼｰﾄによる養生　※ 行う　・ 行わない

　　　設置範囲　※図示　・（　　　）　

　　騒音、粉じん等の対策　・行う　・行わない

　　　対策の方法　・防音パネル　・防音シート

　　　設置範囲（防音パネルの場合）　・（　　　）

　種別　 ※脚立、足場板等　・（　　　）         

　材料、撤去材等の運搬方法

　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種  ・Ｅ種

2　既存部分の養生

　　方法　※ビニルシート、合板等　・（　　　）

　　方法　※ビニルシート等　・（　　　）

　　方法　※ビニルシート等　・（　　　）　　 

　　保管場所　・図示　・（　　　）

・既存部分の養生　　範囲（　　　）

・既存家具、設備等の養生　　範囲（　　　）

・既存ブラインド、カーテン等の養生　　範囲（　　　）

・固定された備品、机、ロッカー等の移動

・外部足場　設置範囲（　　　）

　　移動先（　　　）

（2.2.1）

（2.1.3）

（表2.2.1）

（2.3.1）

および鉄筋調査 ・コア抜き、はつり工事等

・ 探査機（電磁波レーダー法又は電磁波誘導法）による探査

※ 既存資料調査

・あと施工アンカー工事　※【６.６】及び【８.１２】による

配管・配線等の位置の墨出を行う。

範囲　※図示　・（　　　）

・ 放射線透過試験（電気設備工事編（2.11.2）および

機械設備工事編（4.1.2）による）

労働安全衛生法、「電離放射線障害防止規制」（昭和47年

労働省令第41号）等に定めるところによるほか、次による。

（1）作業主任者は、エックス線作業主任者の資格を有する

　ものとし、資格を証明する資料を監督職員に提出する。

（2）放射線照射量は最小限のものとし、照射中は人体に

　影響のない程度まで照射器より離れる。また、作業者

コンクリート厚さ　　  ｃｍ

フィルムサイズ　

（3）露出時間は、コンクリートの厚さ等により、適宜調整

　以外の立入禁止措置を講ずる。

　する。

（4）付近にフィルム、磁気ディスク等放射線の影響を受ける

　ものの有無を確認する。

撮影枚数　    枚　

7　施工数量調査

8　埋設配管・配線

（1.6.2）

（1.6.3）

（1.6.1）

　測定箇所数　　（　　　　）箇所

　　（Ｃ種、Ｄ種の場合）利用可能な箇所　※図示　・（　　　）　

　種別　 ※枠組足場　・くさび緊結式足場　・（　　　）         

（5）躯体の墨出しは、表裏でズレがないように措置を講ずる。

図示

施工対象範囲・内部足場　設置範囲（　　　　　　　）

図示

備品リスト　　移動する物（　　　　　　）

図示

・無し

・有り

工種　・（内部改修）　

調査方法　・（目視・打診）　調査範囲　・（玄関・廊下）　　

調査報告書　提出部数　・（２部）

既存部分の破壊を行った場合の補修方法　・（　現状復旧　）

改特

０１
改修特記仕様書（１）

※工事を修繕と読み替えるものとする。

B棟1階:配膳室、普通教室②、B棟2階：普通教室④

３

※有り



部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

　・種類（　　　）　厚さ（　　　）

　・種類（　　　）　厚さ（　　　）

改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ　

　※【表3.3.5～表3.3.6】による

　※【表3.3.3～表3.3.4】による　　

押え金物の材質、形状及び寸法

　※アルミニウム製　Ｌ-30×15×2.0mm程度　・（　　　）

（屋根露出防水絶縁工法、屋根露出防水絶縁断熱工法の場合）

　　　　　・（　　　）

　　設置数量※アスファルトルーフィング類の製造所の指定による

　　種類　※アスファルトルーフィング類の製造所の指定による

脱気装置の種類及び設置数量

屋根保護防水断熱工法に用いる断熱材

　厚さ　・25mm　・50mm　・（　　　）

絶縁用シートに使用する材料　　・（　　　）

　※（Ａ－１～Ａ－３又はＢ－１～Ｂ－３の場合）

　　ポリエチレンフィルム厚さ0.15mm以上

　　フラットヤーンクロス（70g/㎡程度）

　※（ＡＩ－１～ＡＩ－３又はＢＩ－１～ＢＩ－３の場合）

平場の保護コンクリートの厚さ　・（　　　）

（こて仕上げの場合）仕上りの平たんさ　・a種　・b種　・c種

　　乾式保護材の材料　・窯業系パネル　・金属複合版

　工法　・コンクリート押え　・モルタル押え

　　　　・乾式保護材　・れんが押え

　　れんが押えのれんがの材料　　・（　　　）

　　乾式保護材の保護方法　・（　　　）

　　　※防水工事材料の製造所の仕様による

立上り部の保護の適用　・有　・無

屋上排水溝の適用　・図示　・（　　　）

・屋根露出防水工法

　・屋根露出防水密着工法　施工箇所（　　　）

　　（防水層種別）・Ｃー１　・Ｃ－２　・Ｃ－３　・Ｃ－４

　　（改修工法）・Ｍ４Ｃ

　・屋根露出防水絶縁工法　施工箇所（　　　）

　　（改修工法）・Ｍ３Ｄ　・Ｐ０Ｄ

　・屋根露出防水絶縁断熱工法　施工場所（　　　）

　　（改修工法）・Ｐ０ＤＩ　・Ｍ３ＤＩ　・Ｍ４ＤＩ

　　（防水層種別）・ＤＩー１　・ＤＩ－２

補修箇所の形状　　補修箇所の長さ　　補修箇所の数量

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　）

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　）

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　）

・既存下地の処理

改修用ルーフドレンの設置（Ｐ０Ｄ工法、Ｐ０ＤＩ工法の場合）

　・有　・無

　　（防水層種別）・Ｄ－１　・Ｄ－２

　※（こて仕上げの場合）水下で80mm以上

　※（床タイル張り等の仕上げの場合）水下で60mm以上

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

　・種類（　　　）　厚さ（　　　）

改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ　

　・有（デッキブラシ等で水洗いを行う）　・無

　※【表3.3.7】による

（Ｍ４Ｃ、Ｍ４ＤＩ工法の場合）

既存露出防水層表面の仕上げ塗装の除去

　・種類（　　　）　厚さ（　　　）

　　　　　　・（　　　）

　　使用量　※アスファルトルーフィング類の製造所の指定による

　　種類（　　　）

仕上塗料の種類及び使用量

押え金物の材質、形状及び寸法

　※アルミニウム製　Ｌ-30×15×2.0mm程度　・（　　　）

　　　　　　・（　　　）

（3.3.2）

（3.3.5）

（表8.1.5）

（3.3.5）

（3.3.2）

（3.3.2）

（3.3.5）

（3.1.4）

（表3.1.1）

（表3.3.7）

（表3.1.1）

（表3.3.8）

（表3.1.1）

（表3.3.9）

（3.2.5）

（3.2.6）

（3.3.2）

（表3.3.7）

（表3.3.8）

（3.3.2）

（3.3.3）

　　　　　・（　　　）

【表3.4.1】

【表3.4.2】

【表3.4.3】

仕上塗料の種類及び使用量

　種類（　　　）

　使用量　※改質アスファルトルーフィングの製造所の指定による

屋根露出防水断熱工法に用いる断熱材

　種類（　　　）　厚さ　・25mm　・50mm　・（　　　）

（硬質ウレタンフォーム断熱材２種１号又は２号の場合、

ルーフドレン回り及び立上り部周辺の断熱材の張りじまい位置

（屋根露出防水絶縁断熱工法の場合）

　※図示　・（　　　）

屋上排水溝の適用　・図示　・（　　　）

・屋内防水密着工法　施工箇所（　　　）

　　（改修工法）・Ｐ１Ｅ　・Ｐ２Ｅ

　　（防水層種別）・Ｅー１　・Ｅ－２

補修箇所の形状　　補修箇所の長さ　　補修箇所の数量

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　）

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　）

・既存下地の処理

屋上排水溝の適用　・図示　・（　　　）

　※アルミニウム製　Ｌ-30×15×2.0mm程度　・（　　　）

押え金物の材質、形状及び寸法

　※こて仕上げの場合、水下で80mm以上

　　床タイル張り等の仕上げの場合、水下で60mm以上

保護層の新設　・有（厚さ　　　）　・無

　工程３の適用　（種別Ｅ－１の場合）

　　・無

　　・有（※貯水槽、浴槽等の常時水に接する部位　・（　　　））

　透湿係数を除く、JIS A 9521の規格に準ずるもの）

（3.3.2）

（3.3.4）

（3.1.4）

（表3.3.10）

（3.2.6）

（3.3.3）

（3.3.2）

（3.3.5）

　　（防水層種別）・ＡＳ－Ｔ１　・ＡＳ－Ｔ２　・ＡＳ－Ｊ２

（Ｍ４ＡＳ、Ｍ４ＡＳＩ工法の場合）

　・有（デッキブラシ等で水洗いを行う）　・無

・既存下地の処理

・（　　　）・（　　　）・（　　　）

・（　　　）・（　　　）・（　　　）

・（　　　）・（　　　）・（　　　）

補修箇所の形状　　補修箇所の長さ　　補修箇所の数量

　（Ｐ０ＡＳ工法、Ｐ０ＡＳＩ工法の場合）

改修用ルーフドレンの設置

　・有　・無

　　（防水層種別）・ＡＳＩ－Ｔ１　・ＡＳＩ－Ｊ１

　　（改修工法）・Ｍ３ＡＳＩ　・Ｍ４ＡＳＩ　・Ｐ０ＡＳＩ

　・屋根露出防水絶縁断熱工法　施工場所（　　　）

　　（防水層種別）・ＡＳ－Ｔ３　・ＡＳ－Ｔ４　・ＡＳ－Ｊ１

　　（改修工法）・Ｍ３ＡＳ　・Ｐ０ＡＳ

　・屋根露出防水絶縁工法　施工場所（　　　）

　・屋根露出防水密着工法　施工場所（　　　）

　　（改修工法）・Ｍ４ＡＳ

　防水層の種別

・屋根露出防水工法

 　シート防水

5　改質アスファルト

粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

　・種類（　　　）　厚さ（　　　）

　・種類（　　　）　厚さ（　　　）

改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ　

　※【表3.4.1～表3.4.3】による

　※【表3.4.1～表3.4.3】による

既存露出防水層表面の仕上げ塗装の除去

（3.1.4）

（3.3.3）

（表3.4.1）

（3.3.3）

（表3.4.2）

（3.3.3）

（表3.4.3）

（3.2.5）

（3.2.6）

（3.4.2）

押え金物の材質、形状及び寸法

　※アルミニウム製　Ｌ-30×15×2.0mm程度　・（　　　）

【3.4.2】

（屋根露出防水絶縁工法、屋根露出防水絶縁断熱工法の場合）

　　　　　・（　　　）

　　設置数量※アスファルトルーフィング類の製造所の指定による

　　種類　※アスファルトルーフィング類の製造所の指定による

脱気装置の種類及び設置数量【3.4.3】

【3.4.2】 屋根露出防水絶縁断熱工法に用いる断熱材

　　　　　　・（　　　）

（硬質ウレタンフォーム断熱材２種１号又は２号の場合、

断熱材張付け時に防湿用シートの設置　・有　・無

　種類（　　　）　厚さ　・25mm　・50mm　・（　　　）

　・合成高分子系ルーフィングシート防水工事

・接着工法

　防水層の種別ングシート防水

　　施工箇所　（　　　）

【3.1.4】

　　（改修工法）・Ｐ０Ｓ　・Ｓ４Ｓ　・Ｓ３Ｓ　・Ｍ４Ｓ

　　（防水層種別）・Ｓ－Ｆ１　・Ｓ－Ｆ２

　・合成高分子系ルーフィングシート防水工事（断熱工法）

　　施工箇所　（　　　）

　　（改修工法）・Ｐ０ＳＩ　・Ｓ４ＳＩ

　　　　　　　　・Ｓ３ＳＩ　・Ｍ４ＳＩ

　　（防水層種別）・ＳＩ－Ｆ１　・ＳＩ－Ｆ２

【3.2.6】

補修箇所の形状　　補修箇所の長さ　　補修箇所の数量

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　）

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　）

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　）

・既存下地の処理

【3.2.5】

　・有　・無

改修用ルーフドレンの設置

（Ｍ４Ｓ、Ｍ４ＳＩの場合）　・有　・無

【表3.1.1】

　（Ｐ０Ｓ工法、Ｐ０ＳＩ工法の場合）

　　　　　　・（　　　）

　　使用量　※ルーフィングシートの製造所の指定による

【表3.5.1】

【表3.5.2】

【表3.5.1】

【表3.5.2】

6　合成高分子系ルーフィ

仕上塗料の種類及び使用量（Ｓ－Ｆ１、ＳＩ－Ｆ１の場合）

　　種類　※非歩行仕様（Ｓ－Ｆ１）　　・（　　　）

既存防水層及び保護層（立上り部等）の撤去工程

　透湿係数を除く、JIS A 9521の規格に準ずるもの）

ルーフィングシートの種類及び厚さ【3.5.2】

　※【表3.5.1】【表3.5.2】による

種類（　　　）　厚さ　・25mm　・50mm　・（　　　）

脱気装置の種類及び設置数量【3.5.3】

　設置数量　※ルーフィングシートの製造所の指定による

　　　　　・（　　　）

　　　　　・（　　　）

（Ｐ０Ｓ、Ｐ０ＳＩ、Ｓ４Ｓ、Ｓ４ＳＩ、Ｓ３Ｓ、Ｓ３ＳＩの場合）

　種類　　※ルーフィングシートの製造所の指定による

　　種類（　　　）

　　厚さ（　　　）　　・2㎜（S-F2で軽歩行仕様の場合）

合成高分子系ルーフィングシート防水工事（断熱工法）に用いる

断熱材

　①硬質ウレタンフォーム断熱材２種１号又は２号の場合

　②ポリエチレンフォーム断熱材の場合

　　透湿係数を除く、JIS A 9521の規格に準ずるもの

　　密度及び熱伝導率が、JIS A 9521の規格に準ずるもの

プレキャストコンクリート下地の入隅の増張り

（Ｓ－Ｆ１、ＳＩ－Ｆ１の場合）

　・ルーフィングシートの製造所の仕様による

　・（　　　　）

　・ルーフィングシートの製造所の仕様による

プレキャストコンクリート下地の場合の目地処理の方法（3.5.4）

　・（　　　　）

　・合成高分子系ルーフィングシート防水工事

　防水層の種別

　　施工箇所　（　　　）

　・合成高分子系ルーフィングシート防水工事（断熱工法）

　　施工箇所　（　　　）

　　（改修工法）・Ｐ０ＳＩ　・Ｓ４ＳＩ

　　　　　　　　・Ｓ３ＳＩ　・Ｍ４ＳＩ

・機械固定工法

　・有　・無

改修用ルーフドレンの設置

　（Ｐ０Ｓ工法、Ｐ０ＳＩ工法の場合）

　　（改修工法）・Ｐ０Ｓ　・Ｓ４Ｓ　・Ｓ３Ｓ　・Ｍ４Ｓ

　　（防水層種別）・ＳＩ－Ｍ１　・ＳＩ－Ｍ２

補修箇所の形状　　補修箇所の長さ　　補修箇所の数量

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　）

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　）

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　）

・既存下地の処理

（Ｐ０Ｓ、Ｐ０ＳＩ、Ｍ４Ｓ、Ｍ４ＳＩの場合）　・有　・無

既存保護層を撤去し、防水層を非撤去とした立上り部等の処理

（Ｐ０Ｓ、Ｐ０ＳＩの場合）

　・（　　　）

　　使用量　※ルーフィングシートの製造所の指定による

　　　　　　・（　　　）

ルーフィングシートの種類及び厚さ

　仕上塗料の種類及び使用量（Ｓ－Ｍ１、ＳＩ－Ｍ１の場合）

　　種類　※非歩行仕様（Ｓ－Ｍ１）　　・（　　　）

　※【表3.5.1】【表3.5.2】による

絶縁用シートの材質（Ｓ－Ｍ１、Ｓ－Ｍ２の場合）

　形状及び寸法　（　　　）

　材質　※防錆処理した鋼板、ステンレス鋼板及びそれらの鋼板の

　厚さ　※０．４ｍｍ以上　・（　　　）

　　　　・（　　　）

固定金具

　　　　　片面又は両面に樹脂を積層加工したもの

　※発泡ポリエチレンシート　・（　　　）

押え金物の材質、形状および寸法

　※ルーフィングシートの製造所の指定する製品

機械的固定工法の場合の一般部のルーフィングシートの張付け 

　　（防水層種別）・Ｓ－Ｍ１　・Ｓ－Ｍ２

　　厚さ（　　　）　　・2㎜（S-M2で軽歩行仕様の場合）

（3.1.4）

（表3.5.1）

（3.2.5）

（表3.1.1）

（3.2.6）

（表3.5.1）

（表3.5.2）

（3.5.2）

（3.5.2）

合成高分子系ルーフィングシート防水工事（断熱工法）に用いる

断熱材

　①硬質ウレタンフォーム断熱材２種１号又は２号の場合

　　透湿係数を除く、JIS A 9521の規格に準ずるものとする。

　②ポリエチレンフォーム断熱材は適用しない

断熱材張付け時に防湿用フィルムの設置　・有　・無

　種類（　　　）　厚さ　・25mm　・50mm　・（　　　）

（表3.5.2）

（3.5.4）

既存防水層（立上り部等）の撤去工程

　建築基準法に基づく風圧力に対応した工法

　　※適用する

　　・適用しない

　固定ビスの引抜き試験を実施し、その結果を基に耐風圧算定

　報告書を作成し、監督員の承諾を得ること。

立上りを接着工法とする場合の防水層種別、ルーフィングシート

の種類及び厚さ

　防水層種別　・Ｓ－Ｆ１　・Ｓ－Ｆ２

　種類（　　　）

　厚さ　・1.5mm　　・2㎜（S-M2で軽歩行仕様の場合）

　　（改修工法）・Ｐ1Ｓ

　　（防水層種別）・Ｓ－Ｃ１

・屋内保護密着工法　施工箇所（　　　）（3.5.3）

２㎜

高耐久　　種類（　　　　）

ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号
市立弥栄小学校普通教室等整備修繕

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介

ー

Ｒ８.１
改特

０２
改修特記仕様書（２）



補修箇所の形状　　補修箇所の長さ　　補修箇所の数量

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　）

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　）

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　）

・既存下地の処理

ルーフィングシートの種類及び厚さ

　・種類（　　　）厚さ（　　　）

　※【表3.5.3】による

モルタルの塗厚　（　　　）

　※こて仕上げの場合、水下で80mm以上

　　床タイル張り等の仕上げの場合、水下で60mm以上

保護層の新設　・有（厚さ　　　）　・無

立上り部の保護モルタル塗厚　※7mm以下　・（　　　）

　　（改修工法）・Ｐ０Ｘ　・Ｌ４Ｘ

　防水層の種別

・塗膜防水工法

　・ウレタンゴム系塗膜防水　施工箇所（　　　）

　・ゴムアスファルト系塗膜防水　施工箇所（　　　）

　　（改修工法）・Ｐ１Ｙ　・Ｐ２Ｙ

　　（防水層種別）Ｙ－２

改修用ルーフドレンの設置　（Ｐ０Ｘ工法の場合）

　・有　・無

補修箇所の形状　　補修箇所の長さ　　補修箇所の数量

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　）

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　）

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　）

・既存下地の処理

仕上塗料の種類及び使用量（Ｘ－１、Ｘ－２の場合）

　　　　　・（　　　）

　　　　　・（　　　）

　種類　※主材料の製造所の仕様による

　設置数量　※主材料の製造所の仕様による

保護層の適用（Ｐ１Ｙ、Ｐ２Ｙの場合）

　・有（厚さ　　　）　・無

7　塗膜防水

　　（防水層種別）・Ｘ－１（絶縁工法）　・Ｘ－２（密着工法）

　　　　　　　・Ｘ－１Ｈ（絶縁工法）　・Ｘ－２Ｈ（密着工法）

脱気装置の種類及び設置数量（絶縁工法の場合）

工程５の保護層の仕様（　　　）

　※保護モルタルとした場合、工程４の絶縁シートは省略

シーリング改修工法の種類　　

・シーリング充填工法　 

施工箇所 シーリング材の種類目地寸法

8　シーリング

　シーリング材の目地寸法及び種類

（3.2.6）

（3.5.2）

（表3.5.3）

（表3.1.1）

　　使用量　※主材料の製造所の仕様による　・（　　　）

（3.1.4）

（3.5.4）

（3.6.3）

（表3.6.1）

（表3.6.2）

（3.6.3）

（表3.6.3）

（3.2.5）

（3.2.6）

（表3.6.1）

（3.6.3）

（表3.1.1）

（表3.6.3）

（3.1.4）（3.7.2）

（表3.1.2）

（3.7.3）（表3.7.1）

（3.7.4）

シーリング材の接着性試験

　※簡易接着性試験　・引張接着性試験　

といの材種  　・配管用鋼管 　　　　・硬質ポリ塩化ビニル管 

　　　　　　  ・硬質ポリ塩化ビニル管（カラー）・ステンレス管

　　　　　　  ・表面処理鋼鈑　・（　　　）

9　とい

表面処理　種別（　　）種　皮膜等の種類　（　　　） 

          着色（・アンバー　・ブロンズ　・ブラック系　 

　　　　　　　　・ステンカラー）

表面処理鋼板の表面及び裏面の塗膜の種類（　　　）

たてどい受金物の取付け工法

　※【表3.8.2】による　・（　　　）

といの径　　　（　　　　　　　　　　　　　　） 

とい受金物及び足金物の材種、形状および取付け間隔

既存のといその他の撤去及び降雨等に対する養生方法

防露材のホルムアルデヒド放散量　※Ｆ☆☆☆☆　・（　　　）

　・（　　）　・図示

鋼管製といの防露巻き工法

　※【表3.8.4】による　・（　　　）

　 ・（　　　）　・図示

ルーフドレンの取付け工法

構成部材による種類

　・オープン形式　押出形　

　　（・250形　・300形　・350形　・100形） 　　

　・オープン形式　板材折曲げ形

　　（本体幅：（　　mm）　板厚：※2.0mm　・（　　mm）） 

　・シール形式　　板材折曲げ形

　　（本体幅：（　　mm）　板厚：※2.0mm　・（　　mm）） 

10　アルミニウム製笠木

　　（　　　）

　・役物　板材曲げ形

　・付属部品の材料　板材曲げ形

　　（本体幅：（　　mm）　板厚：（　　mm）） 

　　　　　　　　　・行わない

既存笠木等の撤去　・行う（範囲　※図示　・（　　　））

新規アルミニウム製笠木の下地補修の工法

　・図示　・（　　　） 

板材折曲げ形の笠木の取付方法

　・図示　・（　　　）

　建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法 

笠木の固定金具の工法等 

　※【3.8.3(6)】による　・（　　　）

1　施工数量調査

外
壁
改
修
工
事

4

　面に表示し、また欠損部の形状寸法等を調査する。

・モルタル塗仕上げ及びタイル張り仕上げについては浮き部分を表

　動の有無、漏水の有無及び錆汁の流出の有無を調査する。

・ひび割れの幅及び長さを壁面に表示する。また、ひび割れ部の挙

・コンクリート表面のはがれ及びはく落部を壁面に表示する。

　塗り仕上げについては、コンクリートまたはモルタル表面のはが

　れ及びはく落部を壁面に表示する。また、既存塗膜と新規上塗材

　との適合性を確認する。

　　※建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1 ・1.15 ・1.3）

　　　倍の風圧力及び積雪荷重に対応した工法） 

    ・（　　　）

（3.7.8）

（3.8.2）

（表3.8.1）

（3.8.3）

（3.9.2）

（表3.9.1）

（3.9.2）

（表5.2.2）

（3.9.3）

（1.6.2～1.6.3）

調査範囲

調査方法

外
壁
改
修
工
事
　
コ
ン
ク
リー

ト
打
放
し
仕
上
げ
外
壁

4-1 1　ひび割れ部改修工法

注入量：多少樹脂が残った状態

　　　：隣のパイプから樹脂が出た状態

※自動式低圧エポキ 0.2以上～1.0以下

工法の種類 ひび割れ幅

(mm)

注入口間隔

(mm)

注入量

（ml/m）

※ 200～ 300  ・130

　シ樹脂注入工法

・樹脂注入工法

0.2以上～0.3未満 ・50～100 ・40

0.5以上～1.0以下 ・150～250

0.3以上～0.5未満 ・100～200

・130

・70

　樹脂注入工法

・機械式エポキシ

　樹脂注入工法

・手動式エポキシ

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

(コアの抜き取りによる場合）

 ひび割れ部の注入状況の確認方法

　 ・行う　（※コアの抜き取り　・　　　　　）

　 ・行わない

  抜取り部の補修方法　※図示　・（　　　）

　　※長さ500mごと及びその端数につき1個　・（　　　）

　抜取り個数

・Ｕカットシール材充填工法 　

  充填材料（・シーリング材 　・可とう性エポキシ樹脂 ）

    種類　※1成分形又は2成分形ポリウレタン系　・（　　　）

　　（シーリング材による場合）

（4.1.4）

（4.2.5）

（4.2.6）

（4.2.4）

（表3.7.1）

・充填工法 　

　・ポリマーセメントモルタル充填工法

ひび割れ部改修後の、モルタル撤去部分の補修工法

・モルタル塗替え工法 　

　・既調合材料（　　　　　）

　　既製目地材　・使用する（形状　　　　　　） 　

2　欠損部改修工法

　　仕上げ厚又は全塗厚が25mmを超える場合の措置

　　　※図示　・ （　　　）

　・エポキシ樹脂モルタル充填工法

　・現場調合材料　※【4.3.10】による。

浮き部改修工法の種類

注入量工法の種類

(ml/箇所)

注入口の箇所数ｱﾝｶｰﾋﾟﾝの本数

(本/㎡) (箇所/㎡)

一般部 指定部 一般部 指定部

・アンカーピンニング部分

　エポキシ樹脂注入工法

※ 25※ 13 ※ 20 ※ 12 ※ 20・アンカーピンニング全面

　エポキシ樹脂注入工法

※ 16 ※ 25 － － ※ 25

※ 50※ 13 ※ 20 ※ 12 ※ 20・アンカーピンニング全面

　ポリマーセメント

　スラリー注入工法

・注入口付アンカーピン

　ニング部分エポキシ

　樹脂注入工法

※ 25※ 9 ※ 16 － －

・注入口付アンカーピン

　樹脂注入工法

　ニング全面エポキシ

※ 16※ 9※ 16※ 9 ※ 25

・注入口付アンカーピン

　ニング全面ポリマーセメ

　ントスラリー注入工法

※ 16※ 9※ 16※ 9 ※ 50

・充填工法 －－ － － －

－－ － － －・モルタル塗替え工法

3　浮き部改修工法

・(　）・(　） ・(　）

・(　）・(　）・(　）・(　）・(　）

・(　）・(　）・(　）・(　）・(　）

・(　）・(　） ・(　）

・(　）・(　）・(　）・(　）・(　）

・(　）・(　）・(　）・(　）・(　）

広がり速度 (cm/s)

長さ変化率（収縮）

耐久性（劣化曲げ強さ）

ポリマーセメントスラリー

　※ステンレス鋼(SUS304)とし、呼び径外径6mm程度

　※ステンレス鋼(SUS304)とし、呼び径4mmの丸棒で全ネジ切り加工

　　をしたもの。

アンカーピンの材質等

・アンカーピンニング注入工法用のアンカーピン

・注入口付アンカーピンニング注入工法用の注入口付アンカーピン

　・（　　　）

　・（　　　）

3以上

3％ 以下

0.49N/mm2以上引張接着性（材齢28日）

曲げ性能（材齢28日） 4.9N/mm2以上

吸水性（72時間） 15％ 以下

5.0N/mm2以上

保水係数　0.35～0.55

粘調係数　0.50～1.00

　・エポキシ樹脂モルタル充填工法

　・ポリマーセメントモルタル充填工法

　現場調合材料　※【4.3.10】による。

　既調合材料（　　　　　）

　既製目地材　・使用する（形状　　　　　　） 　

充填工法の材料による工法種別

モルタル塗替え工法 　

（4.3.3）（4.3.9）

（4.2.8）

（4.3.10）

（4.3.5）

（4.1.4）（4.3.4）

（4.3.11）

（4.3.12）

（4.3.13）

（4.3.14）

（4.3.15）

（4.3.16）

（4.3.9）

（4.3.10）

（4.3.5）

（4.3.9）

（4.3.10）

　仕上げ厚又は全塗厚が25mmを超える場合の措置

　　※図示　・（　　　） 

検査（ストローク試験）

　・行わない　　・行う

　試験・確認事項

　①使用するｸﾞﾘｽﾎﾟﾝﾌﾟの20ｽﾄﾛｰｸの樹脂重量を測定し、その値から

　　1ｽﾄﾛｰｸの樹脂量を決定する。

　③30gあたりの所要ｽﾄﾛｰｸ数を確認する。

　②試験は同一の機器にて3回行い、その平均値を求める。

・報告書を作成し、監督員と協議のうえ補修箇所、数量及び工法を

　決定する。

　  ポリマーセメントモルタルの充填　・行う 　・行わない

　  エポキシ樹脂モルタルの充填　　　・行う 　・行わない

・シール工法

2　欠損部改修工法 ※充填工法　・（　　　）

（充填工法の場合）

4-2
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1　ひび割れ部改修工法 既存モルタル塗りの撤去

注入量：多少樹脂が残った状態

　　　：隣のパイプから樹脂が出た状態

ひび割れ部の改修工法

　・行う（※ 全面　・図示の範囲）

※自動式低圧エポキ 0.2以上～1.0以下

工法の種類 ひび割れ幅

(mm)

注入口間隔

(mm)

注入量

（ml/m）

※ 200～ 300  ・130

　シ樹脂注入工法

・樹脂注入工法

0.2以上～0.3未満 ・50～100 ・40

0.5以上～1.0以下 ・150～250

0.3以上～0.5未満 ・100～200

・130

・70

　樹脂注入工法

・機械式エポキシ

　樹脂注入工法

・手動式エポキシ

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

  充填材料（・パテ状エポキシ樹脂 　・可とう性エポキシ樹脂 ）

(コアの抜き取りによる場合）

　ひび割れ部の注入状況の確認方法

　　・行う　（※コアの抜き取り　・　　　　　）

　　・行わない

  抜取り部の補修方法　※図示　・（　　　）

　抜取り個数　

　　※長さ500mごと及びその端数につき1個　・（　　　）

　・エポキシ樹脂モルタル充填工法

　・ポリマーセメントモルタル充填工法

・Ｕカットシール材充填工法 　

  充填材料（・シーリング材 　・可とう性エポキシ樹脂 ）

    種類　※1成分形又は2成分形ポリウレタン系　・（　　　）

　　（シーリング材による場合）

（4.2.7）

（4.1.4）

（4.2.8）

（4.3.2）

（4.2.5）

（4.2.6）（4.3.7）

（4.2.4）

（表3.7.1）

　  ポリマーセメントモルタルの充填　・行う 　・行わない

　  エポキシ樹脂モルタルの充填　　　・行う 　・行わない

（4.2.7）（4.3.8） ・シール工法

  充填材料（・パテ状エポキシ樹脂 　・可とう性エポキシ樹脂 ）

シリコン　　種類（　　　　　　）

・（水廻り）

・（新設壁取合部） ・（10*10）

・（10*10） ・ｼﾘｺｰﾝ系防ｶﾋﾞﾀｲﾌﾟ(SR-1)

　・図示　　・（　　　　　　　）外壁改修範囲

図示

・シーリング再充填工法 　

施工箇所 シーリング材の種類目地寸法

　シーリング材の目地寸法及び種類

施工箇所

・（　　　）

シーリング材の種類目地寸法

・（　　　）・（　　　）

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　）

・ブリッジ工法　 

　シーリング材の目地寸法及び種類

（表3.1.2）

（3.7.2）（表3.7.1）

（3.7.3）（3.7.4）

（3.7.5）

（表3.1.2）

（3.7.2）（表3.7.1）

（3.7.3）（3.7.4）

（3.7.7）

・拡幅シーリング再充填工法　 

施工箇所

・（　　　）

シーリング材の種類目地寸法

・（　　　）・（　　　）

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　）

　シーリング材の目地寸法及び種類（表3.1.2）

（3.7.2）（表3.7.1）

（3.7.3）（3.7.4）

（3.7.6）

・（外壁打継目地）

・（外壁建具廻り） ・（15*15）

・ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系(PU-2)

・変成ｼﾘｺｰﾝ系(MS-2)

・（30*10）

・（サッシ廻り） ・（15*15） ・変成ｼﾘｺｰﾝ系(MS-2)

・変成ｼﾘｺｰﾝ系(MS-2)

ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号
市立弥栄小学校普通教室等整備修繕

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介

ー
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          ・ 既存タイル撤去面

検査（引張試験）

　・行わない　　・行う

　試験・確認事項

　①注入後7日以上経ってから、ﾓﾙﾀﾙ約40mm角または内径48mmφに

　②引張試験強度はｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法の場合、0.6N/mm2以上、ﾋﾟﾝ

　　併用樹脂注入工法の場合は、1.2N/mm2以上であることを確認す

　　る。

　③引張強度試験終了後、ｺﾝｸﾘｰﾄ破壊、ﾓﾙﾀﾙ破壊のいずれかである

　　ことを確認する。

　　その面に引張り治具（ｱﾀｯﾁﾒﾝﾄ）を接着し、接着力試験機によ

　　る引張試験を行う。

　　躯体（ｺﾝｸﾘｰﾄ）に達するまでｺﾝｸﾘｰﾄｶｯﾀｰまたはｺｱｶｯﾀｰで切断し、

4-3 1　ひび割れ部改修工法

撤去範囲　※ 下地モルタルまで　・ 張付けモルタルまで

外壁タイルの撤去面　・ 外壁タイル張り全面　・ 図示の範囲

改修箇所　※ 既存タイル張り面

　　　　　（・ コンクリート面　・ モルタル面）

　　　　　・ タイルのみ

・樹脂注入工法

注入量：多少樹脂が残った状態

　　　：隣のパイプから樹脂が出た状態

ひび割れ部の改修工法

※自動式低圧エポキ 0.2以上～1.0以下

工法の種類 ひび割れ幅

(mm)

注入口間隔

(mm)

注入量

（ml/m）

※ 200～ 300  ・130

　シ樹脂注入工法

0.2以上～0.3未満 ・50～100 ・40

0.5以上～1.0以下 ・150～250

0.3以上～0.5未満 ・100～200

・130

・70

　樹脂注入工法

・機械式エポキシ

　樹脂注入工法

・手動式エポキシ

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

外
壁
改
修
工
事
　
タ
イ
ル
張
り
仕
上
げ
外
壁

　ひび割れ部の注入状況の確認方法

　　・行わない

(コアの抜き取りによる場合）

　　・行う　（※コアの抜き取り　・（　　　））

　抜取り個数

　　※長さ500mごと及びその端数につき1個　　・（　　　） 　　

  抜取り部の補修方法　※図示　・（　　　　） 

　　接着剤の種類 　

　　・ポリマーセメントモルタル 　

　　・JIS A 5557による一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系 　

2　欠損部改修工法 ・タイル部分張替え工法

　色　・標準　・特注

　役物　・有　・無

　再生材の適用　・有　・無

　耐凍害性　・有　・無

　耐滑り性　・有　・無

　施工箇所（　　　　）　形状、寸法（　　　　　）

　吸水率による区分　・１類　・２類　・３類

　タイルの形状、寸法等（

　うわぐすり　・施ゆう　・無ゆう　

　　　　　　　・行わない（耐候性、耐汚染性は【4.4.5】による）

　　目地詰め　・行う

　シーリング材の種類

 　 打継ぎ目地、ひび割れ誘発目地

　　　※ポリウレタン系　・ （　　　）

　　伸縮調整目地その他の目地

　　　※変成シリコーン系　・（　　　）

（4.4.2）

（4.4.6）

（4.2.5）

（4.4.5）

（4.4.7）

（4.4.5）

・タイル張替え工法

　・ポリマーセメントモルタル 　

　・JIS A 5557による一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系 　

　接着剤の種類 　

　目地詰め　・行う

　　　　　　・行わない（耐候性、耐汚染性は【4.4.5】による）

（4.1.4）

（4.4.5）

　タイル張りの種類及び工法 　　

　・外装タイル

　　（・マスク張り　・モザイクタイル張り） 　 

　コンクリート素地面の下地の処理方法（　　　）　　

　　（・密着張り　・改良圧着張り ）　

　・ユニットタイル

・セメントモルタルによるタイル張り 

　タイル張りの種類及び工法 　　

　・外装タイル　・ユニットタイル

　　（※外装タイル接着剤張り工法　）

　コンクリート素地面の下地の処理方法（　　　）　　

　目地詰め　・行う

　　　　　　・行わない（【4.4.8】による）

・有機系接着剤によるタイル張り 

　色　・標準　・特注

　役物　・有　・無

　再生材の適用　・有　・無

　耐凍害性　・有　・無

　耐滑り性　・有　・無

　施工箇所（　　　　）　形状、寸法（　　　　　）

　吸水率による区分　・１類　・２類　・３類

　タイルの形状、寸法等（

　試験張り　・行う　・行わない 

　見本焼き　・行う　・行わない 

　外装タイル張り下地等の下地モルタル及び下地調整塗材塗り

　の接着力試験　・行う  　・行わない

伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地の位置

　シーリング材の種類

 　 打継ぎ目地、ひび割れ誘発目地

　　　※ポリウレタン系　・ （　　　）

　　伸縮調整目地その他の目地

　　　※変成シリコーン系　・（　　　）

　うわぐすり　・施ゆう　・無ゆう　

　　位置　※【表4.4.2】による　・（　　　） 　

注入量工法の種類 注入口の箇所数ｱﾝｶｰﾋﾟﾝの本数

(本/㎡) (箇所/㎡)

一般部 指定部 一般部 指定部

・アンカーピンニング部分

　エポキシ樹脂注入工法

※ 25※ 13 ※ 20 ※ 12 ※ 20・アンカーピンニング全面

　エポキシ樹脂注入工法

※ 16 ※ 25 － － ※ 25

※ 50※ 13 ※ 20 ※ 12 ※ 20・アンカーピンニング全面

　ポリマーセメント

　スラリー注入工法

・注入口付アンカーピン

　ニング部分エポキシ

　樹脂注入工法

※ 25※ 9 ※ 16 － －

・注入口付アンカーピン

　樹脂注入工法

　ニング全面エポキシ

※ 16※ 9※ 16※ 9 ※ 25

・注入口付アンカーピン

　ニング全面ポリマーセメ

　ントスラリー注入工法

※ 16※ 9※ 16※ 9 ※ 50

3　浮き部改修工法

・(　）・(　） ・(　）

・(　）・(　）・(　）・(　）・(　）

・(　）・(　）・(　）・(　）・(　）

・(　）・(　）・(　）・(　）・(　）

・(　）・(　）・(　）・(　）

・(　）・(　） ・(　）

・(　）

(ml/箇所)

（4.4.8）

（4.4.5）

（4.4.8）

（4.4.8）

（4.4.4）

（4.4.9）

（4.4.10）

（4.4.11）

（4.4.12）

（4.4.13）

（4.4.14）

アンカーピンの材質等

・アンカーピンニング注入工法用のアンカーピン

　※ステンレス鋼(SUS304)とし、呼び径4mmの丸棒で全ネジ切り加工

　　をしたもの。

・注入口付アンカーピンニング注入工法用の注入口付アンカーピン

　※ステンレス鋼(SUS304)とし、呼び径外径6mm程度

　・（　　　）

　・（　　　）

（4.3.5）

・躯体と下地モルタルの間の浮き

　　接着剤の種類 　

　　・ポリマーセメントモルタル 　

　　・JIS A 5557による一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系 　

・タイル部分張替え工法

・注入口付アンカーピン

　ニングエポキシ樹脂

　注入タイル固定工法

※ 25－ －

・タイル部分張替え工法 － － － － －

・タイル張替え工法 － － － － －

注入量工法の種類

(ml/箇所)

注入口の箇所数

(箇所/㎡)

一般部 指定部 一般部 指定部

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝの本数

(本/㎡)

・(　）・(　）

・(　）

・注入口付アンカーピンニング注入工法用の注入口付アンカーピン

　※ステンレス鋼(SUS304)とし、呼び径外径6mm程度

　・（　　　）

　色　・標準　・特注

　役物　・有　・無

　再生材の適用　・有　・無

　耐凍害性　・有　・無

　耐滑り性　・有　・無

　施工箇所（　　　　）　形状、寸法（　　　　　）

　吸水率による区分　・１類　・２類　・３類

　タイルの形状、寸法等（

　うわぐすり　・施ゆう　・無ゆう　

　　　　　　　・行わない（耐候性、耐汚染性は【4.4.5】による）

　　目地詰め　・行う

・タイル張替え工法

　接着剤の種類 　

　・ポリマーセメントモルタル 　

　・JIS A 5557による一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系 　

セメントモルタルによるタイル張り 

　タイル張りの種類及び工法 　　

　・外装タイル

　　（・マスク張り　・モザイクタイル張り） 　 

有機系接着剤によるタイル張り 

　コンクリート素地面の下地の処理方法（　　　）　　

　　（・密着張り　・改良圧着張り ）　

　・ユニットタイル

　タイル張りの種類及び工法 　　

　・外装タイル　・ユニットタイル

　　（※外装タイル接着剤張り工法　）

　コンクリート素地面の下地の処理方法（　　　）　　

　色　・標準　・特注

　役物　・有　・無

　再生材の適用　・有　・無

　耐凍害性　・有　・無

　耐滑り性　・有　・無

　施工箇所（　　　　）　形状、寸法（　　　　　）

　吸水率による区分　・１類　・２類　・３類

　タイルの形状、寸法等（

　試験張り　・行う　・行わない 

　見本焼き　・行う　・行わない 

　外装タイル張り下地等の下地モルタル及び下地調整塗材塗り

　の接着力試験　・行う  　・行わない

　うわぐすり　・施ゆう　・無ゆう　

　　　　　　・行わない（【4.4.8】による）

　目地詰め　・行う

・タイル陶片の浮き

伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地の位置

　シーリング材の種類

 　 打継ぎ目地、ひび割れ誘発目地

　　　※ポリウレタン系　・ （　　　）

　　伸縮調整目地その他の目地

　　　※変成シリコーン系　・（　　　）

　　位置　※【表4.5.1】による　・（　　　） 　

（4.4.15）

（4.4.7）

（4.4.8）

（4.1.4）

（4.4.7）

（4.2.2）

（4.1.4）

（4.4.5）

（4.4.8）

（4.4.5）

（4.4.8）

（4.4.8）

4　目地改修工法 ・ 目地ひび割れ部改修工法

・ 伸縮調整目地改修工法

　 伸縮調整目地の位置及び寸法　※図示　・（　　　）

4-4

(既存塗膜の除去範囲は

(既存塗膜の除去範囲は

・サンダー工法

・高圧水洗工法

・塗膜はく離剤

工　法 処理範囲 下地面の補修

・ひび割部改修工法

・浮き部改修工法

・欠損部改修工法

処理面積の30%とする）

既存塗膜の劣化部とする）

　工法

下地処理及び下地調整 ※既存仕上げ面全面

※既存仕上げ面全面

※既存仕上げ面全面

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

1　既存塗膜等の除去、

外
壁
改
修
工
事
　
仕
上
塗
材
仕
上
げ
外
壁
等

・ひび割部改修工法

・浮き部改修工法

・欠損部改修工法

・ひび割部改修工法

・浮き部改修工法

・欠損部改修工法

・水洗い工法 ※既存仕上げ面全面

・（　　　）

・ひび割部改修工法

・浮き部改修工法

・欠損部改修工法

（4.4.16）

（4.5.4）

新規仕上塗材の種類 

　・可とう形外装塗材Ｅ　・防水形外装薄塗材Ｅ　・外装薄塗材Ｓ

　・外装薄塗材Ｓｉ　・可とう形外装薄塗材Ｓｉ　・外装薄塗材Ｅ

　仕上塗材の呼び名

・薄付け仕上塗材　施工箇所（　　　）

　・さざ波状　・平たん状　・凹凸状（・吹付け　・こて塗り） 

　・砂壁状　・ゆず肌状（・吹付け　・ローラー塗り）

　仕上げの形状及び工法

防火材料の指定　  ・適用する（呼び名：　　　）　・適用しない

2　工法

　仕上塗材の呼び名

　・外装厚塗材Ｃ　・外装厚塗材Ｓｉ　・外装厚塗材Ｅ

　仕上げの形状

　・吹放し ・凸部処理　・平たん状 ・凹凸状

　・ひき起こし　・掻き落とし  　

　工法（平たん状、凹凸状、ひき起こしの場合）

　・こて塗り　・ローラー塗り

  　外観　※つやあり　・つやなし　・メタリック

　　　　　・アクリルシリコン系　・ふっ素系

　　樹脂　※アクリル系　・シリカ系　・ポリウレタン系

　　溶媒　※水系　・弱溶剤系　・溶剤系

　・外装厚塗材Ｃにセメントスタッコ以外の上塗材を用いる場合

　仕上塗材の呼び名

・複層仕上塗材

　・複層塗材ＣＥ　・複層塗材Ｓｉ　・複層塗材Ｅ

　・複層塗材ＲＥ　・可とう形複層塗材ＣＥ　

　　樹脂　※アクリル系　・シリカ系　・ポリウレタン系

　　溶媒　※水系　・弱溶剤系　・溶剤系

  　外観　※つやあり　・つやなし　・メタリック

　　　　　・アクリルシリコン系　・ふっ素系

　上塗材の種類

　仕上げの形状　・ゆず肌状　・凸部処理　・凹凸状　

　・防水形複層塗材ＣＥ　・防水形複層塗材Ｅ　

　・防水形複層塗材ＲＥ

・厚付け仕上塗材

　　上塗材の種類

　　耐候性（　　　）

　　耐候性（　　　）

　仕上塗材の呼び名

・可とう形改修用仕上塗材

　・可とう形改修塗材Ｅ　・可とう形改修塗材ＲＥ　

　・可とう形改修塗材ＣＥ

　仕上げの形状

　・平たん状 ・さざ波状　・ゆず肌状

（4.5.2）

（表4.5.1）

（4.5.2）

（表4.5.1）

（4.5.2）

（表4.5.1）

（4.5.2）

（4.5.2）

（表4.5.1）

施工箇所（　　　）

施工箇所（　　　）

施工箇所（　　　）

　・ポリマーセメントモルタル

下地調整材の種類、工法

　※Ｃ－２（メーカー仕様による）種類

工法 　※こて塗り　

　・ローラー塗り

犬走り

ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号
市立弥栄小学校普通教室等整備修繕

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介

ー

Ｒ８.１
改特

改修特記仕様書（４）
０４



（種別Ｃ種の場合）常温乾燥形の塗装による　・（　　　）

（5.5.3）

（5.5.2）

　・適用する　（等級）気密性：Ａ－３

5

・ステンレス鋼板（※SUS304、SUS430JIL又はSUS443J1）　

・（　　　）

鋼板類の種類

・亜鉛めっき鋼板　・ビニル被覆鋼板・カラー鋼板　

簡易気密型ドアセット（建具符号：※建具表による　・　　）

　断熱性の等級（H-　）　建具符号　※建具表による　・（　　）

　遮音性の等級（T-　）　建具符号　※建具表による　・（　　）

・耐震ドアとする場合

・断熱ドア、断熱サッシとする場合

・防音ドア、防音サッシとする場合

　建具符号　※建具表による　・（　　）

　面内変形追随性の等級（D-　）

　・適用しない 

鋼製軽量建具建具の性能値等性能等級鋼製軽量建具

　　溶媒　※水系　・弱溶剤系　・溶剤系

  　外観　※つやあり　・つやなし　・メタリック

　　　　　・アクリルシリコン系　・ふっ素系

　上塗材の種類

　　樹脂　※アクリル系　・シリカ系　・ポリウレタン系

・マスチック塗材塗り仕上げ

　施工箇所（　　　）

　工程の種別　・Ａ種　・Ｂ種

・外壁用塗膜防水材仕上げ　施工箇所（　　　）

　外壁用塗膜防水材の仕上げの形状及び工法

　・吹付け工法　（・凹凸状　　・凸部処理）

　・ローラー工法　（・ゆず肌状　・さざ波状）

　外壁用塗膜防水材の仕上塗料の種類と所要量

　　種類　・ウレタンゴム系　・アクリルゴム系　・（　　　）

3　外壁用塗膜防水材

　　耐候性　（　　　）

　　耐候性（　　　）

　下地挙動緩衝材の適用　・有　・無

　　模様材の種類（　　　）

　模様材の種類

　　模様材の種類（　　　）

　・吹付け工法（凹凸状又は凸部処理）の場合

　・吹付け工法（凹凸状又は凸部処理）で仕上げをじゅらく状等

　　とする場合

（4.5.2）

（4.6.2）（表4.6.1）

（4.7.2）

（表4.7.1）

  外部に面する建具

　枠の見込み寸法　※【表5.2.1】による　・（　　　）

2　アルミニウム製建具

網戸等

 メッシュ

材種

　ステンレス(SUS304)線材

    15mm

網目寸法

※16～18

1.5mm

網目

※0.25mm以上

線径

・ステンレス(SUS316)製 

・ガラス繊維入り合成樹脂製 

※合成樹脂製 

・防鳥網

種類

・防虫網

・（　　　）

・（　　　）

・Ｂ種（建具符号：・建具表による　・（　　　））

・Ｃ種（建具符号：・建具表による　・（　　　）)

　（Ｃ種の場合）枠の見込み寸法　（　　　）

アルミニウム製建具の性能値等

・Ａ種（建具符号：・建具表による　・（　　　））

・防音ドア、防音サッシとする場合　

　遮音性の等級（T-　）　建具符号：・建具表による　・（　　　）

　遮音性の等級（T-　）　建具符号：・建具表による　・（　　　）

・断熱ドア、断熱サッシとする場合

（5.2.2）

（表5.2.1）

（5.2.3）

※2.4以上

※3.2以上

厚さ(mm)

※2.5以上

規格等

　接着の程度　※水掛り箇所１類、その他２類以上

表面の樹種　（　　　　）

樹種名（　　　　　　　　　） 

接着の程度（・1類　・2類 ） 

化粧加工の方法 

（・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ ・ﾌﾟﾘﾝﾄ ・塗装） 

接着の程度（・1類　・2類 ） 

表面性能（   　　　）ﾀｲﾌﾟ 

接着の程度（・1類　・2類 ） 

板面の品質　※広葉樹１等

合板の種類

・普通合板

・特殊加工 化粧合板 

・天然木 化粧合板 

・（　　）

・（　　）

・（　　）

表面板の合板の種類、厚さ

　　・鳥の子　・新鳥の子程度　・ﾋﾞﾆﾙ紙程度　

・戸ぶすま 　

　　・塗り縁　・生地縁（素地）　・生地縁（ｳﾚﾀﾝｸﾘﾔｰ塗装）

　　縁の仕上の種別 

 　 ふすまの上張り  

 　 張りの種別（・Ⅰ型　・Ⅱ型） 　　

　　かまち樹種（　　　　）　鏡板樹種（　　　　） 　　

・かまち戸 

　　材料　・普通合板　・化粧合板　（・天然木　・特殊加工）

 　 見込み寸法　※36mm　・建具表による　・（　　　） 

　　見込み寸法　※19.5mm　・建具表による　・（　　　）

　　押入等の裏側　※雲花紙程度　・（　　　）

・ふすま

・紙張り障子 　

 　 ふすまの上張り  

　　・鳥の子　・新鳥の子　・ﾋﾞﾆﾙ紙程度　

 　 張りの種別（・Ⅰ型　・Ⅱ型） 　　

　　押入等の裏側　※雲花紙程度　・（　　　）

　　見込み寸法　※30mm　・建具表による　・（　　　）

　　見込み寸法　※30mm　・建具表による　・（　　　）

枠、くつずりの材料　・建具表による　・（　　　）

　　　　　・MDF

建具用金物8

（5.7.3）

（表5.7.6）

（5.7.2）

（表5.7.7）

（5.7.2）

（表5.7.3）

（表5.7.7）

（表5.7.10）

（5.7.2）

（表5.7.2）

（表5.7.3）

（表5.7.7）

（5.7.2）

（5.8.2）

（表5.8.1）

金物の種類及び見え掛り部の材質

　※【表5.8.1】による　　・（　　） 

　・シリンダー箱錠

　・握り玉　・レバーハンドル

　　※アルミニウム合金製　・ステンレス製　・黄銅製

開き戸（図示によらない場合）

　　（レバーハンドルの材質）　

建具の形式に応じた金物の種類及び見え掛り部の材質

　金物の種類（　　　）

　見え掛り部の材質（　　　）

・本締り錠

　錠前類 （シリンダ箱錠及び本締り錠の場合）

　シリンダーサイド　※外側シリンダー、内側サムターン

　　　　　　　　　　　・（　　　）

　・（　　　）　・グレード３以上

　実用性能項目（鋼製建具、鋼製軽量建具を除く）

　耐じん性能　・グレード２　・グレード１　・適用外

・グレモン錠

・空錠

　　（レバーハンドルの材質）

　　※亜鉛合金製　・ステンレス製

　・握り玉

　・レバーハンドル

　　※アルミニウム合金製　・ステンレス製　・黄銅製

1　改修工法

・アルミニウム製建具 ・かぶせ工法

・撤去工法

・新規に取り付ける

・樹脂製建具 ・かぶせ工法

・撤去工法

・新規に取り付ける

・建具表による　

・（　　　）

・外部・鋼製建具 ・かぶせ工法

・撤去工法

・新規に取り付ける

・内部 ・かぶせ工法

・撤去工法

・新規に取り付ける

・建具表による　

・（　　　）

・建具表による　

・（　　　）

・建具表による　

・（　　　）

・鋼製軽量建具 ・かぶせ工法

・撤去工法

・新規に取り付ける

・建具表による　

・（　　　）

・ステンレス製建具 ・かぶせ工法

・撤去工法

・新規に取り付ける

・建具表による　

・（　　　）

建具の種類 改修工法 適用箇所5

（新規に建具を設ける場合） 

　壁部分の開口の開け方　※図示　・（　　　）

  新規建具周囲の補修工法及び範囲　※図示　・（　　　）

防火戸の指定

防火戸の自動閉鎖機構及び防火戸の連動　

・ヒューズ装置　　・熱感知器　　・煙感知器 

　適用箇所　（・建具表による　・　　　　）

建
具
改
修
工
事

建具見本の製作　

建具見本の程度　

　・工事に使用するものとして、あらかじめ製作する

　・納まり等がわかる程度のもの

特殊な建具の仮組　

　・行う（建具符号：　　　　） ・行わない

　・行う（建具符号：　　　　）　・行わない

・有　適用箇所（・建具表による　・　　　　） 

・無

（5.1.3）

（5.1.4）

（5.1.5）

ブラインドボックス等の再使用

防犯建物部品の適用

（5.1.6）

（5.1.7）

・有　　・無

・有　（適用箇所　・建具表による　・（　　　））

・無 

4　その他 施工に先立ち、塗布量試験　　※行う　　・行わない

　放散量等

　屋内の木製建具に使用する表面材及び接着剤のホルムアルデヒド

7　木製建具

　MDFの難燃性による区分（　　　）

　MDFの接着剤による区分（　　　）

　MDFの曲げ強さによる区分（　　　）

　MDFの表面材の状態による区分（　　　）

　　　放散しない材料使用

　　※非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを

　　　放散しない塗料使用

　　※非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを

　　※非ホルムアルデヒド系接着剤使用

　（ホルムアルデヒドの放散量表示がない場合）

　　※Ｆ☆☆☆☆

　表面材の種類　・合板　・MDF

フラッシュ戸の表面材の種類、品質等

建具材の加工、組立時の含水率　※Ａ種　・Ｂ種

（表5.7.1）

（5.7.2）

  外部に面する建具の耐風圧性　（表5.2.1）

　　・S-4（建具符号：・建具表による　・（　　　））

　　・S-5（建具符号：・建具表による　・（　　　））

　　・S-6（建具符号：・建具表による　・（　　　）） 

　遮音性の等級（T-　）　建具符号　※建具表による　・（　　）

　面内変形追随性の等級（D-　）

　断熱性の等級（H-　）　建具符号　※建具表による　・（　　）

　建具符号　※建具表による　・（　　）

・防音ドア、防音サッシとする場合

・断熱ドア、断熱サッシとする場合

・耐震ドアとする場合

（5.4.2）

（5.2.2）

（5.4.2）

ステンレス製建具

表面仕上げ　※ＨＬ　・鏡面仕上げ　・（　　　） 

　※SUS304、SUS430JIL又はSUS443J1　・（　　　）

ステンレス鋼板の材質6

ステンレス鋼板の曲げ加工　※普通曲げ　・角出し曲げ 

くつづりの仕上げ

※HL（ステンレス鋼板を使用する場合）　・（　　　）

（5.6.3）

（5.6.4）

（5.6.5）

※鋼板　・ステンレス鋼板　・アルミニウム合金の押出形材

召合せ、縦小口包み板の材質

・図示による

鋼鈑類の厚さ

　片開き、親子開き及び両開き戸の１枚の戸の有効開口幅が950mm

　又は、有効高さが2,400mmを超える場合を除く。

※【表5.5.1】による

くつづりの仕上げ

※HL（ステンレス鋼板を使用する場合）　・（　　　）

（5.5.4）（表5.5.1）

鋼鈑類の厚さ

　片開き、親子開き及び両開き戸の１枚の戸の有効開口幅が950mm

　又は、有効高さが2,400mmを超える場合を除く。

※【表5.4.2】による

くつづりの仕上げ

・図示　・（　　　）

※HL（ステンレス鋼板を使用する場合）　・（　　　）

（5.4.4）（表5.4.2）

自走防止固定金具の指定

　・無

　・有　種別（　　　　　　　　　）ビス固定タイプ

表面処理の種別及び標準色・特別色の別等

　・ＡＢ－１種　・ＡＢ－２種　・ＡＣ－１種　・ＡＣ－２種

　・ＢＡ－１種　・ＢＡ－２種　・ＢＢ－１種　・ＢＢ－２種

　・ＢＣ－１種　・ＢＣ－２種　・Ｃ種

表面処理の種別

標準色、特別色の別等

（5.2.4）

（表5.2.2）

着色（・アンバー　・ブラック系　・シルバー　・ステンカラー）

水切り板、ぜん板　・図示　・（　　　）（5.2.5）

樹脂製建具の性能値等性能等級

・耐風圧性（Ｓ-　）　気密性（Ａ-　　）　水密性（Ｗ-　　）　　

　枠の見込み寸法　・（　　　）mm

  外部に面する建具

・Ａ種（建具符号：・建具表による　・　　　　）

・Ｂ種（建具符号：・建具表による　・　　　　）

・Ｃ種（建具符号：・建具表による　・　　　　)

　（Ａ～Ｃ種における）枠の見込み寸法　・（　　　）mm

3　樹脂製建具

網戸等

 メッシュ

材種

　ステンレス(SUS304)線材

    15mm

網目寸法

※16～18

1.5mm

網目

※0.25mm以上

線径

・ステンレス(SUS316)製 

・ガラス繊維入り合成樹脂製 

※合成樹脂製 

・防鳥網

種類

・防虫網

・（　　　）

・（　　　）

建具の表面色

　表面色　※標準色　・特注色

ガラス　※複層ガラス　・単板ガラス　・（　　　）

結露水の処理方法　・図示　・（　　　）

　建具用金物　※【表5.7.3】による　・図示　・（　　　）

・防音ドア、防音サッシとする場合

                     

　遮音性の等級（T-　）　建具符号：・建具表による　・（　　　）

・断熱ドア、断熱サッシとする場合

鋼製建具

　・適用しない 

　・適用する　（等級）気密性：Ａ－３　水密性：Ｗ－１

4 鋼製建具の性能値等性能等級

　断熱性の等級（H-　）　建具符号：・建具表による　・（　　　）

　日射熱取得性の等級（N-　　）

（5.3.2）

（5.3.4）

（表5.3.1）

（表5.3.2）

（5.3.2）

（5.2.3）

（5.3.4）

（5.3.3）

（5.3.5）

（5.4.2）

（表5.4.1）

簡易気密型ドアセット（建具符号：※建具表による　・（　　　））

５・耐風圧性（Ｓ-　）　気密性（Ａ-　）　水密性（Ｗ-　）　　

ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号
市立弥栄小学校普通教室等整備修繕

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介

ー

Ｒ８.１
改特

改修特記仕様書（５）
０５

３ ４



・フロアヒンジ

・ヒンジクローザー（丁番形）

・ヒンジクローザー（ピボット形）

・ピポットヒンジ

　　（カバー部の材質）　※ステンレス製　・亜鉛合金製

・自閉装置付き軸吊りヒンジ

・ドアクローザー（ディレードアクション（遅延閉）機能付き）

　

・アームストッパー

（閉鎖順位調整器の材質）※ステンレス製　・鋼製

・押棒、押板　（材質）・ステンレス製　・黄銅製　・合成樹脂製

　（材質）　※鋼製（クロムめっき）　・ステンレス製

・フランス落し（材質）　※亜鉛合金製　・ステンレス製

・戸当り（あおり止め（フック）付き）

　（材質）　※亜鉛合金製　・ステンレス製　・黄銅製

・クレセント

木製建具の場合の引手類の材質

　※ステンレス製　・黄銅製

レール（上吊りの場合を除く。）の材質

　※ステンレス製　・アルミニウム合金製　・黄銅製

引戸（図示によらない場合）

金属製建具に使用する丁番の枚数と大きさ

樹脂製建具に使用する丁番の枚数と大きさ

　※【表5.8.2】による　・（　　）

　※【表5.8.3】による　・（　　）

木製建具に使用する丁番の枚数と大きさ

　※【表5.8.4】による　・（　　）

・建具表による　・（　　　）

握り玉、レバーハンドル、押板類、クレセントの取付位置　

鍵の製作本数　※各室３本１組（室名札付き）・（　　　）

マスターキー　

　・製作する　・製作しない　・既存のマスターキーに合わせる

木製建具に使用する戸車及びレール

　※【表5.8.5】による　・（　　）

（5.8.2）

（5.8.3）

（5.8.4）   ・JIS G 3322（塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板 

　　　　　　　　及び鋼帯） 

※図示　・（　　　）　　

※図示　・（　　　）　　

設置場所等

耐風圧強度　

・ 屋内用防煙シャッター

・ 屋内用防火シャッター

・ 外壁用防火シャッター

・ 管理用シャッター

シャッターの種類

耐風圧強度（管理用シャッター、外壁用防火シャッターの場合）

・耐風圧強度 (           ) Pa

設置場所等

※図示　・（　　　）　　

※図示　・（　　　）　　

※図示　・（　　　）　　

※図示　・（　　　）　　

障害物感知装置（自動閉鎖型）の設置箇所

　※図示　・（　　　）

　※図示　・（　　　）

開閉機能による種類　※ 上部電動式（手動併用） ・ 上部手動式　

屋内用防火（防煙）シャッターに設ける危害防止機構の適用

　障害物感知装置　　　※適用する　　・適用しない

　可動座板式　　　　　・適用する　　・適用しない

　防火区画に用いる防火設備等の構造方法を定める件　

　　　　　　　　　　　※適用する　　　・適用しない

　危害防止機構の設置箇所　※図示　・（　　　）

                  ・JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板） 　

  鋼板の種類　　　・JIS G 3302（溶融亜鉛めっき鋼板）

スラット及びシャッターケース用鋼板

　めっきの付着量　※Z12又はF12　・（　　　）

　・ 設ける　・ 設けない

軽量シャッター

　

※手動式

・上部電動式（手動併用）

開閉形式

スラットの材質 

    めっき付着量（※Z06又はF06　・　　　　　） 　

　・50N/㎡（500Pa）　・65N/㎡（650Pa）　・（　　　）

　・JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯） 

スラットの形状　

　・インターロッキング形　・オーバーラッピング形 

    めっき付着量（※AZ90　・　　　　　） 

障害物感知装置（自動閉鎖型）の設置箇所

　※図示　・（　　　）

急降下制動装置、急降下停止装置等の設置箇所

管理用シャッターケースの設置

12

11　重量シャッター

オーバーヘッドドア

※ｽﾁｰﾙﾀｲﾌﾟ 

・ｱﾙﾐﾆｳﾑﾀｲﾌﾟ 

による区分 

ｾｸｼｮﾝ材料 

・ﾌｧｲﾊﾞｰｸﾞﾗｽ

　ﾀｲﾌﾟ 

・125 

・100

・75

・50

耐風圧

区分(Pa)

開閉方式 

による区分 

・電動式 

・ﾁｪｰﾝ式 

※ﾊﾞﾗﾝｽ式 

収納形式

による区分

・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ形 

・ﾛｰﾍｯﾄﾞ形 

・ﾊｲﾘﾌﾄ形 

・ﾊﾞｰﾁｶﾙ形 

ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ 

の材質 

※溶融亜鉛 

　めっき鋼板 

・ｽﾃﾝﾚｽ鋼板 

障害物感知装置（自動閉鎖型）の設置箇所

　※図示　・（　　　）

設置箇所　※図示　・（　　　）

・4mm　・5mm　・6mm　・図示・フロート板ガラス

厚さの呼び品種

・すり板ｶﾞﾗｽ

・型板ガラス

・2mm　・3mm　・5mm　・図示

厚さ

・2mm　・3mm　・4mm　・5mm　・6mm

・網入磨き板ガラス

・網入型板ガラス

　

・線入磨き板ガラス

・線入型板ガラス

板の表面上状態

・6.8mm　・10mm　

・図示

・6.8mm　・10mm　

・図示

網又は線の形状

・かく網入

・ひし網入

品種

・フロート板ガラス　施工箇所　・図示　・（　　　）

・型板ガラス　施工箇所　・図示　・（　　　）

・網入板ガラス及び線入板ガラス　施工箇所　・図示　・（　　　）

ガラス

厚さの呼びによる種類

13

14

（5.11.2）

（5.11.3）

（5.12.2）

（5.12.3）

（5.12.4）

（5.13.2）

（5.13.3）

（5.14.2）

（5.14.3）

（5.14.4）

材料板ガラスの種類

・型板ガラス

・網入板ガラス及び線入板ガラス

・強化ガラス

・熱線吸収板ガラス

・熱線反射ガラス

・倍強度ガラス

厚さ 特性による種類

・Ⅰ類

・Ⅲ類 

・Ⅱ-1類 

・Ⅱ-2類 

・フロート板ガラス及び磨き板ガラス

特性による種類

・Ⅰ類

・6mm

・8mm

　材料板ガラスの種類

・5mm

・図示

・強化ガラス

特性による種類

・Ⅰ類・型板強化ガラス

・フロート強化ガラス

・熱線反射強化ガラス

・6mm

・4mm

・8mm

・10mm

・12mm

・Ⅲ類 

　材料板ガラスの種類

・図示

厚さ

厚さ

・（　　）

・（　　）

・（　　）

・（　　）

・（　　）

・（　　）

・（　　）

・合わせガラス　施工箇所　・図示　・（　　　）

　厚さの組み合わせ(　　＋　　）mm　合計厚さ（　　）mm

　平面強化ガラス　施工箇所　・図示　・（　　　）

・6mm

・8mm

・5mm

・図示

　板ガラスによる種類

・熱線吸収フロート板ガラス

・熱線吸収磨き板ガラス

・熱線吸収網入磨き板ガラス

・熱線吸収線入磨き板ガラス

・熱線吸収網入型板ガラス

・6.8mm

・図示

性能による種類

・１種

・２種

厚さ

・熱線吸収板ガラス　　施工箇所　・図示　・（　　　）

　フロート強化ガラス

・複層ガラス　施工箇所　・図示　・（　　　）

乾燥気体の種類　板ガラスによる種類 厚さ

・型板ガラス

・網入板ガラス及び線入板ガラス

・フロート板ガラス及び磨き板ガラス

・強化ガラス

・熱線吸収板ガラス

・熱線反射ガラス

・倍強度ガラス

・合わせガラス

・耐熱強化ガラス

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・ネオン

・クリプトン

・アルゴン

※乾燥空気

断熱性による区分　

日射取得性、日射遮蔽性による区分

　・Ｇ　・Ｓ

　・Ｔ１　・Ｔ２　・Ｔ３　・Ｔ４　・Ｔ５　・Ｔ６　

　厚さの組み合わせ(　　＋　　＋　　）mm　合計厚さ（　　）mm

材料板ガラスの種類

・A種　・B種

　B種

・2種

・3種

・1種

日射熱

遮へい性
厚さ

・6mm

・8mm

・10mm

・12mm

　及び磨き板ガラス

・フロート板ガラス

・熱線吸収フロート板ガラス

　及び熱線吸収磨き板ガラス

・平面強化ガラス

・倍強度ガラス

反射被膜面　・内面　・外面 

　A種

・熱線反射ガラス

耐久性による

区分

・倍強度ガラス

・フロート倍強度ガラス

・熱線反射倍強度ガラス

・6mm　・8mm

・10mm　・12mm

厚さ材料板ガラスによる種類

呼び寸法及び厚さ(mm)

・250×125×80　・320×160×95

・200×200×95　・200×200×125　・320×320×95

・長方形

表面形状

・正方形 ・125×125×80　・160×160×95　・160×160×125

ガラスブロック

      寸法　※径5.5mm　・（　　　）

      形状　※はしご形状複筋及び単筋　・（　　　）

化粧目地モルタルの色（　　　　　　　　　　） 

力骨　材質　※ステンレス鋼(SUS304)　・（　　　）

　防火性能　※無し　・有り

　色調　・クリア　・乳白

施工箇所

・（　　　）

・（　　　）

シーリング材の種類

・（　　　）

・伸縮調整目地

シーリング材

壁用金属枠及び補強材　・設ける（形状　※図示　　・　　　　） 

金属製化粧カバー　材質　・ステンレス製　・アルミニウム製 

　　　　　　　　　寸法　・図示　・（　　　）

　　　　　　　　  形状　・図示　・（　　　）

　                    ・設けない 

ガラスの留め材及び溝の大きさ

・ｼｰﾘﾝｸﾞ材 

・ｶﾞｽｹｯﾄ　　

・ｸﾞﾚｲｼﾞﾝｸﾞ

　ﾁｬﾝﾈﾙ形 

・ｼｰﾘﾝｸﾞ材 

・ｼｰﾘﾝｸﾞ材 

・図示 

※建具の製造所の仕様による

※建具の製造所の仕様による

※建具の製造所の仕様による

・（　　　）

・図示 　・（　　　）

・図示 　・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

（面クリアランス、エッジ

　クリアランス及び係り代）

ガラス溝の大きさ(mm)

建具の種類 ガラス留め材

施工箇所

ガラス留めに使用するシーリング材

・ガラス留め材

シーリング材の種類

　※グレイジングチャンネル　・（　　　）

　ガラス留めに使用するガスケット

15

・アルミニウム製

・樹脂製

・鋼製及び鋼製軽量

・ステンレス製

工法（建築基準法に基づく風圧力に対応）

　（　　　　　　）

（5.14.5）

ガラスブロックの目地幅の寸法

平積みの場合の目地幅　※8～15mm　・（　　　）

　　外側15mm以下、内側6mm以上とする。

曲面積みの場合の目地幅　　・（　　　）

伸縮調整目地の位置　・（　　　）

　※6m以下ごとに10～25mm

　※製造所の仕様による。

　・（　　　）

　※壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う

天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井の改修範囲

　を行う

改修範囲

　・図示による

　・図示による

天井の撤去に伴う取合部の壁面の改修

　※既存のまま　・ 図示

　※壁面から両側600mm程度とし、既存仕上げに準じた仕上げ

他の部位との取合い等16

内
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既存間仕切壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井、壁及び床の

（6.1.3）

目地部の力骨の補強方法

　※曲率半径をガラスブロックの幅寸法の10倍以上とし、

・曲面強化ガラス　施工箇所　・図示　・（　　　）

鍵箱　　　　　※有り　・無し 

・多機能トイレに

・（　　　　）

・図示

適用部位

・電波ｾﾝｻｰ

・光電ｾﾝｻｰ

・音波ｾﾝｻｰ

・熱線ｾﾝｻｰ

・光線（反射）ｾﾝｻｰ

・ﾀｯﾁｽｲｯﾁ 

・ﾍﾟﾀﾞﾙｽｲｯﾁ 

・押しﾎﾞﾀﾝｽｲｯﾁ

検出装置の種類

・図示

駆動装置の種類

　設置される引き戸

・SSLD-1 

・SSLD-2 

・DSLD-2 

・DSLD-1 

9

SSLD-1～DSLS-2の場合

検出装置の性能駆動装置の性能

・図示

・図示

・図示

・車椅子使用者用

　便房ｽｲｯﾁ 

※【表5.9.1】による

※【表5.9.3】による

・図示

の場合

※【表5.9.2】による

　・大型押しボタンスイッチ　・非接触スイッチ

車椅子使用者用便房に設置される引き戸

自動ドア開閉装置の駆動装置及び検出装置の種類と性能

凍結防止　・行う（適用箇所は建具表による）　・行わない

車椅子使用者用便房の開閉スイッチ

自閉式上吊り引戸

　※【表5.9.1】により適用する戸の重量に応じたもの　装置

　・図示による

自動ドア開閉装置

10

（5.9.2）

（表5.9.1）

（表5.9.2）

（表5.9.3）

（表5.9.4）

（5.10.3）

　　　　　　　※９本（屋内運動場の正面玄関）

　　　　　　　※７本（校舎の正面玄関及び職員室）

４ ４６ １４

図示

多目的トイレ自動式上吊り引戸装置の性能　適用箇所（　　　　　　　）

・（　　　　　　　　）防火設備

・（　　　）SR-1

防火戸用指定シーリング材・（　　　　　　　　　　　　　）

ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号
市立弥栄小学校普通教室等整備修繕

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介

ー

Ｒ８.１
改特

改修特記仕様書（６）
０６



2 ・既存の床の撤去

　・ビニル床シート等の除去

　・合成樹脂塗床材の除去

　　　工法　・機械的除去工法　・目荒し工法

　　　・下地モルタル共（・図示　・除去範囲全て）

　　　※仕上げ材のみ（接着剤共）

既存床、壁及び天井の

・既存壁の撤去

　・既存のコンクリート間仕切壁等の撤去

　　　間仕切壁撤去に伴う他の構造体の補修方法

改修後の床の清掃範囲　　※改修箇所の室内　・（　　　　）

　・床タイルの撤去

　・床組の撤去

撤去及び下地補修

　　  ・（　　　）

　・既存の木製、軽量鉄骨間仕切壁等の撤去

　・既存の壁下地材、下地張りボード等を残し既存の仕上材を撤去

　・既存のモルタル、タイル、布地、壁紙等を撤去

・既存天井の撤去

　・下地材、下地張りボード等を残し、仕上材を撤去する

　・下地材を含めて撤去する

　　　 （塗り厚25mmを超える場合の補修　・行う　・行わない） 

6-1
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木
下
地
等

　・フローリング張り床材の撤去

　　  ※【4.3.10】によるモルタル塗り

　・部位（　　　）ホルムアルデヒド拡散量（　　　）

　　塗装していないものは「非ホルムアルデヒド系接着剤使用」

　※「Ｆ☆☆☆☆」又はホルムアルデヒド放散量表示が無い場合、

　　塗装したものは「非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルム

　　アルデヒドを拡散しない塗料使用」、化粧加工したものは

　　「非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散

　　しない材料使用」とする

材料のホルムアルデヒド拡散量等1　材料

材面の品質

・１級

・無

・有（Ｋ　）

保存処理

・18％以下

・15％以下

含水率

・押角

・耳付材

　施工箇所（　　　　）

　樹種（　　　　）寸法（　　　　）

※２級

形状

2　製材 ・JAS 1083-5（製材－第５部：下地用製材）による下地用製材

6
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 ・並

 ・無節

 ・小節

 ・上小節

・角類

・板類

・無

・有（Ｋ　）

保存処理

・18％以下

・15％以下

含水率

　施工箇所（　　　　）

※板類における等級

　枠、額縁、敷居、かもい、かまちの類の見え掛り面は、上小節

　それ以外は、小節

形状材面の品質

・JAS 1083-2（製材－第２部：造作用製材）による造作用製材

（6.2.2）

（6.3.2）

（6.5.2）

（6.5.2）

・造作用集成材

　（未仕上げ）

・造作用集成材

・造作用集成材（塗装）

品名 見付け材面の品質

・２等

※１等

見付け材面数

・１面

・２面

・３面

・４面

　単板の樹種（　　　　）寸法（　　　　）

　施工箇所（　　　　）

　施工箇所（　　　　）寸法（　　　）

　樹種　化粧薄板（　　　）芯材（　　　）

見付け材面の品質品名

・２等

※１等

　化粧薄板の厚さ（　　　）

・化粧ばり造作用集成材

見付け材面数

・１面

・２面

・３面

・４面

・化粧ばり造作用集成材（塗装）

・「集成材の日本農林規格」第３条による造作用集成材

・「集成材の日本農林規格」第４条による化粧ばり造作用集成材

・「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材

　施工箇所及び樹種（　　　　）寸法（　　　）

見付け材面の品質

・（　　　）

含水率

※15％以下

・（　　　）

　施工箇所（　　　　）

3　造作用集成材

　施工箇所（　　　　）寸法（　　　）

　樹種　化粧薄板（　　　）芯材（　　　）

　化粧薄板の厚さ（　　　）

・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり造作用集成材

・（　　　）

含水率

※15％以下

・（　　　）

見付け材面の品質

　（未仕上げ）

・造作用単板積層材

・造作用単板積層材

品名

・有り

・無し

表面の品質

・１等　・２等

・３等

・天然木化粧加工

・塗装加工

　防虫処理　・行う　・行わない

　施工箇所（　　　　）寸法（　　　）

　施工箇所（　　　　）寸法（　　　）

・有り

・無し

表面の品質

・天然木化粧加工

・塗装加工

表面の化粧加工の有無

表面の化粧加工の有無

・（　　　）

　防虫処理　・行う　・行わない

　含水率　※14％以下　・（　　　）

・「単板積層材の日本農林規格」以外の造作用単板積層材

・「単板積層材の日本農林規格」第３条による造作用単板積層材

品名

・異等級構成直交集成板

・同一等級構成直交集成板

強度等級

（　　　　）

種別

 ・Ａ種

 ・Ｂ種

接着性能

 ・使用環境Ａ

 ・使用環境Ｂ

 ・使用環境Ｃ

　施工箇所（　　　　）

　樹種（　　　　）寸法（　　　　）

・JAS 3079（直交集成板）による直交集成板

　※F☆☆☆☆　・（　　　）

・普通合板

品名 厚さ 板面の品質

（広葉樹）

（針葉樹）

　※Ｃ－Ｄ以上

 ・（　　　）

・１等　※２等以上

 ※5.5mm

・（　　　）

　防虫処理　・行う　・行わない

　接着の程度　・Ⅰ類　・Ⅱ類　（常時湿潤状態の場所）※Ⅰ類

施工箇所（　　　　　　　）単板の樹種（　　　　）

・「合板の日本農林規格」第４条による下地用合板(普通合板)

品名 厚さ 板面の品質

（広葉樹）

（針葉樹）

　※Ｃ－Ｄ以上

 ・（　　　）

・１等　※２等以上・（　　　）

・構造用合板  ※12mm

等級

　・１級

　・２級

　防虫処理　・行う　・行わない

　保存処理　・行う（Ｋ　）　・行わない

　接着の程度　・特類　・Ⅰ類　（常時湿潤状態の場所）※特類

　・強度等級の指定

　　曲げヤング係数（　　－　　）

　　曲げ強さ（　　－　　）

・「合板の日本農林規格」第６条による下地用合板(構造用合板)

　接着の程度　・特類　・Ⅰ類　（常時湿潤状態の場所）※特類

　防虫処理　・行う　・行わない

施工箇所（　　　　　　　）単板の樹種（　　　　）

品名（　　　　）厚さ（　　　）

・「合板の日本農林規格」第７条による化粧ばり構造用合板

施工箇所　（　　　　　　　）

・「合板の日本農林規格」第８条による天然木化粧合板

　接着の程度　・Ⅰ類　・Ⅱ類

　防虫処理　・行う　・行わない

化粧板に使用する単板の樹種（　　　）

厚さ　（　　　　　　　）

品目

・特殊加工化粧合板

厚さ

・（　　　）

化粧加工の方法

・オーバーレイ

・プリント

・塗装

　接着の程度　・Ⅰ類　・Ⅱ類

　防虫処理　・行う　・行わない

・（　　　）

表裏面の状態

による区分

・（　　　）

による区分

曲げ強さ

による区分

耐水性

による区分

難燃性

・Ｕタイプ

・Ｍタイプ

・Ｐタイプ

・普通

・難燃（２級）

・難燃（３級）

・JIS A 5908によるパーティクルボード

施工箇所（　　　　）

・「合板の日本農林規格」による特殊加工化粧合板

施工箇所（　　　　　　　）単板の樹種（　　　　）

厚さ　・（　　　）

表裏面の状態

による区分

・（　　　）

による区分

曲げ強さ

による区分

耐水性

による区分

難燃性

・Ｕタイプ

・Ｍタイプ

・Ｐタイプ

・普通

・難燃（２級）

・難燃（３級）

・（　）タイプ

・「構造用パネルの日本農林規格」による構造用パネル

施工箇所（　　　　）

品名　　（　　　　）　厚さ（　　　　）

・JIS A 5905によるミディアムデンシティーファイバーボード

　施工箇所（　　　　）

※厚さ15mm、13Ｐタイプ又は１３Ｍタイプ

（6.5.2）

6　合板等

5　直交集成板

（6.5.2）

4　造作用単板積層材

（6.5.2）

（6.5.2）

　　行ったものとする

　　コンクリート埋込み部を除き【表8.20.1】のF程度の処理を

7　接合具等、木れんが

（6.5.3）

（6.5.4）

　※かすがい、座金、箱金物及び短冊金物は【表6.5.3～5】により、

諸金物の形状、寸法、材質

接合具に使用する接着剤のホルムアルデヒドの放散量

　※F☆☆☆☆　・（　　　）　　

造作材の化粧面の釘打ち

　※隠し釘打ち　・釘頭埋め木　・つぶし頭釘打ち　・釘頭現し

木れんがの接着工法に使用する接着剤のホルムアルデヒドの放散量

　・（　　　）

　・Ｋ３　・（　　　）

　処理の方法

　　薬剤の種類(　  　　　  　）適用部材（  　　　  　　　）

　適用部位及び部材：（　　　　　　　　　　　　　　　　　） 

　・附属書Ａ（付録）に基づく表面処理用木材保存剤による処理

　適用部位及び部材：（　　　） 

　適用部位及び部材：（　　　） 

・薬剤の接着材への混入による防腐、防蟻処理 　　

　　※製造所の仕様による　・（　　　）

・合板等の加圧注入処理等による防腐、防蟻処理

　・仕上げ表による　・（　　　　　　　　）

・相模原産材の使用

防虫処理　・行う　・行わない

8　防腐・防蟻

 　・防虫処理

（6.5.5）

・防腐、防蟻処理が不要な樹種による製材　

　適用部位及び部材：（　　　　　　　　　　　　　　　　　） 

・薬剤の加圧注入処理等による防腐・防蟻処理

　適用部位及び部材：（　　　　　　　　　　　　　　　　　） 

　保存処理性能区分　・Ｋ２　・Ｋ３　・Ｋ４

・薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理

　※F☆☆☆☆　・（　　　）　　

間仕切軸組に用いる木材　※杉又は松　・（　　　）　　

床組に用いる木材　　　　※杉又は松　・（　　　）　　　

　※ひのき又は保存処理木材　・（　　　）

土間スラブの類の土台、転ばし大引き及び転ばし根太に用いる木材

 　等の内部間仕切軸組

 　及び床組

床組

窓、出入り口その他 窓、出入り口その他に用いる木材

床板張り 縁甲板及び上がりがまちに用いる木材

壁及び天井下地

　※ひのき　・（　　　）

木材　※杉又は松　・（　　　）　　

6-2 1　軽量鉄骨天井下地

　・図示　・（　　　）

野縁等の種類

　屋外　※25形　・19形　・（　　　）

　屋内　※19形　・25形　・（　　　）

　・図示　・（　　　） 

周辺部の端からの間隔（屋外の場合）

野縁受、吊りボルト及びインサートの間隔（屋外の場合）

野縁の間隔（屋外の場合）

　・図示　・（　　　） 

9　鉄筋コンクリート造

10

11

12

内
装
改
修
工
事
　
軽
量
鉄
骨
天
井
下
地

（6.5.6）

（6.5.7）

（6.5.8）

（6.5.9）

（6.6.2）

（6.6.3）

等級による材面の品質の基準以外の要求品質

・（　　　）

※10％以下

・13％以下

含水率

・無

・有（Ｋ　）

保存処理

　・２級

　・特級

　※１級

　施工箇所（　　　　）

　樹種（　　　　）寸法（　　　　）

　材面の品質　※Ａ種（造作材)　・（　　　）　

　含水率　・（　　　）

　防虫処理　・行う　・行わない

　施工箇所（　　　　）

　樹種（　　　　）寸法（　　　）

材面の品質

・JAS 1083-6（製材－第６部：広葉樹製材）による広葉樹製材

・JAS 1083（製材）以外の製材

※津久井産材については、日本農林規格同等品も可とする

※津久井産を仕様した部分に焼印を行う場合は、市から貸与する

　焼入れの道具等を用いて「津久井産」の表示を行うこと

図示

　樹種（　　　　　　）寸法（　　　　）津久井産杉 図示

　吊元枠、水掛りの下枠及び敷居　※ひのき　　・（　　　　　）　　　

　その他　　　　　　　　　　　　※松又は杉　・（　　　　　）　　　

タモ集成材

タモ集成材

図示

図示栂

図示

図示タモ

施工箇所（　　　　　　　　　　）単板の樹種（　　　　）針葉樹

24㎜
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3　ビニル幅木

高さ(mm)　※60　・75　・100

材質　・軟質　・硬質 

厚さ(mm)　※1.5以上　・（　　　）

4　ゴム床タイル　 種類　・天然ゴム　・合成ゴム

色柄　・無地　・柄物

寸法(mm)（　　　）   

厚さ(mm)　・3.0　・4.0　・5.0　・6.0　・9.0 

下地の工法（モルタル、セルフレベリング材、木下地以外）　

・下地種別（　　　）　工法（　　　）

　ビニル床タイル用接着剤の種別　（　　　　　　　　）

　接着剤の種別　（　　　　　　　　）

接着剤（ビニル床シート、ビニル床タイル、ゴム床タイル含む）

のホルムアルデヒド放散量　※Ｆ☆☆☆☆　・（　　　） 

下地の工法（モルタル、セルフレベリング材、木下地以外）　

・下地種別（　　　）　工法（　　　）

カーペット用の接着剤のホルムアルデヒド放散量 

　※Ｆ☆☆☆☆　・（　　　） 

見切り、押え金物

　・適用しない 

　・適用する（材質、種類、形状等　※図示　・（　　　 ））

グリッパー工法時の下敷き材　

・ｱｷｽﾐﾝｽﾀｰ ｶ-ﾍﾟｯﾄ 

・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ 

・ﾙｰﾌﾊﾟｲﾙ 

・ｶｯﾄ、ﾙｰﾌﾟ併用 

・ｳｨﾙﾄﾝ ｶｰﾍﾟｯﾄ 

・ﾀﾞﾌﾞﾙﾌｪｰｽｶｰﾍﾟｯﾄ 

　織り方　ﾊﾟｲﾙ形状 　糸の種類

・Ｃ種

・Ａ種

・Ｂ種

・（　　　）

・適用しない 

・適用する（性能：※人体帯電圧3kv 以下　・       　） 　　　　

　帯電性の適用

　接合方法

・織じゅうたん　施工箇所（　　　）

・柄物 

(標準品) 

　色柄等

※無地 

　・（　　　）

　　※ヒートボンド工法　・手縫いで、間ぜまにつづり縫い

5　カーペット敷き

　※反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種1号　呼び厚さ 8mm 

　セメント系下地及び木質系下地以外に用いるビニル床シート及び

　セメント系下地及び木質系下地以外に用いるゴム床タイル用

グリッパー工法時の下敷き材　

・適用しない 

・適用する（性能：※人体帯電圧3kv 以下　・       　） 　　　　

・ｶｯﾄ、ﾙｰﾌﾟ併用 

・ﾙｰﾌﾊﾟｲﾙ 

・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ 

　工法

・ｸﾞﾘｯﾊﾟｰ工法

・全面接着工法

　パイル長(mm)　パイル形状

・タフテッドカーペット　施工箇所（　　　）

・（　　　）

　・（　　　）

帯電性の適用

　※反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種1号　呼び厚さ 8mm 

※ ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ

・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ

・ｶｯﾄ・ﾙｰﾌﾟ

　併用

ﾊﾟｲﾙ形状

※ 第一種

・ 第二種

・ 第二種

・ 第一種

・ 第一種

・ 第二種

　　　　　　　　　　　階段部分　※模様流し　・市松敷き

タイルカーペットの敷き方　平場　※市松敷き　・模様流し

　寸法

※500×500

※500×500

※500×500

　総厚さ（mm）

　※6.5

　※6.5

　※6.5

種類

・（　　　）

・（　　　）

　・（　　　）

　・（　　　）

　・（　　　）　・（　　　）

（6.8.2）

（6.8.2）

（表6.8.1）

（表6.8.2）

（6.9.1）

（6.9.2）

（6.9.3）

（6.9.2）

（6.9.2）

（6.9.3）

（6.9.2）

（6.9.2）

（6.9.3）

種類 厚さ(mm)、規格等

・ 硬質木毛セメント板

・ 中質木毛セメント板

・ 普通木毛セメント板 　・15　・20　・25　・30　・40　・50

・ 硬質木片セメント板

・ 普通木片セメント板 ・30

タイプ 2（無石綿）

・0.8けい酸カルシウム板

・1.0けい酸カルシウム板

・5　・6　・8　・9　・10　・12  

・4　・5　・6　・8　・9　・10　・12

・12(不燃)　・15　・19

・フラットタイプ

・凹凸タイプ

・12.5（不燃）・15(不燃）

・9.5（準不燃）

・化粧無（ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様） 

・化粧無（下地張り用） 

・9.5 (不燃) 

・ ロックウール

　　吸音ﾎﾞｰﾄﾞ1号

・ グラスウール

　　吸音ﾎﾞｰﾄﾞ号32K

・ せっこうボード

・ 不燃積層

　　せっこうボード

・9(準不燃)　・9(不燃)　・12(不燃）　　化粧吸音板

・ ロックウール

・25(ｶﾞﾗｽｸﾛｽ包）・（　　　）

・25　・（　　　） 

・12　・15　・18　・21　・（　　　）

　・15　・20　・25　・（　　　）

　・15　・20　・25　・（　　　）その他のボード張り

10 せっこうボード

板面の品質（　　　　　　） 

厚さ(mm)（　　　） 

接着の程度（・1類　・2類 ） 

・　普通合板

・ 強化

　　せっこうボード

・ 吸音用あなあき

　　（ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様）

・ 化粧せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

　　（木目）

・ 化粧せっこうボード

・ せっこうラスボード

　　せっこうボード

・ シージング

　　せっこうボード

・12.5（不燃）

・9.5（準不燃）

・9.5（準不燃）

・9.5（準不燃）・12.5（不燃）

・15（不燃) ・21（不燃）

・9.5（不燃）

模様(・柾目・板目）

表面の樹種名（　　　）

防虫処理　・有　・無

接着の程度（・1類　・2類 ） 

厚さ(mm)（　　　） 

化粧板の樹種名（　　　　　　　　）・ 天然木化粧合板　Ｇ

防虫処理　・有　・無

（6.13.2）

（表6.13.1）

・吊りボルトの間隔が900mmを超える場合

　補強方法　・図示　・（　　　）

屋外の軒天井、ピロティ天井等の補強

・天井下地材における耐震性を考慮した補強 

・天井のふところが3.0mを超える場合 

　補強方法　※図示　・（　　　）

　補強材の設置方法　・図示　・（　　　）

　建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法 　

 ※適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力

　（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法） 

　　・適用しない 

2 軽量鉄骨壁下地

　・50形　・65形　・90形　・100形　・（　　　）

　※図示　・（　　　）　　

スタッドの高さが5.0ｍを超える場合

スタッド、ランナー等の種類 

出入口及びこれに準ずる開口部の補強方法

　※【表6.7.1】によるスタッドの高さによる区分に応じた種類

　※【6.7.4(5)(ア)～(ウ)】による　・図示

施工箇所（　　　）

・発泡層の

ないもの

・発泡層の

あるもの

種類

・柄物

・無地

・ﾏｰﾌﾞﾙ柄 

・無地

・防滑性 

・耐動荷重性 

・帯電防止 

厚さ（㎜）　特殊機能　色柄　JIS 記号

　※ＦＳ

　・（　　　）

　・（　　　） ・（　　　）

（6.7.3）

（表6.7.1）

（6.7.4）

（6.8.2）

1　ビニル床シート

内
装
改
修
工
事
　
仕
上
等

6-3

※ 2.0

・ 2.5

・耐薬品性 

・超防汚性

JIS記号

　　体積電気抵抗値（JIS A 1454）1×107 ～1×1010Ω程度

  ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)

・ＦＴ(複層

  ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)

・ＦＯＡ(置敷き

　帯電防止性能　

※ＫＴ(ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝ

   ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)

  ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)

・ＴＴ(単層

施工箇所（　　　）

・無地

・柄物

・無地

・柄物

・無地

・柄物

・無地

・柄物

色柄

・500×500

※2.0

※2.0

※2.0

・2.5

・3.0

・3.0

厚さ(mm)　特殊機能

・帯電防止

・防滑性

・帯電防止

・防滑性

・帯電防止

・防滑性

　寸法

・300×300 

・450×450 

・300×300 

・450×450 

・300×300 

・45×450 

下地の工法（モルタル、セルフレベリング材、木下地以外）　

・下地種別（　　　）　工法（　　　）

2　ビニル床タイル

【6.8.2】

　　体積電気抵抗値（JIS A 1454）1×107 ～1×1010Ω程度

　帯電防止性能　

下地の工法（モルタル、セルフレベリング材、木下地以外）　

・下地種別（　　　）　工法（　　　）【6.8.3】

　　帯電防止性能評価値（JIS A 1455）1.2以上～3.2未満又は

目地処理の工法　※熱溶接工法　・突付け

　　帯電防止性能評価値（JIS A 1455）1.2以上～3.2未満又は

・弾性ウレタン樹脂系塗床　施工箇所（　　　　）

　※平滑仕上げ　・防滑仕上げ　・つや消し仕上げ 

　仕上げの種類

6　合成樹脂塗床

（6.10.2）

（6.10.3）

　　塗料のホルムアルデヒド放散量　※Ｆ☆☆☆☆　・（　　　）　　　

　仕上げの種類　　※平滑仕上げ　・防滑仕上げ　

　・薄膜流しのべ工法　・厚膜流しのべ工法　・樹脂モルタル工法 

・エポキシ樹脂系塗床 　施工箇所（　　　　）

・薄膜型塗床材 　施工箇所（　　　）

　工法

　　塗料のホルムアルデヒド放散量　※Ｆ☆☆☆☆　・（　　　）　　　

　　塗料のホルムアルデヒド放散量　※Ｆ☆☆☆☆　・（　　　）　　　

8　フローリング張り フローリング及び接着剤のホルムアルデヒドの放散量   

　※Ｆ☆☆☆☆、接着剤等不使用（単層フローリングに限る。）

　　、ホルムアルデヒドを拡散しない塗料等使用（単層フロー

　　リングに限る。）、非ホルムアルデヒド系接着剤使用、

　　非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを拡散

　　しない塗料等使用

単層フローリング

・フローリングボード１等　施工箇所（　　　）

・釘留め工法

  (根太張り）

・釘留め工法

  (直張り）

・接着工法

工法 　樹種

・フローリングブロック１等　施工箇所（　　　）

　仕上塗装

・無塗装品

・塗装品

・無塗装品

・塗装品

・塗装品

・無塗装品

　厚さと大きさ

※(表19.5.1)

※(表19.5.3)

※(表19.5.5)

工法 　樹種

・接着工法

　仕上塗装

・塗装品

・無塗装品

　厚さと大きさ

　大きさ※303×303

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

　・（　　　）

　厚さ　・12　・15

　　　　・（　　　）

　　　　・（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

・複合フローリング　施工箇所（　　　）

※(表19.5.6)

※(表19.5.4)

※(表19.5.2)

　厚さと大きさ

・無塗装品

・塗装品

・塗装品

・無塗装品

・塗装品

・無塗装品

　仕上塗装　樹種工法

・接着工法

  (直張り）

・釘留め工法

  (根太張り）

・釘留め工法

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

複合フローリングの種別（接着工法以外）・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

複合フローリング

複合フローリングの種別（接着工法）・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

接着工法の場合の裏面の緩衝材

　※合成樹脂発泡シート　・（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（6.10.2）

（6.11.2）

（6.11.4）

（6.11.2）

（6.11.3）

（6.11.4）

（6.11.5）

（6.11.2）

（6.11.3）

（6.11.5）

（6.11.2）

（6.11.3）

（6.11.4）

（6.11.5）

（表6.11.2）

（表6.11.4）

（表6.11.6）

（6.11.5）

（6.11.6）

（表6.12.1）

（6.12.2）

衝撃緩和畳の畳表　・C1　・C2

  ※規制対象外又はＦ☆☆☆☆　・（　　　）

畳表及び畳床に用いる材料のホルムアルデヒド拡散量

9　畳敷き

（種別D種の場合)　畳床：・KT-Ⅰ・KT-Ⅱ・KT-Ⅲ・KT-K・KT-N） 

畳の種別　・A種　・B種　・C種　・D種

6-2
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　・使用する　・使用しない

　既存吊りボルトの引張り試験（使用する場合）

（6.6.4） 吊りボルト受け等の既存の埋込みインサート

・3　・7　・9　・12　・（　　　）

・10　・12　・15　・18　・（　　　）

・10(難燃)　・12(難燃)　・（　　　）

・未研磨板　RN

・ ハードボード（素地）
・研磨板　 RS

　・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ　・ﾃﾝﾊﾟｰﾄﾞ

・内装用　DI　・外装用　DE

・2.5　・3.5　・5　・7
・ ハードボード（化粧）

　・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ　・ﾃﾝﾊﾟｰﾄﾞ

・ インシュレーション

　　ボード

A級　（・ 天井仕上・ 内装仕上）

・9　・12　・15　・18

　　パーティクルボード ・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｵｰﾊﾞｰﾚｲ　DO

・ 化粧 ・単板ｵｰﾊﾞｰﾚｲ  DV　・塗装　DC

・ ミディアムデンシティ

　　ファイバーボード

　　パーティクルボード

・ 単板張り ・無研磨板　VN　・ 研磨板　VS

化粧加工の方法 ・ 特殊加工化粧合板　Ｇ

接着の程度（・1類　・2類 ） 

厚さ(mm)（　　　） 

（・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ ・ﾌﾟﾘﾝﾄ ・塗装・　　） 

表面性能（　　　）タイプ 

防虫処理　・有　・無

　　確認強度　※400N程度(吊ボルト受け等間隔900mm程度かつ

　　　　　　　　天井面構成部材等単位面積当たりの質量が

　　　　　　　　20㎏/㎡以内の天井の場合）

　　　　　　　・（　　　）

　・使用する　・使用しない

　あと施工アンカーの引張り試験（使用する場合）

　　確認箇所数　※当該階において3箇所(屋内の場合）

　　　　　　　　・（　　　）　　

吊りボルト受け等のあと施工アンカー

※行う　・行わない

　　確認箇所数　※当該階において3箇所(屋内の場合）

　　　　　・（　　　）　　

　　確認強度　※400N程度(吊ボルト受け等間隔900mm程度かつ

　　　　　　　　天井面構成部材等単位面積当たりの質量が

　　　　　　　　20㎏/㎡以内の天井の場合）

　　　　　　　・（　　　）

※行う　・行わない

　・オイルステインの上、ワックス塗り

　※各研磨後に除塵を行うこと。

　6.上塗り

　5.研磨(ﾎﾟﾘｯｼｬｰ#100～#120)

　4.中塗り

　3.研磨(ﾎﾟﾘｯｼｬｰ#100～#120)

　2.下塗り

　1.研磨(ｻﾝﾀﾞｰ掛け#24～#100程度 3回掛け)

　　工程

　・ウレタン樹脂ワニス塗り

現場塗装仕上げ　・行う　・行わない

　・（　　　）

　・生地のままワックス塗り

・ メラミン不燃化粧板 ・3

事務室

図示

ブナ

・4.5

・帯電防止

昇降口

ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号
市立弥栄小学校普通教室等整備修繕

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介

ー

Ｒ８.１
改特

改修特記仕様書（８）
０８

・タイルカーペット　施工箇所（図示）

　施工箇所（図示）　



・鉄鋼面モルタル・プラスター面の素地ごしらえ　※B種　・A種

コンクリート・ＡＬＣ面の素地ごしらえ　※B種　・A種

せっこうボード面の素地ごしらえ　※B種　・A種

　　　　　　・既調合モルタル（材料：　　　　　）

モルタル　　・現場調合モルタル

　　　　　　・設けない 

12 モルタル塗り

既製目地材　・設ける　形状、寸法（※図示　・　　　　　）

仕上げ厚又は全塗厚が25mmを超える場合の措置

　※図示　・（　　　） 

・（　　　）床目地　目地割　※2㎡程度

　　　　最大目地間隔 ※3m程度　・（　　　）

　　　　目地の種類　※押し目地　・（　　　）

13 タイル張り

　・床タイル　※縦、横とも４ｍ以内ごと　・（　　　） 　

伸縮調整目地の位置　

見本焼き　・行う　・行わない 

試験張り　・行う　・行わない 

伸縮調整目地のシーリング材の目地寸法及び種類

・（　　　） ・（　　　）

目地寸法 シーリング材の種類

・（　　　）

施工箇所

　見本焼き　・行う　・行わない 

　試験張り　・行う　・行わない 

　吸水率による区分　・１類　・２類　・３類

　耐滑り性　・有　・無

　耐凍害性　・有　・無

　再生材の適用　・有　・無

　役物　・有　・無

　色　・標準　・特注

・セメントモルタルによる陶磁器質タイル張り　 

（6.14.3）（表7.3.4）

（表7.3.5）

（表7.3.7）

（6.15.3）

（6.15.5）

（6.15.4）

（6.15.6）

（6.16.2）

（6.16.3）

（6.16.3）

・密着張り　・改良圧着張り　・マスク張り 

張付けモルタル　・現場調合モルタル

　　　　　　　　・既調合モルタル（材料：　　　　　）

・MCR工法 ・目荒し工法（高圧洗浄）・（　　　）

下地モルタル塗りを行うコンクリート素地面の処理

　見本焼き　・行う　・行わない 

　試験張り　・行う　・行わない 

　タイルの形状、寸法等（

　吸水率による区分　・１類　・２類　・３類

　施工箇所（　　　　）　形状、寸法（　　　　　）

　耐滑り性　・有　・無

　耐凍害性　・有　・無

　再生材の適用　・有　・無

　うわぐすり　・施ゆう　・無すう　

　役物　・有　・無

　色　・標準　・特注

内装壁タイル接着材張りに使用する有機質接着剤のホルムアルデヒ

ド放散量　  ※Ｆ☆☆☆☆　・ （　　　）

セルフレベリング材14

・接着剤による陶磁器質タイル張り

タイル張りの工法

・モザイクタイル張り

塗り

セルフレベリング材の標準塗厚　（　　　　　　）mm

17 材料 屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

（ＪＩＳ等の材料規格において放散量が規定されている場合）

  ※Ｆ☆☆☆☆　・（　　　）

防火材料の指定　※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。 

　　　　　　　　・図示による

塗
装
改
修
工
事

下地調整2 下地調整の種別

　施工箇所　下地調整の種別　下地面の種類

・木部 ・（　　　）・RA種　・RB種　・RC種　

・木部（不透明塗料塗り） ・（　　　）

・（　　　）・RA種　※RB種　・RC種　

・（　　　）・亜鉛めっき鋼面 ・RA種　※RB種　・RC種　

・（　　　）

（無塗装既存亜鉛めっき

・亜鉛めっき鋼面

　鋼面に塗装を行う場合）

・モルタル、プラスター面 ・（　　　）・RA種　※RB種　・RC種　

　ＡＬＣパネル面

・コンクリート面(DP以外) ・（　　　）・RA種　※RB種　・RC種　

・コンクリート面(DP)、

　押出成形セメント板面

・（　　　）・RA種　・RB種　・RC種　

・せっこうボード面及び

　その他ボード面

・（　　　）・RA種　※RB種　・RC種　

　※劣化部分は除去、活膜部分は残す　・図示　・（　　　）

既存塗膜の除去範囲（【表7.2.1】～【表7.2.7】までのRB種の場合）

（6.16.3）

（表6.16.4）

（6.16.4）

（6.17.3）

（7.1.3）

（7.2.1）

（7.2.2）（表7.2.1）

（7.2.3）（表7.2.2）

（7.2.4）（表7.2.3）

（7.2.5）（表7.2.4）

（7.2.6）（表7.2.5）

（表7.2.6）

（7.2.7）（表7.2.7）

（7.2.1）

・RA種　※RB種　・RC種　

　　　　　RA種　

・合成樹脂調合ペイント塗り（ＳＯＰ）5　塗装

工程塗装面の種類

・亜鉛めっき面

・木部屋外

・木部屋内

・鉄鋼面

　塗替え

　新規

　塗替え

　新規

　塗替え

　新規

　塗替え

　新規

　塗替え

工程の種別

塗替え 新規

塗装面の種類

木部

・クリヤラッカー塗り（ＣＬ）

工程２の適用（A種の場合）　・適用する　・適用しない

塗料の種類（A種の場合）　（　　　）

工程の種別

塗替え 新規

塗装面の種類

コンクリート面

モルタル面

・アクリル樹脂系非水分散型塗料塗り(ＮＡＤ) 

塗装面の種類 工程の種別

塗替え 新規

・耐候性塗料塗り（ＤＰ）

・鉄鋼面

上塗り塗料

の等級

・（　　　）

・亜鉛めっき面 ・（　　　）

・コンクリート及び押出

　成形セメント板面

・（　　）

　塗料

　※1種

　・2種

　※1種

　・2種

　※1種

　・2種

　・2種

　※1種

※B種　

・A種

※B種　

・A種

※B種　

・A種

※B種　

・A種

・A-1種 

・B-1種

・C-1種

塗装面の種類 工程の種別

塗替え 新規

・（　　）

・つや有合成樹脂エマルションペイント塗り（ＥＰーＧ）

・コンクリート面等

・屋内木部

・（　　）・（　　）

・（　　）

・鉄鋼面

・（　　）

・亜鉛めっき鋼面

塗装面の種類 工程の種別

塗替え 新規

・（　　）

・コンクリート面等

・合成樹脂エマルションペイント塗り（ＥＰ）

しみ止めの適用（塗替えの場合）　・有　・無

しみ止めの適用（塗替えの場合）　・有　・無

※Ａ種

塗装面の種類 工程の種別

塗替え 新規

・（　　）

・ウレタン樹脂ワニス塗り（ＵＣ）

・（　　）

木部

・オイルステイン塗り（ＯＳ）

　オイルステイン塗料（　　　）

・木材保護塗料塗り（ＷＰ）

塗装面の種類 工程の種別

塗替え 新規

木部

※B種 ・A種 

・B種 

※B種 ※A種

※B種
　A種

　A種

※B種 ・A種 

・B種 

※B種 ※B種

※B種

・A種

※B種

・A種

（7.5.2）

（表7.5.1）

（7.5.3）

（表7.5.2）

（7.5.4）

（表7.5.3）

（7.6.2）

（表7.6.1）

（7.7.2）

（表7.7.1）

（7.8.2）

（表7.8.1）

（7.8.3）

（表7.8.2）

（7.8.4）

（表7.8.3）

（7.9.2）

（表7.9.1）

（7.9.3）

（表7.9.2）

（7.9.4）

（表7.9.3）

（7.9.5）

（表7.9.4）

（7.10.2）

（表7.10.1）

（7.11.2）

（表7.11.1）

（7.12.2）

（7.13.2）

（表7.13.1）

壁紙の種類及び防火性能

・・・・・

・・・・・
・ 不燃

・ 準不燃

壁紙の種類

そ
の
他

チ

ッ

ク

プ

ラ

ス

無
機
質

繊
維

紙
防火種別

・ 準不燃

・ 不燃

施工箇所

・（　　　）

・（　　　）

11 壁紙張り

（6.14.2）

壁紙のホルムアルデヒド放散量　※Ｆ☆☆☆☆　・（　　　）　　　　

（ＭＤＦ及びパーティクルボードの場合）

（合板の場合）

ホルムアルデヒド放散量　※下記①～④を満たす材料を使用する。

　②非ホルムアルデヒド系接着剤使用（普通合板、天然木化粧合板）

　　しない塗料使用（天然木化粧合板に限る。）

　③非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散

　④非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散

　　しない材料使用（特殊加工化粧合板に限る。）

　①Ｆ☆☆☆☆

・（　　　　）

（接着剤の場合）

ホルムアルデヒド放散量　※Ｆ☆☆☆☆　・（　　　　）

ホルムアルデヒド放散量　※Ｆ☆☆☆☆　・（　　　　）

（2・3回目）

鉄鋼面4　錆止め塗料塗り

※C種（1回目）

※D種

見え掛り

見え隠れ

見え掛り

見え隠れ

※A種　・B種　・C種

※C種　・A種　・B種

※C種　・A種　・B種

※B種　・A種　・C種

下地面等

※A種SOP塗り

（2・3回目）

※C種（1回目）

※D種

RC種

RB種
※E種

　― ※A種　・B種　・C種

・A種　・B種　・C種RA種

・A種　・B種　・C種

見え掛り

見え隠れ

見え掛り

見え隠れ

※A種　・B種　・C種

※C種　・A種　・B種

※C種　・A種　・B種

※B種　・A種　・C種
※B種　・A種EP-G塗り

DP塗り

亜鉛めっき鋼面

下地面等

SOP塗り

新規

塗替

新規

塗替

塗替

新規

塗替 　　　―

新規
　鋼製建具等

　鋼製建具以外

※A種　・B種　・C種

・A種　※B種　・C種

・A種　・B種　※C種

塗料

　・B種

　※A種

塗替 　　　―

新規
　鋼製建具等

　鋼製建具以外

　　　　B種

　　　　A種

鋼製建具等

鋼製建具以外
新規

塗替 　　　―

EP-G塗り

　B種

　C種

※A種　・B種　・C種

・A種　※B種　・C種

・A種　・B種　※C種

DP塗り

塗料工程

工程

　　※表7.4.6による

　※A種　・B種　・C種

（鋼製建具）

(鋼製建具以外)

　・A種　※B種　・C種

　・A種　※B種　・C種

　・A種　※B種　・C種

　・A種　・B種

　・A種　※B種　・C種

　・A種　※B種　・C種

　※A種　・B種　・C種

　・A種　※B種　・C種

　　　表7.8.1による

　　　表7.8.1による

着色　・有　　・無

（表7.4.1）

（表7.4.2）

（7.4.3）

（表7.4.3）

（表7.4.4）

（表7.4.5）

（表7.4.6）

（7.4.2）

別図に構造特記仕様書類がある場合、下記の内容は構造特記仕様書類を補完するものとする。8-1

耐
震
改
修
工
事
　
コ
ン
ク
リー

ト
工
事

適用箇所（　　　）

　コンクリートの類別　※Ⅰ類　・Ⅱ類

　・建築基準法第37条第二号の規定に基づき国土交通大臣の認定を

　　受けたコンクリートの適用（　　　）

　コンクリートの気乾単位容積質量による種類

　　※普通コンクリート　・軽量コンクリート

1　種類

2　品質

ｽﾗﾝﾌﾟ

(㎝)

・ 15

※ 18

・ 15

※ 18

・ 15

※ 18

設計基準

強度(Fc)の値

構造体強度

補正値(S)の値

※(表6.3.2)による

※(表6.3.2)による

※(表6.3.2)による

適用箇所

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

コンクリートの強度等

コンクリート表面の仕上り状態

・ A種

・ B種

・ C種

種別 適用箇所

種別 適用箇所

・ a種

・ b種

・ c種

　・（　　　）

　・（　　　）

　・（　　　）

　・（　　　）

　・（　　　）

　・（　　　）

・合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ

・コンクリートの仕上りの平たんさ

　・（　　　）

（8.1.3）

（表8.1.1）

（8.1.4）

（表8.1.1）

（表8.1.2）

（8.2.5）

（表8.2.4）

（8.1.4）

（表8.1.4）

（表8.1.5）

天井ボードの重ね張り　・行う　・行わない

ボード類、合板等の張付け工法

　合板類の張付け種別　※Ｂ種　・Ａ種

　・継目処理工法　・突付け工法　・目透し工法

せっこうボードの目地工法

せっこうボードのエッジの種類

　・ベベルエッジ　・スクエアエッジ

（6.13.3）

（表6.13.3）

（6.13.3）

（表6.13.5）

遮音材

　・適用する（　ｸﾞﾗｽｳｰﾙ32kg厚50mm　）

　・適用しない

下地面等

※A種　・B種不透明塗料塗りの場合

透明塗りの場合
木部

種別

・A種　・B種

モルタル面及びプラスター面

※A種　・B種せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面及び

その他ﾎﾞｰﾄﾞ面

継目処理工法

継目処理工法以外

ｺﾝｸﾘｰﾄ面、ALCﾊﾟﾈﾙ面

押出成形ｾﾒﾝﾄ板面及びDP塗り下地ｺﾝｸﾘｰﾄ面

※B種（DP塗の場合）

亜鉛めっき鋼面

鉄鋼面

3　素地ごしらえ

・A種　※B種

・A種　・B種　※C種

・A種　※B種

・A種　※B種

・A種　・B種

・A種　※B種

（7.3.2～7.3.7）

内部塗装下地調整材C-1については、エスケー化研(株)の 

ミラクファンドKC-1000同等品とする

次のとおりとする

　工程

　　1　既存塗膜除去RB種

　　2　汚れ、付着物除去

　　3　下地調整材C-1塗り(全面)

　　4　研磨紙ずり

モルタル面及びコンクリート面のＥＰ－Ｇ塗りにおける下地調整は

図示

図示

図示

図示

１

5～10

図示

図示

１　うわぐすり　・施ゆう　・無ゆう　

　タイルの形状、寸法等（炻器質小口平タイル50二丁）

　施工箇所（玄関・廊下）　形状、寸法（　95×45　）

　・床タイル以外　・図示　・（　玄関及び廊下壁　）  

ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号
市立弥栄小学校普通教室等整備修繕

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介

ー

Ｒ８.１
改特

改修特記仕様書（９）
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セメントの種類

　、シリカセメントＡ種又はフライアッシュセメントＡ種

　※普通ポルトランドセメント、高炉セメントＡ種　

　・（　　　）

　（高炉セメントＢ種の場合）適用場所（　　　）

　（フライアッシュセメントＢ種の場合）適用場所（　　　）

骨材の種類

　フェロニッケルスラグ骨材、銅スラグ細骨材及び

　普通エコセメントを使用するコンクリートへの再生骨材Ｈの使用

　　・有　・無

　電気炉酸化スラグ骨材の使用　・有　・無

　使用骨材のアルカリシリカ反応性による区分　※Ａ　・Ｂ

混和材料の種類

　混和剤の種類

　・種類（　　　）

　　化学混和剤の塩化物イオン（Cl-）量による区分 （　　）種

　※JIS A 6204による（・AE剤　・AE減水剤　・高性能AE減水剤）

　　化学混和剤の塩化物イオン（Cl-）量による区分 Ⅰ種

　・（　　　）

　・JIS A 6202による膨張材

　・JIS A 6207によるシリカフューム

　・JIS A 6206による高炉スラグ微粉末

　・JIS A 6201によるフライアッシュ　IV種

　・JIS A 6201によるフライアッシュ　Ⅱ種

　・JIS A 6201によるフライアッシュ　Ⅰ種

　混和材の種類

　混和材料の使用

　【8.2.5(5)(b)⑥ア～ウ】以外の混和材料及び使用量

　　・（　　　）

　　※使用方法及び使用量のわかる資料の提出し、監督職員の承諾

　　　を受ける

3　材料

構造体用モルタルの材料及び調合

　モルタルの圧縮強度及びフロー値　・（　　　）

型枠の材料

せき板の材料

　※表8.1.4の表面の仕上り（・A種　・B種　・C種）

　・（　　　）

　※8.2.7(2)(ｲ)又はその他の材料で所要の品質を確保できるもの

　・（　　　　）

・コンクリート打放し仕上の場合

・コンクリート打放し仕上以外の場合

・せき板の材料として合板を用いる場合

　・「合板の日本農林規格」第5条「コンクリート型枠用合板の

　　規格」による表面加工品

　・「合板の日本農林規格」第5条「コンクリート型枠用合板の

　　規格」によるB-C

　・（　　　）

厚さ　※12mm　・（　　　）

　　以上の鋼板を溶接したもの）

　・つば付き鋼管（JIS G 3452の黒管に、厚さ6㎜以上、つば幅50㎜

　・溶融亜鉛めっき鋼板（径200㎜を超え350㎜以下　厚0.6㎜以上）

　・溶融亜鉛めっき鋼板（径200㎜以下　厚0.4㎜以上）

　　のVU）

　・硬質ポリ塩化ビニル管（JIS K 6741（硬質ポリ塩化ビニル管）

　・鋼管（JIS G 3452（配管用炭素鋼鋼管）の白管）

スリーブに用いる材種、規格等

湿潤養生を行う期間（セメントの種類が普通エコセメントの場合）

　・7日以上　・5日以上　・3日以上　・（　　　）

施工4

外部に面するコンクリートの打増し厚さ　・（　　　）

シアコネクターをセパレーターとして使用　・有　・無

・型枠の最小存置期間（セメントの種類が普通エコセメントの場合）

　（　　　）日

型枠の存置期間及び取外し

（8.2.5）

（表8.2.3）

（8.2.6）

（8.2.7）

（8.7.7）

（8.7.8）

　軽量コンクリートの種類及び品質

　　種類　・１種　・２種

　　気乾単位容積質量　・（　　　）

　　スランプ　※21cm　・（　　　）

・軽量コンクリート　適用箇所（　　　）

・暑中コンクリート　適用箇所（　　　）

　構造体強度補正値（Ｓ）　※６Ｎ/mm2　・（　　　）

・無筋コンクリート　適用箇所（　　　）

　コンクリートの種類　※普通コンクリート　・（　　　）

　設計基準強度（FC）　※18N//mm２　・（　　　）

　スランプ　・18cm　・15cm　・（　　　）
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　・SD345　 呼び径（※D19以上　・　　　）

　・種類の記号（　　　）　 呼び径・（　　　）

　　適用箇所（　　　）

　　適用箇所（　　　）

　　適用箇所（　　　）

鉄筋の種類の記号（JIS G 3112の場合)

1　材料

　・建築基準法第37条の規定に基づき認定を受けたせん断補強筋

　・JIS G 3112

鉄筋の規格

・溶接金網

・鉄筋

・あと施工アンカー

　適用箇所（　　　）

　適用箇所（　　　）

　性能確認試験の適用　・有　・無

5　その他のコンクリート

　・SD295　呼び径（※D16以下　・　　　）

　引張耐力　（　　　）　せん断耐力（　　　）

　アンカー本体径（　　　）アンカー本体の埋込み長さ（　　　）

　アンカーのセット方式　※埋込式改良型　・（　　　）

　接合筋

　種類（　　　）径（　　　）長さ（　　　）

金属系アンカーの仕様

・JIS A 5308に適合しないコンクリートの適用　・有　・無

　鉄線の形状（　　　）網目寸法（　　　　　）鉄線の径（　　　）

　種類　・金属系アンカー　・接着系アンカー

接着系アンカーの仕様

　引張耐力　（　　　）　せん断耐力（　　　）

　アンカーの種類

　　※カプセル式の回転・打撃式　・（　　　）

　アンカー筋

　種類（　　　）径（　　　）埋込み長さ（　　　）

　新設壁内への定着の長さ（　　　）

2　施工 鉄筋の折曲げ形状及び寸法

鉄筋の継手

　・重ね継手　・ガス圧接継手　・機械式継手　・溶接継手

　　位置　・図示　・（　　　）

　　梁の重ね継手の長さ（　　　）

　　※耐力壁の重ね継手の長さは、40d（軽量コンクリートの場合

　　　は50d)又は、【表8.3.2】の重ね継手の長さのうちいずれか

　　　大きい値とする。

　 　耐力壁の重ね継手の長さ

　 　柱の重ね継手の長さ（ 　 　 　 ）

　 　 ・ （ 　 　 　 ）

　柱及び梁の主筋並びに耐力壁の重ね継手の長さ（ 重ね継手の場合）

　・有（・図示　・（　　　））　・無

（先組み工法等の場合）

柱及び梁の主筋のうち、隣り合う継手を同一箇所に設ける

（8.9.1）

（8.9.2）

（8.10.2）

（8.11.2）

（8.2.1）

（表8.2.1）

（8.2.2）

（8.2.4）

（8.3.2）（表8.3.1）

（8.3.4）

鉄筋の定着

　定着長さ　※【表8.3.4】による　・（　　　）　

　仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さＬが、

　【表8.3.4】のフックありの定着の長さが確保できない場合の

　定着の方法

　　※【図8.3.3】により【8.3.3(5)(ｲ)(a)～(c)】をすべて

　　　満足するもの

　　・（　　　　）

　帯筋

　　組立の形　・図示　（　　　）

　　継手　・図示　・（　　　）

　　定着　・図示　・（　　　）

　鉄筋のかぶり厚さ及び間隔

　　※【表8.3.6】による

　　・（　　　）

　ガス圧接の圧接完了後の圧接部の試験

壁の配筋及び開口部の補強　・図示　・（　　　）

・機械式継手

　適用箇所（　　　）

　鉄筋相互のあき　・図示　・（　　　）

　種類　・図示　・（　　　）

　性能　・図示　・（　　　）

　・外観試験

　施工完了後の継手部の試験

　　試験項目（　　）　　試験方法（　　　）

　・超音波測定試験

　　試験対象（　　）　　不合格となった場合の措置（　　　）

　　不合格となった場合の措置（　　　）

　・有（・図示　・（　　　））　・無

（先組み工法等の場合）

柱及び梁の主筋のうち、隣り合う継手を同一箇所に設ける

　超音波探傷試験　 ・ 行う　 ・ 行わない

　適用箇所（　　　）

　鉄筋相互のあき　・図示　・（　　　）

　種類　・図示　・（　　　）

　性能　・図示　・（　　　）

・溶接継手

　・外観試験

　施工完了後の継手部の試験

　　試験項目（　　）　　試験方法（　　　）

　・超音波測定試験

　　試験対象（　　）　　不合格となった場合の措置（　　　）

　　不合格となった場合の措置（　　　）

柱及び梁の主筋のうち、隣り合う継手を同一箇所に設ける

（先組み工法等の場合）

　・有（・図示　・（　　　））　・無

・あと施工アンカー

　埋込配管等の探査の方法　・（　　　）

　施工後の確認試験

　　　　　　　　※１ロットに対して無作為に３本抜き取る

　　試験方法　※引張試験機による引張試験　・（　　　）

　　１ロット　・（　　　）

　　　　　　　※１日に施工されたものの径及び仕様ごと

　　試験の箇所数　・（　　　）

　　確認強度　（　　　）

1 鉄骨製作工場 製作工場の加工能力

・建築基準法第77条の45第1項に基づき国土交通大臣から性能評価機

　(株)日本鉄骨評価センター及び(株)全国鉄骨評価機構(旧(社)全国

　作工場の性能評価基準」に定める「(　　)グレード」として国土

　交通大臣から認定を受けた工場又は同等以上の能力のある工場

・監督職員の承諾する製作工場

製作工場における施工管理技術者
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　※配置する　・配置しない
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8-3 2　材料 ・鋼材

種類 形状 寸法

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・高力ボルト

　種類

　・トルシア形高力ボルト

　・JIS形高力ボルト　2種（F10T）

　・溶融亜鉛めっき高力ボルト　1種（F8T）相当

　・（　　　）

　ねじの呼び寸法　（　　　）

・溶接材料

　【8.2.10(1)(2)】以外の溶接材料　・（　　　）

　（　　　）

　・有　・無

3　施工

　・図示　・（　　　）

、ボルト間隔、ゲージ等

ボルトの孔径（母屋又は胴縁の取付けに使用する普通ボルト）

　※ねじの呼び径+1.0mm　・（　　　）

仮組の実施　・実施する　・実施しない

高力ボルト、普通ボルト及びアンカーボルトの縁端距離

・鉄骨工作

・スタッドの種類

・柱底均しモルタル

　※無収縮モルタル　・（　　　）

板厚方向に引張力を受ける鋼鈑の試験

（8.3.5）

（8.3.7）

（8.3.8）

（8.4.2）

（8.4.3）

（8.12.7）

（8.1.5）

（8.1.6）

・高力ボルト接合

　摩擦面のすべり試験の実施の適用

　・有　・無

　　をナット回転法にて締め付ける場合の回転量

　・（　　　）

・溶接接合

　技能資格者に対して行う技量付加試験

　・実施する　・実施しない

　開先の形状　　・図示　・（　　　）

　エンドタブの切断箇所及び切断範囲

　・図示　・（　　　）

　※グラインダーにより、粗さ100μmRＺ程度以下及びノッチ深さ

　　1㎜程度以下に仕上げる

　・図示　・（　　　）

　エンドタブの切断面の仕上げ

　・図示　・（　　　）

　・図示　・（　　　）

　低応力高サイクル疲労を受ける部位

　スカラップの形状

　溶接部の試験

　「鉄骨造の継手又は仕口の構造方法を定める件」（平成12年5月

　 ・（　　　）

　 ・（　　　）

　 JASS 6 付則6［鉄骨精度検査基準］の付表3「溶接」に関する

　 試験の方法等

　 31日 建設省告示第二号に関する試験の方法等

・適用する

・適用しない

　検査水準　・第（・1　・2　・3　・4　・5　・6）水準 

完全溶込み溶接部の超音波探傷試験の適用

外観試験

（8.2.8）

（表8.2.7）

（8.2.9）

（8.2.10）

（8.2.11）

（8.2.12）

（8.2.14）

（8.13.2）

（8.13.8）

（8.13.10）

（8.14.2）

（8.15.3）

（8.15.4）

（8.15.7）

（8.15.12）

　ボルトの長さがねじの呼びの5倍を超えるJIS形高力ボルト

　・90°未満の折曲げの内法直径　（　　　）

ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号
市立弥栄小学校普通教室等整備修繕

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介

ー

Ｒ８.１
改特

改修特記仕様書（１０）
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・錆止め塗装

・図示　・（　　　）

耐火被覆材の接着する面の塗装範囲

・組立によって肌合せとなる部分

・ピン、ローラー等密着する部分及び回転又は摺動面で削り

　仕上げした部分

・密閉される閉鎖型断面の内面

・高力ボルト摩擦接合部の摩擦面

・コンクリートに密着する部分及び埋め込まれる部分

耐火被覆材の接着する面以外の塗装範囲

　・（　　　）　

　耐火被覆材が接着する面に塗装する場合の錆止め塗料

　ものの内面の錆止め塗料

　鉄骨鉄筋コンクリート造の鋼製スリーブで鉄骨に溶接された

・錆止め塗料の種別

形状 寸法

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・耐火被覆　適用箇所（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

種類

・耐火材吹付け

・耐火板張り

・耐火材巻付け

・ラス張りモルタル塗り

・耐火塗料等

　耐火性能

（・30分　・45分　・1時間　・2時間　・3時間）耐火

・溶融亜鉛めっき工法

　溶融亜鉛めっき高力ボルト接合の摩擦面の処理方法

　・ブラスト処理

　・りん酸塩処理

　・（　　　）

　ボルトの長さがねじの呼びの５倍を超えるJIS形高力ボルト

　をナット回転法にて締め付ける場合の回転量

1
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現場打ち鉄筋コンク

リート壁の増設工事

既存部分の撤去等

　・既存仕上げの撤去範囲　

　　※本工事に支障となる最小限の範囲を撤去し、既存構造体を

　　　露出させる

　　・（　　　）

　・既存構造体の撤去範囲

　　・（　　　）

　・はつりだした鉄筋及び鉄骨の処置

　　・（　　　）

コンクリートの打込み

　打込み工法の種類　・流込み工法　・圧入工法

割裂補強筋の仕様　・スパイラル筋　・はしご筋　・（　　　）

既存部分の処理

　目荒しの程度　（　　　）

既存構造体と増設壁との取合いの処理方法

　※既存構造体と増設壁との隙間には、グラウト材を注入する。

　・（　　　）

増設壁工事後の仕上　（　　　）

8-4

既存部分の撤去等

　・既存仕上げの撤去範囲　

　　※本工事に支障となる最小限の範囲を撤去し、既存構造体を

　　　露出させる

　・既存構造体の撤去範囲

　　・（　　　）

　・はつりだした鉄筋及び鉄骨の処置

　　・（　　　）

鉄骨ブレースの設置2

工事

　　・（　　　）

　　（　　　）

（8.17.2）

（8.17.2）

（8.17.4）

（8.18.2）

　※A種　・（　　　）　

（8.18.3）

（8.20.5）

（8.21.2）

（8.21.3）

（8.21.6）

（8.21.8）

（8.21.9）

（8.21.10）

（8.22.2）

3 柱補強工事

　・溶接金網巻き工法　・溶接閉鎖フープ巻き工法

柱補強工事の工法の種類

　・鋼板巻き工法　・帯板巻き付け工法

既存部分の撤去等

　・既存仕上げの撤去範囲　

　　※本工事に支障となる最小限の範囲を撤去し、既存構造体を

　　　露出させる

　・既存構造体の撤去範囲

　　・（　　　）

　・はつりだした鉄筋及び鉄骨の処置

　　・（　　　）

　　・（　　　）

　目荒しの程度　（　　　）

既存部分の処理

コンクリート及び構造用モルタルの打込み（溶接金網巻き工法及び

　打込み工法の種類　・流込み工法　・圧入工法

溶接閉鎖フープ巻き工法の場合）

及び帯板巻き付け工法）

柱頭及び柱脚に隙間に設ける場合の鋼板等の加工（鋼板巻き工法

　加工形状　・円形　・角型　

補強工事後の仕上げ　（　　　）

4 連続繊維補強工事 既存部分の撤去等

　・既存仕上げの撤去範囲　

　　※本工事に支障となる最小限の範囲を撤去し、既存構造体を

　　　露出させる

　・既存構造体の撤去範囲

　　・（　　　）

　　・（　　　）

　　・（　　　）

　・はつりだした鉄筋及び鉄骨の処置

割裂補強筋の仕様　・スパイラル筋　・はしご筋　・（　　　）

ブレース工事後の仕上　（　　　）

ひび割れ部の改修

　・改修工法に【4.1.4】の樹脂注入工法に準じる

柱及び梁の隅角部の面取りの大きさ　（　　　）

連続繊維補強材の強度試験

　・JIS A 1191 引張強度試験による　試験数量（　　　）

　・JIS A 6909 付着強度試験による　試験数量（　　　）

5 耐震スリット新設工事 スリットの幅及び深さ　（　　　）

既存部分の撤去等

　・既存仕上げの撤去範囲　

　　※本工事に支障となる最小限の範囲を撤去し、既存構造体を

　　　露出させる

　　・（　　　）

充填材の挿入及び周囲補修等

　・防火材　使用箇所（　　　）仕様（　　　）

　・遮音材　使用箇所（　　　）仕様（　　　）

撤去部の補修方法

　※撤去材と同一材で補修する

　・（　　　）

補強工事後の仕上げ（　　　）

（8.22.7）

（8.22.9）

（8.23.1）

（8.23.3）

（8.23.5）

（8.23.6）

（8.23.7）

（8.24.4）

（8.24.6）

（8.24.7）

（8.25.2）

スリットの幅及び深さ　（　　　）

既存部分の撤去等

　・既存仕上げの撤去範囲　

　　※本工事に支障となる最小限の範囲を撤去し、既存構造体を

　　　露出させる

　　・（　　　）

6 免震改修工事

　・既存構造体の撤去範囲

　　・（　　　）

　・はつりだした鉄筋及び鉄骨の処置

　　・（　　　）

　目荒しの程度　（　　　）

既存部分の処理

　撤去範囲及び撤去方法（既存杭の一部を撤去する場合）

　　範囲（　　　　）

　　方法（　　　　）

既存杭の撤去等

支承材及び減衰材

　　材質（　　　）

　　諸元　・図示　・（　　　）

　・図示

試験項目

・（　　　） ・（　　　）

数量

　・図示

　　製品検査の項目等

材質

　・材質検査

・（　　　）

検査内容 判定基準

・（　　）

調査頻度

・（　　　） ・（　　　）

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　） ・（　　）

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　） ・（　　）

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　） ・（　　）

材質

・（　　　）

検査内容 判定基準

・（　　）

調査頻度

・（　　　） ・（　　　）

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　） ・（　　）

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　） ・（　　）

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　） ・（　　）

　・外観検査

　・分類（　　　）

　製品確認試験の項目及び数量

・（　　　）

数量

・（　　　　）

検査項目

材質

・（　　　）

検査内容 判定基準

・（　　）

調査頻度

・（　　　） ・（　　　）

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　） ・（　　）

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　） ・（　　）

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　） ・（　　）

　・（　　　）

設置位置の寸法許容差　（　　　）

防錆処置　（　　　）

割裂補強筋の仕様　・スパイラル筋　・はしご筋　・（　　　）

支承材又は減衰材設置後の仕上げ　（　　　）

支承材への耐火被覆の適用及び種類

　・有　種類（　　　）　・無

免震化された部分の周囲に設置するエキスパンジョイント

　仕様（　　　）

　工法（　　　）

設置完了時の検査の項目及び数量

（8.26.5）

（8.26.6）

（8.26.7）

（8.26.10）

（8.26.13）

（8.26.14）

（8.26.15）

（8.26.16）

維持管理要綱に記載する項目

維持管理に必要な計測機器等の設置

地震計等の計測機器の設置　・有　・無

仕様（有の場合）　（　　　　　）

制振改修工事7

　・既存仕上げの撤去範囲　

　　※本工事に支障となる最小限の範囲を撤去し、既存構造体を

　　　露出させる

　・既存構造体の撤去範囲

　　・（　　　）

　　・（　　　）

　　・（　　　）

　・はつりだした鉄筋及び鉄骨の処置

　・既存仕上げの撤去範囲　

　　※本工事に支障となる最小限の範囲を撤去し、既存構造体を

　　　露出させる

　　・（　　　）

既存部分の撤去等（既存部分がＲＣ造又はＳＲＣ造の場合）

既存部分の撤去等（既存部分がＳ造の場合）

　・既存鉄骨の撤去方法（　　　　）

　・既存鉄骨の撤去範囲（　　　　）

　・既存鉄骨の措置（　　　　）

　　材質（　　　）

　　諸元　・図示　・（　　　）

　・図示

試験項目

・（　　　） ・（　　　）

数量

減衰材

　・支承材の分類（　　　）

　製品確認試験の項目及び数量

記載項目　※【8.26.17(2)(ｱ)～(ｴ)】

　　　　　・（　　　　）

　　　　　・（　　　　）

　　　　　・（　　　　）

　・図示

　　製品検査の項目等

材質

　・材質検査

・（　　　）

検査内容 判定基準

・（　　）

調査頻度

・（　　　） ・（　　　）

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　） ・（　　）

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　） ・（　　）

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　） ・（　　）

材質

・（　　　）

検査内容 判定基準

・（　　）

調査頻度

・（　　　） ・（　　　）

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　） ・（　　）

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　） ・（　　）

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　） ・（　　）

　・外観検査

材質

・（　　　）

検査内容 判定基準

・（　　）

調査頻度

・（　　　） ・（　　　）

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　） ・（　　）

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　） ・（　　）

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　） ・（　　）

　・（　　　）

（8.26.17）

（8.27.2）

（8.27.4）

ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号
市立弥栄小学校普通教室等整備修繕

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介

ー

Ｒ８.１
改特

改修特記仕様書（１１）
１１



設置位置の寸法許容差　（　　　）

防錆処置　（　　　）

割裂補強筋の仕様　・スパイラル筋　・はしご筋　・（　　　）

減衰材設置後の仕上げ　（　　　）

・（　　　）

数量

・（　　　　）

検査項目

設置完了時の検査の項目及び数量

8-5

耐
震
改
修
工
事
　
土
工
事
及
び
地
業
工
事

1 土工事

　　範囲（　　　　）

　　方法（　　　　）

　・撤去範囲及び撤去方法（既存杭の一部を撤去する場合）

　既存杭の健全性を確認する試験の適用　・有　・無

　既存杭の補強の適用　・有　方法（　　　）　・無

　既存杭の杭頭部等の処理の適用　・有　・無

埋戻し及び盛土の種別　

・Ｄ種　適用場所（　　　）

・材料（　　　）工法（　　　）　適用場所（　　　）

・Ａ種　適用場所（　　　）　

・Ｂ種　適用場所（　　　）　

・Ｃ種　適用場所（　　　）

（Ｃ種の場合）土質（　　　）受渡場所（　　　）　

　※指定処分　現場説明書(3-(5))による　・場内処理（図示）

・建設発生土の処理

・既存杭の撤去等

・試験杭

　位置　・図示　・（　　　）

　本数（　　　）　寸法　（　　　）

　施工方法（　　　　）

載荷試験

　・杭の載荷試験　方法（・鉛直載荷試験　・水平載荷試験）

　試験杭の位置　・図示　・（　　　）　

　本数（　　　　）　載荷荷重（　　　）

　報告書の記載事項

・（　　　　）

・（　　　　）

・（　　　　）

　試験位置　・図示　・（　　　　）

　載荷荷重　・（　　　　）

　・地盤の載荷試験　（※平板載荷試験）

　報告書の記載事項

・（　　　　）

2 杭地業 杭地業の工法　（　　　　　）

　支持層の位置　・図示　・（　　　）

　土質　・図示　・（　　　）

　杭の根入れ長さ　・図示　・（　　　）

　水平方向の位置ずれの精度　・図示　・（　　　）

　杭の継手を溶接とする場合の技能資格者の技量

　杭の寸法　・図示　・（　　　　　）

　・（　　　　）の試験に基づく能力を有する

　技量の確認試験　・有　・無

　杭頭処理の適用　・有　・無

本杭の施工方法（　　　）

（8.27.6）

（8.27.8）

（8.27.9）

（8.28.2）

（8.28.3）

（表8.28.1）

（8.28.3）

（8.28.4）

（8.28.4）

3 砂利、砂、捨コンク

リート地業等

※60

※60

※50

範囲

範囲

範囲

厚さ(㎜)

厚さ(㎜)

厚さ(㎜)

厚さ及び範囲

厚さ及び範囲

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・砂利地業

・砂地業

・捨コンクリート地業

の除去工事

1　石綿含有建材

環
境
配
慮
改
修
工
事

9

（8.28.4）

（9.1.1）

石綿含有建材の調査

　石綿含有建材の事前調査 　・行う　　・行わない

　調査方法　・工事着手に先立ち、目視及び貸与する設計図書等に

　よりアスベストを含有している吹付け材、成形板、

　建築材料等の使用の有無について調査し、調査結果

　を発注者に書面で説明する。

石綿含有の有無

　石綿含有吹付材除去工事(ﾚﾍﾞﾙ1　届出対象特定工事) ・有　・無

　石綿含有保温材等(ﾚﾍﾞﾙ2　届出対象特定工事) ・有　・無

　石綿含有成形板除去工事(ﾚﾍﾞﾙ3) 　　　・有　・無

　石綿含有仕上げ塗材等　　　　　・有　　・無

適用 測定名称 測定時期

石綿粉じん濃度測定の測定時期、場所及び測定点

 ・ 測定 1 処理作業前

測定 2 ・

測定 3 ・ 処理作業中

（試験作業時測定 4 ・

 ・ 測定 5 　及び

　本作業時 ）

１週に１回

 ・ 測定 6

測定 7 ・ 処理作業後

測定点

・2点　・3点

・4方向各1点

2点

1点

・4方向各1点

・1点(足場内)

・2点(各階毎)

・2点(各階毎)（隔離ｼｰﾄ撤去前）

1点排出口（処理作業

室外の場合）

測定場所

処理作業室内

敷地境界

施工区画周辺

処理作業室内

ｾｷｭﾘﾃｨｰｿﾞｰﾝ入口

集じん・廃棄装置

敷地境界

施工区画周辺

処理作業室内

測定 8 ・ 処理作業後

（隔離ｼｰﾄ撤去後）

・4方向各1点敷地境界

施工区画周辺

※測定点の位置は、監督員との協議による

※処理作業が１週間以上続く場合には、各週で測定を行うこと。

※施工区画周辺については、以下のとおりとする。

　作業室面積が50㎡未満の時は、2点とする。

　作業室面積が300㎡未満の時は、3点とする。

測定方法

　　石綿粉じん濃度の測定方法は、JIS K3850-1「空気中の繊維状

　粒子測定方法－第１部：光学顕微鏡法及び走査型電子顕微鏡」、

　労働省告示第46号「作業環境測定基準」に従い(公社)日本作業

　環境測定協会で発行している「作業環境測定ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ１－鉱物

　性粉じん・石綿・RCF－」又は環境省「ｱｽﾍﾞｽﾄﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞﾏﾆｭｱﾙ」に

　示されている方法による。

測定機関

　　作業環境測定機関（厚生労働大臣又は都道府県労働局長の登録

　を受けた機関）若しくは環境計量機関又はこれと同等以上の技術

　を有する者・機関

報告書

　　１部作成

1-1　作業計画書の提出 特定建築材料(ﾚﾍﾞﾙ1、ﾚﾍﾞﾙ2、ﾚﾍﾞﾙ3及び石綿含有仕上塗材)の

除去にあたり、作業開始前に特定建築材料作業計画書を提出し、

発注者の承諾を受けること。

1-2　石綿作業主任者 除去工事共通事項

　特定建築材料の除去にあたり、石綿障害予防規則第19条に

　基づき、石綿作業主任者の選任を行うものとする。

　なお、石綿作業主任者は、石綿作業主任者技能講習修了者又は

　平成１８年３月以前の特定化学物質等作業主任者の有資格者と

　する。

1-3　特別管理産業廃棄物

　 管理責任者

除去工事共通事項

　特別管理産業廃棄物管理責任者の選任

　特別管理産業廃棄物の除去工事にあたり、廃棄物の処理及び清掃

　うものとする。

　に関する法律に基づく特別管理産業廃棄物管理責任者の選任を行

1-4　表示及び掲示 　｢建築物等の解体等の作業を行うに当たっての石綿ばく露防止対策

　の実施内容の掲示について｣（平成17年8月2日　厚生労働省通知

　起案発第0802001号)、｢大気環境中への石綿(アスベスト)の飛散

　防止対策の徹底と実施内容の掲示について｣（平成17年8月19日

　厚生労働省通知起案発第050809002号)に基づき、実施内容を見

　やすい場所に掲示すること。

1-5　除去作業者 1　作業員は就業時に石綿障害予防規則第27条に基づく教育を受け

　 たものとする。

2　作業員の健康診断

　　石綿障害予防規則(以下、石綿則という。）基づく特殊健康診断

　（6ヶ月以内に１回定期に受診）とじん肺法に基づくじん肺健康診

　常がない者とする。

　断(３年以内に１回）を受診した者とし、診断の結果、肺機能に異

1-6　除去作業 ・石綿含有吹付け材の除去

　除去工法　※【9.1.3(2)(ｱ)(a)～(d)】による

　・（　　　　）

　除去対象範囲　・図示　・（　　　）

  除去した石綿含有吹付け材等の飛散防止　※湿潤化　・固形化

　除去した石綿含有吹付け材等の処分方法

　・埋立処分（管理型最終処分場の一定の場所)　　　

　・中間処理（溶融施設又は無害化処理） 

（9.1.3）

・石綿含有保温材の除去 　　　

　除去工法　・破砕して除去する　・原形のまま、手ばらし

　除去対象範囲　・図示　・（　　　）

  除去した石綿含有吹付け材等の飛散防止　※湿潤化　・固形化

　除去した石綿含有保温材の処分

　・中間処理（溶融施設又は無害化処理） 

　・埋立処分（安定型最終処分場の一定の場所)　　　

（9.1.4）

（9.1.5）

　原則、原形のまま撤去すること。但し、撤去することが困難な

　場合は飛散防止抑制剤等を用いて飛散防止処置を行うこと。

　除去した石綿含有成形板の処分 　

　　・石綿含有せっこうボード 　　　　

　 　 ※埋立処分(管理型最終処分場の一定の場所) 　　

　　・石綿含有せっこうボードを除く石綿含有成形板

　　　・埋立処分（安定型最終処分場の一定の場所)　　　

　    ・中間処理（溶融施設） 　　

・石綿含有仕上塗材の除去

　除去工法　・高圧水洗工法　・剥離剤　・（　　　）

　除去した石綿含有仕上塗材の処分

　・埋立処分（安定型最終処分場の一定の場所)　　　

　・中間処理（溶融施設又は無害化処理） 

　・汚泥として処理 

　保管方法（　　　）　運搬方法（　　　）

　処分方法（　　　）

　作業を行う際、大気汚染防止法施行規則別表第七第一の項下欄

　イ～チの事項を遵守するか、それらと「同等以上の効果を有す

　る措置（※1）」を講ずること

 (※1)「同等以上の効果を有する措置」は下記の何れかの工法とする

　・集じん装置併用手工具ケレン工法

　・集じん装置付き高圧水洗工法（15MPa以下）

　・集じん装置付き超高圧水洗工法

　・超音波ケレン工法

　・剥離材併用手工具ケレン工法

　・剥離材併用超高圧水洗工法

　・剥離材併用超音波ケレン工法

　・集じん装置付きディスクグラインダーケレン工法

※アスベスト含有仕上塗材への「カッター入れ」や「穿孔」の

※上記の工法で集じん装置を用いる場合、専用のＨＥＰＡフィル

　ターを内臓した集じん装置を用い、且つ敷地内にフィルター交

　換を行うための施設(※2)を設けること。

※廃棄するアスベスト含有仕上塗材を一時保管する施設(※2)を

　敷地内に設けること。また、保管場所には石綿含有仕上塗材が

　保管されている旨を掲示すること。

（※2）：施設の構造は単管及びビニルシート等で構成し、

 　　　　一定の気密性を保つものとする

   　　　一時保管する施設は兼用とすることができる

 　　　　なお、フィルター交換を行うための施設及び

室内アスベスト除去作業時の養生

　剥離場所をLGSや木下地等を用いて作業場所を区画養生を行った

　状態で作業を行うこと。養生にはポリシートを用いること。

特定建築材料の除去作業完了後の報告

　大気汚染防止法18条23第1項に基づき除去作業完了後、速やかに

　作業結果報告書を発注者へ提出すること。

1-7　作業完了後の報告

・石綿含有成形板の除去 　　　

　作業場所の周辺の養生　・行う　・行わない　

（9.1.6）

　調査範囲　・図示　・（　　　　　）改修範囲

　貸与資料（　　　　　　　　　　　　　） 

材料名 含有率飛散性 石綿の種類

石綿粉じん濃度測定

　・ 行う　　　・ 行わない

サンプル数　１箇所あたり３サンプル（10cm3/箇所、100cm2/箇所）

採取箇所　・図示　・（　　　）

材　料　名 定性分析 定量分析

・箇所数(　　　　　） ・箇所数(　　　　　）

　アンソフィライト、トレモライト

分析方法

※JIS A 1481-2「建材製品中のアスベスト含有率測定方法」による

　アモサイト、クリソタイル、クロシドライト、アクチノライト、
分析対象

分析による石綿含有建材の調査の適用　・有　・無

・図示

・図示

  除去対象範囲　・図示　　・（　　　　） 仕上表

　除去対象範囲　・図示　・（　　　　）仕上表

ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号
市立弥栄小学校普通教室等整備修繕

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介

ー

Ｒ８.１
改特

改修特記仕様書（１２）
１２

― 

石綿含有建材除去後の仕上げ工事　※図示　・（　無　）
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そ
の
他

　　間仕切り壁

1　防火上主要な

※ 隙間処理（充てん材）は柱、梁及びパーテションとの取合部(四周)

　 において施工する。

・ LGS100型下地 両面強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞt15+t15（耐火間仕切り壁）

・ LGS100型下地 両面強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞt21+t21

 (1時間耐火 FP060NP-0174）　

 (建設省告示1399号仕様）

　・（　　　　）

2　外断熱改修工事 断熱材の種類（　　　　）厚さ（　　　）

外装材の種類（　　　　）断熱性能（　　　）

既存外壁の仕上材の撤去　・有（・図示　・　　　　）　・無

下地面の清掃の適用　・有　・無

断熱材を設置する部分の下地に欠損がある場合の改修工法

工法（建築基準法に基づく風圧力に対応）

　（　　　　　　）　

下地等の不陸調整　・有（　　　）　・無

通気層　・有　厚さ（　　　　）　・無

外装材の外壁への取り付けの適用　・有　・無

外装材の施工　（　　　　）

3　断熱・防露改修工事 ・断熱材打込み工法

JIS A9521に基づく発泡プラスチック断熱材断熱材の種類及び厚さ

フェノールフォーム断熱材のホルムアルデヒド拡散量

　種類（　　　　）

　※Ｆ☆☆☆☆　・（　　　　）

　厚さ（　　　　）

　※Ｆ☆☆☆☆　・（　　　　）

開口部等補修のための張付け用の接着剤のホルムアルデヒド拡散量

・断熱材現場発泡工法

  施工箇所　・図示　・（　　　）

JIS A9526に基づく断熱材の種類及び厚さ

断熱材の施工　・有（　　　）　・無

  吹付け厚さ（mm）　・25　・30　・（　　　）

  断熱材の種類　・Ａ種１又　・Ａ種１Ｈ

・断熱材後張り工法

JIS A9521に基づく発泡プラスチック断熱材断熱材の種類及び厚さ

　種類（　　　　）

　厚さ（　　　　）

・断熱材にせっこうボード等を張り付けたパネルを使用

フェノールフォーム断熱材のホルムアルデヒド拡散量

　※Ｆ☆☆☆☆　・（　　　　）

開口部等補修のための張付け用の接着剤のホルムアルデヒド拡散量

　※Ｆ☆☆☆☆　・（　　　　）

4　屋上緑化 芝及び地被類の種類等　・図示による

　芝　　　・種類（　　）

　地被類　・種類（　　）ポット径（　　　）芽立数（　　　）

その他の材料

　・マルチング材　種類（　　　）

　・排水孔　　種類（　　　）　形状（　　　）

　・舗装材　　種類（　　　）

　・見切り材　種類（　　　）

（9.2.2）

（9.2.3）

（4.1.4）

（9.2.4）

（9.3.2）

（9.3.3）

（9.3.4）

（9.4.2）

（9.4.3） 工法

・「屋根ふき材及び屋外に面する帳壁の風圧に対する構造耐力上の

　　安全性を確かめるための構造計算の基準を定める件」（平成

　　12年5月31日　建設省告示第1458号)に基づく風圧力に対応する。

・かん水装置の設置

　かん水に使用する水　・上水　・貯留雨水　・（　　　）

　種類　・スプリンクラー　・散水パイプ　・（　　　）

既存保護層等の撤去工法の適用　・有【3.2.3】　・無

新植樹木の枯補償期間（9.4.4）

※引渡しの日から１年　・（　　　）

　同等以上のものを再移植するものとする

5　透水性アスファルト 既存舗装の撤去　・有　範囲（・図示　・（　　　））　・無

 　舗装改修工事 既存舗装の一部を撤去しないで再利用する場合　・有　・無

（9.5.2）

・凍上抑制層 

・

・再生クラッシャラン

・クラッシャラン  ・切込み砂利　　　　　　 

・川砂、海砂又は良質な山砂

　（75μmふるい通過量10％以下）

種別

　（75μmふるい通過量6％以下）

・川砂、海砂又は良質な山砂

　（7μmふるい通過量10％以下）

・川砂、海砂又は良質な山砂

・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種 　・Ｄ種　

厚さ(mm)

・図示

・図示

・図示

・図示

・フィルター層 

・遮断層 

・盛土 

材料

（透水性舗装）

・路床安定処理の適用　適用する舗装種別（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

　　種類　・普通ポルトランドセメント　　・高炉セメントＢ種

　　　　　・生石灰（・特号・１号）　・消石灰（・特号・１号）

　　　　　・フライアッシュセメントＢ種 　　　　　　　

　・添加材料による安定処理

  路床締固め度の試験　　　　　　　※行う　・行わない 

  現場ＣＢＲ試験　　　　　　　　　・行う　・行わない 　　

  路床土の支持力比（ＣＢＲ）試験　・行う　・行わない 　　

試験　

  砂の粒度試験　　　　　　　　　　・行う　・行わない 

・路盤

路床の材料等

・路床

　路盤の厚さ　・図示　・（　　　）

　路盤材料　

　・図示　・クラッシャラン　・粒度調整砕石

　・再生クラッシャラン　・再生粒度調整砕石

　・クラッシャラン鉄鋼スラグ　・粒度調整鉄鋼スラグ

　・水硬性粒度調整鉄鋼スラグ

材料

ストレートアスファルト

試験

  透水性アスファルト混合物等の抽出試験　・行う　・行わない 

構成及び厚さ(mm)

・図示　・（　　　）

舗装の平坦性　※著しい不陸がないもの　・（　　　）

・舗装部

（9.5.3）

（表8.28.1）

（表9.5.2）

（9.5.3）

（表9.5.3）

（9.5.5）

（9.5.9）

ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号
市立弥栄小学校普通教室等整備修繕

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介

ー

Ｒ８.１
改特

改修特記仕様書（１３）
１３

材質　　　　ステンレスSUS304

幅（mm）　　・30　　・35　　・40

形状　　　　ビニルタイヤ入り　

　　　　　　両面フラットエンド　※無し　・有り

2　階段滑り止め

取付け工法　・接着工法（ビス止め併用）　・埋込み工法

※樹脂製ハンドレール（φ40・2段・点字付）　・　　　3　階段手すり

4　フリーアクセスフロア 施工箇所

仕切り高さ
適用地震時

水平力構法 表面仕上げ材

・タイルカーペット

・塩ビタイル

※パネル構法 ・1.0G

配線用取り出し用開口　　　※製造所の標準仕様

表面仕上げ材の品質・規格等は、各仕上げ材の項目による。

スロープ及びボーダー　　　※製造所の標準仕様　　・図示

コンセント等の取付け対応　※製造所の標準仕様

　　　　　　　　　　　　　（コンセント本体は別途工事）

5　トイレブース

　　　メラミン樹脂化粧板

仕様　ペーパーコア　パーティクルボードt9.0裏打ち

金属等　アルミアールエッジ　SUS頭つなぎ（ふた付）

　　　　グラビティヒンジ　SUS幅木　非常解放戸当たり

　　　　帽子掛け　表示錠付スライドボルト（非常開閉装置付）

・2本操作コード式

6　ブラインド ・既存再使用する（養生方法：　　　　　）

・新設する

種類

・1本操作コード式・縦型

※横型

形式

※ギア式

・操作棒式

　・コード式

材種 幅（mm）

・35

・80

・100

※25・アルミニウム合金製

・アルミスラット

・クロススラット

スラット

・既存再利用する

・新設する

材種　※アルミニウム製　　・ステンレス製

型式　・片引き　　　　　　・引分け

（※暗幕用は、300mm以上の召合せの重掛けとする。）

7　カーテンレール

14　流し台ユニット

8　ブラインドボックス

カーテンボックス

　及び

・既存再使用する

・新設する

※市販品（アルミニウム製　押出し型材）　・木製（　　　　　）

　※150×150　・150×200　・120×80　・120×150

　溝幅×高さ（mm）

　色彩

　　※EP-G塗装

9　黒板及び

　ホワイトボード

種類

・黒板

・ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

備　　考

※ﾎｰﾛｰ製 ※緑 ・黒

色　　彩

※白

・スクリーン付引分け

※半局面　・平面　・上下

・スクリーン付引分け

※半局面　・平面　・上下

※ﾎｰﾛｰ製

10　表示標識 誘導標識（蓄光タイプ）、消火器標識等は市販品とする

11　天井点検口 材質　アルミニウム製（※額縁タイプ　　・目地タイプ）

12　屋内表示板 枠の材質　　※アルミニウム製

表面の材質　※ベルトーン貼り

※コンセント、スイッチ類の位置を施工前に確認し、位置及び寸法

　を適宜調整すること。

13　洗面カウンター

　　　　　・人工大理石（品質　※図示）

材質　　　・メラミン樹脂化粧板張り（心材：集成材）

奥行（mm）・約500　・約550　・約600

寸法(mm)

ＨＤＷ

・1200 

・1500 

・600 

・550 

・600 

・650 

・800 

・850 

天板ステンレス製

トラップ付き  

市販品 

・550 

・600 

・650 

・1200 ・450 

・900 

・1200 

・900 

・600 

・620

・670

・700 

・500

市販品 

バックガード有り

天板ステンレス製

市販品 

市販品 

ステンレス製 

・1段式　・ 

品質・性能　JIS A 4420による 

形状　　　　※図示

・流し台 

・水切り 

・つり戸棚 

・コンロ台 

材種 備考

--

　　・B1-1　・B-2（※ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

・750 ・3040



ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日
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Ａ
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Ｒ８.１

案内図・配置図
０１

１：４００

１：３０００

道路
歩道

正門

グランド

給食室

ポンプ室

受水槽

倉庫

歩道(+200)

車道(±0)

プール 屋内運動場

Ｎ

砂場

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

２Ｆ
１Ｆ(天井のみ)

１Ｆ

１Ｆ

１Ｆ

２Ｆ

２Ｆ

３Ｆ

３Ｆ

３Ｆ

３Ｆ

２Ｆ

２Ｆ

３Ｆ

３Ｆ

Ａ棟校舎
（ＲＣ３階建て）

（ＲＣ３階建て）
Ｂ棟校舎

土土
土

砂利

倉庫

配置図 S=1/400

：工事範囲を示す

ー　凡　例　ー

市立弥栄小学校

相模原市中央区弥栄３－１－１０

Ｎ

案内図 S=1:3,000



内部仕上表

校舎 階数 室　名 種別 床 巾　木 Ｈ 腰　壁 壁 天　井 廻　縁 ＣＨ 備　考

ﾗﾜﾝSOP(既存のまま) RC:コンクリート打放し 可とう形改修塗材Ｅ(既存のまま)ブナフローリングブロックt=15ＯＳ(既存のまま)の上 塩ビ製
既存サポートルーム 100 化粧石膏ボードt=9.5(既存のまま) 3,000 撤去：木製棚、アルミ枠正面黒板

(既存のまま)ｽﾌﾟﾙｰｽSOP(既存のまま)タイルカーペットt=6.5敷き(撤去) 石膏ボードt=9.5下地の上ｼﾅ合板t=5.5目透し張りEP-G塗(既存のまま)

RC:コンクリート打放し 可とう形改修塗材Ｅ(既存のまま)ﾗﾜﾝSOP(既存のまま)ブナフローリングブロックt=15ケレン＋サンダー掛けの上 新設：児童用ロッカー、掃除用具入れ、塩ビ製
改修普通教室(1) 100 ー 化粧石膏ボードt=9.5(既存のまま) 3,000

(既存のまま)ＵＣ塗装(塗替) ｽﾌﾟﾙｰｽSOP(既存のまま) 　　　アルミ枠正面黒板、アルミ枠掲示板石膏ボードt=9.5下地の上ｼﾅ合板t=5.5目透し張りEP-G塗(既存のまま)

木下地+石膏ボードt=12.5 ＥＰＳ(木下地共撤去) 岩綿吸音板t=12(石膏ボードt=9.0下張)腰壁：板張り(木下地共撤去) 撤去：木製棚、ホワイトボード、木製掃除用具入れ塩ビ製
既存ランチルーム ブナフローリングブロックt=15 ＯＳ(撤去、一部既存のまま) ﾗﾜﾝOP(既存のまま) 100 3,100

(撤去) 　　　ガラス(軽天下地共撤去)耐火間仕切り壁(撤去)柱型：RC:コンクリート打放し ＥＰＳ(既存のまま)

RC:下地調整(C-1)の上、EP-G塗装(塗替)
米栂 EP-G(新設) 胴縁:45×24@450(ﾀﾃ･ﾖｺ共)津久井産材t=12張りブナフローリングブロックt=15サンダー掛けの上 新設：児童用ロッカー、掃除用具入れ、ガラス塩ビ製

化粧石膏ボードt=9.5(軽天下地共新設)普通教室(2)１階 100 3,000LGS100+強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚21×2枚両面　素地(新設)改修
(新設)ＵＣ塗装(塗替) 　　　アルミ枠正面黒板、アルミ枠掲示板津久井産材UC塗装(新設) 本実突付け UC塗装(新設)

4周耐火ｼｰﾙ(両面)+4周ﾛｯｸﾌｪﾙﾄ(両面)

石膏ボードt=12.5＋化粧ケイカル板t=6(GL工法)(新設)

目地部：アルミジョイナー

新設：木製額縁(下地調整の上EP-G塗装)LGS100+強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚21×2枚両面の上化粧ケイカル板t=6(新設) 塩ビ製
配膳室 改修 下地調整の上、防汚性長尺塩ビシートt=2.0(新設) ソフト巾木(新設) 60 ー 化粧石膏ボードt=9.5(軽天下地共新設) 3,000

(新設)4周耐火ｼｰﾙ(両面)+4周ﾛｯｸﾌｪﾙﾄ(両面) 　　　ガラス、吊りカーテンレール

4周耐火ｼｰﾙ(両面)+3周ﾛｯｸﾌｪﾙﾄ(両面) +下段ﾛｯｸｳｰﾙ充填

下地：ブナフローリングブロックt=15 UC塗装(既存のまま)
RC:コンクリート打放し 可とう形改修塗材Ｅ(既存のまま) 塩ビ製

ラワンベニヤt=5.5目透し貼EP-G塗(既存のまま)既存 3,000 撤去：天吊アコーディオンカーテン、ガラス100ﾗﾜﾝSOP(既存のまま)児童クラブ 仕上：ビニル床シート貼t=2.0(撤去) 化粧石膏ボードt=9.5(既存のまま)
(既存のまま)石膏ボードt=9.5(RC直貼)の上EP-G塗(既存のまま)

ﾓﾙﾀﾙ下地t=20の上ビニル床シート貼t=2.0(下地共撤去)

RC:コンクリート打放し 可とう形改修塗材Ｅ(既存のまま)ブナフローリングブロックt=15ケレン＋サンダー掛けの上 塩ビ製
改修普通教室(3) ﾗﾜﾝSOP(既存のまま) 100 ラワンベニヤt=5.5目透し貼EP-G塗(既存のまま) 化粧石膏ボードt=9.5(既存のまま) 新設：ガラス3,000

(既存のまま)ＵＣ塗装(塗替) 石膏ボードt=9.5(RC直貼)の上EP-G塗(既存のまま)
Ｂ棟 ２階

RC:コンクリート打放し 可とう形改修塗材Ｅ(既存のまま) 岩綿吸音板t=9.0(石膏ボードt=9.5下張) 撤去：天吊アコーディオンカーテン、ガラス、塩ビ製
3,000ﾗﾜﾝSOP(既存のまま) (撤去)(軽天下地共撤去)既存 ー 　　　木製掃除用具入れ板張り(木下地共撤去)複層フローリング貼t=15 ＯＳ(撤去) 100オープンスペース

(一部撤去)
石膏ボードt=9.5(RC直貼)の上EP-G塗(撤去) 取外し：天吊アコーディオンカーテン、

RC:下地調整(C-1)の上、EP-G塗装(塗替)
胴縁:45×24@450(ﾀﾃ･ﾖｺ共)津久井産材t=12張り 新設：児童用ロッカー、掃除用具入れ、ガラス塩ビ製

改修普通教室(4)(5) 100ブナフローリングブロックt=15(塗装品)(新設) 化粧石膏ボードt=9.5(軽天下地共新設) 3,000LGS100+強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚21×2枚両面　素地(新設) (新設) 　　　アルミ枠正面黒板、アルミ枠掲示板本実突付け UC塗装(新設)
4周耐火ｼｰﾙ(両面)+4周ﾛｯｸﾌｪﾙﾄ(両面)

RC:コンクリート打放し 可とう形改修塗材Ｅ(既存のまま)ブナフローリングブロックt=15 UC塗装(既存のまま) 塩ビ製
3,000既存 化粧石膏ボードt=9.5(既存のまま)サポートルーム ﾗﾜﾝSOP(既存のまま) 100 ラワンベニヤt=5.5目透し貼EP-G塗(既存のまま) 撤去：ガラス

(既存のまま)石膏ボードt=9.5(RC直貼)の上EP-G塗(既存のまま)ビニル床シート貼t=2.0(既存のまま)

RC:コンクリート打放し 可とう形改修塗材Ｅ(既存のまま)ブナフローリングブロックt=15 UC塗装(既存のまま) 塩ビ製
3,000化粧石膏ボードt=9.5(既存のまま)改修普通教室(6) ﾗﾜﾝSOP(既存のまま) 100 ラワンベニヤt=5.5目透し貼EP-G塗(既存のまま) 新設：ガラス

(既存のまま)石膏ボードt=9.5(RC直貼)の上EP-G塗(既存のまま)ビニル床シート貼t=2.0(既存のまま)

化粧石膏ボードt=9.5(既存のまま)RC:コンクリート打放し 可とう形改修塗材Ｅ(既存のまま)ブナフローリングブロックt=15 UC塗装(既存のまま) 塩ビ製
3,000既存研修室 ﾗﾜﾝSOP(既存のまま) 100 ラワンベニヤt=5.5目透し貼EP-G塗(既存のまま) 撤去：ガラス

(既存のまま)石膏ボードt=9.5(RC直貼)の上EP-G塗(既存のまま)ビニル床シート貼t=2.0(既存のまま) 一部撤去（仕上げ材のみ）
３階

化粧石膏ボードt=9.5(既存のまま)RC:コンクリート打放し 可とう形改修塗材Ｅ(既存のまま)ブナフローリングブロックt=15 UC塗装(既存のまま) 塩ビ製
3,000改修普通教室(7) ﾗﾜﾝSOP(既存のまま) 100 ラワンベニヤt=5.5目透し貼EP-G塗(既存のまま) 新設：ガラス

(既存のまま)石膏ボードt=9.5(RC直貼)の上EP-G塗(既存のまま)ビニル床シート貼t=2.0(既存のまま) 一部新設（仕上げ材のみ）

RC:コンクリート打放しＥＰＳ吹付(既存のまま)
ﾗﾜﾝOP(撤去) 撤去：ブラインド、ホワイトボード、掲示板、石膏ボードt=9.5の上化粧吸音ボードt=9 塩ビ製(撤去)

既存 ＯＡフロアー下地の上フローリング板張り(下地共撤去) 3,000ーＰＣ教室 100 板張り(木下地共撤去)
(一部既存のまま)(軽天下地共撤去、一部既存のまま)ソフト巾木(撤去) 　　　木製掃除用具入れ、ガラス

石膏ボードt=9.5(RC直貼)の上EP-G塗(撤去)

RC:下地調整(C-1)の上、EP-G塗装(塗替)
胴縁:45×24@450(ﾀﾃ･ﾖｺ共)津久井産材t=12張り米栂 EP-G(新設) 新設：児童用ロッカー、掃除用具入れ、ガラス塩ビ製

普通教室(8)(9) 化粧石膏ボードt=9.5(軽天下地共新設)改修 3,000100ブナフローリングブロックt=15(塗装品)(新設) LGS100+強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚21×2枚両面　素地(新設) (新設) 　　　アルミ枠正面黒板、アルミ枠掲示板津久井産材UC塗装(新設) 本実突付け UC塗装(新設)
4周耐火ｼｰﾙ(両面)+4周ﾛｯｸﾌｪﾙﾄ(両面)

ﾗﾜﾝSOP(既存のまま)
(一部撤去)ブナフローリングブロックt=15 UC塗装 有孔柾目合板t=5.5目透張EP-G(既存のまま、一部木下地共撤去) 撤去：アルミ製スクリーンＢＯＸ岩綿吸音板t=9＋石膏ボードt=9.5 塩ビ製

会議室 既存 100 ー 3,000
(撤去)＋ｸﾞﾗｽｳｰﾙ24㎏/m3 t=50敷き(軽天下地共撤去) 　　　手動巻き上げスクリーン(120インチ)シナ有孔合板t=5.5目透張EP-G(既存のまま、一部木下地共撤去)(既存のまま、一部撤去) ﾂｶﾞSOP(既存のまま)

(一部撤去)

有孔柾目合板t=5.5目透張EP-G(塗替)

シナ有孔合板t=5.5目透張EP-G(塗替)ﾗﾜﾝSOP(塗替)
新設：児童用ロッカー、掃除用具入れ、ブナフローリングブロックt=15サンダー掛けの上 塩ビ製

改修 ー 3,000支援級 RC:下地調整(C-1)の上、EP-G塗装(塗替)ﾂｶﾞSOP(塗替) 100 化粧石膏ボードt=9.5(軽天下地共新設)
(新設) 　　　アルミ枠掲示板ＵＣ塗装(塗替)

米栂 EP-G(新設)２階 LGS100+強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚21×2枚両面の上EP-G塗装(新設)

4周耐火ｼｰﾙ(両面)+4周ﾛｯｸﾌｪﾙﾄ(両面)

有孔柾目合板t=5.5目透張EP-G(塗替)

ﾗﾜﾝSOP(塗替) シナ有孔合板t=5.5目透張EP-G(塗替)
新設：児童用ロッカー、アルミ枠掲示板塩ビ製

改修 既存ﾌﾞﾅﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸt=15の上、タイルカーペットt=6.5(新設)サポートルーム 3,000ﾂｶﾞSOP(塗替) ー 化粧石膏ボードt=9.5(軽天下地共新設)RC:下地調整(C-1)の上、EP-G塗装(塗替)100
(新設) 　　　壁面収納、ガラスフィルム

米栂 EP-G(新設) LGS100+強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚21×2枚両面の上EP-G塗装(新設)

4周耐火ｼｰﾙ(両面)+4周ﾛｯｸﾌｪﾙﾄ(両面)
Ａ棟

ソフト巾木

ブナフローリングブロックt=15 UC塗装 撤去：ホワイトボード、ピクチャーレール化粧石膏ボードt=9.5(撤去:仕上げ材のみ)コンクリート打放しＥＰ－Ｇ(既存のまま)(既存のまま、一部撤去) 胴縁:45×24@450(ﾀﾃ･ﾖｺ共)津久井産材t=12張り 塩ビ製
多目的室 既存 100 3,000

(新設)(既存のまま、一部撤去) 　　　アルミ枠掲示板(一部撤去）コンクリート打放し＋モルタル塗りt=20の上ＥＰ－Ｇ(既存のまま) LGS軽鉄下地(既存のまま、一部撤去)本実突付け UC塗装(既存のまま)津久井産材UC塗装

(既存のまま)

ソフト巾木 コンクリート打放しＥＰ－Ｇ(既存のまま)
３階

ブナフローリングブロックt=15 UC塗装 化粧石膏ボードt=9.5(新設:仕上げ材のみ)(既存のまま、一部新設) 胴縁:45×24@450(ﾀﾃ･ﾖｺ共)津久井産材t=12張り コンクリート打放し＋モルタル塗りt=20の上ＥＰ－Ｇ(既存のまま) 新設：児童用ロッカー、掃除用具入れ、塩ビ製
普通教室(10) 改修 100 3,000

(新設) 　　　アルミ枠正面黒板、アルミ枠掲示板(既存のまま、一部新設) LGS軽鉄下地(既存のまま、一部新設)本実突付け UC塗装(既存のまま)津久井産材UC塗装 LGS100+強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚21×2枚両面　素地(新設)

(既存のまま) 4周耐火ｼｰﾙ(両面)+4周ﾛｯｸﾌｪﾙﾄ(両面)

コンクリート打放しＥＰ－Ｇ(既存のまま)

化粧石膏ボードt=9.5(新設:仕上げ材のみ)ソフト巾木 胴縁:45×24@450(ﾀﾃ･ﾖｺ共)津久井産材t=12張り コンクリート打放し＋モルタル塗りt=20の上ＥＰ－Ｇ(既存のまま)サポートルーム 塩ビ製
改修 ブナフローリングブロックt=15 UC塗装（既存のまま） 100 3,000

(新設)控室 (既存のまま、一部新設) LGS軽鉄下地(既存のまま、一部新設)本実突付け UC塗装(既存のまま) LGS100+強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚21×2枚両面　EP-G塗装(新設)

4周耐火ｼｰﾙ(両面)+4周ﾛｯｸﾌｪﾙﾄ(両面)

ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

総括副主幹課　長 担　当総括主幹 総括副主幹 検　算設計資格者氏名工事名称 縮尺 図面名称 図面番号

ー
０２市立弥栄小学校普通教室等整備修繕

設計年月日 仕上表
Ａ

Ｒ８.１

一級建築士　大臣登録　第288653号

学校施設課　大橋　乃介

LGS100+強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚21×2枚両面の上化粧ケイカル板t=6(新設)

津久井産材UC塗装(新設)

ﾗﾜﾝSOP(塗替)



SS

ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号

昇降口

保健室

玄関

印刷室

PS

PS

職員室

SK

更衣室
女子

更衣室
男子

階段室

ポンプ室

トイレ
多目的

EPSPS PS

職員トイレトイレ

校長室

水飲場

渡り廊下

PS

PS

PS

EPS
PS

PS

PS

誘

Ｂ棟

Ａ棟

2
,
4
0
0

1
,
9
0
0

450 2,950 1,3001,100

Ｎ

昇降口

Ｂ階段

教材室(A)

石油庫
外部階段

DN

便所Ａ 便所Ｂ

SS

室外機置場

室外機
置場

UP 水飲み場

ﾎﾟﾝﾌﾟ室

図工準備室

UP

UP

１：２００

Ａ

市立弥栄小学校普通教室等整備修繕

Ｇ

Ｆ

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

１

7
,
5
0
0

2
,
3
0
0

7
,
5
0
0

4
,
0
0
0

4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 2,550 13,500 1,800

63,750 16,050

2
,
3
0
0

3
1
0

4
9
0

3
,
1
0
0

4
,
0
0
0

7
,
2
5
0

7
,
2
5
0

4
,
0
0
0

7
,
5
0
0

2
,
3
0
0

7
,
5
0
0

1
7
,
3
0
0

4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250

68,000

建具改修：カバー工法

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介

Ｃ’

Ｂ’

FL±0

普通教室
(1-1)

FL±0

普通教室

FL±0

普通教室
(1-2) (1-3)

FL±0

FL-20 FL-20

FL+215

FL+14

事務室

FL+14 FL+14

FL-200

FL-20FL-20

FL-20

FL-200

FL-20

FL-20

FL-20

FL-20

FL-20

FL-20

廊下

普通教室 普通教室 普通教室
(2-1) (2-2) (2-3)
FL±0 FL±0 FL±0

ランチルーム
(ほほえみﾙｰﾑ)

FL±0

FL-20

図工室

FL-20

FL-200

女子便所 男子便所女子便所 男子便所

FL-20

FL-20FL-20
FL-20

FL-20FL-20

廊下 FL-20

L=3850L=3750 L=3850 L=3850 L=3750

脱衣室脱衣室

既存ﾌｯｸ（既存のまま）

全体１階平面図（既存）

全体１階平面図（既存）  1/200

天井石膏ボード取外し（5.4㎡）

サポートルーム

FL±0

凡例

今回修繕対象室

：突出し型室名札（撤去１ヶ所）

：突出し型室名札（既存のまま）

Ｒ８.１

０３

普通教室(1)に改修

普通教室(2)に改修

配膳室に改修
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ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号

昇降口

保健室

玄関

印刷室

PS

PS

職員室

SK

更衣室
女子

更衣室
男子

階段室

ポンプ室

トイレ
多目的

EPSPS PS

職員トイレトイレ

校長室

水飲場

渡り廊下

PS

PS

PS

EPS
PS

PS

PS

誘

Ｂ棟

Ａ棟

2
,
4
0
0

1
,
9
0
0

450 2,950 1,3001,100

Ｎ

昇降口

Ｂ階段

教材室(A)

石油庫
外部階段

DN

便所Ａ 便所Ｂ

SS

室外機置場

室外機
置場

UP 水飲み場

ﾎﾟﾝﾌﾟ室

図工準備室

UP

UP

１：２００

Ａ

市立弥栄小学校普通教室等整備修繕

Ｇ

Ｆ
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建具改修：カバー工法

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介

Ｃ’
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FL-20

FL-20FL-20
FL-20

FL-20FL-20

廊下 FL-20

L=3850
既存ﾌｯｸ下部にｽﾃﾝﾚｽﾌｯｸ@150増設

L=3750 L=3850 L=3850 L=3750

ｼｭｰｽﾞBOX：メラミン化粧合板（新設）
（5列×2段×2台＋4列×2段×1台　28人用）

脱衣室脱衣室

普通教室(1)

FL±0 FL±0 FL±0

普通教室(2) 配膳室

全体１階平面図（改修）

全体１階平面図（改修）  1/200

天井石膏ボード再取付（5.4㎡）

凡例

今回修繕対象室

：突出し型室名札（既存のまま）

：突出し型室名札（新設２ヶ所）

Ｒ８.１

０４

（A-44部分詳細図(2)参照） 吊りｶｰﾃﾝﾚｰﾙL=6.0ｍ（新設）

吊りｶｰﾃﾝﾚｰﾙ
L=6.8ｍ（新設）

吊りｶｰﾃﾝﾚｰﾙ
L=6.8ｍ（新設）

吊りｶｰﾃﾝﾚｰﾙ
L=6.8ｍ（新設）

吊りｶｰﾃﾝﾚｰﾙ
L=6.8ｍ（新設）

吊りｶｰﾃﾝﾚｰﾙ
L=6.8ｍ（新設）



：平付け型室名札（撤去１ヶ所）

：突き付型室名札（既存のまま）

今回修繕対象室

凡例
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ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号

Ｂ棟

Ａ棟

Ｎ

１：２００

Ａ

市立弥栄小学校普通教室等整備修繕

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算
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廊下 FL-20

建具改修：カバー工法

全体２階平面図（既存）

既存ﾌｯｸ（既存のまま）

全体２階平面図（既存）  1/200

Ｒ８.１

０５

FL±0

児童クラブ
オープンスペース

普通教室(3)に改修 普通教室(4)に改修

普通教室(5)に改修

サポートルームに改修

支援級に改修
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相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号
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Ａ

市立弥栄小学校普通教室等整備修繕

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算
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FL±0 FL±0 FL±0

FL-20FL-20

FL-20

FL-20

FL-20

FL-20

理科室

FL-20

FL-65 FL-70

L=3850
既存ﾌｯｸ下部にｽﾃﾝﾚｽﾌｯｸ@150増設

L=3750 L=3850 L=3850 L=3750

廊下 FL-20

建具改修：カバー工法

パーテーション上部ブラインドW3400(新設)

FL±0

普通教室(3)

FL±0 FL±0

普通教室(4) 普通教室(5)

FL±0

支援級

FL±0

サポートルーム

全体２階平面図（改修）

全体２階平面図（改修）  1/200 凡例

今回修繕対象室

：突出し型室名札（既存のまま）

：突出し型室名札（新設３ヶ所）

Ｒ８.１

０６

（A-44部分詳細図(2)参照）

（A-44部分詳細図(2)参照）

準備室

吊りｶｰﾃﾝﾚｰﾙ
L=6.8ｍ（新設）

吊りｶｰﾃﾝﾚｰﾙ
L=6.8ｍ（新設）

吊りｶｰﾃﾝﾚｰﾙ
L=6.8ｍ（新設）

吊りｶｰﾃﾝﾚｰﾙL=3.65ｍ（新設）
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工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号
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Ａ

市立弥栄小学校普通教室等整備修繕

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算
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L=3850L=3750 L=3850 L=3850 L=3750

建具改修：カバー工法

FL-20廊下

既存アルミパーテーション(欄間+引違い扉)W=1890,H=2565（撤去）

FL+80

FL-20 FL-20

全体３階平面図（既存）

既存ﾌｯｸ（既存のまま）

全体３階平面図（既存）  1/200

児童会室

Ｒ８.１

凡例

今回修繕対象室

：突出し型室名札（既存のまま）

：突出し型室名札（撤去２ヶ所）

：平付け型室名札（撤去１ヶ所）

０７

普通教室(6)に改修

普通教室(7)に改修

普通教室(8)に改修

普通教室(9)に改修

普通教室(10)に改修

サポートルーム控室に改修
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工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号
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Ａ

市立弥栄小学校普通教室等整備修繕

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算
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L=3850
既存ﾌｯｸ下部にｽﾃﾝﾚｽﾌｯｸ@150増設

L=3750 L=3850 L=3850 L=3750

建具改修：カバー工法

FL-20廊下

全体３階平面図（改修）

FL±0 FL±0

全体３階平面図（改修）  1/200

FL±0

ｻﾎﾟｰﾄﾙｰﾑ控室

普通教室(6) 普通教室(7)

FL±0 FL±0

普通教室(8) 普通教室(9)

児童会室 普通教室(10)

Ｒ８.１

凡例

今回修繕対象室

：突出し型室名札（既存のまま）

：突出し型室名札（新設４ヶ所）

：平付け型室名札（新設１ヶ所）

０８

スチール防音親子扉W1350,H2000＋周囲LGS100+強化石膏ボード厚15×2枚両面 EP-G塗装（新設）

（A-44部分詳細図(2)参照）

(グラスウール充填･24kg/ｍ3)

吊りｶｰﾃﾝﾚｰﾙ
L=6.8ｍ（新設）

吊りｶｰﾃﾝﾚｰﾙ
L=6.8ｍ（新設）

吊りｶｰﾃﾝﾚｰﾙ
L=6.8ｍ（新設）

吊りｶｰﾃﾝﾚｰﾙ
L=6.8ｍ（新設）



既存のまま

既存のまま
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相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号

Ａ

市立弥栄小学校普通教室等整備修繕

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介 平面詳細図（既存）
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階　段便　所教材室

ランチルーム(ほほえみルーム)

E.P.S

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ：撤去

FL±0

木製棚：撤去

上部ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま 上部ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま 上部ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま 上部ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま

木製建具：撤去 木製建具：撤去

廊　下 FL-20

床：ビニル床シート(ﾉｰﾜｯｸｽﾀｲﾌﾟ)t=2.0(既存のまま)

3
0
0

ファンヒーター

室外機置場

アルミ枠正面黒板
(3,600ｘ1,200)

16
0
  

 
 

 
  

 
60

600

300 300

600

300 300

490 490490

3
,6

0
0

40
0

24
0

40
0

34
0

2
403
50

  
 
  

1
60

400

3
50

1,
42

0
(1

F
)

53
0
(1

F
)

1
,5

3
5(

1
F)

3
15

(
1F

)

3,2703,270

水飲場

490

半曲面：既存黒板面の上ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ増張り（撤去）

ｱﾙﾐﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ（既存のまま）

木製棚：撤去

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま
ﾚｰﾙ：ｼﾝｸﾞﾙ 既存のまま
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平面詳細図 (既存 ) 1/50
：一部フローリングブロックt15(W300程度)(撤去)

：一部ビニル床シート(ﾉｰﾜｯｸｽﾀｲﾌﾟ)t=2.0(W300程度)(撤去)

７ ８

4,2504,250

耐火間仕切り壁：LGS65＋石膏ボードt=12.5×2両面（撤去）

木製掃除用具入れ：撤去

アルミ枠掲示板：既存のまま

アルミ枠掲示板：既存のまま

(撤去:設備工事)

洗面化粧台W600：撤去

木製カウンター：撤去 木製カウンター：撤去

木製カウンター：撤去

ｱﾙﾐｻｯｼ：ガラス撤去ｱﾙﾐｻｯｼ：ガラス撤去ｱﾙﾐｻｯｼ：ガラス撤去ｱﾙﾐｻｯｼ：ガラス撤去ｱﾙﾐｻｯｼ：既存のまま ｱﾙﾐｻｯｼ：既存のまま

Ｂ棟１階サポートルーム・ランチルーム

床：ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ敷
撤去

サポートルーム

FL±0
床：ﾌﾞﾅﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸt=15ＯＳ

　　既存のまま 撤去

床撤去ライン

（設備工事）

巾木

床

備考

天井

壁

腰壁

化粧石膏ボードt=9.5

木製棚(6,860×600×3,000)

アルミ枠正面黒板(3,600×1,200)

アルミ枠掲示板(6,410×1,000)

アルミ枠掲示板(1,535×1,200)

アルミ枠掲示板(1,420×1,200)

ー

ラワン H=100 ＳＯＰ

スプルース H=100 ＳＯＰ

RC:コンクリート打放し 可とう形改修塗材Ｅ

石膏ボードt=9.5下地の上ｼﾅ合板t=5.5目透し張りEP-G塗

既存のまま

撤去

撤去

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

ブナフローリングブロックt=15 ＯＳ

巾木

床

備考

ラワン H=100 ＯＰ

天井

壁

腰壁 板張り

ホワイトボード(4,390×1,200)

耐火間仕切り壁

木製棚(900×475×3,000)

木製掃除用具入れ(660×475×3,000)

(一部既存のまま)
撤去

撤去

撤去

撤去

(軽天下地共)

撤去

撤去

撤去

ランチルーム　仕上表　(既存)

岩綿吸音板t=12(石膏ボードt=9.0下張)

撤去
(木下地共)

Ｒ８.１

サポートルーム　仕上表　(既存)

ブナフローリングブロックt=15ＯＳ(既存のまま)の上
タイルカーペットt=6.5敷き(撤去)

撤去
(仕上げのみ)

柱型 RC:コンクリート打放し ＥＰＳ 既存のまま

木下地+石膏ボードt=12.5 ＥＰＳ
撤去

(木下地共)

ー

０９



ｱﾙﾐｻｯｼ：既存のまま
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Ａ面展開図

Ｂ面展開図

Ｃ面展開図

Ｄ面展開図

天井:化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5 既存のまま

壁：石膏ボードt-9.5(RC直貼り)の上 壁：石膏ボードt-9.5(RC直貼り)の上

1F(1,420x1,200)

(6,410x1,000)

1F(1,535x1,200)

　　　　可とう形改修塗材E
壁：石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5下地の上

壁：ｼﾅﾗﾝﾊﾞｰｺｱt=15

額縁：ｼﾅﾗﾝﾊﾞｰｺｱt=24

8,500

ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号

Ａ

市立弥栄小学校普通教室等整備修繕

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介

１：５０

天井伏図 (既存 ) 1/50

天井伏図・展開図（既存）

展開図 (既存 ) 1/50

Ｂ棟１階サポートルーム

巾木

床

備考

天井

壁

腰壁

化粧石膏ボードt=9.5

木製棚(6,860×600×3,000)

アルミ枠掲示板(6,410×1,000)

アルミ枠掲示板(1,535×1,200)

アルミ枠掲示板(1,420×1,200)

ー

水飲み場

7,
5
00

2,
3
00

Ｉ

Ｈ

Ｊ

4,2504,250

4,2504,250

8,500

９８７

（CH=3,000）

サポートルーム

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま

天井点検口(450角)：既存のまま

廊　下
（CH=2,600）

天井：化粧石膏ボードt=9.5（既存のまま）

ｱﾙﾐﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ(既存のまま)ｱﾙﾐﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ(既存のまま)
EP-G塗(既存のまま)

扇風機(既存のまま)

EP-G塗(既存のまま)

ラワン H=100 ＳＯＰ

スプルース H=100 ＳＯＰ

ラワンH=100ＳＯＰ(既存のまま)
柱・壁：コンクリート打放し可とう形改修塗材E

（既存のまま）

木製棚：撤去

RC:コンクリート打放し 可とう形改修塗材Ｅ

天井:化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5 既存のまま

柱・壁：コンクリート打放し可とう形改修塗材E
（既存のまま）

ラワンH=100ＳＯＰ(既存のまま) ラワンH=100ＳＯＰ(既存のまま)

アルミ枠掲示板
(既存のまま)

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま
ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま

　　EP-G塗(既存のまま)

　　　EP-G塗(既存のまま)

　　ｼﾅ合板t=5.5目透し張りEP-G塗(既存のまま)

柱・壁：コンクリート打放し

(既存のまま)

ｽﾌﾟﾙｰｽH=100ＳＯＰ(既存のまま) ラワンH=100ＳＯＰ(既存のまま)ラワンH=100ＳＯＰ(既存のまま)

煙突差込口蓋：既存のまま

煙突掃除口蓋：既存のまま

(3,600x1,200)

（既存のまま）
壁：コンクリート打放し可とう形改修塗材E

ラワンH=100ＳＯＰ(既存のまま)

柱・壁：コンクリート打放し可とう形改修塗材E
（既存のまま）

掲示板：既存のまま

掲示板：既存のまま 掲示板：既存のまま

天井:化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5 既存のまま

天井：化粧石膏ボードt=9.5（既存のまま）

天井点検口(450角)：既存のまま

天井点検口(450角)：既存のまま

石膏ボードt=9.5下地の上ｼﾅ合板t=5.5目透し張りEP-G塗

既存のまま

撤去

撤去

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

扇風機(既存のまま)

ハッチ部:ホワイトボード（撤去）

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま
ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま

ｱﾙﾐｻｯｼ：既存のまま

型型

サポートルーム　仕上表　(既存)

タイルカーペットt=6.5敷き(撤去)
ブナフローリングブロックt=15ＯＳ(既存のまま)の上

(仕上げのみ)
撤去

既存のまま

既存のまま

アルミ枠正面黒板+ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ増張り(3,600×1,200)

半曲面黒板+ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ増張り：撤去

：撤去範囲

Ｒ８.１
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壁:板張り(撤去)

ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号

Ａ

市立弥栄小学校普通教室等整備修繕

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介

ブナフローリングブロックt=15 ＯＳ

巾木

床

備考

ラワン H=100 ＯＰ

天井

壁

腰壁 板張り

ランチルーム　仕上表　(既存)

ホワイトボード(4,390×1,200)

耐火間仕切り壁

Ｂ棟１階ランチルーム
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天井伏図 (既存 ) 1/50
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Ｄ面展開図

Ａ面展開図

C
H=

3
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0
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=3

,
00
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天井伏図・展開図（既存）

ランチルーム(ほほえみルーム)

展開図 (既存 ) 1/50

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま

教材室
E.P.S

便　所 階　段

廊　下
（CH=2,600）

天井：化粧石膏ボードt=9.5（既存のまま）

木製棚撤去

柱型:コンクリート打放しＥＰＳ(既存のまま)

柱型:コンクリート打放しＥＰＳ(既存のまま) 柱型:コンクリート打放しＥＰＳ(既存のまま)柱型:コンクリート打放しＥＰＳ(既存のまま)

ホワイトボード撤去

柱型:コンクリート打放しＥＰＳ(既存のまま)

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま

壁:板張り(撤去) 壁:板張り(撤去) 壁:板張り(撤去)

ラワンH=100ＯＰ(撤去) ラワンH=100ＯＰ(撤去) ラワンH=100ＯＰ(撤去) ラワンH=100ＯＰ(撤去)

壁:板張り(撤去)

ラワンH=100ＯＰ(撤去)

壁:板張り(撤去)

ラワンH=100ＯＰ(撤去)

ラワンH=100ＯＰ(撤去)

5
1
0

天井点検口(450角)：既存のまま 天井点検口(450角)：既存のまま

（CH=3,000）

（CH=3,100）

撤去

撤去

撤去
(軽天下地共)

撤去

撤去

撤去
（一部既存のまま）

木製棚(900×475×3,000)

木製掃除用具入れ(660×475×3,000) 撤去

ラワンH=100ＯＰ(撤去)

壁:板張り(撤去)

木製掃除用具入れ（撤去）

ラワンH=100ＯＰ(撤去) ラワンH=100ＯＰ(撤去)

1
0
0

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま
ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま
ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま
ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま

洗面流し台（撤去）

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま
ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま

ｱﾙﾐｻｯｼ：ガラス撤去

型 型 型 型

ｱﾙﾐｻｯｼ：ガラス撤去 ｱﾙﾐｻｯｼ：ガラス撤去 ｱﾙﾐｻｯｼ：ガラス撤去

壁:板張り(撤去) 壁:板張り(撤去) 壁:板張り(撤去)

ラワンH=100ＯＰ(撤去) ラワンH=100ＯＰ(撤去) ラワンH=100ＯＰ(撤去)

木製折上見切り（撤去）

木製折上見切り（撤去）

木製折上見切り（撤去）

木製折上見切り（撤去）

ラワンH=100ＯＰ(撤去) ラワンH=100ＯＰ(撤去)

ｱﾙﾐ製ｽｸﾘｰﾝBOX(撤去)

3
,
0
0
0

手動巻き上げｽｸﾘｰﾝ(撤去)

ｱﾙﾐ製ｽｸﾘｰﾝBOX(撤去)

：撤去範囲

：天井撤去範囲

LGS下地：既存のまま

岩綿吸音板t=12(石膏ボードt=9.0下張)

撤去
(木下地共)

木下地+石膏ボードt=12.5 ＥＰＳ
(木下地共)

撤去

柱型 RC:コンクリート打放し ＥＰＳ 既存のまま

壁:木下地+石膏ボードt=12.5 ＥＰＳ(木下地共撤去)

木製折上見切り（撤去）

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ撤去 ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ撤去

壁:木下地+石膏ボードt=12.5 ＥＰＳ(木下地共撤去)

（木扉共）

１１

Ｒ８.１

天井：岩綿吸音板t=12(石膏ボードt=9.0下張)（下地共撤去）

（CH=3,000）

(軽天下地共撤去)
天井:岩綿吸音板t=12(石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.0下張)

天井:岩綿吸音板t=12(石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.0下張)
(軽天下地共撤去)

天井:岩綿吸音板t=12(石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.0下張)
(軽天下地共撤去)

天井:岩綿吸音板t=12(石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.0下張)
(軽天下地共撤去)

耐火間仕切り壁撤去 耐火間仕切り壁撤去

上部壁:RC下地+石膏ボードt=12.5 ＥＰＳ(ボード撤去)

柱型:コンクリート打放しＥＰＳ(既存のまま)柱型:コンクリート打放しＥＰＳ(既存のまま)

木製建具撤去

耐火間仕切り壁撤去 耐火間仕切り壁撤去

上部壁:RC下地+石膏ボードt=12.5 ＥＰＳ(ボード撤去)

（W1500×H2000） （W1500×H2000）

木製カウンターt=35（撤去）

木製カウンターt=35（撤去） 木製カウンターt=35（撤去）
1,965

1,965

1,965

1,965

木製建具撤去

（W600×D400×H3000） （W900×D400×H3000）

壁:板張り(撤去)(木下地共)

(木下地共) (木下地共) (木下地共)



ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号

Ａ

市立弥栄小学校普通教室等整備修繕

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介

１：５０

Ｒ８.１

１２Ｂ棟１階普通教室(1)(2)、配膳室
平面詳細図（改修）

巾木

床

備考

腰壁 ー

ラワン H=100 ＳＯＰ

スプルース H=100 ＳＯＰ

ＵＣ塗装

アルミ枠掲示板(6,410×1,000)

アルミ枠掲示板(1,535×1,200)

アルミ枠掲示板(1,420×1,200)

掃除用具入れ(600×500×2,000)

ｱﾙﾐｻｯｼ　

600

300 300
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300 300 300

490 1,600 70 4904901,600 1,600 70 4901,600
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1,400240
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00
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97
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９ 10 11 12 13

階　段便　所教材室
E.P.S

上部ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま 上部ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま
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53
0(

1
F)

1,
53

5
(1

F
)

31
5
(1

F)

3,2703,270

水飲場

490

ｱﾙﾐﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ（既存のまま）

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま
ﾚｰﾙ：ｼﾝｸﾞﾙ 既存のまま

490 1,600 70 1,600

4,250

70 6901,400690 1,400

8,500

4,250

7,
5
00

1,
2
00

2,
3
00

Ｉ

Ｈ

Ｊ

Ｃ

Ｂ展開方向

Ａ

Ｄ

７ ８

4,2504,250

アルミ枠掲示板：既存のまま

アルミ枠掲示板：既存のまま

ｱﾙﾐｻｯｼ：既存のまま ｱﾙﾐｻｯｼ：既存のまま

FL±0

(3,600ｘ1,200)
アルミ枠半曲面黒板（新設）

掃除用具入れ（新設）

天井

壁

化粧石膏ボードt=9.5

RC:コンクリート打放し 可とう形改修塗材Ｅ

石膏ボードt=9.5下地の上ｼﾅ合板t=5.5目透し張りEP-G塗

普通教室（１）

普通教室(1)　仕上表　(改修)

FL±0

普通教室（２）

3
,
6
0
0

アルミ枠半曲面黒板（新設）
(3,600ｘ1,200)

アルミ枠掲示板（新設）

廊　下 FL-20

床：ビニル床シート(ﾉｰﾜｯｸｽﾀｲﾌﾟ)t=2.0(既存のまま)

掃除用具入れ（新設）

1
,
4
2
0

1
,
5
3
5

アルミ枠掲示板（新設）
(600ｘ1,800)

アルミ枠掲示板（新設）
(600ｘ1,800)

ｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ（新設） ｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ（新設）

2
0
0

800

額縁:米栂25×46 EP-G塗装(新設)

上部ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま

額縁:米栂25×46 EP-G塗装(新設)

上部ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま

手洗器新設(設備工事)

ﾗｲﾆﾝｸﾞ甲板:人工大理石t=12

配膳室
床：下地調整の上、防汚性長尺塩ビシートt=2.0(新設)

FL-20

4周耐火シール(両面)+4周ロックフェルト(両面)

LGS W=100+両面強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=21(2重張）+化粧ケイカル板t=6

4周耐火シール(両面)+4周ロックフェルト(両面)

LGS W=100+両面強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=21(2重張）素地

850 1,330 2,070 2,070 1,330 850

1,200 130 130 1,200

（有効） （有効）

：一部フローリングブロックt15(W300程度)(新設)

：一部ビニル床シート(ﾉｰﾜｯｸｽﾀｲﾌﾟ)t=2.0(W300程度)(新設)

軽量ｽﾁｰﾙﾊﾝｶﾞｰﾄﾞｱ（新設） 軽量ｽﾁｰﾙﾊﾝｶﾞｰﾄﾞｱ（新設）

段差解消材：80×30ﾀﾓ集成材加工 UC塗装 新設

アルミ枠半曲面黒板(3,600×1,200)

アルミ枠掲示板(6,850×1,730)

ｱﾙﾐｻｯｼ：強化透明ガラスt=4(新設)ｱﾙﾐｻｯｼ：強化透明ガラスt=4(新設) ｱﾙﾐｻｯｼ：強化型ガラスt=4(新設) ｱﾙﾐｻｯｼ：強化型ガラスt=4(新設)

(6,555ｘ2,100)

床：ブナフローリングブロックt=15サンダー掛けの上ＵＣ塗装

490 2,000 4901,270 4902,000490 1,270

アルミ枠掲示板（新設）
(6,850ｘ1,620)

床：ブナフローリングブロックt=15ケレン＋サンダー掛けの上ＵＣ塗装

ブナフローリングブロックt=15ケレン＋サンダー掛けの上

既存のまま

既存のまま

ー

塗替

既存のまま

既存のまま

既存のまま

新設

新設

新設

巾木

床

備考

腰壁

ブナフローリングブロックt=15サンダー掛けの上
ＵＣ塗装

アルミ枠正面黒板(3,600×1,200)

掃除用具入れ(600×500×2,000)

新設

米栂 H=100 ＥＰ－Ｇ

本実突付け UC塗装
胴縁:45×24@450(ﾀﾃ･ﾖｺ共)津久井産材t=12張り

津久井産材　ＵＣ塗装

巾木

床

備考

腰壁

塗替

新設

新設

新設

新設

新設

新設

新設

新設

新設

下地調整の上、防汚性長尺塩ビシートt=2.0

ー

既存のまま

既存のまま

既存のまま

天井

壁

化粧石膏ボードt=9.5

RC:下地調整(C-1)の上、EP-G塗装

天井

壁

(軽天下地共)

新設

塗替

化粧石膏ボードt=9.5

石膏ボードt=12.5＋化粧ケイカル板t=6(GL工法)
目地部：アルミジョイナー

配膳室　仕上表　(改修)普通教室(2)　仕上表　(改修)

新設

新設

新設

ー

新設

(軽天下地共)

新設

新設

新設

木製額縁
下地調整の上

EP-G塗装

アルミ枠掲示板(6,555×2,100)

アルミ枠掲示板(6,850×1,730)

アルミ枠掲示板(600×1,800)×２ヶ所

LGS100+強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚21×2枚両面　素地

4周耐火ｼｰﾙ(両面)+4周ﾛｯｸﾌｪﾙﾄ(両面)

4周耐火ｼｰﾙ(両面)+3周ﾛｯｸﾌｪﾙﾄ(両面) +下段ﾛｯｸｳｰﾙ充填

LGS100+強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚21×2枚両面の上化粧ケイカル板t=6

4周耐火ｼｰﾙ(両面)+4周ﾛｯｸﾌｪﾙﾄ(両面)

2,000

2
,
0
0
0

2,000

吊りｶｰﾃﾝﾚｰﾙ(新設)
H=2,500

吊りカーテンレール 新設

ソフト巾木 H=60

児童用ロッカー（新設） 児童用ロッカー（新設）

防火上主要な間仕切（新設）(梁下迄) 防火上主要な間仕切（新設）(梁下迄) 

児童用ロッカー(6,250×500×1,270) 児童用ロッカー(6,250×500×1,270)

LGS100+強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚21×2枚両面の上化粧ケイカル板t=6

平面詳細図 (改修 ) 1/50



ｱﾙﾐｻｯｼ：既存のまま
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Ａ面展開図

Ｂ面展開図

Ｃ面展開図

Ｄ面展開図

天井:化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5 既存のまま

壁：石膏ボードt-9.5(RC直貼り)の上 壁：石膏ボードt-9.5(RC直貼り)の上

1F(1,420x1,200)

(6,410x1,000)

1F(1,535x1,200)

　　　　可とう形改修塗材E
壁：石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5下地の上

壁：ｼﾅﾗﾝﾊﾞｰｺｱt=15

額縁：ｼﾅﾗﾝﾊﾞｰｺｱt=24

8,500

ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号

Ａ

市立弥栄小学校普通教室等整備修繕

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介

１：５０

水飲み場

7,
5
00

2,
3
00

Ｉ

Ｈ

Ｊ

4,2504,250

4,2504,250

8,500

９８７

（CH=3,000）

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま

天井点検口(450角)：既存のまま

廊　下
（CH=2,600）

天井：化粧石膏ボードt=9.5（既存のまま）

ｱﾙﾐﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ(既存のまま)ｱﾙﾐﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ(既存のまま)
EP-G塗(既存のまま)

扇風機(既存のまま)

EP-G塗(既存のまま)

ラワンH=100ＳＯＰ(既存のまま)
柱・壁：コンクリート打放し可とう形改修塗材E

（既存のまま）

天井:化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5 既存のまま

柱・壁：コンクリート打放し可とう形改修塗材E
（既存のまま）

ラワンH=100ＳＯＰ(既存のまま) ラワンH=100ＳＯＰ(既存のまま)

アルミ枠掲示板
(既存のまま)

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま
ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま

　　EP-G塗(既存のまま)

　　　EP-G塗(既存のまま)

　　ｼﾅ合板t=5.5目透し張りEP-G塗(既存のまま)

柱・壁：コンクリート打放し

(既存のまま)

ｽﾌﾟﾙｰｽH=100ＳＯＰ(既存のまま) ラワンH=100ＳＯＰ(既存のまま)ラワンH=100ＳＯＰ(既存のまま)

煙突差込口蓋：既存のまま

煙突掃除口蓋：既存のまま

(3,600x1,200)

（既存のまま）
壁：コンクリート打放し可とう形改修塗材E

ラワンH=100ＳＯＰ(既存のまま)

柱・壁：コンクリート打放し可とう形改修塗材E
（既存のまま）

掲示板：既存のまま

掲示板：既存のまま 掲示板：既存のまま

天井:化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5 既存のまま

天井：化粧石膏ボードt=9.5（既存のまま）

天井点検口(450角)：既存のまま

天井点検口(450角)：既存のまま

扇風機(既存のまま)

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま
ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま

ｱﾙﾐｻｯｼ：既存のまま

型型

Ｒ８.１

天井伏図 (改修 ) 1/50

巾木

床

備考

腰壁 ー

ラワン H=100 ＳＯＰ

スプルース H=100 ＳＯＰ

ＵＣ塗装

アルミ枠掲示板(6,410×1,000)

アルミ枠掲示板(1,535×1,200)

アルミ枠掲示板(1,420×1,200)

掃除用具入れ(600×500×2,000)

天井

壁

化粧石膏ボードt=9.5

RC:コンクリート打放し 可とう形改修塗材Ｅ

石膏ボードt=9.5下地の上ｼﾅ合板t=5.5目透し張りEP-G塗

ハッチ部:行事用黒板（新設）

アルミ枠半曲面黒板(3,600×1,200)
：新設範囲

アルミ枠掲示板(6,850×1,730)

アルミ枠半曲面黒板：新設

展開図 (改修 ) 1/50

Ｂ棟１階普通教室（１）
天井伏図・展開図（改修）

１３

掃除具入(600×500×2,000)(新設)

アルミ枠掲示板(6,850×1,730)(新設)

普通教室（１）

ブナフローリングブロックt=15ケレン＋サンダー掛けの上

既存のまま

既存のまま

ー

塗替

既存のまま

既存のまま

既存のまま

新設

新設

新設

新設

既存のまま

既存のまま

既存のまま

普通教室(1)　仕上表　(改修)

児童用ロッカー(6,250×500×1,270)(新設)

児童用ロッカー(6,250×500×1,270)



左官補修+
下地調整(C-1)の上、

EP-G塗装

ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号

Ａ

市立弥栄小学校普通教室等整備修繕

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介

１：５０
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Ｄ面展開図

Ａ面展開図

C
H=

3
,0

0
0

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま

教材室
E.P.S

便　所 階　段

廊　下
（CH=2,600）

天井：化粧石膏ボードt=9.5（既存のまま）

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま

5
1
0

天井点検口(450角)：既存のまま 天井点検口(450角)：既存のまま

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま
ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま
ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま
ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま

型 型 型 型

LGS下地：既存のまま

Ｒ８.１

天井伏図 (改修 ) 1/50

天井伏図・展開図（改修）

展開図 (改修 ) 1/50

１４

（CH=3,000）

普通教室（２）

天井：化粧石膏ボードt=9.5（下地共新設） 天井：化粧石膏ボードt=9.5（下地共新設）

配膳室

下地調整(C-1)の上、EP-G塗装

米栂 H=100 EP-G(新設)

下地調整(C-1)の上、EP-G塗装

米栂 H=100 EP-G(新設)

米栂 H=100 EP-G(新設) 米栂 H=100 EP-G(新設)
7,500

1
,2

0
0

10
0

90
0

ＨＩ

Ｂ面展開図

掃除具入(600×500×2,000)(新設)

アルミ枠掲示板(6,850×1,730)(新設)

天井:化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5(軽天下地共新設)

天井:化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5(軽天下地共新設)

下地調整(C-1)の上、EP-G塗装 下地調整(C-1)の上、EP-G塗装

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ新設 ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ新設

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま
ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま

ｱﾙﾐｻｯｼ：強化透明ガラスt=4(新設) ｱﾙﾐｻｯｼ：強化透明ガラスt=4(新設)

天井:化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5(軽天下地共新設)天井:化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5(軽天下地共新設)

下地調整(C-1)の上、EP-G塗装

米栂 H=100 EP-G(新設)米栂 H=100 EP-G(新設)

ｱﾙﾐｻｯｼ：強化型ガラスt=4(新設) ｱﾙﾐｻｯｼ：強化型ガラスt=4(新設)

型

型

型

型 型

型

型

型

型

型

型

型

型

型 型

見切：津久産材(杉)20×15 ＵＣ塗装(新設)

米栂 H=100 EP-G(新設) 米栂 H=100 EP-G(新設)

本実突付け UC塗装(新設)
胴縁:45×24@450(ﾀﾃ･ﾖｺ共)津久井産材(杉)t=12張り

9
0
0

2
,
1
0
0

アルミ枠半曲面黒板(3,600×1,200)(新設)

6,555

アルミ枠掲示板(6,555×2,100)(新設)

巾木：津久井産材 ＵＣ塗装(新設)

普通教室(2)　仕上表　(改修)

新設
天井 化粧石膏ボードt=9.5

(軽天下地共)

壁 RC:下地調整(C-1)の上、EP-G塗装 塗替

新設

胴縁:45×24@450(ﾀﾃ･ﾖｺ共)津久井産材t=12張り腰壁 新設
本実突付け UC塗装

米栂 H=100 ＥＰ－Ｇ巾木 新設

津久井産材　ＵＣ塗装 新設

ブナフローリングブロックt=15サンダー掛けの上
床 塗替

ＵＣ塗装

備考 新設

掃除用具入れ(600×500×2,000) 新設

アルミ枠正面黒板(3,600×1,200) 新設

新設

新設

新設

アルミ枠掲示板(6,555×2,100)

アルミ枠掲示板(6,850×1,730)

アルミ枠掲示板(600×1,800)×２ヶ所

天井:化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5(軽天下地共新設)

下地調整(C-1)の上、EP-G塗装

普通教室（２） 配膳室

普通教室（２） 配膳室

配膳室 普通教室（２）

普通教室（２）

巾木

床

備考

腰壁 ー

天井

壁

化粧石膏ボードt=9.5

石膏ボードt=12.5＋化粧ケイカル板t=6(GL工法)
目地部：アルミジョイナー

配膳室　仕上表　(改修)

新設

新設

ー

新設

(軽天下地共)

新設

新設

新設

木製額縁
下地調整の上

EP-G塗装

石膏ボードt=12.5+化粧ケイカル板t=6(GL工法)

75
0

軽量ｽﾁｰﾙﾊﾝｶﾞｰﾄﾞｱ(新設) 軽量ｽﾁｰﾙﾊﾝｶﾞｰﾄﾞｱ(新設)

CH
=

3
,
0
0
0

C
H=

CH
=

石膏ボードt=12.5+化粧ケイカル板t=6(GL工法)

額縁:米栂25×46 EP-G塗装 額縁:米栂25×46 EP-G塗装

石膏ボードt=12.5+化粧ケイカル板t=6(GL工法)

7,500

Ｈ Ｉ

配膳室

石膏ボードt=12.5+化粧ケイカル板t=6(GL工法)

1,
2
00

10
0

9
00

7
50

天井:化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5(軽天下地共新設)

天井:化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5(軽天下地共新設)

7
3
0

6
5
0

石膏ボードt=12.5+化粧ケイカル板t=6(GL工法)

甲板:人工大理石t=12

ﾗｲﾆﾝｸﾞ:LGS65型＠300下地
針葉樹合板厚12+厚24貼りの上、

化粧ｹｲｶﾙ板t=6.0

73
0

Ｄ面展開図

LGS100+強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚21×2枚両面の上化粧ケイカル板t=6

天井:化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5(軽天下地共新設)

4周耐火ｼｰﾙ(両面+3周ﾛｯｸﾌｪﾙﾄ(両面)+下段ﾛｯｸｳｰﾙ充填

防火上主要な間仕切（新設）

：天井新設範囲

：新設範囲

：アルミパネル新設

Ｂ棟１階普通教室（２）・配膳室

(新設)
(600×1,800)

アルミ枠掲示板

下地調整(C-1)の上、EP-G塗装

4周耐火ｼｰﾙ(両面)+3周ﾛｯｸﾌｪﾙﾄ(両面) +下段ﾛｯｸｳｰﾙ充填

LGS100+強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚21×2枚両面の上化粧ケイカル板t=6

4周耐火ｼｰﾙ(両面)+4周ﾛｯｸﾌｪﾙﾄ(両面)

石膏ボードt=12.5+化粧ケイカル板t=6(GL工法) 石膏ボードt=12.5+化粧ケイカル板t=6(GL工法)

石膏ボードt=12.5+化粧ケイカル板t=6(GL工法)

2
,
6
0
0型 透明

透明透明 透明

F

ｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ(新設)

行事用黒板

透明

F

透明透明

型 透明

2,000

2
,
0
0
0

2,000

吊りｶｰﾃﾝﾚｰﾙ(新設)
H=2,500（CH=3,000）

4周耐火シール(両面)+4周ロックフェルト(両面)

LGS W=100+両面強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=21(2重張）+化粧ケイカル板t=6

4周耐火シール(両面)+4周ロックフェルト(両面)

LGS W=100+両面強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=21(2重張）素地

4
0
0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

左官補修＋下地調整(C-1)の上、EP-G塗装

左官補修＋下地調整(C-1)の上、EP-G塗装

CH
=
3
,
0
0
0

左官補修+下地調整(C-1)の上、EP-G塗装 左官補修+下地調整(C-1)の上、EP-G塗装

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ(新設)

天井点検口(450角)：新設 天井点検口(450角)：新設

左官補修+
下地調整(C-1)の上、

EP-G塗装

掲示板
(ﾍﾞﾙﾄｰﾝ貼)

ｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ(新設)

左官補修+

EP-G塗装

下地調整(C-1)の上、

アルミ枠掲示板
(600×1,800)

(新設)

児童用ロッカー(6,250×500×1,270)(新設)

ソフト巾木 H=60(新設) ソフト巾木 H=60(新設)

ソフト巾木 H=60(新設) ソフト巾木 H=60(新設)

ソフト巾木 H=60(新設)ソフト巾木 H=60(新設)

ソフト巾木 H=60(新設)

ソフト巾木 H=60(新設)

ソフト巾木 H=60(新設)

ソフト巾木 H=60

LGS100+強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚21×2枚両面　素地

4周耐火ｼｰﾙ(両面)+4周ﾛｯｸﾌｪﾙﾄ(両面)

RC:左官補修+下地調整(C-1)の上、EP-G塗装

新設

防火上主要な間仕切（新設）(梁下迄) 防火上主要な間仕切（新設）(梁下迄) 

児童用ロッカー(6,250×500×1,380)

ソフト巾木 H=60(新設)

LGS100+強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚21×2枚両面の上化粧ケイカル板t=6

LGS W=100+両面強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=21（2重張）化粧ケイカル板t=6

(新設)
(新設)

下地調整の上、超防汚性長尺塩ビシートt=2.0



ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号

Ａ

市立弥栄小学校普通教室等整備修繕

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介 平面詳細図（既存）

１：５０

：一部ビニル床シート(ﾉｰﾜｯｸｽﾀｲﾌﾟ)t=2.0(W300程度)(撤去)
Ｃ

Ｂ展開方向

Ａ

Ｄ

600

300 300

600

300 300

600

300 300

490 1,600 70 4904901,600 1,600 70 4901,600

4,250 4,250
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16
0 

 
  

26
0
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96

0
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490 490 1,600 70 4901,600

4,250

490 490 1,600 70 1,600

4,250

17,000

600

300 300
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300 300

70
0

240

4,250 4,250 4,250

350350350350

4,250

350350 70 1,7401,740 1,2001,3001,050

1,400240

210

90      90

7,
5
00

62
0

18
0

９ 10 11 12 13

階　段便　所教材室
E.P.S

アコーディオンカーテン撤去

アコーディオンカーテン撤去

アコーディオンカーテン撤去

床：複層ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ貼t=15ＯＳ

オープンスペース
FL±0

廊　下 FL-20

床：ビニル床シート(ﾉｰﾜｯｸｽﾀｲﾌﾟ)t=2.0(既存のまま)

上部ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま 上部ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま 上部ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま 上部ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま

3
0
0

ｽﾃﾝﾚｽ見切り：撤去 ｽﾃﾝﾚｽ見切り：撤去 ｽﾃﾝﾚｽ見切り：撤去 ｽﾃﾝﾚｽ見切り：撤去

FL±0

FL-20

7,
5
00

16
0 

 
  

  
  

6
0
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0

36
0

1,
2
00

2,
3
00

4
00 24
0

Ｉ

Ｈ

Ｊ

オープンスペース平面詳細図 (既存 ) 1/50

天井

壁

化粧石膏ボードt=9.5

RC:コンクリート打放し 可とう形改修塗材Ｅ

巾木

床

備考

腰壁

ラワン H=100 ＳＯＰ

天井

壁 既存のまま

(軽天下地共)

撤去

オープンスペース　仕上表　(既存)

RC:コンクリート打放し 可とう形改修塗材Ｅ

板張り

巾木

床

備考 撤去

腰壁

（一部撤去）
既存のまま

複層フローリング貼t=15 ＯＳ

石膏ボードt=9.5(RC直貼)の上EP-G塗

児童クラブ　仕上表　(既存)

木製生徒用ロッカー(6,250×450×1,200)

アルミ枠正面黒板(3,600×1,200)

アルミ枠掲示板(6,410×1,000)

木製掃除用具入れ(600×450×1,900)

アルミ枠掲示板(1,585×1,200)

アルミ枠掲示板(1,250×1,200)

アルミ枠掲示板(6,870×1,800)

石膏ボードt=9.5(RC直貼)の上EP-G塗

ラワンベニヤt=5.5目透し貼EP-G塗

既存のまま

既存のまま

アコーディオンカーテン取外し

（A棟2Fｻﾎﾟｰﾄﾙｰﾑへ）

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

撤去

天吊アコーディオンカーテン 撤去

下地：ブナフローリングブロックt=15 UC塗装 既存のまま
仕上：ビニル床シート貼t=2.0 撤去

ﾓﾙﾀﾙ下地t=20の上ビニル床シート貼t=2.0 下地共撤去

ｱﾙﾐｻｯｼ：ガラス撤去 ｱﾙﾐｻｯｼ：ガラス撤去 ｱﾙﾐｻｯｼ：ガラス撤去 ｱﾙﾐｻｯｼ：ガラス撤去

石膏ボードt=9.5下地の上、岩綿吸音板t=9.0

ラワン H=100 ＳＯＰ

天吊アコーディオンカーテン（3ヶ所）

天吊アコーディオンカーテン（1ヶ所） 取外し

木製掃除用具入れ(600×400×1,900) 撤去

掃除用具入れ撤去

撤去
(木下地共)

  
  

6
0

木製掃除具入
(既存のまま)

木製生徒用

7,
5
00

600

300 300

600

300 300

600

300 300

490 1,600 70 4904901,600 1,600 70 4901,600

490 490490 490

24
0

35
0

  
  

 
16

0

4,250 4,250

8,500

3,2703,270

Ｉ

Ｈ

Ｊ

2,
3
00

１ ２ ３

4,2504,250

ｱﾙﾐﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ(既存のまま) ｱﾙﾐﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ(既存のまま)

ロッカー
(既存のまま)

アルミ枠掲示板：既存のまま

アルミ枠掲示板：既存のまま

廊　下 FL-20

床：ビニル床シート(ﾉｰﾜｯｸｽﾀｲﾌﾟ)t=2.0(既存のまま)

児童クラブ
FL±0

3,
6
00

70
0

1,
25

0
36

5
1,

5
85

16
0 

 
  

4
00 24
0

450

60
0

6
,8

5
0

6,
2
50

4
00

16
0 

 
  24
0

40
0

40
0

34
0

上部ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま

児童クラブ平面詳細図 (既存 ) 1/50

2
,
7
0
0

アルミ枠正面黒板(3,600ｘ1,200)
既存黒板面の上黒板増張り(既存のまま)

1,900

8
8
0 140

腰壁:H=1020撤去流し台W=1650撤去

ファンヒーター
(撤去:設備工事)

上部ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま

床：ﾌﾞﾅﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸt=15ＵＣ塗装(既存のまま)の上、

(下地共撤去)
床：ﾓﾙﾀﾙ下地t=20の上ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ貼t=2.0

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ貼t=2.0(撤去)

ｱﾙﾐｻｯｼ：ガラス撤去ｱﾙﾐｻｯｼ：ガラス撤去

アコーディオンカーテン撤去

1
,
0
0
0

2
0

1
,
0
2
0

140

ソフト巾木H=100

A A'

腰壁 A-A'断面詳細図  1/10

構造用合板t=12貼りの上、

メラミン化粧板t=3.0貼り

腰壁：LGS65型@300下地

甲板：木製t=20

Ｂ棟２階児童クラブ・オープンスペース

電気盤撤去
(電気工事)

ー ー

Ｒ８.１

１５

撤去

：複層フローリング貼t=15ＯＳ(撤去)

撤去

構造用合板t=12+ﾒﾗﾐﾝ化粧板t=3
撤去

(LGS下地共)

１：１０



黒板

ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号

Ａ

市立弥栄小学校普通教室等整備修繕

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介

１：５０

天井伏図 (既存 ) 1/50

天井伏図・展開図（既存）

展開図 (既存 ) 1/50

Ｂ棟２階児童クラブ

（CH=3,000）

児童クラブ

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま

９ 10 11

Ｉ

Ｈ

Ｊ

2
,
3
0
0

7
,
5
0
0

4,250 4,250225

8,725

天井点検口(450角)：既存のまま

廊　下
（CH=2,600）

天井：化粧石膏ボードt=9.5（既存のまま）
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49
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00
0

掲示板

アルミ枠正面黒板(3,600ｘ1,200)

木製掃除具入

掲示板：既存のまま
(2300x600) 

ラワンH=100ＳＯＰ(既存のまま) 柱・壁：コンクリート打放し可とう形改修塗材E
（既存のまま）

4,250 4,250

天井:化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5 既存のまま

壁：石膏ボードt-9.5(RC直貼り)の上 壁：石膏ボードt-9.5(RC直貼り)の上

ｱﾙﾐﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ(既存のまま)ｱﾙﾐﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ(既存のまま)
EP-G塗(既存のまま)

扇風機(既存のまま)

EP-G塗(既存のまま)

天井:化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5 既存のまま

柱・壁：コンクリート打放し可とう形改修塗材E
（既存のまま）

(6,870x1,800)

掲示板：既存のまま

ラワンH=100ＳＯＰ(既存のまま) ラワンH=100ＳＯＰ(既存のまま)

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま
ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま

柱・壁：コンクリート打放し可とう形改修塗材E
（既存のまま）

ラワンH=100ＳＯＰ(既存のまま)

柱・壁：コンクリート打放し可とう形改修塗材E
（既存のまま）

天井:化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5 既存のまま煙突差込口蓋：既存のまま

既存黒板面の上黒板増張り(既存のまま)

掲示板：既存のまま

(6,410x1,000)

掲示板：既存のまま
(1,585x1,200)

掲示板：既存のまま
(1,250x1,200)

煙突掃除口蓋：既存のまま

ラワンH=100ＳＯＰ(既存のまま)

壁：ラワンベニヤt=5.5目透し貼 EP-G塗(既存のまま)

Ａ面展開図

Ｂ面展開図

Ｃ面展開図

Ｄ面展開図

天井：化粧石膏ボードt=9.0（既存のまま）

天井点検口(450角)：既存のまま 天井点検口(450角)：既存のまま

天井

壁

化粧石膏ボードt=9.5

RC:コンクリート打放し 可とう形改修塗材Ｅ

巾木

床

備考

腰壁

ラワン H=100 ＳＯＰ

児童クラブ　仕上表　(既存)

木製生徒用ロッカー(6,250×450×1,200)

アルミ枠正面黒板(3,600×1,200)

アルミ枠掲示板(6,410×1,000)

木製掃除用具入れ(600×450×1,900)

アルミ枠掲示板(1,585×1,200)

アルミ枠掲示板(1,250×1,200)

アルミ枠掲示板(6,870×1,800)

石膏ボードt=9.5(RC直貼)の上EP-G塗

ラワンベニヤt=5.5目透し貼EP-G塗

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

下地：ブナフローリングブロックt=15 UC塗装 既存のまま
仕上：ビニル床シート貼t=2.0 撤去

ﾓﾙﾀﾙ下地t=20の上ビニル床シート貼t=2.0 下地共撤去

天吊アコーディオンカーテン 撤去

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

型 型

木製生徒用ロッカー
(既存のまま)

(既存のまま)

ｱﾙﾐｻｯｼ：ガラス撤去 ｱﾙﾐｻｯｼ：ガラス撤去

ｱｺｰﾃﾞｨｵﾝｶｰﾃﾝ撤去

ｱｺｰﾃﾞｨｵﾝｶｰﾃﾝ撤去

掲示板

：撤去範囲

扇風機 既存のまま

アルミパネル：既存のまま

Ｒ８.１

１６
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相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号

Ａ

市立弥栄小学校普通教室等整備修繕

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介

天井伏図 (既存 ) 1/50

天井伏図・展開図（既存）

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま

（CH=3,000）

オープンスペース

天井

壁 既存のまま

(軽天下地共)

撤去

オープンスペース　仕上表　(既存)

RC:コンクリート打放し 可とう形改修塗材Ｅ

板張り

Ｉ

Ｈ

Ｊ

4,250 4,250 4,250 4,250

17,000 225

2
,
3
0
0

7
,
5
0
0

９ 10 11 12 13

1
6
0

7
,
5
0
0

2
6
0

8
0

1
,
9
6
0

天井点検口(450角)：既存のまま

Ｂ棟２階オープンスペース

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま

巾木

床

備考 撤去

腰壁

（一部撤去）
既存のまま

複層フローリング貼t=15 ＯＳ

石膏ボードt=9.5(RC直貼)の上EP-G塗

石膏ボードt=9.5下地の上、岩綿吸音板t=9.0

ラワン H=100 ＳＯＰ

撤去

天吊アコーディオンカーテン（3ヶ所）

天吊アコーディオンカーテン（1ヶ所） 取外し

天井：石膏ボードt=9.5下地の上、岩綿吸音板t=9.0（下地共撤去）

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま

5
3
0

天井点検口(450角)：既存のまま

天井：化粧石膏ボードt=9.5（既存のまま）
（CH=2,600）

廊　下

天井点検口(450角)：撤去天井点検口(450角)：撤去

天井点検口(450角)：撤去天井点検口(450角)：撤去

木製掃除用具入れ(600×400×1,900) 撤去

：天井撤去範囲

ー ー

撤去
(木下地共)

LGS下地：既存のまま
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Ｈ Ｉ

4,250 4,250 4,250225 4,250

13 12 11 10 ９
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ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま

OPENOPEN OPEN OPEN

ｱｺｰﾃﾞｨｵﾝｶｰﾃﾝ撤去

天井：石膏ボードt=9.5下地の上、岩綿吸音板t=9.0（下地共撤去）

(既存のまま)
柱型:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し可とう形改修塗材E

ｱｺｰﾃﾞｨｵﾝｶｰﾃﾝ撤去 ｱｺｰﾃﾞｨｵﾝｶｰﾃﾝ撤去

(既存のまま)
柱型:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し可とう形改修塗材E柱型:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し可とう形改修塗材E

(既存のまま)

ｱｺｰﾃﾞｨｵﾝｶｰﾃﾝ撤去

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま

ラワンH=100ＳＯＰ(既存のまま)

(既存のまま)
柱型:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し可とう形改修塗材E 柱型:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し可とう形改修塗材E

(既存のまま)
柱型:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し可とう形改修塗材E

(既存のまま)

Ｂ面展開図

Ｃ面展開図

Ｄ面展開図

Ａ面展開図

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま

ラワンH=100ＳＯＰ(既存のまま)ラワンH=100ＳＯＰ(既存のまま) ラワンH=100ＳＯＰ(既存のまま)

壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し可とう形改修塗材E
(既存のまま)

壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し可とう形改修塗材E
(既存のまま)

(既存のまま)
柱型:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し可とう形改修塗材E

ラワンH=100ＳＯＰ(既存のまま) ラワンH=100ＳＯＰ(既存のまま)

ラワンH=100ＳＯＰ(撤去)

ラワンH=100ＳＯＰ(既存のまま) ラワンH=100ＳＯＰ(既存のまま)

ラワンH=100ＳＯＰ(撤去)

ラワンH=100ＳＯＰ(既存のまま)ラワンH=100ＳＯＰ(既存のまま)

(既存のまま)
柱型:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し可とう形改修塗材E

ラワンH=100ＳＯＰ(壁設置部撤去)

ラワンH=100ＳＯＰ(壁設置部撤去)

ｱｺｰﾃﾞｨｵﾝｶｰﾃﾝ取外し

壁：石膏ボードt=9.5(RC直貼)の上EP-G塗(撤去) 壁：石膏ボードt=9.5(RC直貼)の上EP-G塗(撤去)

掃除用具入れ撤去

ｱｺｰﾃﾞｨｵﾝｶｰﾃﾝ撤去

ｱｺｰﾃﾞｨｵﾝｶｰﾃﾝ取外し

ｱﾙﾐｻｯｼ：ガラス撤去 ｱﾙﾐｻｯｼ：ガラス撤去 ｱﾙﾐｻｯｼ：ガラス撤去 ｱﾙﾐｻｯｼ：ガラス撤去

型型型型

：撤去範囲

電気盤撤去

(電気工事)

A

A'

天井：石膏ボードt=9.5下地の上、岩綿吸音板t=9.0（下地共撤去）

展開図 (既存 ) 1/50

木製上枠t=25(撤去)

壁：石膏ボードt=9.5(RC直貼)の上EP-G塗(撤去)

4
5
5

化粧石膏ボードt=9.5(撤去)

530
LGS下地(既存のまま)

LGS下地(撤去)

天井：石膏ボードt=9.5下地の上、岩綿吸音板t=9.0（下地共撤去）

A-A'断面詳細図  1/30

オープンスペース廊下

Ｉ

Ｒ８.１

１７

電気盤撤去

(電気工事)

撤去

１：５０

１：３０

壁:板張り(撤去)(木下地共)

壁:板張り(撤去)(木下地共)
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市立弥栄小学校普通教室等整備修繕

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介

１：５０

Ｒ８.１

１８Ｂ棟２階普通教室(3)(4)(5)
平面詳細図（改修）

木製生徒用ロッカー(6,250×450×1,200)

Ｃ

Ｂ展開方向

Ａ

Ｄ
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階　段便　所教材室
E.P.S

廊　下 FL-20

床：ビニル床シート(ﾉｰﾜｯｸｽﾀｲﾌﾟ)t=2.0(既存のまま)

上部ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま 上部ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま 上部ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま 上部ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま

3
0
0

7,
5
00

16
0 

 
  

  
  

6
0

42
0

36
0

1,
2
00

2,
3
00

4
00 24
0

Ｉ

Ｈ

Ｊ

  
  

6
0

木製掃除具入
(既存のまま)

木製生徒用
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4,2504,250

ｱﾙﾐﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ(既存のまま) ｱﾙﾐﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ(既存のまま)

ロッカー
(既存のまま)

アルミ枠掲示板：既存のまま

アルミ枠掲示板：既存のまま

廊　下 FL-20

床：ビニル床シート(ﾉｰﾜｯｸｽﾀｲﾌﾟ)t=2.0(既存のまま)

FL±0
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上部ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま

アルミ枠正面黒板(3,600ｘ1,200)
既存黒板面の上黒板増張り(既存のまま)

普通教室 (3)平面詳細図 (改修 ) 1/50
普通教室 (4)(5)平面詳細図 (改修 ) 1/50

上部ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま

：一部ブナフローリングブロックt=15ＵＣ塗装(W300程度)(新設)

普通教室（３）

：一部ビニル床シート(ﾉｰﾜｯｸｽﾀｲﾌﾟ)t=2.0(W300程度)(新設)

ｱﾙﾐｻｯｼ：強化透明ガラスt=4(新設) ｱﾙﾐｻｯｼ：強化透明ガラスt=4(新設)

段差解消材：80×30ﾀﾓ集成材加工 UC塗装 新設

FL±0

普通教室（４）

ｱﾙﾐｻｯｼ：強化透明ガラスt=4(新設) ｱﾙﾐｻｯｼ：強化透明ガラスt=4(新設) ｱﾙﾐｻｯｼ：強化透明ガラスt=4(新設) ｱﾙﾐｻｯｼ：強化透明ガラスt=4(新設)

FL±0

普通教室（５）

掃除用具入れ（新設）

4周耐火シール(両面)+4周ロックフェルト(両面)

LGS W=100+両面強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=21(2重張）素地

アルミ枠掲示板（新設）

1
,
2
5
0

3
,
6
0
0

1
,
5
6
5 アルミ枠掲示板（新設）

(600ｘ1,800)

ｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ（新設）

段差解消材：80×30ﾀﾓ集成材加工 UC塗装 新設

ｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ（新設）

アルミ枠掲示板（新設）
(600ｘ1,800)

天井

壁

化粧石膏ボードt=9.5

RC:コンクリート打放し 可とう形改修塗材Ｅ

巾木

床

備考

腰壁

ラワン H=100 ＳＯＰ

アルミ枠正面黒板(3,600×1,200)

アルミ枠掲示板(6,410×1,000)

木製掃除用具入れ(600×450×1,900)

アルミ枠掲示板(1,585×1,200)

アルミ枠掲示板(1,250×1,200)

アルミ枠掲示板(6,870×1,800)

石膏ボードt=9.5(RC直貼)の上EP-G塗

ラワンベニヤt=5.5目透し貼EP-G塗

ＵＣ塗装

アルミ枠掲示板（新設）
(600ｘ1,800)

ｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ（新設）

段差解消材：80×30ﾀﾓ集成材加工 UC塗装 新設

ｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ（新設）

アルミ枠掲示板（新設）

掃除用具入れ（新設）

アルミ枠掲示板（新設）
(600ｘ1,800)

1
,
2
5
0

3
,
6
0
0

1
,
5
6
5

アルミ枠半曲面黒板（新設）
(3,600ｘ1,200)

アルミ枠掲示板（新設）

アルミ枠半曲面黒板（新設）
(3,600ｘ1,200)

アルミ枠掲示板（新設）

490 2,000 4901,270 4902,000490 1,270 490 2,000 4901,270 4902,000490 1,270

(6,415ｘ2,100)

(6,850ｘ1,730)

(6,415ｘ2,100)

(6,850ｘ1,730)

：ブナフローリングブロックt=15(塗装品)(新設)

ブナフローリングブロックt=15ケレン＋サンダー掛けの上

天井

壁

巾木

床

備考

腰壁

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま ラワン H=100 ＳＯＰ

塗替

化粧石膏ボードt=9.5

RC:下地調整(C-1)の上、EP-G塗装 塗替

新設

(軽天下地共)

新設

普通教室(4)(5)　仕上表　(改修)

新設

アルミ枠正面黒板(3,600×1,200)

掃除用具入れ(600×500×2,000)

新設

新設

新設

新設

新設

新設アルミ枠掲示板(600×1,800)×２ヶ所

アルミ枠掲示板(6,415×2,100)

塗替

新設
本実突付け UC塗装
胴縁:45×24@450(ﾀﾃ･ﾖｺ共)津久井産材t=12張り

新設

LGS100+強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚21×2枚両面　素地

4周耐火ｼｰﾙ(両面)+4周ﾛｯｸﾌｪﾙﾄ(両面)

普通教室(3)　仕上表　(改修)

ブナフローリングブロックt=15(塗装品)

アルミ枠掲示板(6,850×1,730)

床：ブナフローリングブロックt=15ケレン+サンダー掛けの上、ＵＣ塗装

床：ブナフローリングブロックt=15(塗装品)(新設)床：ブナフローリングブロックt=15(塗装品)(新設)

児童用ロッカー（新設） 児童用ロッカー（新設）

防火上主要な間仕切（新設）(梁下迄)

児童用ロッカー(6,250×500×1,270)

津久井産材 ＵＣ塗装



黒板
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相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号

Ａ

市立弥栄小学校普通教室等整備修繕

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介

１：５０

（CH=3,000）

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま

９ 10 11

Ｉ

Ｈ

Ｊ

2
,
3
0
0

7
,
5
0
0

4,250 4,250225

8,725

天井点検口(450角)：既存のまま

廊　下
（CH=2,600）

天井：化粧石膏ボードt=9.5（既存のまま）

60
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C
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3
,0

0
0

１ ２ ３

5
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5
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0

1,
2
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00

7,500

Ｈ Ｉ
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,
00
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１２３

7,500

10
0

90
0

30
1,

90
0

1,
90

0

600

ＨＩ

50
49

5
2,

00
0

掲示板

アルミ枠正面黒板(3,600ｘ1,200)

木製掃除具入

掲示板：既存のまま
(2300x600) 

ラワンH=100ＳＯＰ(既存のまま) 柱・壁：コンクリート打放し可とう形改修塗材E
（既存のまま）

4,250 4,250

天井:化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5 既存のまま

壁：石膏ボードt-9.5(RC直貼り)の上 壁：石膏ボードt-9.5(RC直貼り)の上

ｱﾙﾐﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ(既存のまま)ｱﾙﾐﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ(既存のまま)
EP-G塗(既存のまま)

扇風機(既存のまま)

EP-G塗(既存のまま)

天井:化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5 既存のまま

柱・壁：コンクリート打放し可とう形改修塗材E
（既存のまま）

(6,870x1,800)

掲示板：既存のまま

ラワンH=100ＳＯＰ(既存のまま) ラワンH=100ＳＯＰ(既存のまま)

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま
ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま

柱・壁：コンクリート打放し可とう形改修塗材E
（既存のまま）

ラワンH=100ＳＯＰ(既存のまま)

柱・壁：コンクリート打放し可とう形改修塗材E
（既存のまま）

天井:化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5 既存のまま煙突差込口蓋：既存のまま

既存黒板面の上黒板増張り(既存のまま)

掲示板：既存のまま

(6,410x1,000)

掲示板：既存のまま
(1,585x1,200)

掲示板：既存のまま
(1,250x1,200)

煙突掃除口蓋：既存のまま

ラワンH=100ＳＯＰ(既存のまま)

壁：ラワンベニヤt=5.5目透し貼 EP-G塗(既存のまま)

Ａ面展開図

Ｂ面展開図

Ｃ面展開図

Ｄ面展開図

天井：化粧石膏ボードt=9.0（既存のまま）

天井点検口(450角)：既存のまま 天井点検口(450角)：既存のまま

型 型

木製生徒用ロッカー
(既存のまま)

(既存のまま)

ｱｺｰﾃﾞｨｵﾝｶｰﾃﾝ撤去

掲示板

扇風機 既存のまま

アルミパネル：既存のまま

Ｒ８.１

１９Ｂ棟２階普通教室（３）
天井伏図・展開図（改修）

天井

壁

化粧石膏ボードt=9.5

RC:コンクリート打放し 可とう形改修塗材Ｅ

巾木

床

備考

腰壁

ラワン H=100 ＳＯＰ

木製生徒用ロッカー(6,250×450×1,200)

アルミ枠正面黒板(3,600×1,200)

アルミ枠掲示板(6,410×1,000)

木製掃除用具入れ(600×450×1,900)

アルミ枠掲示板(1,585×1,200)

アルミ枠掲示板(1,250×1,200)

アルミ枠掲示板(6,870×1,800)

石膏ボードt=9.5(RC直貼)の上EP-G塗

ラワンベニヤt=5.5目透し貼EP-G塗

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

ブナフローリングブロックt=15サンダー掛けの上
ＵＣ塗装

塗替

普通教室(3)　仕上表　(改修)

天井伏図 (改修 ) 1/50

展開図 (改修 ) 1/50

：新設範囲

普通教室（３）

ｱﾙﾐｻｯｼ：強化透明ガラスt=4(新設) ｱﾙﾐｻｯｼ：強化透明ガラスt=4(新設)
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相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号

Ａ

市立弥栄小学校普通教室等整備修繕

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算
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ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま
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天井点検口(450角)：既存のまま

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のままｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま

5
3
0

天井点検口(450角)：既存のまま

天井：化粧石膏ボードt=9.5（既存のまま）
（CH=2,600）

廊　下
LGS下地：既存のまま

1,
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1
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9
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4,250 4,250 4,250225 4,250
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4,250 4,250 4,250 2254,250225
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=
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ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま

Ｂ面展開図

Ｃ面展開図

Ｄ面展開図

Ａ面展開図

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま

型型型型

LGS下地(既存のまま)

A-A'断面詳細図  1/30

Ｉ

Ｒ８.１

天井

壁

巾木

床

備考

腰壁

ラワン H=100 ＳＯＰ

化粧石膏ボードt=9.5

RC:下地調整(C-1)の上、EP-G塗装 塗替

新設

(軽天下地共)

新設

普通教室(4)(5)　仕上表　(改修)

新設ブナフローリングブロックt=15ＵＣ塗装

アルミ枠正面黒板(3,600×1,200)

掃除用具入れ(600×500×2,000)

新設

新設

新設

新設

新設

新設

アルミ枠掲示板(6,850×1,730)

アルミ枠掲示板(600×1,800)×２ヶ所

アルミ枠掲示板(6,415×2,100)

塗替

新設
本実突付け UC塗装
胴縁:45×24@450(ﾀﾃ･ﾖｺ共)津久井産材t=12張り

新設

２０Ｂ棟２階普通教室(4)(5)
天井伏図・展開図（改修）

展開図 (改修 ) 1/50

天井伏図 (改修 ) 1/50

LGS100+強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚21×2枚両面　素地

4周耐火ｼｰﾙ(両面)+4周ﾛｯｸﾌｪﾙﾄ(両面)

：天井新設範囲

天井点検口(450角)：新設

（CH=3,000）

天井：化粧石膏ボードt=9.5（下地共新設）

普通教室（４）
（CH=3,000）

天井：化粧石膏ボードt=9.5（下地共新設）

普通教室（５）

天井点検口(450角)：新設 天井点検口(450角)：新設

天井点検口(450角)：新設

化粧石膏ボードt=9.5(新設)

LGS下地(新設)

天井：化粧石膏ボードt=9.5（下地共新設）

ラワンH=100ＳＯＰ(塗替)

アルミ枠掲示板
(600×1,800)

(新設)

下地調整(C-1)の上、EP-G塗装

天井:化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5(軽天下地共新設)

下地調整(C-1)の上、EP-G塗装

普通教室（４）

ラワンH=100ＳＯＰ(塗替)

A

A'

530

廊下 普通教室（４）

ラワンH=100ＳＯＰ(塗替)

アルミ枠掲示板
(600×1,800)

(新設)

ラワンH=100ＳＯＰ(塗替)

下地調整(C-1)の上、EP-G塗装

天井:化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5(軽天下地共新設)

下地調整(C-1)の上、EP-G塗装

普通教室（５）

7,500

73
0

1,
20

0
10

0
90

0

ＨＩ

掃除具入(600×500×2,000)(新設)

アルミ枠掲示板(6,850×1,730)(新設)

天井:化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5(軽天下地共新設)

下地調整(C-1)の上、EP-G塗装 下地調整(C-1)の上、EP-G塗装

3
,
0
0
0

C
H=

ラワンH=100ＳＯＰ(塗替) ラワンH=100ＳＯＰ(塗替)

普通教室（４）

Ｂ面展開図

7,500

73
0

1,
20

0
10

0
90

0

ＨＩ

掃除具入(600×500×2,000)(新設)

アルミ枠掲示板(6,850×1,730)(新設)

天井:化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5(軽天下地共新設)

下地調整(C-1)の上、EP-G塗装 下地調整(C-1)の上、EP-G塗装

3
,
0
0
0

C
H=

ラワンH=100ＳＯＰ(塗替) ラワンH=100ＳＯＰ(塗替)

普通教室（５）

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ新設

ｱﾙﾐｻｯｼ：強化透明ガラスt=4(新設) ｱﾙﾐｻｯｼ：強化透明ガラスt=4(新設)

下地調整(C-1)の上、EP-G塗装

下地調整(C-1)の上、EP-G塗装

(600×1,800)
アルミ枠掲示板

(新設)

下地調整(C-1)の上、EP-G塗装 下地調整(C-1)の上、EP-G塗装

天井:化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5(軽天下地共新設)

ラワンH=100ＳＯＰ(塗替)

普通教室（４）

ラワンH=100ＳＯＰ(塗替)

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま
ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ新設

ｱﾙﾐｻｯｼ：強化透明ガラスt=4(新設) ｱﾙﾐｻｯｼ：強化透明ガラスt=4(新設)

下地調整(C-1)の上、EP-G塗装

下地調整(C-1)の上、EP-G塗装

(600×1,800)
(新設)

下地調整(C-1)の上、EP-G塗装 下地調整(C-1)の上、EP-G塗装

天井:化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5(軽天下地共新設)

ラワンH=100ＳＯＰ(塗替) ラワンH=100ＳＯＰ(塗替)

アルミ枠掲示板

普通教室（５）

7,500

Ｈ Ｉ

本実突付け UC塗装(新設)
胴縁:45×24@450(ﾀﾃ･ﾖｺ共)津久井産材(杉)t=12張り

9
0
0

2
,
1
0
0

アルミ枠半曲面黒板(3,600×1,200)(新設)

巾木：津久井産材 ＵＣ塗装(新設)

天井:化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5(軽天下地共新設)

下地調整(C-1)の上、EP-G塗装

普通教室（４）

：新設範囲

：アルミパネル新設

アルミ枠掲示板(6,415×2,100)(新設)

6,415

見切：津久産材(杉)20×15 ＵＣ塗装(新設)

1,
20

0
1
00

9
00

75
0

Ｄ面展開図

7,500

Ｈ Ｉ

本実突付け UC塗装(新設)
胴縁:45×24@450(ﾀﾃ･ﾖｺ共)津久井産材(杉)t=12張り

9
0
0

2
,
1
0
0

アルミ枠半曲面黒板(3,600×1,200)(新設)

巾木：津久井産材 ＵＣ塗装(新設)

天井:化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5(軽天下地共新設)

下地調整(C-1)の上、EP-G塗装

アルミ枠掲示板(6,415×2,100)(新設)

6,415

見切：津久産材(杉)20×15 ＵＣ塗装(新設)

普通教室（５）

型 透明

透明透明 透明

F

ｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ(新設)

行事用黒板

透明

F

透明透明

型 透明

ｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ(新設)

掲示板
(ﾍﾞﾙﾄｰﾝ貼)

型 透明

透明透明 透明

F

ｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ(新設)

行事用黒板

透明

F

透明透明

型 透明

ｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ(新設)

掲示板
(ﾍﾞﾙﾄｰﾝ貼)

壁：左官補修+下地調整(C-1)の上、EP-G塗

左官補修+下地調整(C-1)の上、EP-G塗装 左官補修+下地調整(C-1)の上、EP-G塗装 左官補修+下地調整(C-1)の上、EP-G塗装 左官補修+下地調整(C-1)の上、EP-G塗装

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ(新設) ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ(新設)

１：３０

１：５０

児童用ロッカー(6,250×500×1,270)

児童用ロッカー(6,250×500×1,270)(新設) 児童用ロッカー(6,250×500×1,270)(新設)

(新設)
(新設)

(新設)
(新設)

津久井産材 ＵＣ塗装

ラワンH=100ＳＯＰ(塗替) ラワンH=100ＳＯＰ(塗替) ラワンH=100ＳＯＰ(塗替)ラワンH=100ＳＯＰ(塗替)



ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号

Ａ

市立弥栄小学校普通教室等整備修繕

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介 平面詳細図（既存）

１：５０

平面詳細図 (既存 ) 1/50

701,740350 3501,740701,740350 3501,740 701,740350 3501,740 350

38
0

490 490 490 490 490490

1
,2

0
0

40
5

79
0

1,
64

0
1,

6
20

3,
58

0

2
,3

00
7
,5

00

A

B

C

4,250 4,250 4,250

12,750

13 14 15 16

3270 3270 3270

2
56

0
4
00

21
45

会議室

床：ﾌﾞﾅﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸt=15 UC塗

FL±0

床：ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄﾏｰﾌﾞﾙt=2.0(既存のまま)

廊　下 FL-20

3
0
0

アルミパーテーション(撤去)

490 1,600 70 1,600 490 490 1,600 70 1,600 490 490 1,600 70 1,600 490

アルミサッシ：既存のまま アルミサッシ：既存のまま アルミサッシ：既存のまま

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま

：一部ビニル床シートマーブルt=2.0(W300程度)(撤去)

701,740 3501,740

490 490

1,260 1,035 1,175

4,250

17

FL±0

放送室

PS

準備室
FL±0

段差解消部：ﾀﾓ集成材 UC塗(既存のまま)

アルミパーテーション(既存のまま) アルミパーテーション(撤去)

1,005

※修繕範囲外

Ｃ

Ｂ展開方向

Ａ

Ｄ

3270

天井

壁

岩綿吸音板t=9＋石膏ボードt=9.5＋ｸﾞﾗｽｳｰﾙ24㎏/m3 t=50敷き

会議室　仕上表　(既存)

有孔柾目合板t=5.5目透張EP-G

撤去

(軽天下地共)

シナ有孔合板t=5.5目透張EP-G

アルミ枠掲示板(既存のまま)

アルミ枠掲示板(既存のまま)

巾木

床

備考

腰壁

ﾌﾞﾅﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸt=15 UC塗り

ラワン H=100 ＳＯＰ

ー

アルミ枠掲示板

ツガ H=100 ＳＯＰ

アルミ製スクリーンＢＯＸ

手動巻き上げスクリーン(120インチ)

ー

撤去

撤去

既存のまま

既存のまま

段差解消部：ﾀﾓ集成材W=80 UC塗(撤去)

既存のまま

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙW：既存のまま ｶｰﾃﾝﾚｰﾙW：既存のまま ｶｰﾃﾝﾚｰﾙW：既存のまま

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま

：一部ブナフローリングブロックt=15ＵＣ(W300程度)(撤去)

184

既存のまま
(一部木下地共撤去)

既存のまま
(一部木下地共撤去)

既存のまま
(一部撤去)

既存のまま
(一部撤去)

(一部撤去)
既存のまま

Ｒ８.１

親子軽量鋼製ﾄﾞｱ(既存のまま)

Ａ棟２階会議室 ２１

アルミ枠正面黒板(既存のまま)

アルミ枠正面黒板

既存木製掃除用具入れ(移設)

木製掃除用具入れ 移設



天井：化粧石膏ボードt=9.5（既存のまま）

Ａ棟２階会議室

柱型：有孔柾目合板t=5.5目透EP-G(下地共撤去)

巾木：ﾗﾜﾝH=100 SOP(撤去)

巾木：ﾗﾜﾝH=100 SOP(既存のまま)

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙW、L=690(既存のまま)

　　　岩綿吸音板606×303t=9.0(撤去)
天井：石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5(下地共)の上

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙｽﾃﾝﾚｽﾀﾞﾌﾞﾙ(既存のまま)
ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ(既存のまま)

柱型：有孔柾目合板t=5.5目透EP-G(既存のまま)

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙｽﾃﾝﾚｽﾀﾞﾌﾞﾙ(既存のまま)ｶｰﾃﾝﾚｰﾙｽﾃﾝﾚｽﾀﾞﾌﾞﾙ(既存のまま)

床：ﾌﾞﾅﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸt=15(既存のまま)

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙW、L=690(既存のまま)

巾木：ﾗﾜﾝH=100 SOP(既存のまま)

壁：有孔柾目合板t=5.5目透EP-G(既存のまま)

巾木：ﾗﾜﾝH=100 SOP(既存のまま)

壁：有孔柾目合板t=5.5目透EP-G(既存のまま)

柱型：有孔柾目合板t=5.5目透EP-G(既存のまま)

額縁(掃出し窓下部):ﾀﾓ集成材 50×25(既存のまま)

窓額縁：ﾗﾜﾝ50×25(既存のまま)

(撤去)(撤去)

扇風機(別途電気設備工事)：取外

扇風機(別途電気設備工事)：取外

ｱﾙﾐｻｯｼ(既存のまま)ｱﾙﾐｻｯｼ(既存のまま)ｱﾙﾐｻｯｼ(既存のまま)

天井ｽｸﾘｰﾝ(撤去)
ｱﾙﾐｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ3200×200×200(撤去)

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ(既存のまま)ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ(既存のまま)

490

(630×1800)

掲示板
ｱﾙﾐ枠

(630×1800)

掲示板
ｱﾙﾐ枠

13141516

4250 4250 4250

天井点検口(450角)：既存のまま

下り天井：化粧石膏ボードt=9.5（既存のまま）

19
00

ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号

Ａ

市立弥栄小学校普通教室等整備修繕

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介

１：５０

天井伏図・展開図（既存）

天井

壁

天井伏図 (既存 ) 1/50

岩綿吸音板t=9＋石膏ボードt=9.5＋ｸﾞﾗｽｳｰﾙ24㎏/m3 t=50敷き

会議室　仕上表　(既存)

有孔柾目合板t=5.5目透張EP-G

撤去

(軽天下地共)

シナ有孔合板t=5.5目透張EP-G

2
,3

00
7
,5

00

A

B

C

4,250 4,250 4,250

12,750

13 14 15 16

会議室
（CH=3,000）

手動巻き上げｽｸﾘｰﾝ(120インチ)(撤去)

ｱﾙﾐ製ｽｸﾘｰﾝBOX(撤去)

3
,
2
0
0

200

廊　下

天井：化粧石膏ボードt=9.5（既存のまま）

（CH=2,600）

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま

（軽天下地共撤去）

天井：岩綿吸音板t=9＋石膏ボードt=9.5＋ｸﾞﾗｽｳｰﾙ24㎏/m3 t=50敷き

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：撤去 ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：撤去 ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：撤去

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙW：撤去 ｶｰﾃﾝﾚｰﾙW：撤去 ｶｰﾃﾝﾚｰﾙW：撤去

6
0
0

（CH=2,580）

準備室
（CH=3,000）

17

4,250

放送室

※修繕範囲外

展開図 (既存 ) 1/50

4250 4250 4250

13 14 15 16

▼FL

▼CL

ｱﾙﾐ枠
掲示板

(630×1800)

ｱﾙﾐ枠
掲示板

(630×1800)

1
20

0
9
00

7500

A B

▼FL

▼CL

2
0

ｱﾙﾐ枠掲示板

(6830×1000)

（3600×1200）

ｱﾙﾐ枠掲示板

(1550×1200)(1680×1200)

ｱﾙﾐｽｸﾘｰﾝﾎﾞｯｸｽ

天井：石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5(下地共)の上

10
0

77
0

1
90

0
5
0

59
5

2
0

35

7500

B A

天井：石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5(下地共)の上

C
H=

30
0
0

CH
=3

0
00

C
H=

30
0
0

CH
=3

00
0

扇風機(別途電気設備工事)：取外

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ(撤去)
ｶｰﾃﾝﾚｰﾙｽﾃﾝﾚｽﾀﾞﾌﾞﾙ(撤去)

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ(撤去)
ｶｰﾃﾝﾚｰﾙｽﾃﾝﾚｽﾀﾞﾌﾞﾙ(撤去)

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ(撤去)
ｶｰﾃﾝﾚｰﾙｽﾃﾝﾚｽﾀﾞﾌﾞﾙ(撤去)

天井：石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5の上
　　　岩綿吸音板606×303t=9.0(下地共撤去)

(撤去) (撤去)

扇風機(別途電気設備工事)：取外

　　　岩綿吸音板606×303t=9.0(撤去)

煙突差込口：既存のまま

灰取出口：既存のまま

親子軽量鋼製ﾄﾞｱ(既存のまま)

天井ｽｸﾘｰﾝ(撤去)

3200×200×200(撤去)

　　　岩綿吸音板606×303t=9.0(撤去)

ｱﾙﾐﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ(撤去)

ｱﾙﾐｽｸﾘｰﾝﾎﾞｯｸｽ3200×200×200(撤去)
天井ｽｸﾘｰﾝ(撤去)

ｱﾙﾐﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ(既存のまま) ｱﾙﾐﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ(撤去)

額受け：ﾀﾓ集成材75×45 UC(撤去)

段差解消部：ﾀﾓ集成材(撤去)

巾木

床

備考

腰壁

ﾌﾞﾅﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸt=15 UC塗り

ラワン H=100 ＳＯＰ

ー

アルミ枠掲示板

ツガ H=100 ＳＯＰ

アルミ製スクリーンＢＯＸ

手動巻き上げスクリーン(120インチ)

撤去

撤去

天井点検口(450角)：撤去

天井点検口(450角)：既存のまま 天井点検口(450角)：撤去

6
3
0

天井点検口(450角)：撤去

既存のまま

既存のまま

巾木：ﾗﾜﾝH=100 SOP(既存のまま)

壁：ｼﾅ有孔合板t=5.5目透EP-G(既存のまま)

ｱﾙﾐ枠掲示板(既存のまま)

(既存のまま)

黒板上部ﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙ(既存のまま)

ｱﾙﾐ枠正面黒板(既存のまま) (既存のまま)

壁：有孔柾目合板t=5.5目透EP-G(既存のまま)

巾木：ﾗﾜﾝH=100 SOP(既存のまま)

段差解消部：ﾀﾓ集成材(既存のまま)

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙW：既存のまま ｶｰﾃﾝﾚｰﾙW：既存のまま ｶｰﾃﾝﾚｰﾙW：既存のまま

：天井撤去範囲

：撤去範囲

既存のまま
(一部木下地共撤去)

既存のまま
(一部木下地共撤去)

ー

既存のまま
(一部撤去)

既存のまま
(一部撤去)

(一部撤去)
既存のまま

LGS下地（既存のまま）

柱型：有孔柾目合板t=5.5目透EP-G(既存のまま) 柱型：有孔柾目合板t=5.5目透EP-G(既存のまま)

壁：ｼﾅ有孔合板t=5.5目透EP-G(既存のまま) 壁：ｼﾅ有孔合板t=5.5目透EP-G(撤去) 壁：ｼﾅ有孔合板t=5.5目透EP-G(撤去)

巾木：ツガ H=100 SOP(撤去)

巾木：ﾗﾜﾝH=100 SOP(撤去)

巾木：ﾗﾜﾝH=100 SOP(既存のまま)

巾木：ツガ H=100 SOP(既存のまま)

巾木：ﾗﾜﾝH=100 SOP(撤去)

巾木：ﾗﾜﾝH=100 SOP(既存のまま)

巾木：ツガ H=100 SOP(撤去)

床：ﾌﾞﾅﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸt=15(既存のまま)

巾木：ツガ H=100 SOP(撤去)

柱型：有孔柾目合板t=5.5目透EP-G(既存のまま)

床：ﾌﾞﾅﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸt=15(既存のまま)

床：ﾌﾞﾅﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸt=15(既存のまま)

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ(撤去)

柱型：有孔柾目合板t=5.5目透EP-G(下地共撤去)

柱型：有孔柾目合板t=5.5目透EP-G(下地共撤去)

柱型：有孔柾目合板t=5.5目透EP-G(既存のまま)

Ｒ８.１

２２

アルミ枠正面黒板

A面展開図

B面展開図

C面展開図

D面展開図



ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号

Ａ

市立弥栄小学校普通教室等整備修繕

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介

Ｒ８.１

Ａ棟２階支援級・サポートルーム
平面詳細図（改修）

２３
１：５,１：５０

701,740350 3501,740701,740350 3501,740 701,740350 3501,740 350

490 490

1
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00
40

5
79

0

2
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00
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5
00

A
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C

4,250 4,250 4,250

12,750

13 14 15 16

3270

25
6
0

4
00

21
45

床：ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄﾏｰﾌﾞﾙt=2.0(既存のまま)

廊　下 FL-20

3
0
0

490 1,600 70 1,600 490 490 1,600 70 1,600 490 490 1,600 70 1,600 490

アルミサッシ：既存のまま アルミサッシ：既存のまま アルミサッシ：既存のまま

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま

701,740 3501,740

490 490

1,260 1,035 1,175

4,250

17

FL±0

放送室

PS

FL±0

段差解消部：ﾀﾓ集成材 UC塗(既存のまま)

アルミパーテーション(既存のまま)

1,005

※修繕範囲外

3270

アルミ枠掲示板(既存のまま)

アルミ枠掲示板(既存のまま)

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙW：既存のまま ｶｰﾃﾝﾚｰﾙW：既存のまま ｶｰﾃﾝﾚｰﾙW：既存のまま

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま

親子軽量鋼製ﾄﾞｱ(既存のまま)

3
,
6
0
0

1
,
6
4
0

1
,
6
3
5

36
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FL±0

支援級

床：ﾌﾞﾅﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸt=15
ｻﾝﾀﾞｰ掛けの上、UC塗装

FL±0

サポートルーム

アルミ枠正面黒板(既存のまま)

掃除用具入れ
床見切縁:ステンレス製 W=40(新設)

靴脱ぎ場:長尺塩ビシートt=2.0(新設)

段差解消材：80×30ﾀﾓ集成材加工 UC塗装 新設

ｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ（新設）ｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ（新設）
FL-20

490 2,000 1,270 490 490 1,270 2,000 490

平面詳細図 (改修 ) 1/50 ：一部ビニル床シートマーブルt=2.0(W300程度)(新設)

：一部モルタル下地調整の上タイルカーペットt=6.5(W300程度)(新設)

合板端部納まり図参照

30

4
5

3
0
5

1
0

1
0

合板端部納まり図  1/5

下地調整(C-1)の上、EP-G塗装

有孔柾目合板t=5.5目透EP-G(既存のまま)

ｺｰﾅｰ見切材:米栂30×45 EP-G塗装

アルミ枠掲示板(新設)

アルミ枠掲示板(新設)

（3,600×1,200）

（1,550×1,200）

（1,680×1,200）

巾木

腰壁

ラワン H=100 ＳＯＰ

ー

ツガ H=100 ＳＯＰ

ー

塗替

塗替

巾木

腰壁

ラワン H=100 ＳＯＰ

ー

ツガ H=100 ＳＯＰ

ー

塗替

塗替

床

備考 アルミ枠掲示板 既存のまま

既存のままアルミ枠正面黒板

床

備考

新設ﾌﾞﾅﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸt=15サンダー掛けの上、ＵＣ塗装 塗替

新設

米栂 H=100 ＥＰ－Ｇ 新設 米栂 H=100 ＥＰ－Ｇ 新設

新設

掃除用具入れ 移設

天井

壁 有孔柾目合板t=5.5目透張EP-G

(軽天下地共)

シナ有孔合板t=5.5目透張EP-G

塗替

新設
化粧石膏ボードt=9.5 天井

壁 有孔柾目合板t=5.5目透張EP-G

(軽天下地共)

シナ有孔合板t=5.5目透張EP-G

サポートルーム　仕上表　(改修)

新設
化粧石膏ボードt=9.5

支援級　仕上表　(改修)

塗替
(一部下地共新設)

塗替

塗替 RC:下地調整(C-1)の上、EP-G塗装 塗替RC:下地調整(C-1)の上、EP-G塗装

塗替

4周耐火ｼｰﾙ(両面)+4周ﾛｯｸﾌｪﾙﾄ(両面)

LGS100+強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚21×2枚両面の上EP-G塗装
新設

LGS100+強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚21×2枚両面の上EP-G塗装

4周耐火ｼｰﾙ(両面)+4周ﾛｯｸﾌｪﾙﾄ(両面)
新設

Ｃ

Ｂ展開方向

Ａ

Ｄ

6
2
5

吊りカーテンレール(新設)

ｱｺｰﾃﾞｨｵﾝｶｰﾃﾝ再取付

壁面収納（新設）
（3,750×500×3,000）

アルミ枠掲示板(新設)

既存ﾌﾞﾅﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸt=15の上、タイルカーペットt=6.5

床：既存ﾌﾞﾅﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸt=15の上、タイルカーペットt=6.5(新設)

4周耐火シール(両面)+4周ロックフェルト(両面)
LGS W=100+両面強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=21(2重張）EP-G塗装

（6,270×1,730）

アルミ枠掲示板(6,270×1,730)

アルミ枠掲示板(6,830×1,000)

アルミ枠掲示板(1,550×1,200)

アルミ枠掲示板(1,680×1,200)

ホワイトボード(3,600×1,200)

壁面収納(3,750×500×3,000)

新設

新設

新設

新設

新設

新設

準備室

半曲面ホワイトボード(新設)

(W3650,H2500)

(備品移動に含む）
（既存移設）

防火上主要な間仕切（新設）(梁下迄) 

児童用ロッカー（新設）

児童用ロッカー(1,300×500×1,270)

児童用ロッカー(1,900×500×1,270)

児童用ロッカー（新設）



巾木：米栂H=100 EP-G(新設)

2
,3

00
7,

5
00

4,250 4,250 4,250

12,750 4,250

6
3
0

左官補修+下地調整(C-1)の上、EP-G塗装

LGS下地（既存のまま） 壁:左官補修+下地調整(C-1)の上、EP-G塗装 壁:左官補修+下地調整(C-1)の上、EP-G塗装（CH=2,600）
天井点検口(450角)：既存のまま 天井点検口(450角)：新設天井：化粧石膏ボードt=9.5（既存のまま）

（CH=2,580）

下り天井：化粧石膏ボードt=9.5（既存のまま）

天井点検口(450角)：既存のまま

天井点検口(450角)：新設 天井点検口(450角)：新設天井点検口(450角)：新設

（CH=3,000）

天井：化粧石膏ボードt=9.5（既存のまま）

下地調整(C-1)の上、EP-G塗装
壁面収納（新設）

（CH=3,000） （CH=3,000）

天井：化粧石膏ボードt=9.5 天井：化粧石膏ボードt=9.5

（軽天下地共新設） （軽天下地共新設）

アルミ枠掲示板(新設)
(6,270×1,730)

児童用ロッカー(新設) 児童用ロッカー(新設)
(1,300×500×1,270) (1,900×500×1,270)壁面収納(新設)

(3,750×500×3,000)
天井点検口(450角)：新設

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙW：既存のまま ｶｰﾃﾝﾚｰﾙW：既存のまま ｶｰﾃﾝﾚｰﾙW：既存のまま

柱型:左官補修+下地調整(C-1)の上、EP-G塗装

：天井新設範囲

：新設範囲

支援級　仕上表　(改修) サポートルーム　仕上表　(改修)

新設 新設
天井 化粧石膏ボードt=9.5 天井 化粧石膏ボードt=9.5

(軽天下地共) (軽天下地共)

壁 有孔柾目合板t=5.5目透張EP-G 塗替 壁 有孔柾目合板t=5.5目透張EP-G 塗替

シナ有孔合板t=5.5目透張EP-G 塗替 シナ有孔合板t=5.5目透張EP-G 塗替

RC:下地調整(C-1)の上、EP-G塗装 塗替 RC:下地調整(C-1)の上、EP-G塗装 塗替

LGS100+強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚21×2枚両面の上EP-G塗装 LGS100+強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚21×2枚両面の上EP-G塗装
新設 新設

4周耐火ｼｰﾙ(両面)+4周ﾛｯｸﾌｪﾙﾄ(両面) 4周耐火ｼｰﾙ(両面)+4周ﾛｯｸﾌｪﾙﾄ(両面)

ー ー腰壁 ー 腰壁 ー

巾木 ラワン H=100 ＳＯＰ 塗替 巾木 ラワン H=100 ＳＯＰ 塗替

ツガ H=100 ＳＯＰ 塗替 ツガ H=100 ＳＯＰ 塗替

米栂 H=100 ＥＰ－Ｇ 米栂 H=100 ＥＰ－Ｇ新設 新設

床 ﾌﾞﾅﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸt=15サンダー掛けの上、ＵＣ塗装 塗替 床 既存ﾌﾞﾅﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸt=15の上、タイルカーペットt=6.5 新設

備考 アルミ枠掲示板 既存のまま 備考 アルミ枠掲示板(6,830×1,000) 新設

アルミ枠正面黒板 既存のまま アルミ枠掲示板(1,550×1,200) 新設

アルミ枠掲示板(6,270×1,730) 新設 アルミ枠掲示板(1,680×1,200) 新設

児童用ロッカー(1,900×500×1,270) 新設 ホワイトボード(3,600×1,200) 新設

掃除用具入れ 移設 児童用ロッカー(1,300×500×1,270) 新設

壁面収納(3,750×500×3,000) 新設

C

柱型：有孔柾目合板t=5.5目透EP-G(塗替) 柱型：有孔柾目合板t=5.5目透EP-G(塗替)

天井：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5(下地共新設)

天井：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5(下地共新設)▼CL

壁：ｼﾅ有孔合板t=5.5目透EP-G(塗替)

透明 透明透明 透明 透明透明

F F

扇風機(別途電気設備工事)：再取付

B
透明型透明型

掲示板 掲示板
(ﾍﾞﾙﾄｰﾝ貼) (ﾍﾞﾙﾄｰﾝ貼)

ｱﾙﾐﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ(既存のまま) ｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ(新設) ｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ(新設)

19
00

ｱｺｰﾃﾞｨｵﾝｶｰﾃﾝ(移設)

巾木：ツガ H=100 SOP(塗替)
吊りカーテンレール(新設)

(W3650,H2500)
▼FL

4250 4250 4250

巾木：ﾗﾜﾝH=100 SOP(塗替) 巾木：米栂H=100 EP-G(新設)
13 14 15 16巾木：ﾗﾜﾝH=100 SOP(塗替)

A面展開図床：ﾌﾞﾅﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸt=15サンダー掛けの上、UC塗装 床：既存ﾌﾞﾅﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸt=15の上、ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄt=6.5

柱型：有孔柾目合板t=5.5目透EP-G(塗替)

柱型：有孔柾目合板t=5.5目透EP-G(塗替) LGS100+強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚21×2枚両面の上EP-G塗装
4周耐火ｼｰﾙ(両面)+4周ﾛｯｸﾌｪﾙﾄ(両面)

天井：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5(下地共新設)（3,750×500×3,000）
天井：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5(下地共新設)

▼CL

ｺｰﾅｰ見切材:米栂30×45 EP-G塗装(新設)
煙突差込口：既存のまま

90
0

壁：ｼﾅ有孔合板t=5.5目透EP-G(塗替)

10
0

掃除用具入れ(既存移設)

12
00

LGS100+強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚21×2枚両面の上EP-G塗装放送室
親子軽量鋼製ﾄﾞｱ(既存のまま) 4周耐火ｼｰﾙ(両面)+4周ﾛｯｸﾌｪﾙﾄ(両面)

灰取出口：既存のまま
巾木：米栂H=100 EP-G(新設)

77
0

床見切縁:ステンレス製 W=40(新設)
▼FL

巾木：ﾗﾜﾝH=100 SOP(塗替) 巾木：ﾗﾜﾝH=100 SOP(塗替) 巾木：ﾗﾜﾝH=100 SOP(塗替)7500 7500靴脱ぎ場：長尺塩ビシートt=2.0(新設)
床：既存ﾌﾞﾅﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸt=15の上、ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄt=6.5

B A B AB面展開図B面展開図A
床：ﾌﾞﾅﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸt=15サンダー掛けの上、UC塗装

天井：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5(下地共新設)

天井：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5(下地共新設)

柱型：有孔柾目合板t=5.5目透EP-G(塗替) 柱型：有孔柾目合板t=5.5目透EP-G(塗替)

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ(既存のまま) ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ(既存のまま) ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ(既存のまま)
ｶｰﾃﾝﾚｰﾙｽﾃﾝﾚｽﾀﾞﾌﾞﾙ(既存のまま) ｶｰﾃﾝﾚｰﾙｽﾃﾝﾚｽﾀﾞﾌﾞﾙ(既存のまま) ｶｰﾃﾝﾚｰﾙｽﾃﾝﾚｽﾀﾞﾌﾞﾙ(既存のまま)

扇風機(別途電気設備工事)：再取付

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙW、L=690(既存のまま)

13 14 15 16 17
ｶｰﾃﾝﾚｰﾙW、L=690(既存のまま)

ｱﾙﾐｻｯｼ(既存のまま) ｱﾙﾐｻｯｼ(既存のまま) ｱﾙﾐｻｯｼ(既存のまま)

ハッチ部:目隠しフィルム貼り ハッチ部:目隠しフィルム貼りｱｺｰﾃﾞｨｵﾝｶｰﾃﾝ(移設)

窓額縁：ﾗﾜﾝ50×25(既存のまま)
壁：有孔柾目合板t=5.5目透EP-G(塗替) 壁：有孔柾目合板t=5.5目透EP-G(塗替)

額縁(掃出し窓下部):ﾀﾓ集成材 50×25(既存のまま) 巾木：ﾗﾜﾝH=100 SOP(塗替) 巾木：ﾗﾜﾝH=100 SOP(塗替)

4250 4250 4250

巾木：ﾗﾜﾝH=100 SOP(塗替) 巾木：米栂H=100 EP-G(新設)
16 15 14 13

床：既存ﾌﾞﾅﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸt=15の上、ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄt=6.5
床：ﾌﾞﾅﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸt=15サンダー掛けの上、UC塗装C面展開図

柱型：有孔柾目合板t=5.5目透EP-G(塗替) 柱型：有孔柾目合板t=5.5目透EP-G(塗替)

天井：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5(下地共新設) 天井：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5(下地共新設)

▼CL ▼CL

ｱﾙﾐ枠掲示板(既存のまま) ｱﾙﾐ枠掲示板(新設)
(6830×1000) (6830×1000)9

00

9
00

10
0

10
0

黒板上部ﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙ(既存のまま) ホワイトボード上部ﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙ(新設)
ｱﾙﾐ枠掲示板 ｱﾙﾐ枠掲示板
(既存のまま) ｱﾙﾐ枠掲示板(新設)(既存のまま) ｱﾙﾐ枠掲示板(新設)半曲面ホワイトボード(新設)ｱﾙﾐ枠正面黒板(既存のまま)
(1680×1200) (1680×1200)(1550×1200) (1550×1200)（3600×1200） （3600×1200）1

20
0

1
20

0

LGS100+強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚21×2枚両面の上EP-G塗装壁：有孔柾目合板t=5.5目透EP-G(塗替)
4周耐火ｼｰﾙ(両面)+4周ﾛｯｸﾌｪﾙﾄ(両面)

77
0

77
0

巾木：ﾗﾜﾝH=100 SOP(塗替) 巾木：米栂H=100 EP-G(新設)
▼FL ▼FL

段差解消部：ﾀﾓ集成材(既存のまま) 段差解消材：80×30ﾀﾓ集成材加工 UC塗装(新設)
7500 7500

A B A BD面展開図 D面展開図

床：ﾌﾞﾅﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸt=15サンダー掛けの上、UC塗装 床：既存ﾌﾞﾅﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸt=15サンダー掛けの上、UC塗装

廊　下
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展開図 (改修 ) 1/50

ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

総括副主幹課　長 担　当総括主幹 総括副主幹 検　算設計資格者氏名工事名称 縮尺 図面名称 図面番号

１：５０
Ａ棟２階支援級・サポートルーム ２４市立弥栄小学校普通教室等整備修繕

設計年月日 天井伏図・展開図（改修）
Ａ

Ｒ８.１

一級建築士　大臣登録　第288653号

学校施設課　大橋　乃介

防火上主要な間仕切（新設）(梁下迄)

4周耐火シール(両面)+4周ロックフェルト(両面)

LGS W=100+両面強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=21(2重張）素地

(新設) (新設)

巾木：米栂H=100 EP-G(新設)



ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号

Ａ

市立弥栄小学校普通教室等整備修繕

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介 平面詳細図（既存）

１：５０

天井

壁

化粧石膏ボードt=9.5

RC:コンクリート打放し 可とう形改修塗材Ｅ

巾木

腰壁

ラワン H=100 ＳＯＰ

石膏ボードt=9.5(RC直貼)の上EP-G塗

ラワンベニヤt=5.5目透し貼EP-G塗

既存のまま

既存のまま

天井

壁

板張り

ＰＣ教室　仕上表　(既存)

RC:コンクリート打放しＥＰＳ吹付

巾木 ラワン H=100 ＯＰ

腰壁

石膏ボードt=9.5(RC直貼)の上EP-G塗

天井

壁

化粧石膏ボードt=9.5

RC:コンクリート打放し 可とう形改修塗材Ｅ

巾木

腰壁

ラワン H=100 ＳＯＰ

石膏ボードt=9.5(RC直貼)の上EP-G塗

ラワンベニヤt=5.5目透し貼EP-G塗

既存のまま

既存のまま

サポートルーム　仕上表　(既存) 研修室　仕上表　(既存)

Ｃ

Ｂ展開方向

Ａ

Ｄ

：一部ビニル床シート(ﾉｰﾜｯｸｽﾀｲﾌﾟ)t=2.0(W300程度)(撤去)

床：ＯＡﾌﾛｱｰ下地の上
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490 1,600 70 4904901,600 1,600 70 4901,600
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490 490 1,600 70 4901,600

4,250

490 1,600 70 1,600
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17,000
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300 300
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300 300

4,250 4,250 4,2504,250

1,400240

210

90      90

7,
5
00

62
0

18
0

87
0

6,
63

0

490 490490 490490 490 3,2703,2703,270 490 4903,270

９ 10 11 12 13

階　段便　所教材室
E.P.S

80

ＰＣ教室
FL+80

廊　下
FL-20

　　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ板張り（下地共撤去）

床：ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ貼(ﾉｰﾜｯｸｽﾀｲﾌﾟ)t=2.0撤去 床：ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ貼(ﾉｰﾜｯｸｽﾀｲﾌﾟ)t=2.0撤去

床：ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ貼(ﾉｰﾜｯｸｽﾀｲﾌﾟ)t=2.0（既存のまま）

壁：ｱﾙﾐﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ 撤去 壁：ｱﾙﾐﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ 撤去 壁：ｱﾙﾐﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ 撤去 壁：ｱﾙﾐﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ 撤去

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ：既存のまま

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ：撤去 ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ：撤去

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ：既存のまま

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ：撤去

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ：既存のまま

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ：撤去

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ：既存のまま

3
0
0

室名札 撤去

木製掃除具入
(既存のまま)

木製生徒用

アルミ枠正面黒板(3,600ｘ1,200)

600

300 300

600

300 300

600

300 300

490 1,600 70 4904901,600 1,600 70 4901,600

490 490490 490

4,250 4,250

8,500

3,2703,270

床：ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ貼(ﾉｰﾜｯｸｽﾀｲﾌﾟ)t=2.0
(既存のまま)

ｱﾙﾐﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ(既存のまま) ｱﾙﾐﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ(既存のまま)

床：ﾌﾞﾅﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸt=15ＵＣ塗装
既存のまま

ロッカー
(既存のまま)

アルミ枠掲示板：既存のまま

アルミ枠掲示板：既存のまま

FL±0

3,
6
00

70
0

1,
25

0
36

5
1,

5
85

既存黒板面の上黒板増張り(既存のまま)

450

上部ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま

サポートルーム

6
,
2
5
0

6
0
0

4
0
0

6
,
8
5
0

4
0
0

1
6
0

2
4
0上部ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま

490 1,600 70 4904901,600 1,600 70 4901,600

4,250 4,250

8,500

木製掃除具入
(既存のまま)

木製生徒用

アルミ枠正面黒板(3,600ｘ1,200)

600

300 300

490490 3,2703,270

床：ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ貼(ﾉｰﾜｯｸｽﾀｲﾌﾟ)t=2.0
(既存のまま)

ｱﾙﾐﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ(既存のまま) ｱﾙﾐﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ(既存のまま)

床：ﾌﾞﾅﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸt=15ＵＣ塗装
既存のまま

ロッカー
(既存のまま)

アルミ枠掲示板：既存のまま

アルミ枠掲示板：既存のまま

FL±0

3,
6
00

36
5

1,
5
85

既存黒板面の上黒板増張り(既存のまま)

上部ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま
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0上部ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま
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研修室

廊　下 FL-20

床：ビニル床シート(ﾉｰﾜｯｸｽﾀｲﾌﾟ)t=2.0(既存のまま)
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平面詳細図 (既存 ) 1/50

Ｂ棟３階サポートルーム・研修室・ＰＣ教室

P.S
水飲場

分電盤(移設)

FL-20

FL±0

80

FL-20

FL±0

石膏ボードt=9.5の上化粧吸音ボードt=9

既存のまま

撤去
(軽天下地共)

(一部既存のまま)

ｱﾙﾐｻｯｼ　ガラス撤去ｱﾙﾐｻｯｼ　ガラス撤去ｱﾙﾐｻｯｼ　ガラス撤去ｱﾙﾐｻｯｼ　ガラス撤去ｱﾙﾐｻｯｼ　ガラス撤去ｱﾙﾐｻｯｼ　ガラス撤去ｱﾙﾐｻｯｼ　ガラス撤去ｱﾙﾐｻｯｼ　ガラス撤去

撤去

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま床

備考 木製生徒用ロッカー(6,250×450×1,200)

アルミ枠正面黒板(3,600×1,200)

アルミ枠掲示板(6,410×1,000)

木製掃除用具入れ(600×450×1,900)

アルミ枠掲示板(1,585×1,200)

アルミ枠掲示板(1,250×1,200)

アルミ枠掲示板(6,870×1,800)

ブナフローリングブロックt=15 UC塗装

ビニル床シート貼t=2.0

既存のまま

既存のまま

床

備考 木製生徒用ロッカー(6,250×450×1,200)

アルミ枠正面黒板(3,600×1,200)

アルミ枠掲示板(6,410×1,000)

木製掃除用具入れ(600×450×1,900)

アルミ枠掲示板(1,585×1,200)

アルミ枠掲示板(6,870×1,800)

ブナフローリングブロックt=15 UC塗装

ビニル床シート貼t=2.0

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま 既存のままアルミ枠掲示板(600×2,300) アルミ枠掲示板(600×2,300)

床

備考

ＯＡフロアー下地の上フローリング板張り

ブラインド 撤去

撤去
(下地共)

撤去ソフト巾木 H=100

上部吊りｶｰﾃﾝﾚｰﾙ:既存のまま

：フローリング(OAフロアー下地共)(撤去)

撤去

撤去
(木下地共)

ー ー

撤去

撤去

ホワイトボード(3600×1200)

掲示板(1540×1200)

木製掃除具入
(撤去)

木製掃除用具入れ(600×450×1,900) 撤去

Ｒ８.１

２５

アルミ枠掲示板(1,710×1,200)

1
,7

1
0

24
0

既存のまま
(一部撤去)

木製上がり框3.1ｍ撤去木製上がり框3.1m撤去



掲示板

黒板

ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号

Ａ

市立弥栄小学校普通教室等整備修繕

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介

１：５０

天井

壁

化粧石膏ボードt=9.5

RC:コンクリート打放し 可とう形改修塗材Ｅ

巾木

床

備考

腰壁

ラワン H=100 ＳＯＰ

木製生徒用ロッカー(6,250×450×1,200)

アルミ枠正面黒板(3,600×1,200)

アルミ枠掲示板(6,410×1,000)

木製掃除用具入れ(600×450×1,900)

アルミ枠掲示板(1,585×1,200)

アルミ枠掲示板(1,250×1,200)

アルミ枠掲示板(6,870×1,800)

ブナフローリングブロックt=15 UC塗装

ビニル床シート貼t=2.0

石膏ボードt=9.5(RC直貼)の上EP-G塗

ラワンベニヤt=5.5目透し貼EP-G塗
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掲示板

アルミ枠正面黒板(3,600ｘ1,200)

木製掃除具入

掲示板：既存のまま

ラワンH=100ＳＯＰ(既存のまま) 柱・壁：コンクリート打放し可とう形改修塗材E
（既存のまま）

4,250 4,250

天井:化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5 既存のまま

壁：石膏ボードt-9.5(RC直貼り)の上 壁：石膏ボードt-9.5(RC直貼り)の上

ｱﾙﾐﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ(既存のまま)ｱﾙﾐﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ(既存のまま)
EP-G塗(既存のまま)

扇風機(既存のまま)

EP-G塗(既存のまま)

天井:化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5 既存のまま

柱・壁：コンクリート打放し可とう形改修塗材E
（既存のまま）

(6,870x1,800)

掲示板：既存のまま

ラワンH=100ＳＯＰ(既存のまま) ラワンH=100ＳＯＰ(既存のまま)

扇風機 取外し

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま
ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま

柱・壁：コンクリート打放し可とう形改修塗材E
（既存のまま）

ラワンH=100ＳＯＰ(既存のまま)

柱・壁：コンクリート打放し可とう形改修塗材E
（既存のまま）

天井:化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5 既存のまま煙突差込口蓋：既存のまま

既存黒板面の上黒板増張り(既存のまま)

掲示板：既存のまま

(6,410x1,000)

掲示板：既存のまま
(1,585x1,200)

掲示板：既存のまま
(1,250x1,200)

煙突掃除口蓋：既存のまま

ラワンH=100ＳＯＰ(既存のまま)

壁：ラワンベニヤt=5.5目透し貼 EP-G塗(既存のまま)

Ａ面展開図

Ｂ面展開図

Ｃ面展開図

Ｄ面展開図

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

（CH=3,000）

Ｉ

Ｈ

Ｊ

2
,
3
0
0

7
,
5
0
0

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま

4,250 4,250

8,500

PS

５ ６ ７

５ ６ ７

５６７

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

天井点検口(450角)：既存のまま

天井：化粧石膏ボードt=9.0（既存のまま）

（既存のまま）

木製生徒用
ロッカー

（既存のまま）

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS、L=750(既存のまま)

型 型

天井：化粧石膏ボードt=9.5（既存のまま）
（CH=2,600）

廊　下

天井点検口(450角)：既存のまま

水飲み場

ｱﾙﾐ製天井V吊ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS(既存のまま)

ｱﾙﾐ製天井V吊ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS(既存のまま)

(600×2300) 

ｱﾙﾐ製天井V吊ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS(既存のまま)

サポートルーム

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ：既存のまま

：撤去範囲

ｱﾙﾐｻｯｼ：ガラス撤去 ｱﾙﾐｻｯｼ：ガラス撤去

Ｂ棟３階サポートルーム
天井伏図・展開図（既存）

展開図 (既存 ) 1/50

天井伏図 (既存 ) 1/50

Ｒ８.１

２６

サポートルーム　仕上表　（既存）



掲示板

黒板

ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号

Ａ

市立弥栄小学校普通教室等整備修繕

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介
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掲示板

アルミ枠正面黒板(3,600ｘ1,200)

木製掃除具入

掲示板：既存のまま

ラワンH=100ＳＯＰ(既存のまま) 柱・壁：コンクリート打放し可とう形改修塗材E
（既存のまま）

4,250 4,250

天井:化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5 既存のまま

壁：石膏ボードt-9.5(RC直貼り)の上 壁：石膏ボードt-9.5(RC直貼り)の上

ｱﾙﾐﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ(既存のまま)ｱﾙﾐﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ(既存のまま)
EP-G塗(既存のまま)EP-G塗(既存のまま)

天井:化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5 既存のまま

柱・壁：コンクリート打放し可とう形改修塗材E
（既存のまま）

(6,870x1,800)

掲示板：既存のまま

ラワンH=100ＳＯＰ(既存のまま) ラワンH=100ＳＯＰ(既存のまま)

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま
ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま

柱・壁：コンクリート打放し可とう形改修塗材E
（既存のまま）

ラワンH=100ＳＯＰ(既存のまま)

柱・壁：コンクリート打放し可とう形改修塗材E
（既存のまま）

天井:化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5 既存のまま煙突差込口蓋：既存のまま

既存黒板面の上黒板増張り(既存のまま)

掲示板：既存のまま

(6,410x1,000)

掲示板：既存のまま
(1,585x1,200)

掲示板：既存のまま
(1,250x1,200)

煙突掃除口蓋：既存のまま

ラワンH=100ＳＯＰ(既存のまま)

壁：ラワンベニヤt=5.5目透し貼 EP-G塗(既存のまま)

Ａ面展開図

Ｂ面展開図

Ｃ面展開図

Ｄ面展開図

（CH=3,000）

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま

Ｉ

Ｈ

Ｊ

2
,
3
0
0

7
,
5
0
0

７ ８ ９

７ ８ ９

７８９

水飲み場

天井点検口(450角)：既存のまま

天井：化粧石膏ボードt=9.5（既存のまま）
（CH=2,600）

廊　下

天井点検口(450角)：既存のまま

天井：化粧石膏ボードt=9.0（既存のまま）

(600x2300) 

天井

壁

化粧石膏ボードt=9.5

RC:コンクリート打放し 可とう形改修塗材Ｅ

巾木

床

備考

腰壁

ラワン H=100 ＳＯＰ

木製生徒用ロッカー(6,250×450×1,200)

アルミ枠正面黒板(3,600×1,200)

アルミ枠掲示板(6,410×1,000)

木製掃除用具入れ(600×450×1,900)

アルミ枠掲示板(1,585×1,200)

アルミ枠掲示板(1,250×1,200)

アルミ枠掲示板(6,870×1,800)

ブナフローリングブロックt=15 UC塗装

ビニル床シート貼t=2.0

石膏ボードt=9.5(RC直貼)の上EP-G塗

ラワンベニヤt=5.5目透し貼EP-G塗

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のままアルミ枠掲示板(600×2,300)

（既存のまま）

木製生徒用
ロッカー

（既存のまま）

型 型

扇風機 既存のまま

ｱﾙﾐｻｯｼ：ガラス撤去・新設 ｱﾙﾐｻｯｼ：ガラス撤去・新設

扇風機 既存のまま

研修室

天井伏図 (既存 ) 1/50

展開図 (既存 ) 1/50

Ｂ棟３階研修室
天井伏図・展開図（既存）

：撤去範囲

Ｒ８.１

２７

研修室　仕上表　（既存）

4,250 4,250

8,500

1,445

4
,
8
2
5

：天井撤去範囲

LGS下地：既存のまま

既存のまま
(一部撤去)
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相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号

Ａ

市立弥栄小学校普通教室等整備修繕

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介

１：５０

天井伏図 (既存 ) 1/50

天井伏図・展開図（既存）

展開図 (既存 ) 1/50

Ｂ棟３階ＰＣ教室

天井

壁

板張り

RC:コンクリート打放しＥＰＳ吹付

巾木

床

備考

ラワン H=100 ＯＰ

腰壁

ＯＡフロアー下地の上フローリング板張り

ブラインド

石膏ボードt=9.5(RC直貼)の上EP-G塗

ＰＣ教室
（CH=2,920）

廊　下

天井：化粧石膏ボードt=9.5（既存のまま）
（CH=2,600）

天井点検口(450角)：既存のまま
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掲示板
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CH
=3

,
00

0

7,500

73
0

1,
2
00

10
0

9
00

2
,5

4
5

Ｉ Ｈ

Ｂ面展開図

Ｄ面展開図

Ａ面展開図

Ｃ面展開図

ｱﾙﾐﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ(撤去) ｱﾙﾐﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ(撤去) ｱﾙﾐﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ(撤去) ｱﾙﾐﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ(撤去)

天井：石膏ボードt=9.5下地の上、岩綿吸音板t=9.0（下地共撤去）

(既存のまま)
柱型:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しＥＰＳ吹付 柱型:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しＥＰＳ吹付

(既存のまま)
柱型:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しＥＰＳ吹付

(既存のまま)

柱型:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しＥＰＳ吹付
(既存のまま)

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ：撤去

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ：既存のまま

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ：撤去

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ：既存のまま

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ：撤去

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ：既存のまま

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ：撤去

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ：既存のまま

(既存のまま)
柱型:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しＥＰＳ吹付 柱型:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しＥＰＳ吹付

(既存のまま)
柱型:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しＥＰＳ吹付

(既存のまま)

壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し可とう形改修塗材E
(既存のまま)

壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し可とう形改修塗材E
(既存のまま)

(3,600x1,200) (1,540x1,200)
ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ：撤去 掲示板：撤去

天井：石膏ボードt=9.5下地の上、化粧吸音ボードt=9.0（下地共撤去）

5
3
0

天井点検口(450角)：既存のまま

天井点検口(450角)：撤去

石膏ボードt=9.5の上化粧吸音ボードt=9
撤去

(軽天下地共)
(一部既存のまま)

既存のまま

撤去

撤去

撤去
（下地共）

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ：撤去

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ：既存のまま

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ：撤去

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ：既存のまま

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ：撤去

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ：既存のまま

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ：撤去

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ：既存のまま

天吊エアコン
（既存のまま） （既存のまま）

天吊エアコン
（既存のまま）
天吊エアコン

（既存のまま）
天吊エアコン

化粧吸音ボードt=9.0（下地共撤去）
天井：石膏ボードt=9.5下地の上、

天井：既存のまま

5
5
0

1
,
2
0
0

ＰＣ教室　仕上表　(既存)

分電盤(移設)

ソフト巾木 H=100 撤去

ソフト巾木H=100(撤去)

ラワンH=100ＯＰ(撤去) ラワンH=100ＯＰ(撤去) ラワンH=100ＯＰ(撤去) ラワンH=100ＯＰ(撤去)

ラワンH=100ＯＰ(撤去) ラワンH=100ＯＰ(撤去)

ラワンH=100ＯＰ(撤去) ラワンH=100ＯＰ(撤去) ラワンH=100ＯＰ(撤去)

ラワンH=100ＯＰ(撤去) ラワンH=100ＯＰ(撤去) ソフト巾木H=100(撤去)

型 型 型 型

ｱﾙﾐｻｯｼ：ガラス撤去 ｱﾙﾐｻｯｼ：ガラス撤去 ｱﾙﾐｻｯｼ：ガラス撤去 ｱﾙﾐｻｯｼ：ガラス撤去

ホワイトボード(3,600×1,200) 撤去

掲示板(1,540×1,200) 撤去

LGS下地：既存のまま

：天井撤去範囲

撤去
(木下地共)

撤去

ー ー

：撤去範囲

壁：石膏ボードt=9.5(RC直貼)の上EP-G塗(撤去) 壁：石膏ボードt=9.5(RC直貼)の上EP-G塗(撤去)

(電気工事)

木製掃除用具入れ(600×450×1,900) 撤去

600

1,
90

0

木製掃除具入
（撤去）

Ｒ８.１

２８

（CH=2,920） （CH=2,920）

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ：撤去 ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ：撤去
天井：石膏ボードt=9.5下地の上、岩綿吸音板t=9.0（既存のまま） 天井：石膏ボードt=9.5下地の上、岩綿吸音板t=9.0（既存のまま）

天井：石膏ボードt=9.5下地の上、岩綿吸音板t=9.0（下地共撤去）

壁:板張り(撤去)(木下地共)

壁:板張り(撤去)(木下地共)
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FL-20
FL-20

床：ビニル床シート(ﾉｰﾜｯｸｽﾀｲﾌﾟ)t=2.0(既存のまま)

ｱﾙﾐﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ(既存のまま) ｱﾙﾐﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ(既存のまま) ｱﾙﾐﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ(既存のまま) ｱﾙﾐﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ(既存のまま) 段差解消材：80×30ﾀﾓ集成材加工 UC塗装 新設 段差解消材：80×30ﾀﾓ集成材加工 UC塗装 新設

床：ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ貼(ﾉｰﾜｯｸｽﾀｲﾌﾟ)t=2.0
ｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ（新設） ｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ（新設） ｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ（新設） ｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ（新設）

(既存のまま)
木製掃除具入アルミ枠掲示板（新設） 床：ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ貼(ﾉｰﾜｯｸｽﾀｲﾌﾟ)t=2.0 アルミ枠掲示板（新設） アルミ枠掲示板（新設）

掃除用具入れ（新設） 掃除用具入れ（新設）(既存のまま)(600ｘ2,300) (既存のまま) (600ｘ1,800) (600ｘ1,800)木製掃除具入
(既存のまま)

アルミ枠掲示板：既存のまま アルミ枠掲示板：既存のまま

防火上主要な間仕切（新設）(梁下迄)

4周耐火シール(両面)+4周ロックフェルト(両面)上部吊りｶｰﾃﾝﾚｰﾙ:既存のまま

LGS W=100+両面強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=21(2重張）素地
アルミ枠正面黒板(3,600ｘ1,200) アルミ枠正面黒板(3,600ｘ1,200) アルミ枠半曲面黒板（新設） アルミ枠半曲面黒板（新設）
既存黒板面の上黒板増張り(既存のまま) 既存黒板面の上黒板増張り(既存のまま) (3,600ｘ1,200) (3,600ｘ1,200)

木製児童用 木製児童用
ロッカー ロッカー 児童用ロッカー（新設） 児童用ロッカー（新設）
(既存のまま) (既存のまま)

FL±0 FL±0 FL±0 FL±0

床：ブナフローリングブロックt=15ＵＣ塗装(新設) 床：ブナフローリングブロックt=15ＵＣ塗装(新設)
アルミ枠掲示板床：ﾌﾞﾅﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸt=15ＵＣ塗装 床：ﾌﾞﾅﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸt=15ＵＣ塗装
(既存のまま) アルミ枠掲示板（新設） アルミ枠掲示板（新設）既存のまま 既存のまま
(6,870ｘ1,800) (6,850ｘ1,620) (6,850ｘ1,730)

アルミ枠掲示板：既存のまま アルミ枠掲示板：既存のまま
アルミ枠掲示板（新設） アルミ枠掲示板（新設）
(6,245ｘ2,100) (6,245ｘ2,100)

アルミ枠掲示板（新設） アルミ枠掲示板（新設）
(600ｘ1,800) (600ｘ1,800)

上部ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま 上部ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま 上部ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま 上部ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：新設 ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：新設 ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：新設 ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：新設

ｱﾙﾐｻｯｼ：強化透明ガラスt=4(新設) ｱﾙﾐｻｯｼ：強化透明ガラスt=4(新設) ｱﾙﾐｻｯｼ：強化透明ガラスt=4(新設) ｱﾙﾐｻｯｼ：強化透明ガラスt=4(新設) ｱﾙﾐｻｯｼ：強化透明ガラスt=4(新設) ｱﾙﾐｻｯｼ：強化透明ガラスt=4(新設)
ｱﾙﾐｻｯｼ：強化透明ガラスt=4(新設) ｱﾙﾐｻｯｼ：強化透明ガラスt=4(新設)

：一部ビニル床シート(ﾉｰﾜｯｸｽﾀｲﾌﾟ)t=2.0(W300程度)(新設)

：ブナフローリングブロックt=15(塗装品)(新設)

Ａ

Ｄ Ｂ展開方向

Ｃ

５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13

P.S 教材室 便　所 階　段
E.P.S

Ｊ

廊　下

床：ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ貼(ﾉｰﾜｯｸｽﾀｲﾌﾟ)t=2.0（既存のまま）

Ｉ

Ｈ

普通教室（６）　仕上表　(改修) 普通教室（７）　仕上表　(改修) 普通教室(8)(9)　仕上表　(改修)

新設既存のまま
天井 化粧石膏ボードt=9.5 既存のまま 天井 化粧石膏ボードt=9.5 天井 化粧石膏ボードt=9.5

(軽天下地共)(一部新設)

壁 RC:コンクリート打放し 可とう形改修塗材Ｅ 既存のまま 壁 RC:コンクリート打放し 可とう形改修塗材Ｅ 既存のまま 壁 RC:下地調整(C-1)の上、EP-G塗装 塗替

LGS100+強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚21×2枚両面　素地
石膏ボードt=9.5(RC直貼)の上EP-G塗 既存のまま 石膏ボードt=9.5(RC直貼)の上EP-G塗 既存のまま 新設

4周耐火ｼｰﾙ(両面)+4周ﾛｯｸﾌｪﾙﾄ(両面)

胴縁:45×24@450(ﾀﾃ･ﾖｺ共)津久井産材t=12張り
腰壁 ラワンベニヤt=5.5目透し貼EP-G塗 既存のまま 腰壁 ラワンベニヤt=5.5目透し貼EP-G塗 既存のまま 腰壁 新設

本実突付け UC塗装

ラワン H=100 ＳＯＰ ラワン H=100 ＳＯＰ 米栂 H=100 EP-G巾木 既存のまま 巾木 既存のまま 巾木 新設

床 ブナフローリングブロックt=15 UC塗装 既存のまま 床 ブナフローリングブロックt=15 UC塗装 既存のまま 津久井産材 ＵＣ塗装 新設

ビニル床シート貼t=2.0 既存のまま ビニル床シート貼t=2.0 既存のまま 床 ブナフローリングブロックt=15(塗装品) 新設

備考 木製児童用ロッカー(6,250×450×1,200) 既存のまま 備考 木製児童用ロッカー(6,250×450×1,200) 既存のまま

木製掃除用具入れ(600×450×1,900) 既存のまま 木製掃除用具入れ(600×450×1,900) 既存のまま 備考 児童用ロッカー(6,250×500×1,270) 新設

アルミ枠正面黒板(3,600×1,200) 既存のまま アルミ枠正面黒板(3,600×1,200) 既存のまま 掃除用具入れ(600×500×2,000) 新設

アルミ枠掲示板(6,410×1,000) 既存のまま アルミ枠掲示板(6,410×1,000) 既存のまま アルミ枠正面黒板(3,600×1,200) 新設

アルミ枠掲示板(1,585×1,200) 既存のまま アルミ枠掲示板(1,585×1,200) 既存のまま アルミ枠掲示板(6,245×2,100) 新設

アルミ枠掲示板(1,250×1,200) 既存のまま アルミ枠掲示板(1,710×1,200) 既存のまま アルミ枠掲示板(6,850×1,730) 新設

アルミ枠掲示板(6,870×1,800) 既存のまま アルミ枠掲示板(6,870×1,800) 既存のまま アルミ枠掲示板(600×1,800)×２ヶ所 新設

アルミ枠掲示板(600×2,300) 既存のまま アルミ枠掲示板(600×2,300) 既存のまま

水飲場
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廊　下

普通教室（８） 普通教室（９）普通教室（６） 普通教室（７）

平面詳細図 (改修 ) 1/50

ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

総括副主幹課　長 担　当総括主幹 総括副主幹 検　算設計資格者氏名工事名称 縮尺 図面名称 図面番号

１：５０
Ｂ棟３階普通教室(6)(7)(8)(9) ２９市立弥栄小学校普通教室等整備修繕

設計年月日 平面詳細図（改修）
Ａ

Ｒ８.１

一級建築士　大臣登録　第288653号

学校施設課　大橋　乃介
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扇風機(既存のまま)PS

天井:化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5 既存のまま

壁：石膏ボードt-9.5(RC直貼り)の上壁：石膏ボードt-9.5(RC直貼り)の上
EP-G塗(既存のまま) EP-G塗(既存のまま)

ｱﾙﾐﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ(既存のまま) ｱﾙﾐﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ(既存のまま)

掲示板：既存のまま
(600×2300) 黒板

掲示板

掲示板

ラワンH=100ＳＯＰ(既存のまま) 柱・壁：コンクリート打放し可とう形改修塗材E天井点検口(450角)：既存のまま
（既存のまま）

Ａ面展開図

柱・壁：コンクリート打放し可とう形改修塗材E
（既存のまま）

天井:化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5 既存のまま

（CH=3,000）

天井：化粧石膏ボードt=9.0（既存のまま）

掲示板：既存のまま
木製掃除具入

(6,870x1,800)（既存のまま）

木製児童用
ロッカー

（既存のまま）

ラワンH=100ＳＯＰ(既存のまま) ラワンH=100ＳＯＰ(既存のまま)

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま

Ｂ面展開図

扇風機 取外しｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ：既存のまま

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま
ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま

ｱﾙﾐｻｯｼ：強化透明ガラスt=4(新設) ｱﾙﾐｻｯｼ：強化透明ガラスt=4(新設)

柱・壁：コンクリート打放し可とう形改修塗材E
（既存のまま）

型 型

ラワンH=100ＳＯＰ(既存のまま)

Ｃ面展開図

柱・壁：コンクリート打放し可とう形改修塗材E
（既存のまま）

天井:化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5 既存のまま煙突差込口蓋：既存のまま

掲示板：既存のまま

(6,410x1,000)

アルミ枠正面黒板(3,600ｘ1,200)掲示板：既存のまま 掲示板：既存のまま
既存黒板面の上黒板増張り(既存のまま)(1,250x1,200) (1,585x1,200)

壁：ラワンベニヤt=5.5目透し貼 EP-G塗(既存のまま)煙突掃除口蓋：既存のまま

ラワンH=100ＳＯＰ(既存のまま)

Ｄ面展開図

：新設範囲

普通教室（６）　仕上表　（改修）

天井 化粧石膏ボードt=9.5 既存のまま

壁 RC:コンクリート打放し 可とう形改修塗材Ｅ 既存のまま

石膏ボードt=9.5(RC直貼)の上EP-G塗 既存のまま

腰壁 ラワンベニヤt=5.5目透し貼EP-G塗 既存のまま

ラワン H=100 ＳＯＰ巾木 既存のまま

床 ブナフローリングブロックt=15 UC塗装 既存のまま

ビニル床シート貼t=2.0 既存のまま

備考 木製児童用ロッカー(6,250×450×1,200) 既存のまま

木製掃除用具入れ(600×450×1,900) 既存のまま

アルミ枠正面黒板(3,600×1,200) 既存のまま

アルミ枠掲示板(6,410×1,000) 既存のまま

アルミ枠掲示板(1,585×1,200) 既存のまま

アルミ枠掲示板(1,250×1,200) 既存のまま

アルミ枠掲示板(6,870×1,800) 既存のまま

アルミ枠掲示板(600×2,300) 既存のまま
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ｱﾙﾐ製天井V吊ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS(既存のまま)

ｱﾙﾐ製天井V吊ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS(既存のまま)

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS、L=750(既存のまま)

ｱﾙﾐ製天井V吊ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS(既存のまま)

普通教室（６）

天井伏図 (改修 ) 1/50

展開図 (改修 ) 1/50

天井点検口(450角)：既存のまま

（CH=2,600）
天井：化粧石膏ボードt=9.5（既存のまま）

水飲み場

廊　下

ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

総括副主幹課　長 担　当総括主幹 総括副主幹 検　算設計資格者氏名工事名称 縮尺 図面名称 図面番号

１：５０
Ｂ棟３階普通教室（６） ３０市立弥栄小学校普通教室等整備修繕

設計年月日 天井伏図・展開図（改修）
Ａ

Ｒ８.１

一級建築士　大臣登録　第288653号

学校施設課　大橋　乃介



60
0

C
H=

3
,0

0
0

5
0
49

5

73
0

1,
2
00

10
0

9
00

7,500

4,250 4,250

CH
=3

,
00

0

7,500

10
0

90
0

30
1,

90
0

1,
90

0

600

1,
20

0



 
※

1Ｆ
は

1,
10

0

50
49

5

4,250 4,250

2
,
3
0
0

7
,
5
0
0

4,250 4,250

8,500

1,445

4
,
8
2
5

扇風機 既存のまま

天井:化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5 既存のまま

壁：石膏ボードt-9.5(RC直貼り)の上壁：石膏ボードt-9.5(RC直貼り)の上
EP-G塗(既存のまま) EP-G塗(既存のまま)

ｱﾙﾐﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ(既存のまま) ｱﾙﾐﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ(既存のまま)

天井点検口(450角)：既存のまま

（CH=2,600）
天井：化粧石膏ボードt=9.5（既存のまま）

掲示板：既存のまま
(600x2300) 黒板天井点検口(450角)：新設

掲示板

掲示板

ラワンH=100ＳＯＰ(既存のまま) 柱・壁：コンクリート打放し可とう形改修塗材E天井点検口(450角)：既存のまま
（既存のまま）

Ａ面展開図

柱・壁：コンクリート打放し可とう形改修塗材E
（既存のまま）

天井:化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5 既存のまま

（CH=3,000）

天井：化粧石膏ボードt=9.0（既存のまま）

掲示板：既存のまま
木製掃除具入

(6,870x1,800)
（既存のまま）

木製児童用
ロッカー

（既存のまま）

ラワンH=100ＳＯＰ(既存のまま) ラワンH=100ＳＯＰ(既存のまま)

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま

Ｂ面展開図

扇風機 既存のまま

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま
ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ新設

ｱﾙﾐｻｯｼ：強化透明ガラスt=4(新設) ｱﾙﾐｻｯｼ：強化透明ガラスt=4(新設)

柱・壁：コンクリート打放し可とう形改修塗材E
（既存のまま）

型 型

ラワンH=100ＳＯＰ(既存のまま)

Ｃ面展開図

柱・壁：コンクリート打放し可とう形改修塗材E
（既存のまま）

天井:化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5 既存のまま煙突差込口蓋：既存のまま

掲示板：既存のまま

(6,410x1,000)

アルミ枠正面黒板(3,600ｘ1,200)掲示板：既存のまま 掲示板：既存のまま
既存黒板面の上黒板増張り(既存のまま)(1,250x1,200) (1,585x1,200)

壁：ラワンベニヤt=5.5目透し貼 EP-G塗(既存のまま)煙突掃除口蓋：既存のまま

ラワンH=100ＳＯＰ(既存のまま)

Ｄ面展開図

：新設範囲

：アルミパネル新設

普通教室（７）　仕上表　（改修）

既存のまま
天井 化粧石膏ボードt=9.5

(一部新設)

壁 RC:コンクリート打放し 可とう形改修塗材Ｅ 既存のまま

石膏ボードt=9.5(RC直貼)の上EP-G塗 既存のまま

腰壁 ラワンベニヤt=5.5目透し貼EP-G塗 既存のまま

ラワン H=100 ＳＯＰ巾木 既存のまま

床 ブナフローリングブロックt=15 UC塗装 既存のまま

ビニル床シート貼t=2.0 既存のまま

備考 木製児童用ロッカー(6,250×450×1,200) 既存のまま

木製掃除用具入れ(600×450×1,900) 既存のまま

アルミ枠正面黒板(3,600×1,200) 既存のまま

アルミ枠掲示板(6,410×1,000) 既存のまま

アルミ枠掲示板(1,585×1,200) 既存のまま

アルミ枠掲示板(1,250×1,200) 既存のまま

アルミ枠掲示板(6,870×1,800) 既存のまま

アルミ枠掲示板(600×2,300) 既存のまま
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ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS、L=800(新設)
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水飲み場

廊　下

普通教室（７）

LGS下地：既存のまま

：天井新設範囲天井伏図 (改修 ) 1/50

展開図 (改修 ) 1/50

ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

総括副主幹課　長 担　当総括主幹 総括副主幹 検　算設計資格者氏名工事名称 縮尺 図面名称 図面番号

１：５０
Ｂ棟３階普通教室（７） ３１市立弥栄小学校普通教室等整備修繕

設計年月日 天井伏図・展開図（改修）
Ａ

Ｒ８.１

一級建築士　大臣登録　第288653号

学校施設課　大橋　乃介
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天井点検口(450角)：既存のまま天井点検口(450角)：既存のまま

天井:化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5(軽天下地共新設) 天井:化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5(軽天下地共新設)

下地調整(C-1)の上、EP-G塗装 下地調整(C-1)の上、EP-G塗装 下地調整(C-1)の上、EP-G塗装 下地調整(C-1)の上、EP-G塗装
（CH=2,600） ALGS下地：既存のまま

天井：化粧石膏ボードt=9.5（既存のまま）

左官補修+下地調整(C-1)の上、EP-G塗装 左官補修+下地調整(C-1)の上、EP-G塗装 左官補修+下地調整(C-1)の上、EP-G塗装 左官補修+下地調整(C-1)の上、EP-G塗装

A'

天井点検口(450角)：新設天井点検口(450角)：新設天井点検口(450角)：新設 天井点検口(450角)：新設

(600×1,800) (600×1,800)
(新設) (新設)

ｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ(新設) ｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ(新設) ｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ(新設) ｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ(新設)

米栂H=100EP-G(新設) 米栂H=100EP-G(新設) 米栂H=100EP-G(新設) 米栂H=100EP-G(新設)

Ａ面展開図

下地調整(C-1)の上、EP-G塗装 下地調整(C-1)の上、EP-G塗装 下地調整(C-1)の上、EP-G塗装 下地調整(C-1)の上、EP-G塗装
（CH=3,000） （CH=3,000）

天井：石膏ボードt=9.5下地の上、化粧吸音ボードt=9.0 天井：石膏ボードt=9.5下地の上、化粧吸音ボードt=9.0
（下地共既存のまま） （下地共既存のまま）天井：化粧石膏ボードt=9.5（下地共新設） 天井：化粧石膏ボードt=9.5（下地共新設） 天井:化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5(軽天下地共新設) 天井:化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5(軽天下地共新設)

アルミ枠掲示板(6,850×1,730)(新設) アルミ枠掲示板(6,850×1,730)(新設)

掃除具入(600×500×2,000)(新設) 掃除具入(600×500×2,000)(新設)

天井：化粧石膏ボードt=9.5（下地共新設）
児童用ロッカー(6,250×500×1,270)(新設) 児童用ロッカー(6,250×500×1,270)(新設)

天井：石膏ボードt=9.5下地の上、化粧吸音ボードt=9.0
（下地共既存のまま）

天吊エアコン 天吊エアコン 天吊エアコン 天吊エアコン
（CH=3,000） （CH=3,000）（既存のまま） （既存のまま） （既存のまま） （既存のまま）

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：新設 ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：新設 ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：新設 ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：新設

米栂H=100EP-G(新設) 米栂H=100EP-G(新設)米栂H=100EP-G(新設) 米栂H=100EP-G(新設)

Ｂ面展開図 Ｂ面展開図

天井：石膏ボードt=9.5下地の上、化粧吸音ボードt=9.0
天井:化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5(軽天下地共新設)（下地共既存のまま）

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま
ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：新設 ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：新設 ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：新設 ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：新設

下地調整(C-1)の上、EP-G塗装 下地調整(C-1)の上、EP-G塗装

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ新設 ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ新設

下地調整(C-1)の上、EP-G塗装 下地調整(C-1)の上、EP-G塗装

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS、L=750(新設) ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS、L=750(新設)

ｱﾙﾐｻｯｼ：強化透明ガラスt=4(新設) ｱﾙﾐｻｯｼ：強化透明ガラスt=4(新設) ｱﾙﾐｻｯｼ：強化透明ガラスt=4(新設) ｱﾙﾐｻｯｼ：強化透明ガラスt=4(新設)

：天井新設範囲
(600×1,800) (600×1,800)

(新設) (新設)

下地調整(C-1)の上、EP-G塗装 下地調整(C-1)の上、EP-G塗装 下地調整(C-1)の上、EP-G塗装 下地調整(C-1)の上、EP-G塗装

型 型 型 型

米栂H=100EP-G(新設) 米栂H=100EP-G(新設) 米栂H=100EP-G(新設) 米栂H=100EP-G(新設)

Ｃ面展開図

天井：石膏ボードt=9.5下地の上、化粧吸音ボードt=9.0 天井：石膏ボードt=9.5下地の上、化粧吸音ボードt=9.0
（下地共既存のまま） （下地共既存のまま）天井:化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5(軽天下地共新設) 天井:化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5(軽天下地共新設)

下地調整(C-1)の上、EP-G塗装 下地調整(C-1)の上、EP-G塗装

アルミ枠掲示板(6,245×2,100)(新設) アルミ枠掲示板(6,245×2,100)(新設)

アルミ枠半曲面黒板(3,600×1,200)(新設) アルミ枠半曲面黒板(3,600×1,200)(新設)

見切：津久産材(杉)20×15 ＵＣ塗装(新設) 見切：津久産材(杉)20×15 ＵＣ塗装(新設)

胴縁:45×24@450(ﾀﾃ･ﾖｺ共)津久井産材(杉)t=12張り 胴縁:45×24@450(ﾀﾃ･ﾖｺ共)津久井産材(杉)t=12張り
本実突付け UC塗装(新設) 本実突付け UC塗装(新設)

巾木：津久井産材 ＵＣ塗装(新設) 巾木：津久井産材 ＵＣ塗装(新設)

米栂 H=100 EP-G(新設) 米栂 H=100 EP-G(新設) 米栂 H=100 EP-G(新設) 米栂 H=100 EP-G(新設)

Ｄ面展開図 Ｄ面展開図

：新設範囲

：アルミパネル新設

透明 透明 透明 透明透明 透明透明 透明透明 透明透明 透明

F F F F

型 型型 型透明 透明透明 透明
行事用黒板 アルミ枠掲示板 掲示板 行事用黒板 アルミ枠掲示板 掲示板

(ﾍﾞﾙﾄｰﾝ貼) (ﾍﾞﾙﾄｰﾝ貼)

アルミ枠掲示板 アルミ枠掲示板
普通教室(8)(9)　仕上表　(改修)

新設
天井 化粧石膏ボードt=9.5

(軽天下地共)

壁 RC:下地調整(C-1)の上、EP-G塗装 塗替

LGS100+強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚21×2枚両面　素地
新設

4周耐火ｼｰﾙ(両面)+4周ﾛｯｸﾌｪﾙﾄ(両面)

胴縁:45×24@450(ﾀﾃ･ﾖｺ共)津久井産材t=12張り
腰壁 新設

本実突付け UC塗装

米栂 H=100 EP-G巾木 新設

津久井産材 ＵＣ塗装 新設

床 ブナフローリングブロックt=15ＵＣ塗装 新設

備考 児童用ロッカー(6,250×500×1,270) 新設

掃除用具入れ(600×500×2,000) 新設

アルミ枠正面黒板(3,600×1,200) 新設

アルミ枠掲示板(6,245×2,100) 新設

アルミ枠掲示板(6,850×1,730) 新設

アルミ枠掲示板(600×1,800)×２ヶ所 新設

９ 10 11 12 13

Ｊ

９ 10 11 12 13

Ｉ

Ｉ Ｈ Ｉ Ｈ

C
H=

C
H=

Ｈ

13 12 11 10 ９

Ｈ Ｉ Ｈ Ｉ

6,245 6,245

2
6
0

廊　下

1
,
9
6
0

8
0

普通教室（８） 普通教室（９）

普通教室（８） 普通教室（９）

普通教室（８） 普通教室（９）

225

天井伏図 (改修 ) 1/50 普通教室（９） 普通教室（８）

普通教室（８） 普通教室（９）

展開図 (改修 ) 1/50

ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

総括副主幹課　長 担　当総括主幹 総括副主幹 検　算設計資格者氏名工事名称 縮尺 図面名称 図面番号

１：５０
Ｂ棟３階普通教室(8)(9) ３２市立弥栄小学校普通教室等整備修繕

設計年月日 天井伏図・展開図（改修）
Ａ

Ｒ８.１

一級建築士　大臣登録　第288653号

学校施設課　大橋　乃介

(新設)
(新設)

(新設)
(新設)



ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号

Ａ

市立弥栄小学校普通教室等整備修繕

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介 平面詳細図（既存）

１：５０

12,750

95
5

6
,1

6
5

38
0

3
,6

00
1,

63
5

1,
63

5

4,250 4,250 4,250

10 11 12 13

490 1,600 70 1,600 490 490 1,600 70 1,600 490 490 1,600 70 1,600 490

アルミサッシ：既存のままアルミサッシ：既存のままアルミサッシ：既存のまま

ｱﾙﾐ枠ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ(撤去)
ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ上部ﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙ(撤去)

床：ﾌﾞﾅﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸt=15 UC塗

FL±0

既存のまま

多目的室

段差解消部：ﾀﾓ集成材、UC塗装(既存のまま)段差解消部：ﾀﾓ集成材、UC塗装(撤去)

490490490490 701,400 1,800490 70 4901,800 1,400 1,600 70 1,600

アルミパーテーション(撤去) アルミパーテーション(撤去) アルミパーテーション(既存のまま)

木製掃除用具入れ(既存のまま)

ｱﾙﾐ枠掲示板(既存のまま)

灰取出口：既存のまま

煙突差込口：既存のまま

ｱﾙﾐ枠掲示板(撤去)

ｱﾙﾐ枠掲示板(撤去)

ｱﾙﾐ枠掲示板(既存のまま)

ｱﾙﾐ枠掲示板(既存のまま)

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のままｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま

3
0
0

ｱﾙﾐ枠掲示板(既存のまま)

上部ｱﾙﾐ枠掲示板(既存のまま)

腰壁：胴縁(米栂)24×45 ﾀﾃﾖｺ＠450、津久井産杉板t=12本実突付け張りの上UC塗装(既存のまま)

ｱﾙﾐ枠掲示板(既存のまま)

3
50

1,
83

5
11

5

段差解消部：ﾀﾓ集成材、UC塗装(撤去)アルミパーテーション(撤去)

7
,5

00

A

B

C

2
,3

00

天井

壁

撤去
化粧石膏ボードt=9.5

多目的室　仕上表　(既存)

巾木

腰壁

床

備考

ﾌﾞﾅﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸt=15 UC塗り

既存のままコンクリート打放しＥＰ－Ｇ

胴縁24×45 ﾀﾃﾖｺ@450、津久井産杉板t=12 本実突付張りUC塗 既存のまま

ソフト巾木 H=100

津久井産杉 H=100 ＵＣ 既存のまま

コンクリート打放し＋モルタル塗りt=20の上ＥＰ－Ｇ 既存のまま

既存のまま
(一部撤去)

アルミ枠掲示板(630×1800)

アルミ枠掲示板(6870×2200) 既存のまま

アルミ枠ホワイトボード

ホワイトボード上部ピクチャーレール

撤去

撤去

アルミ枠掲示板(6195×1744) 既存のまま

木製掃除用具入れ 既存のまま

平面詳細図 (既存 ) 1/50

：一部ブナフローリングブロックt=15ＵＣ(W300程度)(撤去)

：一部ビニル床シートマーブルt=2.0(W300程度)(撤去)

音楽室

廊下
FL-20

7
30

1
00

9
00

B C

2,300

1,
20

0

ｱﾙﾐﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ(撤去)

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま
ｶｰﾃﾝﾚｰﾙﾀﾞﾌﾞﾙ(既存のまま)

垂壁：ｼﾅ有孔合板t=5.5目透張EP-G塗装(胴縁下地共撤去)

柱型、壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しEP-G(既存のまま)

巾木：ﾗﾜﾝH=100 SOP(既存のまま)

：撤去範囲

音楽室展開図 (既存 ) 1/50

(仕上げ材のみ)

既存のまま
（一部撤去）

既存のまま
（一部撤去）

184

Ａ棟３階多目的室

Ｒ８.１

３３

既存のまま
（一部撤去）

LGS軽鉄下地



ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号

Ａ

市立弥栄小学校普通教室等整備修繕

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介

１：５０

天井伏図・展開図（既存）

天井伏図 (既存 ) 1/50

展開図 (既存 ) 1/50

Ａ棟３階多目的室

天井

壁

撤去
化粧石膏ボードt=9.5

多目的室　仕上表　(既存)

巾木

腰壁

床

備考

ﾌﾞﾅﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸt=15 UC塗り

既存のままコンクリート打放しＥＰ－Ｇ

胴縁24×45 ﾀﾃﾖｺ@450、津久井産杉板t=12 本実突付張りUC塗 既存のまま

ソフト巾木 H=100

津久井産杉 H=100 ＵＣ 既存のまま

（CH=3,000）

多目的室

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま

12,750

4,250 4,250 4,250

10 11 12 13

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま

6
8
0

廊　下
（CH=2,600）

天井：化粧石膏ボードt=9.5（既存のまま）天井点検口(450角)：撤去

天井点検口(450角)：撤去

ｱﾙﾐ枠掲示板 ｱﾙﾐ枠掲示板

10 11 12 13

▼CL

▼FL

(630×1800)(630×1800)

CL
=3

,0
00

4,250 4,250 4,250

ｱﾙﾐ枠掲示板

11 101213

▼CL

(630×1800)

ｱﾙﾐ枠掲示板

(630×1800)

ｱﾙﾐｻｯｼ(既存のまま) ｱﾙﾐｻｯｼ(既存のまま) ｱﾙﾐｻｯｼ(既存のまま)

▼FL

CL
=
3,

00
0

4,250 4,250

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS、L=690(既存のまま)

4,250

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS、L=690(既存のまま)

B A

73
0

2
,0

00
1,

00
0

2,
27

0

7,500

1
,2

56
1
,7

44

（6195×1744）

BA

8
00

1
,2

00
1
,0

0
0

(3600×1200)

(6870×2200)

1635 1635

7,500

コンクリート打放し＋モルタル塗りt=20の上ＥＰ－Ｇ 既存のまま

（既存のまま）
垂壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し+ﾓﾙﾀﾙ塗りt=20の上EP-G

（既存のまま）
垂壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し+ﾓﾙﾀﾙ塗りt=20の上EP-G

（既存のまま）
垂壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し+ﾓﾙﾀﾙ塗りt=20の上EP-G

(既存のまま)

ｱﾙﾐﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ(撤去) ｱﾙﾐﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ(撤去) ｱﾙﾐﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ(既存のまま)

床：ﾌﾞﾅﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸt=15 UC塗装(既存のまま)

(撤去)

ｱﾙﾐ枠掲示板(既存のまま)

木製掃除用具入れ(既存のまま)

柱型：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しEP-G（既存のまま）

壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しEP-G（既存のまま）

床：ﾌﾞﾅﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸt=15 UC塗装(既存のまま)

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま
ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ(ｼﾝｸﾞﾙ)：既存のまま

柱型：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しEP-G（既存のまま）

(既存のまま)
(撤去)

額縁：ﾗﾜﾝ 40×25 EP-G塗(既存のまま)額縁：ﾗﾜﾝ 40×25 EP-G塗(既存のまま)

灰取出し口：既存のまま

煙突差込口：既存のまま

壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しEP-G（既存のまま）

床：ﾌﾞﾅﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸt=15 UC塗装(既存のまま)

C
L=

3,
0
00

▼FL

▼CL

▼CL

▼FL

CL
=
3,

00
0

ｱﾙﾐ枠ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ(撤去)

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ上部ﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙ(撤去)

柱型：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しEP-G（既存のまま）

見切り縁：津久井産杉t15×H20、UC塗装(既存のまま)

腰壁：胴縁(米栂)24×45 ﾀﾃﾖｺ＠450、津久井産杉板t=12本実突付け張りの上UC塗装(既存のまま)

巾木：津久井産杉t15×H100、UC塗装(既存のまま)

床：ﾌﾞﾅﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸt=15 UC塗装(既存のまま) 段差解消部：ﾀﾓ集成材(撤去)

7
,5

0
0

A

B

2
,3

0
0

ｱﾙﾐ枠掲示板(既存のまま)

既存のまま
(一部撤去)

アルミ枠掲示板(630×1800)

アルミ枠掲示板(6870×2200) 既存のまま

アルミ枠ホワイトボード

ホワイトボード上部ピクチャーレール

撤去

撤去

アルミ枠掲示板(6195×1744) 既存のまま

木製掃除用具入れ 既存のまま

天井：化粧石膏ボードt=9.5（仕上材のみ撤去）

：天井撤去範囲

LGS下地：既存のまま

（LGS下地：既存のまま）

(仕上材のみ)

既存のまま
(一部撤去)

既存のまま
(一部撤去)

：撤去範囲

段差解消部：ﾀﾓ集成材(既存のまま)

Ｒ８.１

A面展開図

B面展開図

C面展開図

D面展開図

３４

LGS軽鉄下地
既存のまま

（一部撤去）

：LGS軽鉄下地撤去範囲

天井：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5(仕上材のみ撤去)

天井：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5(仕上材のみ撤去)

天井：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5(仕上材のみ撤去)

天井：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5(仕上材のみ撤去)

柱型：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しEP-G（既存のまま）

巾木：ｿﾌﾄ巾木H=100(既存のまま)

巾木：ｿﾌﾄ巾木H=100(撤去) 巾木：ｿﾌﾄ巾木H=100(撤去)

巾木：ｿﾌﾄ巾木H=100(既存のまま)

巾木：ｿﾌﾄ巾木H=100(既存のまま)

巾木：ｿﾌﾄ巾木H=100(既存のまま)

巾木：ｿﾌﾄ巾木H=100(撤去)

巾木：ｿﾌﾄ巾木H=100(既存のまま)

巾木：ｿﾌﾄ巾木H=100(既存のまま) 巾木：ｿﾌﾄ巾木H=100(撤去)
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FL-20

：新設範囲

FL±0 FL±0

：一部ビニル床シートマーブルt=2.0(W300程度)(新設)

：一部ブナフローリングブロックt=15ＵＣ(W300程度)(新設)

普通教室(10)　仕上表　(改修) ｻﾎﾟｰﾄﾙｰﾑ控室　仕上表　(改修)

新設 新設
天井 化粧石膏ボードt=9.5 天井 化粧石膏ボードt=9.5

(仕上げ材のみ) (仕上げ材のみ)

既存のまま 既存のまま
LGS軽鉄下地 LGS軽鉄下地

（一部新設） （一部新設）

壁 コンクリート打放しＥＰ－Ｇ 既存のまま 壁 コンクリート打放しＥＰ－Ｇ 既存のまま

コンクリート打放し＋モルタル塗りt=20の上ＥＰ－Ｇ 既存のまま コンクリート打放し＋モルタル塗りt=20の上ＥＰ－Ｇ 既存のまま

LGS100+強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚21×2枚両面　素地 LGS100+強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚21×2枚両面　EP-G塗装
新設 新設

4周耐火ｼｰﾙ(両面)+4周ﾛｯｸﾌｪﾙﾄ(両面) 4周耐火ｼｰﾙ(両面)+4周ﾛｯｸﾌｪﾙﾄ(両面)

腰壁 胴縁24×45 ﾀﾃﾖｺ@450、津久井産杉板t=12 本実突付張りUC塗 既存のまま 腰壁 胴縁24×45 ﾀﾃﾖｺ@450、津久井産杉板t=12 本実突付張りUC塗 既存のまま

既存のまま 既存のまま
巾木 ソフト巾木 H=100 巾木 ソフト巾木 H=100

（一部新設） （一部新設）

津久井産杉 H=100 ＵＣ 既存のまま

既存のまま
床 ﾌﾞﾅﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸt=15 UC塗り 床 ﾌﾞﾅﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸt=15 UC塗り 既存のまま

（一部新設）

備考 アルミ枠掲示板(630×1800) 既存のまま 備考 アルミ枠掲示板(6195×1744) 既存のまま

アルミ枠掲示板(6870×2200) 既存のまま 木製掃除用具入れ 既存のまま

アルミ枠正面黒板(3600×1200) 新設

アルミ枠掲示板(6850×1730) 新設

児童用ロッカー(6,250×500×1,270) 新設

掃除用具入れ(600×500×2,000) 新設

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま
ｶｰﾃﾝﾚｰﾙﾀﾞﾌﾞﾙ(既存のまま)

左官補修+下地調整(C-1)の上、EP-G塗装

スチール防音親子扉(新設)
段差解消材：80×30ﾀﾓ集成材加工 UC塗装 新設

段差解消材：80×30ﾀﾓ集成材加工 UC塗装 新設 アルミパーテーション(既存のまま)

スチール防音親子扉
(新設)

柱型、壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しEP-G(既存のまま)

巾木：ﾗﾜﾝH=100 SOP(既存のまま)
段差解消部：ﾀﾓ集成材、UC塗装(既存のまま)ｱﾙﾐ枠掲示板(既存のまま)

ｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ（新設） ｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ（新設） 巾木：米栂H=100 EP-G(新設)ｱﾙﾐ枠掲示板(既存のまま)
掃除用具入れ（新設）

B C

木製掃除用具入れ(既存のまま)
腰壁：胴縁(米栂)24×45 ﾀﾃﾖｺ＠450、津久井産杉板t=12本実突付け張りの上UC塗装(既存のまま)

防火上主要な間仕切（新設）(梁下迄) 防火上主要な間仕切（新設）(梁下迄)
4周耐火シール(両面)+4周ロックフェルト(両面) 4周耐火シール(両面)+4周ロックフェルト(両面)

上部ｱﾙﾐ枠掲示板(既存のまま)
LGS W=100+両面強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=21(2重張）素地 LGS W=100+両面強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=21(2重張）EP-G塗装

ｱﾙﾐ枠半曲面黒板(新設) 児童用ロッカー（新設）
(3,600×1,200)

床：ﾌﾞﾅﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸt=15 UC塗 床：ﾌﾞﾅﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸt=15 UC塗

既存のまま 既存のまま

アルミ枠掲示板（新設）
ｱﾙﾐ枠掲示板(既存のまま)(6,850ｘ1,730)

灰取出口：既存のまま

煙突差込口：既存のまま

ｱﾙﾐ枠掲示板(既存のまま)

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま

ｱﾙﾐ枠掲示板(既存のまま)

アルミサッシ：既存のまま アルミサッシ：既存のまま アルミサッシ：既存のまま
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音楽室展開図 (改修 ) 1/50

普通教室（10） ｻﾎﾟｰﾄﾙｰﾑ控室 音楽室
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平面詳細図 (改修 ) 1/50

ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

総括副主幹課　長 担　当総括主幹 総括副主幹 検　算設計資格者氏名工事名称 縮尺 図面名称 図面番号

１：５０
Ａ棟３階普通教室(10)・ｻﾎﾟｰﾄﾙｰﾑ控室 ３５市立弥栄小学校普通教室等整備修繕

設計年月日 平面詳細図（改修）
Ａ

Ｒ８.１

一級建築士　大臣登録　第288653号

学校施設課　大橋　乃介

3
,
0
0
0

2
,
6
0
0

(グラスウール充填･32kg/ｍ3)
扉周囲壁：LGS100＋強化石膏ボードt=21×2枚両面 EP-G塗装(両面)
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下地調整(C-1)の上、EP-G塗装 下地調整(C-1)の上、EP-G塗装

LGS下地：既存のまま
（CH=2,600）

天井：化粧石膏ボードt=9.5（既存のまま）天井点検口(450角)：新設

ｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ(新設) ｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ(新設)

天井点検口(450角)：新設天井点検口(450角)：新設 天井点検口(450角)：新設

アルミ枠掲示板(6,850×1,730)(新設)
（CH=3,000） （CH=3,000）

天井：化粧石膏ボードt=9.5（仕上材のみ新設） 天井：化粧石膏ボードt=9.5（仕上材のみ新設）
掃除具入(600×500×2,000)(新設)（LGS下地：既存のまま） （LGS下地：既存のまま）

児童用ロッカー(6,250×500×1,270)(新設)

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS：既存のまま

：天井新設範囲

：LGS軽鉄下地新設範囲

アルミ枠半曲面黒板(3,600×1,200)(新設)

：新設範囲

透明 透明透明 透明 透明透明

F F

型 型 透明透明
行事用黒板 掲示板

(ﾍﾞﾙﾄｰﾝ貼)

普通教室(10)　仕上表　(改修) ｻﾎﾟｰﾄﾙｰﾑ控室　仕上表　(改修)

新設 新設
天井 化粧石膏ボードt=9.5 天井 化粧石膏ボードt=9.5

(仕上げ材のみ) (仕上げ材のみ)

既存のまま 既存のまま
LGS軽鉄下地 LGS軽鉄下地

（一部新設） （一部新設）

壁 コンクリート打放しＥＰ－Ｇ 既存のまま 壁 コンクリート打放しＥＰ－Ｇ 既存のまま

コンクリート打放し＋モルタル塗りt=20の上ＥＰ－Ｇ 既存のまま コンクリート打放し＋モルタル塗りt=20の上ＥＰ－Ｇ 既存のまま

LGS100+強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚21×2枚両面　素地 LGS100+強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚21×2枚両面　EP-G塗装
新設 新設

4周耐火ｼｰﾙ(両面)+4周ﾛｯｸﾌｪﾙﾄ(両面) 4周耐火ｼｰﾙ(両面)+4周ﾛｯｸﾌｪﾙﾄ(両面)

腰壁 胴縁24×45 ﾀﾃﾖｺ@450、津久井産杉板t=12 本実突付張りUC塗 既存のまま 腰壁 胴縁24×45 ﾀﾃﾖｺ@450、津久井産杉板t=12 本実突付張りUC塗 既存のまま

既存のまま 既存のまま
巾木 ソフト巾木 H=100 巾木 ソフト巾木 H=100

（一部新設） （一部新設）

津久井産杉 H=100 ＵＣ 既存のまま

既存のまま
床 ﾌﾞﾅﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸt=15 UC塗り 床 ﾌﾞﾅﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸt=15 UC塗り 既存のまま

（一部新設）

備考 アルミ枠掲示板(630×1800) 既存のまま 備考 アルミ枠掲示板(6195×1744) 既存のまま

アルミ枠掲示板(6870×2200) 既存のまま 木製掃除用具入れ 既存のまま

アルミ枠正面黒板(3600×1200) 新設

アルミ枠掲示板(6850×1730) 新設

児童用ロッカー(6,250×500×1,270) 新設

掃除用具入れ(600×500×2,000) 新設

▼CL

ｱﾙﾐ枠掲示板
(既存のまま)
(630×1800) ｱﾙﾐﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ(既存のまま)

▼FL

床：ﾌﾞﾅﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸt=15 UC塗装(既存のまま)

A面展開図

▼CL ▼CL

1,
00

0

木製掃除用具入れ(既存のまま)

1
,7

44

2,
27

0

2,
27

0

2
,0

00

1
,2

56

73
0

73
0

▼FL ▼FL

段差解消部：ﾀﾓ集成材(新設) 段差解消部：ﾀﾓ集成材(既存のまま)床：ﾌﾞﾅﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸt=15 UC塗装(既存のまま) 床：ﾌﾞﾅﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸt=15 UC塗装(既存のまま)

B面展開図 B面展開図

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存のまま
ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ(ｼﾝｸﾞﾙ)：既存のまま ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ(ｼﾝｸﾞﾙ)：既存のまま

▼CL

煙突差込口：既存のまま

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS、L=690(既存のまま) ｶｰﾃﾝﾚｰﾙS、L=690(既存のまま)

ｱﾙﾐｻｯｼ(既存のまま)ｱﾙﾐｻｯｼ(既存のまま)ｱﾙﾐｻｯｼ(既存のまま)

ｱﾙﾐ枠掲示板
(既存のまま)
(630×1800) 額縁：ﾗﾜﾝ 40×25 EP-G塗(既存のまま)額縁：ﾗﾜﾝ 40×25 EP-G塗(既存のまま)

灰取出し口：既存のまま

巾木：ｿﾌﾄ巾木H=100(既存のまま)
巾木：ｿﾌﾄ巾木H=100(既存のまま)

▼FL

床：ﾌﾞﾅﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸt=15 UC塗装(既存のまま)

巾木：ｿﾌﾄ巾木H=100(新設)

C面展開図

▼CL ▼CL

ｱﾙﾐ枠掲示板(既存のまま)
(6870×2200)

1
,0

0
0

1
,2

00

1635 1635
LGS100+強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚21×2枚両面の上EP-G塗装
4周耐火ｼｰﾙ(両面)+4周ﾛｯｸﾌｪﾙﾄ(両面)

8
00

▼FL ▼FL

7,500 7,500

段差解消部：ﾀﾓ集成材(新設)床：ﾌﾞﾅﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸt=15 UC塗装(既存のまま) 床：ﾌﾞﾅﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸt=15 UC塗装(既存のまま)

D面展開図 D面展開図

廊　下

普通教室（10）
ｻﾎﾟｰﾄﾙｰﾑ控室

CL
=3

,0
00

4,250

普通教室（10） ｻﾎﾟｰﾄﾙｰﾑ控室

普通教室（10）
ｻﾎﾟｰﾄﾙｰﾑ控室

C
L=

3,
0
00

C
L=

3,
0
00

普通教室（10）

CL
=
3,

00
0

ｻﾎﾟｰﾄﾙｰﾑ控室
天井伏図 (改修 ) 1/50

4,250

普通教室（10） ｻﾎﾟｰﾄﾙｰﾑ控室

CL
=
3,

00
0

CL
=
3,

00
0

見切り縁：津久井産杉t15×H20、UC塗装(既存のまま)

腰壁：胴縁(米栂)24×45 ﾀﾃﾖｺ＠450、津久井産杉板t=12本実突付け張りの上UC塗装(既存のまま)

巾木：津久井産杉t15×H100、UC塗装(既存のまま)

展開図 (改修 ) 1/50

天井：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5(下地共新設)

柱型：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しEP-G（既存のまま）

天井：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5(仕上材のみ新設) 天井：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5(仕上材のみ新設)

垂壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し+ﾓﾙﾀﾙ塗りt=20の上EP-G
（既存のまま）

巾木：ｿﾌﾄ巾木H=100(新設) 巾木：ｿﾌﾄ巾木H=100(新設)

4,2504,250

巾木：ｿﾌﾄ巾木H=100(既存のまま) 巾木：ｿﾌﾄ巾木H=100(既存のまま)

柱型：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しEP-G（既存のまま） 柱型：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しEP-G（既存のまま）

天井：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5(仕上材のみ新設) 天井：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5(仕上材のみ新設)

ｱﾙﾐ枠掲示板(既存のまま)

（6195×1744）

壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しEP-G（既存のまま）

巾木：ｿﾌﾄ巾木H=100(既存のまま)

7,500 7,500

天井：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5(下地共新設)

柱型：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しEP-G（既存のまま）

天井：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5(仕上材のみ新設)

壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しEP-G（既存のまま）

4,250 4,250

柱型：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しEP-G（既存のまま） 柱型：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しEP-G（既存のまま）

天井：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5(仕上材のみ新設) 天井：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5(仕上材のみ新設)

巾木：ｿﾌﾄ巾木H=100(新設)

巾木：ｿﾌﾄ巾木H=100(既存のまま) 巾木：ｿﾌﾄ巾木H=100(新設) 巾木：ｿﾌﾄ巾木H=100(既存のまま) 巾木：ｿﾌﾄ巾木H=100(既存のまま)

ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

総括副主幹課　長 担　当総括主幹 総括副主幹 検　算設計資格者氏名工事名称 縮尺 図面名称 図面番号

１：５０
Ａ棟３階普通教室(10)・ｻﾎﾟｰﾄﾙｰﾑ控室 ３６市立弥栄小学校普通教室等整備修繕

設計年月日 天井伏図・展開図（改修）
Ａ

Ｒ８.１

一級建築士　大臣登録　第288653号

学校施設課　大橋　乃介

(新設)
(新設)



ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号

Ｎ

１：２００

Ａ

市立弥栄小学校普通教室等整備修繕

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介

凡例

今回修繕対象室

Ｒ８.１

３７
全体１階建具・家具キープラン

全体１階建具・家具キープラン  1/200
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ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号

Ｎ

１：２００

Ａ

市立弥栄小学校普通教室等整備修繕

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介

吊りカーテンレールL=3.7ｍ（新設）

凡例

今回修繕対象室
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ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号

Ｎ

１：２００

Ａ

市立弥栄小学校普通教室等整備修繕

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介

Ｒ８.１

凡例

今回修繕対象室
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枠：70 枠：70四方アングル　皿板　(既存のまま)

アルミ製(シルバー)

クレセント　付属金物一式(撤去)

透明ガラスt=３(撤去）

ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号

Ａ

市立弥栄小学校普通教室等整備修繕

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介

Ｒ８.１

４０

記号・名称

形状・寸法

合計

取付場所

仕　　上

硝　　子

金　　物

備　　考

記号・名称

形状・寸法

▽FL▽FL

見　込
扉：

アルミ製(シルバー)

四方アングル　皿板

クレセント　付属金物一式　(新設）
指詰防止機能、外れ防止機能

見　込
扉：

取付場所

仕　　上

硝　　子

金　　物

備　　考

１ 既存：撤去（枠残し）

ＡＷ

１

ＡＷ

改修：カバー工法（新設）

階 １ ２ ３

１ １ １ ３

合計階 １ ２ ３

２ ２ ２ ６

２連引き違い窓

▽FL ▽FL

1,790 70 1,790

3,650

２連引き違い窓

強化透明ガラスt=４(新設）

合計階 １ ２ ３

１ １ １ ３

3,650

45 1,730 100 1,730 45

(既存建具寸法)

枠：70 枠：70四方アングル　皿板　(既存のまま)

アルミ製(シルバー)

クレセント　付属金物一式(撤去)

透明ガラスt=３(撤去）

見　込
扉：

アルミ製(シルバー)

四方アングル　皿板

クレセント　付属金物一式　(新設）
指詰防止機能、外れ防止機能

見　込
扉：

既存：撤去（枠残し）

ＡＷ ＡＷ

改修：カバー工法（新設）

２連引き違い窓

▽FL ▽FL

２連引き違い窓

強化透明ガラスt=４(新設）

45
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２ ２ ２ ６２ ２
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3,750

1,780 100

(既存建具寸法)3,750
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0

6
0

1
,
1
8
5

5
5

アミ戸：自走防止金具
(ビス固定タイプ)付(新設)

合計階 １ ２ ３

２

ＡＷ

３

２連２段引き違い窓

既存：ガラス撤去

四方アングル　皿板　(既存のまま)

アルミ製(シルバー)

透明ガラスt=３(撤去）

３ ４ ９

クレセント　付属金物一式(既存のまま)

合計階 １ ２ ３

２

ＡＷ

３

２連２段引き違い窓

四方アングル　皿板　(既存のまま)

アルミ製(シルバー)

３ ４ ９

クレセント　付属金物一式(既存のまま)

枠：70
見　込

扉：
見　込

扉：

Ｂ棟：廊下 Ｂ棟：廊下 Ｂ棟：廊下 Ｂ棟：廊下 B棟:ﾗﾝﾁﾙｰﾑ､児童ｸﾗﾌﾞ､ｵｰﾌﾟﾝｽﾍﾟｰｽ､ｻﾎﾟｰﾄﾙｰﾑ､研修室､PC教室 Ｂ棟：配膳室、普通教室(2)～(9)

強化透明ガラスt=４(新設）※配膳室のみ強化型ガラスt=４

階 １ ２ ３ 合計 階 １ ２ ３ 合計ＡＷ ＡＷ２連２段引き違い窓 ２連２段引き違い窓

２ ３ ４ ９ ２ ３ ４ ９既存：ガラス撤去４ ４

B棟:ﾗﾝﾁﾙｰﾑ､児童ｸﾗﾌﾞ､ｵｰﾌﾟﾝｽﾍﾟｰｽ､ｻﾎﾟｰﾄﾙｰﾑ､研修室､PC教室 Ｂ棟：配膳室、普通教室(2)～(9)

アルミ製(シルバー) アルミ製(シルバー)

透明ガラスt=３(撤去） 強化透明ガラスt=４(新設）※配膳室のみ強化型ガラスt=４

クレセント　付属金物一式(既存のまま) クレセント　付属金物一式(既存のまま)
扉： 扉：

見　込 見　込四方アングル　皿板　(既存のまま) 四方アングル　皿板　(既存のまま)枠：70 枠：70
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※アルミパネル位置は展開図参照
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※アルミパネル位置は展開図参照型 型 型 型

透明

1,200 130 1,225

2,555

階 １ ２ ３ 合計

改修：ガラス新設

改修：ガラス新設

LSD

１

Ｂ棟：配膳室

ー ー１ １

スチール焼付塗装（枠共）

強化透明ガラスt=４

ハンガーレール　ドアハンドル　付属金物一式

シリンダー錠(廊下)　サムターン(配膳室)

枠：70

階 １ ２ ３ 合計LSD

Ｂ棟：配膳室

ー ー１ １

スチール焼付塗装（枠共）

強化透明ガラスt=４

ハンガーレール　ドアハンドル　付属金物一式

シリンダー錠(廊下)　サムターン(配膳室)

２

透明

1,2001301,225

2,555

150
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5
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150
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2
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0
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型 透明

透明透明 透明

F

行事用黒板

▽FL ▽FL

▽FL ▽FL ▽FL ▽FL

階 １ ２ ３ 合計

見　込

ＳＰ スチールパーテーション

改修：新設

軽量スチールハンガードア（外付け）

改修：新設

軽量スチールハンガードア（外付け）

改修：新設

ｸﾚｾﾝﾄ・シリンダー錠掘込引手・指詰防止金物
戸車・戸当りｺﾞﾑ・付属金物一式

スチール製 ﾄﾞｱﾊﾟﾈﾙ：亜鉛ﾒｯｷ鋼板厚0.5 焼付塗装(芯材:ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ)
ﾊﾟﾈﾙ：表面材(亜鉛ﾒｯｷ鋼板厚0.5 焼付塗装）芯材：石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚12.5

額：強化型･強化透明ガラスt=4.0　ランマ：強化透明ガラスt=4.0

扉：32

枠：80
見　込

枠：250

扉： 40
見　込

枠：250

扉： 40

１

3,270

1,2702,000
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(有効800以上)(有効)引残し(有効) 引残し

1
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0
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5
0

1
,
5
0
0

5
2
5

記号・名称

形状・寸法

取付場所

仕　　上

備　　考

記号・名称

形状・寸法

取付場所

仕　　上

硝　　子

金　　物

備　　考

▽FL

金　　物

建具表（既存・改修）

１：５０

※アルミパネル位置は展開図参照※アルミパネル位置は展開図参照
(ビス固定タイプ)付(新設)
アミ戸：自走防止金具

アミ戸：自走防止金具
(ビス固定タイプ)付(新設)

▽FL

階 １ ２ ３ 合計

１ ー １

スチール焼付塗装（枠共）

改修：新設

見　込
枠：250

扉： 40

ＳＤ

2
,
0
0
0

1,350

ー １

Ａ棟：音楽室

シリンダー錠(廊下)　サムターン(音楽室)

親子スチールドア（防音）

気密パッキン オートドアボトム ｽﾃﾝﾚｽ沓摺 付属金物一式

枠：70枠：70

枠：70

数量 数量 数量 数量 数量 数量

数量 数量 数量 数量 数量

数量

枠：70枠：70

▽FL

枠：70

階 １ ２ ３ 合計

見　込

ＳＰ スチールパーテーション

改修：新設

ｸﾚｾﾝﾄ・シリンダー錠掘込引手・指詰防止金物
戸車・戸当りｺﾞﾑ・付属金物一式

スチール製 ﾄﾞｱﾊﾟﾈﾙ：亜鉛ﾒｯｷ鋼板厚0.5 焼付塗装(芯材:ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ)
ﾊﾟﾈﾙ：表面材(亜鉛ﾒｯｷ鋼板厚0.5 焼付塗装）芯材：石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚12.5

額：強化型･強化透明ガラスt=4.0　ランマ：強化透明ガラスt=4.0

扉：32

枠：80

透明 透明透明
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(有効800以上)
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透明型

数量

1

4

▽FL

階 １ ２ ３ 合計

見　込

ＳＰ スチールパーテーション

改修：新設

ｸﾚｾﾝﾄ・シリンダー錠掘込引手・指詰防止金物
戸車・戸当りｺﾞﾑ・付属金物一式

スチール製 ﾄﾞｱﾊﾟﾈﾙ：亜鉛ﾒｯｷ鋼板厚0.5 焼付塗装(芯材:ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ)
ﾊﾟﾈﾙ：表面材(亜鉛ﾒｯｷ鋼板厚0.5 焼付塗装）芯材：石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚12.5

額：強化型･強化透明ガラスt=4.0　ランマ：強化透明ガラスt=4.0

扉：32

枠：80

１

透明 透明透明

F
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透明型

数量2

型 透明

透明透明 透明

F

階 １ ２ ３ 合計

見　込

ＳＰ スチールパーテーション

改修：新設

ｸﾚｾﾝﾄ・シリンダー錠掘込引手・指詰防止金物
戸車・戸当りｺﾞﾑ・付属金物一式

スチール製 ﾄﾞｱﾊﾟﾈﾙ：亜鉛ﾒｯｷ鋼板厚0.5 焼付塗装(芯材:ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ)
ﾊﾟﾈﾙ：表面材(亜鉛ﾒｯｷ鋼板厚0.5 焼付塗装）芯材：石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚12.5

額：強化型･強化透明ガラスt=4.0　ランマ：強化透明ガラスt=4.0

扉：32

枠：80

3,270

1,2702,000
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数量3

▽FL

２ ２２ ２５ ５

１ １１ １２ ２

掲示板
(ﾍﾞﾙﾄｰﾝ貼)

掲示板
(ﾍﾞﾙﾄｰﾝ貼)

行事用黒板

※廊下側：荷物掛けフック２段設置

ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ ﾄﾞｱﾁｪｯｸ ﾌﾗﾝｽ落とし ﾋﾟﾎﾞｯﾄﾋﾝｼﾞ

Ａ棟：普通教室(10)、ｻﾎﾟｰﾄﾙｰﾑ Ａ棟：普通教室(10)、ｻﾎﾟｰﾄﾙｰﾑ

Ｂ棟：普通教室(2)(4)(5)(8)(9) Ｂ棟：普通教室(2)(4)(5)(8)(9)
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0
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9
0
0

9
0
0



把手､引手 詳細図可動棚板 詳細図

※W600以上の棚板は強度を 考慮し 、

　 パーティ ク ルボード の使用は不可と する 。

　 また、 フ ラ ッ シュ 芯材にも パーティ ク ルボード の

　 使用は不可と する 。

3030

D

6
0

6
0

2
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背板： ポリ エステル化粧合板貼

ダボ　 φ9

アルミ 製ニッ ケルメ ッ キ

棚板　 ポリ エステル化粧合板

下地　 フ ラ ッ シュ

ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号

Ａ

市立弥栄小学校普通教室等整備修繕

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介

Ｒ８.１

家具詳細図１
４１

木製家具標準仕様  『 特記無き 場合は下記の仕様と する』

天板 詳細図

標準木口

ポリ エステル化粧合板貼　 　 　 下地： ラ ン バーコ ア合板ｔ 15（ 四方組）

背板、 地板取外し 部： ポリ エステル化粧合板t 4mm

非塩ビ 化粧樹脂シート ｔ 0. 45貼

高圧メ ラ ミ ン 化粧板貼　 ポスト フ ォ ーム加工

木製引違戸

本体

台輪

木口

開戸（ 板戸）

天板

樹脂製戸車( 立付け調整可能) 、 PP樹脂製空気孔付舟底引手、 硬質樹脂製敷居・ 鴨居

ワン タ ッ チ脱着式スラ イ ド 丁番（ キャ ッ チ機能付） 　 105°開き

両面メ ラ ミ ン 化粧

パーティ ク ルボード

JAS-F☆☆☆☆適合品ポリ エステル

化粧合板

JAS-F☆☆☆☆適合品各種合板

厚生労働省のＶ Ｏ Ｃ 指定13物質を 含んでいないも のを 使用する 。 　 F☆☆☆☆適合品接着剤

（ 板戸）

共　 通 ※施工承認時に製作家具のカ タ ロ グを 提出し 、 監理者へ商品説明を おこ なう こ と 。

ポリ エステル化粧合板フ ラ ッ シュ

　 また、 フ ラ ッ シュ 芯材にも パーティ ク ルボード の使用は不可と する 。

可動式棚板

※W600以上の棚板は強度を 考慮し 、 パーティ ク ルボード の使用は不可と する 。

棚板底面にずれ止めのダボジャ ク リ を 施すこ と 。

※ポスト フ ォ ーム天板に使用する メ ラ ミ ン の厚さ はt 0. 8以上と する 。

棚受けダボ： φ9mmネジ込式（ W1/4） 　 アルミ 製ニッ ケルメ ッ キ　 P=60mm　 3段

本体、 棚板　 木口仕上 詳細図

上下ステン レ スレ ール、 ステン レ スハカ マ、 戸車、 破損止兼用引手

透明強化ガラ スｔ 6mmガラ ス戸

※製作家具本体は国内生産品と する。

ワン タ ッ チ脱着式スラ イ ド 丁番（ キャ ッ チ機能付） 　 105°開き

開戸（ ガラ ス戸）

透明アク リ ルｔ 4mm、 樹脂製セーフ ティ ーガラ ス押え

腰下天板

腰下天板

JAS-F☆☆☆☆適合品

2
0

2
0

3
0

木口　 t 0. 45化粧シート 貼

メ ラ ミ ン 化粧板貼

ポスト フ ォ ーム加工

タ モ集成材　 UC

R10

R

R

引違戸 詳細図

開戸 詳細図

吊元側

7820 20 12 20 20 20

23

3
5

3
5

品名差

透明プレ ート 厚0. 5mm

品名差付ラ イ ン ハンド ル

（ PP樹脂成型品）

ワン タ ッ チ脱着式

スラ イ ド 丁番（ キャ ッ チ付）

開戸

両面メ ラ ミ ン 化粧パーティ ク ルボード

板 戸 ガラ ス戸

5
1
3

20 20

鴨居

PP樹脂成型品

引違戸

両面メ ラ ミ ン 化粧

パーティ ク ルボード

敷居

PP樹脂成型品

樹脂製戸車

（ 立付調整可） シリ ン ダー錠

ステンレ ス山形レ ール

ステン レ スハカ マ

ステン レ ス面付レ ール

透明強化ガラ スｔ 6ｍｍ

仕　　　様

20 20 360

20
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0
2
0

30
0

2
0

1
00

170
30

13
0

2015
0

400

PP製空気孔付舟底引手 ABS製ハンド ル

25

1
1
0

13. 2

1
1
1
.
4

29

空気孔

背面

手掛り

１：２０

R10

78
0

2
0

天 板 メ ラ ミ ン 化粧板貼 ポスト フ ォ ーム加工

250 250 250 250 250250 250 250 250 250 250 250 250 250

20 20 20 2020 20 20 20 20 20 20 20 20 2020 20 20
13701370 1100

4
00

1370 1100 1370

3840

5列×2段×2台 + 4列×2段　　28人用

本体主材

背 板

開 戸

台　輪

中棚

木口：樹脂ｼｰﾄ

ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ化粧合板

木口：樹脂ｼｰﾄ

ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ化粧合板

木口：ｾｰﾌﾃｨｴｯｼﾞt2

両面ﾒﾗﾐﾝ化粧ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞｔ20

両面ﾒﾗﾐﾝ化粧ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞｔ20  

ｽﾗｲﾄﾞ丁番(ｷｬｯﾁ付1/無し1)、ﾄﾞｰﾑﾂﾏﾐφ20WB

樹脂製名札差（61x33）

両面ﾒﾗﾐﾝ化粧ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞｔ20

Ａ棟１階　昇降口　職員・来客用下足入れ 1ヶ所S=1/20Ｆ１

「JIS A 5908」適合品の国内生産品とする。

鉛筆硬度は9H以上とする。

主材：両面メラミン化粧パーティクルボードｔ20(鉛筆硬度：9H以上)

両面メラミン化粧パーティクルボードｔ20(鉛筆硬度：9H以上)、木口：非塩ビ化粧樹脂シートt0.45貼

両面メラミン化粧パーティクルボードｔ20(鉛筆硬度：9H以上)、木口：非塩ビ化粧樹脂シートt0.45貼

両面メラミン化粧パーティクルボードｔ20(鉛筆硬度：9H以上)、木口：非塩ビ化粧樹脂シートt0.45貼



家具幅は施工承認時に現場実測の上、決定する事。

ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号

Ａ

市立弥栄小学校普通教室等整備修繕

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介

Ｒ８.１

１：２０

家具詳細図２
４２

Ｆ２ １～３階　各普通教室　掃除用具入れ、背面ロッカー S=1/20 計７ヶ所
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S=1/20Ｆ３ S=1/20 計１ヶ所計１ヶ所 Ｆ４ Ａ棟２階　支援級　背面ロッカー
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0

2
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2
0

2
0

2
0

仕　 　 　 様

本体主材

ポリ 合板貼背 板

固定棚 両面メ ラ ミ ン化粧パーティ ク ルボード   木口： シート 貼

台 輪 ポリ 合板貼

附属品

1ハン ガーパイ プ ステンレ ス巻パイ プφ25( Sカ ン 5ヶ 付)

3フ ッ ク 玉付回転フ ッ ク ( TK-30)

2雑巾掛け( 戸裏) ステンレ ス巻パイ プφ9. 5 ( L350)

名

品
掃除用具入れ

番

品
NNB-3

開 戸

マグネッ ト キャ ッ チ、 チェ ーン スト ッ パー

スラ イ ド 丁番、 ABS樹脂製ハン ド ル( 白)

両面メ ラ ミ ン化粧パーティ ク ルボード   木口： シート 貼

両面メ ラ ミ ン化粧パーティ ク ルボード   木口： シート 貼

1水受皿 ステン レ ス水受皿（ 513×378×23）

仕　 　 　 様

両面メ ラ ミ ン 化粧パーティ ク ルボード   木口： シート 貼本体主材

ポリ 合板貼背 板

メ ラ ミ ン 化粧板貼 ポスト フ ォ ーム加工天 板

ポリ 合板貼台 輪

名

品

番

品
背面ロ ッ カ ー CRR-W2H. P

固定棚 両面メ ラ ミ ン 化粧パーティ ク ルボード   木口： シート 貼

仕　 　 　 様

両面メ ラ ミ ン 化粧パーティ ク ルボード   木口： シート 貼本体主材

ポリ 合板貼背 板

メ ラ ミ ン 化粧板貼 ポスト フ ォ ーム加工天 板

ポリ 合板貼台 輪

名

品

番

品
背面ロ ッ カ ー

固定棚 両面メ ラ ミ ン 化粧パーティ ク ルボード   木口： シート 貼

ー

仕　 　 　 様

名

品

番

品
ー壁面収納

本体主材 両面メ ラ ミ ン 化粧パーティ ク ルボード   木口： シート 貼

背 板 ポリ 合板貼

開 戸 両面メ ラ ミ ン 化粧パーティ ク ルボード   木口： シート 貼

スライド丁番、ABS樹脂製ハンドル(白)

引違戸 両面メ ラ ミ ン 化粧パーティ ク ルボード   木口： シート 貼

樹脂成型レール、調整式戸車、樹脂製空気孔付舟底引手

ポリ 合板貼台 輪

棚 板 ポリ合板フラッシュ  木口：シート貼
ステンレス棚受(可動ピッチ20mm)

引き残しストッパー、プッシュ錠（上２段）

リ スト

階 部屋名 数量

1階

2階

3階

普通教室(１)(２) ２ヶ所

普通教室(４)(５) ２ヶ所

普通教室(８)(９)(10) ３ヶ所

掃除用具入れ 背面ロッカー

掃除用具入れ 背面ロッカー

壁面収納 開き扉部 一般部

9列×4段＝36人用

20

1
0
02
0

2
0

6
4
0

6
4
0

プッシュ錠

プッシュ錠

1,210

1,250

20 20

1,250

プッシュ錠

プッシュ錠

1,210

1,250

2020

1,250

プッシュ錠

プッシュ錠

5
0
0

3,750

1,250

3
,
0
0
0

1
0
0

20

1,250

1,210

5
0
0

1,900

20 20

1,900

1
0
0

1
,
1
5
0

2
0

1
,
2
7
0

4503020

1
0
0

2
02
6
2
.
5

2
6
2
.
51
1
5
0

1
2
7
0

2
6
2
.
5

2
6
2
.
52
0

R10
500

2
0

2
0

2
0

2
0

背面ロッカー

背面ロッカー

S=1/20 計１ヶ所

仕　 　 　 様

両面メ ラ ミ ン 化粧パーティ ク ルボード   木口： シート 貼本体主材

ポリ 合板貼背 板

メ ラ ミ ン 化粧板貼 ポスト フ ォ ーム加工天 板

ポリ 合板貼台 輪

名

品

番

品
背面ロ ッ カ ー

固定棚 両面メ ラ ミ ン 化粧パーティ ク ルボード   木口： シート 貼

ー

4503020

1
0
0

2
02
6
2
.
5

2
6
2
.
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1
5
0
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2
7
0
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.
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2
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.
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0

R10
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2
0
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0

2
0

2
0

背面ロッカー

Ｆ５ Ａ棟２階　サポートルーム　背面ロッカー
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20 620620

2列×4段＝8人用
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Ａ棟２階　サポートルーム　壁面収納



ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号

Ａ

市立弥栄小学校普通教室等整備修繕

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介

Ｒ８.１

４３
部分詳細図（１）

間仕切壁　断面詳細図 Ｓ＝１／２０ Ｓ=１/５

Ｓ=１/５突出しサイン詳細図 平付けサイン詳細図Ｓ=１/５

5
5

8
3

1
3

1
5

23

8
2 8
0

1
1

299

45 254

7
8

ﾌﾚｰﾑ：ｱﾙﾐ型材　ｽｲﾝｸﾞ式(ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ可動)

本体：ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｲﾄ成形品

表示基板：樹脂板t＝1　両面ＵＶ印刷

2
7 8

ｽｲﾝｸﾞ可能角度160°

正 面

断 面

フレーム：アルミ型材 
本　　体：PET樹脂板 t=1 曲加工

フレーム：アルミ型材 

表示基板：樹脂板 t=1

8
0

24112 12

265

8
0

1
5

14.5

フレーム：アルミ型材 
本　　体：PET樹脂板 t=1 曲加工
表示基板：樹脂板 t=1
　　　　　ＵＶ印刷

24112 12

265

1
4
.
5

155（※取付ビス位置）

数 量

表示方法：ＵＶ印刷

フレーム：アルミ型材
本　　体：PET樹脂板 ｔ=1　曲加工
表示基板：樹脂板 t=1

本　　体：PET樹脂板 t=1 曲加工

断 面

正 面

断 面

１　階 ２　階 ３　階

Ｂ棟  設 置 箇 所

普通教室（２）

配膳室

普通教室（４）

普通教室（５）

普通教室（８）

普通教室（９）

数 量 数 量 数 量

１　階 ２　階 ３　階

Ａ棟  設 置 箇 所

２ヶ所

サポートルーム

２ヶ所 ２ヶ所

普通教室（10）

サポートルーム控室

数 量 数 量 数 量１ヶ所ー ２ヶ所

■教室名等の文字入れﾚｲｱｳﾄは学校側に最終確認する事。

３　階

Ａ棟  設 置 箇 所

音楽室

１ヶ所

　　　　　ＵＶ印刷
表示基板：樹脂板 t=1

　　　　　ＵＶ印刷

アルミ枠掲示板(新設)
(ベルトーン貼り)(ベルトーン貼り)

アルミ枠掲示板(新設)

巾木：津久井建材 ＵＣ塗り Ｈ=100 (新設)

改修ＲＣ壁
1
,
2
7
0

9
0
0

1
,
2
0
0

9
0
0

見切り：津久井産材(スギ)20×15 ＵＣ塗り

胴縁：45×24＠450(タテ･ヨコ共)(新設)
津久井産材本実突板貼 厚12(新設)

生徒用ロッカー(新設)

９

普通教室（１）

アルミ枠半曲面黒板(新設)

普通教室（２）

(ベルトーン貼り)

アルミ枠掲示板(新設)

巾木：津久井建材 ＵＣ塗り Ｈ=100 (新設)

見切り：津久井産材(スギ)20×15 ＵＣ塗り

胴縁：25×40 タテ･ヨコ共＠300(新設)

改修ＬＧＳ壁

11

1
,
2
7
0

普通教室（４） 普通教室（５）

アルミ枠半局面黒板(新設)

9
0
0

1
,
2
0
0

9
0
0

防火上主要な間仕切（新設）(梁下迄)
4周耐火シール(両面)+4周ロックフェルト(両面)
LGS W=100+両面強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=21（2重張）EP-G塗　

胴縁：25×40 タテ･ヨコ共＠300(新設)

アルミ枠掲示板(新設)
(ベルトーン貼り)

胴縁：45×24＠450(タテ･ヨコ共)(新設)
津久井産材本実突板貼 厚12(新設)

胴縁：25×40 タテ･ヨコ共＠300（撤去）

8
0
0

1
,
2
0
0

1
,
0
0
0

ホワイトボード(撤去)

壁：木下地＋石膏ボードt=12.5ＥＰＳ(撤去)

巾木：ラワンH=100 ＯＰ(撤去)

壁：板張り(撤去）

ランチルームサポートルーム

木製棚(撤去)

既存ＲＣ壁

９

11

既存

オープンスペース

巾木：ラワンH=100 ＯＰ(壁設置部撤去)

アコーディオンカーテン取外し
（Ａ棟２階サポートルームへ）

1
5

3
5

段差解消材：80×30ﾀﾓ集成材加工 UC塗装 新設

3
0

80
15 65

▽±0
▽-20 2

0

教室側：フローリングブロック

Ｓ=１/５教室出入口段差解消詳細図腰壁（津久井産材）詳細図

1
0
0

2
5

黒板

アルミ粉受

9
0
0

7
7
5

横胴縁：米栂 45×25

巾木:杉(津久井産材）厚15H=100 UC塗装

見切縁 25×15(津久井産材)UC塗装

腰壁:羽目板(津久井産材)張り厚12 UC塗装

縦胴縁：米栂 45×25

１：２０

１：５

3
,
1
0
0

生徒用ロッカー(新設)



ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号

Ａ

市立弥栄小学校普通教室等整備修繕

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介

Ｒ８.１

４４
部分詳細図（２）

消火栓

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250

3,750 3,850 3,850 3,850 3,750

既存：Ｂ棟１～３階廊下展開図　１：１００

(既存のまま) (既存のまま) (既存のまま)

消火栓

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250

3,750 3,850 3,850 3,850 3,750

改修：Ｂ棟１～３階廊下展開図　１：１００

(既存のまま) (既存のまま)

(新設)
ｽﾃﾝﾚｽﾌｯｸ@150 L=3,750

(新設)
ｽﾃﾝﾚｽﾌｯｸ@150 L=3,850 ｽﾃﾝﾚｽﾌｯｸ@150 L=3,850

(新設)
ｽﾃﾝﾚｽﾌｯｸ@150 L=3,850
(新設) (新設)

ｽﾃﾝﾚｽﾌｯｸ@150 L=3,750

Ｓ＝１/５、１／１００

断面詳細図　１：５

既存ﾌｯｸ@150 L=3,750 既存ﾌｯｸ@150 L=3,850 既存ﾌｯｸ@150 L=3,850 既存ﾌｯｸ@150 L=3,850 既存ﾌｯｸ@150 L=3,750

建具改修:カバー工法 建具改修:カバー工法 建具改修:カバー工法

54

42

7
6

20

既存フック@150（既存のまま）

ステンレスフック@150（新設）

1
,
1
6
5

正面図　１：５

150 150 150

150 150 150 150

既存フック@150（既存のまま）

ステンレスフック@150（新設）

ステンレスフラットバーt=3、H=60（新設）

6
0

図書室ブラインド詳細図 Ｓ＝１／５０

4250 4250 4250

11 12 13 14

▼FL

▼CL

CH
=3

0
00

A面展開図

ブラインドW=3400(正面付け)(新設) ブラインドW=3400(正面付け)(新設) ブラインドW=3400(正面付け)(新設)

荷物掛けステンレスフック詳細図

ステンレスフラットバーt=3、H=60（新設）

１：１００
１：５０
１：５

木下地　米栂（新設）



ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号

Ａ

市立弥栄小学校普通教室等整備修繕

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介

Ｒ８.１

４５外構平面図、外構詳細図
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,
9
0
0

5
5
0

3,1001,600

950 1,200 950

1
,
3
0
0

H.H

（既存のまま）

キュービクル基礎

既存受水槽
1
,
8
0
0

(2200×1800×t200)
土間コンクリート(撤去)

1
,
5
5
0

1
5
0

1
,
7
0
0

メッシュフェンスH=1800(既存のまま)

メッシュフェンスH=1800(既存のまま)

4,700

1,350 2,000 1,350

1,250 2,200 1,250 450

9
0
0

5
5
0

3
,
9
0
0

5
5
0

3,100

950 1,200 950

1
,
3
0
0

H.H

（既存のまま）

キュービクル基礎

既存受水槽

メッシュフェンスH=1800(既存のまま)

メッシュフェンスH=1800(既存のまま)

1501,4501,800

3,400

1
,
8
0
0

1
,
8
0
0

1
,
8
0
0

1
,
8
0
0

3
,
6
0
0

3
,
6
0
0

1,650 150

1,800

メッシュフェンスH=1800(既存のまま)メッシュフェンスH=1800(既存のまま)

メッシュフェンスH=1800(新設)

キュービクル廻り平面図 (既存 ) 1/50

非常発電機基礎（新設）
(1530×900×450)

キュービクル廻り平面図(改修 ) 1/50

Ａ’

Ａ

1
,
8
0
0

3
,
9
0
0

9
5
0

コンクリート基礎(□200×H450)共

(2200×1800×300)
キュービクル基礎増し打ち（新設）

土間コンクリート(新設)
(500×900×t200)Ｂ Ｂ’Ｂ’

非常発電機基礎（撤去）
(1530×900×450)

コンクリート Fc=21N S18(新設)

既存キュービクル基礎

あと施工ｱﾝｶｰ(接着系)共
D10@150(新設)D10＠150(新設)

捨てコンクリートt=50(新設)

再生砕石(RC-40) t=100(新設)

Ａ－Ａ’撤去部詳細図  1/20

Ａ－Ａ’改修部詳細図  1/20

･･･ｶｯﾀｰ入れ

既存キュービクル基礎

砕石 t=100（撤去）

捨てコンクリートt=50(撤去)

砕石 t=100(撤去)

ｶｯﾀｰ入れ

ｶｯﾀｰ入れ

D10＠150(撤去)

非常発電機基礎（撤去）
(1530×900×450)

1
0
0

1
0
0

2
0
0

3
0
0

1
0
0

4
5
0

5
0

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ t=200（撤去）

ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭφ6-150角（撤去）

1
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3
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4
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1
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キュービクル基礎増し打ち

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ(既存のまま)
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土間コンクリート(撤去)
(1530×900×t200)

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ(既存のまま)
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※ 共通事項

（構造体強度補正値は、６N/㎜2とする。）

※施工時期により、確認調整のこと。

ｺﾝｸﾘｰﾄの設計基準強度は FC=21N/㎜2以上で、ｽﾗﾝﾌﾟは18cmとする。

D10@150(新設)
あと施工ｱﾝｶｰ(接着系)共

捨てコンクリートt=100(新設)

再生砕石(RC-40) t=150(新設)

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ(既存のまま)

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ t=200（新設）18×18

ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭφ6-150角（新設）
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捨てコンクリートt=50(新設)

再生砕石(RC-40) t=100(新設)

非常発電機基礎（新設）

D10＠150(新設)

D10＠150(新設) コンクリート Fc=21N S18(新設)

再生砕石(RC-40) t=100(新設)

捨てコンクリートt=50(新設)
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メッシュフェンスH=1800(既存のまま)メッシュフェンスH=1800(新設)

コンクリート基礎(□200×H450)共

キュービクル基礎増し打ち（新設）

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ(既存のまま)
土間ｺﾝｸﾘｰﾄ(既存のまま)

捨てコンクリートt=50(撤去)

砕石 t=100(撤去)

D10＠150(撤去)
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ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭφ6-150角（撤去）

砕石 t=100（撤去）

非常発電機基礎（撤去）
(1530×900×450)

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ(既存のまま)

メッシュフェンスH=1800(撤去)

コンクリート基礎(□150×H450)共

メッシュフェンスH=1800(既存のまま)
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砕石 t=100（撤去）

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ(既存のまま)

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ(既存のまま)

コンクリート Fc=21N S18(新設)

･･･ｶｯﾀｰ入れＢ－Ｂ’撤去部詳細図  1/20 ･･･ｶｯﾀｰ入れＢ－Ｂ’改修部詳細図  1/20

ｶｯﾀｰ入れ

ｶｯﾀｰ入れ

ｶｯﾀｰ入れ

１：２０
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ー　凡　例　ー

：工事範囲を示す

足場12.0m(H=12.2m)

建 建 電 設現場
事務所 ｺﾝﾃﾅ ｺﾝﾃﾅ

備品移動先

16tクレーン
仮囲い:18.5ｍ

高木
仮囲い:22.5ｍ

高木 仮
囲

い
:3

0.
0ｍ

高木

仮囲い:25.0ｍ

仮囲い:14.4ｍ 仮囲い:8.4ｍ

仮
囲

い
:
50

.0
ｍ

仮
囲

い
:
23.

9ｍ

仮囲い:110.0ｍ 仮囲い:7.0ｍ

夏休み期間

凡　例

キャスターゲート　W=6,000　２ヶ所

仮囲い（ガードフェンスH=1.8m）計３１０ｍ

敷鉄板（6,096×1,524 t=22）81枚、753㎡

手摺先行くさび式足場(W＝900）、昇降階段(W=900)

養生シート(防炎Ⅰ類)、小幅ネット：24ｍ

ステージ足場２ｍ×４ｍ　２ヶ所

誘

工事車両出入口

職員・来客用車両出入口、児童用出入口

給食室工事出入口（別途工事）

工事動線

【学校敷地内を車両が通行する場合に遵守すべきこと】

・学校敷地内は最徐行を行うこと。

・２人以上で車両通行する場合には、１人が車両から降りて先導すること。

・１人で車両通行する場合には、原則として事前に学校内にいる人に連絡を入れ先導してもらうか、

　ハザードランプを点灯させて最徐行すること。

・敷地内の駐車スペースより車両通行を開始する前には、車両周辺の前後左右の確認を行うこと。

・事前にスプリンクラー設備等の配置を確認し損傷しないようにすること

・部活動の為、生徒が出入りすることがあるので注意すること

工事において使用する工事用水及び電力は原則として学校敷地内の水道・電気施設を使用することはできない。

やむをえず学校敷地内の水道・電気施設を使用する場合は、

使用量計測用のメーターを設置し、その設置した場所からのみの使用とすること。

また、設置位置については監督員及び学校に確認を行い決定すること。

なお使用した工事用水、電力については、学校立ち合いのもと使用量計測メーターの確認を行い、

使用量相当分を使用完了後若しくは引き渡し後速やかに納入すること。

ハッチ部分は夏休み期間後に整地すること。(3,480㎡程度)
砂（スクリーニングス）ｔ＝3.0重機転圧共

使用重機：タイヤローラー、振動ローラー等

工程１：路床整正、工程２：砂敷均し、工程３：締固め

誘

誘

２Ｆ

２Ｆ

３Ｆ

３Ｆ

工事出入口 工事出入口

１Ｆ
２Ｆ
３Ｆ

１Ｆ
２Ｆ
３Ｆ

１Ｆ
３Ｆ

工事車両
３Ｆ 駐車ｽﾍﾟｰｽ

（５０台）

１Ｆ(天井のみ)
２Ｆ

工事出入口
（１・２Ｆ）

プール 屋内運動場

道路
歩道

正門

グランド

Ａ棟校舎
（ＲＣ３階建て）給食室 Ｂ棟校舎

（ＲＣ３階建て）

ポンプ室

受水槽

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

倉庫砂場
倉庫

歩道(+200)

車道(±0)

Ｎ

児童クラブ

職員・来客・児童用
出入口

給食室工事
出入口

（別途工事）

植栽

植栽

工事出入口

砂利

土土
土

工事看板
工事出入口

改修階

仮設計画図 S=1/400

ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

総括副主幹課　長 担　当総括主幹 総括副主幹 検　算設計資格者氏名工事名称 縮尺 図面名称 図面番号

１：４００
４６市立弥栄小学校普通教室等整備修繕

設計年月日
Ａ

Ｒ８.１

一級建築士　大臣登録　第288653号

学校施設課　大橋　乃介

職員・来客・児童動線

仮設計画図（外部）（参考図）

交通誘導員（２人）３８日

監視カメラ　４ヶ所



渡り廊下A1

渡り廊下A2

ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号

Ａ

市立弥栄小学校普通教室等整備修繕

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介
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２階平面図 S=1/400１階平面図 S=1/400

３階平面図 S=1/400

凡例

：搬出入口

：養生シート

：改修範囲

：学校利用者動線

夏休み期間

天井のみ

仮設間仕切：B種LGS下地片面合板厚9

普通教室

相談室
教材室 トイレ

PS
階段室

PS 水飲場 EPS PS

廊下

音楽室 音楽準備室

普通教室 普通教室 普通教室 普通教室

バルコニー

庇 庇

印刷室
教材室 屋根トイレ 職員トイレ トイレ昇降口

PS多目的 PS
SKトイレ 階段室玄関

PSPS PSPS EPSEPS水飲場 水飲場
PS

廊下 廊下

男子女子
準備室更衣室更衣室

校長室 普通教室 普通教室 普通教室 あおぞら教室 図書室職員室普通教室 普通教室 保健室 事務室

放送室

バルコニー

会議室

多目的室

ポンプ室

階段室

渡り廊下

(少人数教室)(児童会室)(6-1) (6-2)

(3-1) (3-2) (活動室)

脱衣室脱衣室

便所Ａ 便所Ｂ

外部階段

教材室(A)

DN
Ｂ階段DN 水飲み場

廊下

普通教室 普通教室 普通教室 ＰＣ教室 家庭科準備室 家庭科室

バルコニー バルコニー

ROOF

ROOF

便所Ａ 便所Ｂ 便所Ａ 便所Ｂ

ﾎﾟﾝﾌﾟ室
外部階段 外部階段石油庫

教材室(A) 昇降口 教材室(A)
DN

UP
室外機 Ｂ階段 Ｂ階段UP DN水飲み場 水飲み場置場

SS SS
廊下 廊下SS

図工準備室 図工室普通教室 普通教室 普通教室 普通教室 ほほえみル－ム 普通教室 普通教室 普通教室 普通教室 ワークスペース 理科室
理科準備室

室外機置場 バルコニー バルコニー
EXP.J

Ｂ棟

UP

サポートルーム

(ｻﾎﾟｰﾄﾙｰﾑ) (ﾗﾝﾁﾙｰﾑ) (児童クラブ) (歴史館)

(5-2)(5-1) (研修室) (ピコピコルーム)

児童クラブ利用

（天井までH=2600）L=5.7m

仮設間仕切：B種LGS下地片面合板厚9

仮設間仕切：B種LGS下地片面合板厚9

（天井までH=2600）L=2.0m

（天井までH=2600）L=2.0m

仮設間仕切：B種LGS下地片面合板厚9
（天井までH=2600）L=2.0m

仮設間仕切：B種LGS下地片面合板厚9
（天井までH=2600）L=2.0m

仮設間仕切：B種LGS下地片面合板厚9
（天井までH=2600）L=2.0m

仮設間仕切：B種LGS下地片面合板厚9
（天井までH=2600）L=2.0m

仮設間仕切：B種LGS下地片面合板厚9
（天井までH=2600）L=4.0m

４７
仮設計画図（内部）（参考図）


